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図版１　仁田尾遺跡全景

図版２　仁田尾遺跡土層

図版３　第Ⅰ文化層４９号礫群上面検出状況　

　　　　第Ⅰ文化層４９号礫群下面検出状況

　　　　第Ⅰ文化層３５号礫群検出状況

図版４　第Ⅰ文化層３６号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層４５号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層４４号礫群検出状況

図版５　第Ⅰ文化層４２･４３号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層４３号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層３９号礫群検出状況

図版６　第Ⅰ文化層４０･４１号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層４０号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層４１号礫群検出状況

図版７　第Ⅰ文化層３３号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層３４号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層４６号礫群検出状況

図版８　第Ⅰ文化層１･２号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層２号礫群検出状況

図版９　第Ⅰ文化層１号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層６･７号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層９号礫群検出状況

図版１０　第Ⅰ文化層１１号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層５０号礫群上面遺物出土状況

　　　　第Ⅰ文化層５０号礫群下面検出状況

図版１１　第Ⅰ文化層１５･１６号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層１５～１７号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層３２号礫群検出状況

図版１２　第Ⅰ文化層２２～２４号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層２１･２３･２４号礫群検出状況

図版１３　第Ⅰ文化層２４号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層２３号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層２１号礫群検出状況

図版１４　第Ⅰ文化層１８～２０号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層２８～３０号礫群検出状況

図版１５　第Ⅰ文化層２８号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層２０号礫群検出状況

図版１６　第Ⅰ文化層５１号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層５２号礫群検出状況

　　　　第Ⅰ文化層５３号礫群検出状況

図版１７　第Ⅰ文化層ブロック検出状況

図版１８　第Ⅰ文化層ブロック検出状況

図版１９　第Ⅰ文化層１１･１２ブロック検出状況

　　　　第Ⅰ文化層１２ブロック検出状況

　　　　第Ⅰ文化層１９ブロック検出状況

図版２０　第Ⅰ文化層１０ブロック検出状況 

　　　　第Ⅰ文化層２号礫群･１３ブロック検出状況

　　　　第Ⅰ文化層２０ブロック検出状況

図版２１　第Ⅰ文化層Aブロック群南西部・西か

ら調査風景

　　　　第Ⅰ文化層Aブロック群南西部・北から

図版２２　第Ⅰ文化層２９･３０ブロック検出状況

　　　　第Ⅰ文化層５ブロック検出状況

　　　　第Ⅰ文化層６ブロック検出状況

図版２３　第Ⅰ文化層１８ブロック検出状況

　　　　第Ⅰ文化層１７ブロック検出状況

　　　　第Ⅰ文化層１６ブロック検出状況

図版２４　第Ⅰ文化層２７ブロック検出状況

　　　　第Ⅰ文化層１４ブロック検出状況

　　　　第Ⅰ文化層３ブロック検出状況

図版２５　第Ⅰ文化層１ブロック検出状況

　　　　第Ⅰ文化層４ブロック検出状況

　　　　第Ⅰ文化層７･２ブロック検出状況

図版２６　第Ⅰ文化層３７ブロック検出状況

　　　　第Ⅰ文化層４０ブロック検出状況

　　　　第Ⅰ文化層３８ブロック検出状況

図版２７　第Ⅰ文化層２４･２５ブロック検出状況第

Ⅰ文化層２２ブロック検出状況

図版２８　第Ⅰ文化層Aブロック群出土石器群（１）

図版２９　第Ⅰ文化層Aブロック群出土石器群
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（２）・接合資料

図版３０　第Ⅰ文化層Aブロック群出土石器群（３）

図版３１　第Ⅰ文化層Aブロック群出土石器群（４）

図版３２　第Ⅰ文化層Aブロック群出土石器群（５）

図版３３　第Ⅰ文化層Bブロック群出土石器群（１）

図版３４　第Ⅰ文化層Bブロック群出土石器群（２）

図版３５　第Ⅰ文化層Bブロック群出土石器群（３）

図版３６　第Ⅰ文化層Cブロック群出土石器群（１）

図版３７　第Ⅰ文化層Cブロック群出土石器群（２）

図版３８　第Ⅰ文化層Cブロック群出土石器群（３）

図版３９　第Ⅰ文化層Dブロック群出土石器群（１）

図版４０　第Ⅰ文化層Dブロック群出土石器群（２）

図版４１　第Ⅰ文化層Dブロック群出土石器群（３）

図版４２　第Ⅰ文化層Dブロック群出土石器群（４）

図版４３　第Ⅰ文化層Dブロック群出土石器群

（５）・接合資料

図版４４　第Ⅰ文化層Eブロック群出土石器群（１）

図版４５　第Ⅰ文化層Eブロック群出土石器群（２）

図版４６　第Ⅰ文化層Eブロック群出土石器群（３）

図版４７　第Ⅰ文化層Eブロック群出土石器群（４）

図版４８　第Ⅰ文化層Eブロック群出土石器群（５）

図版４９　第Ⅰ文化層Eブロック群出土石器群（６）

図版５０　第Ⅰ文化層Eブロック群出土石器群（７）

図版５１　第Ⅰ文化層Eブロック群出土石器群・

接合資料

図版５２　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１）

図版５３　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２）

図版５４　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（３）

図版５５　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（４）

図版５６　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（５）

図版５７　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（６）

図版５８　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（７）

図版５９　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（８）

図版６０　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（９）

図版６１　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１０）

図版６２　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１１）

図版６３　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１２）

図版６４　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１３）

図版６５　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１４）

図版６６　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１５）

図版６７　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１６）

図版６８　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１７）

図版６９　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１８）

図版７０　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１９）

図版７１　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２０）

図版７２　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２１）

図版７３　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２２）

図版７４　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２３）

図版７５　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２４）

図版７６　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２５）

図版７７　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２６）

図版７８　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２７）

図版７９　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２８）

図版８０　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２９）

図版８１　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（３０）

図版８２　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（３１）

図版８３　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（３２）

図版８４　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（３３）

図版８５　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（３４）

図版８６　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（３５）

図版８７　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（３６）

図版８８　第Ⅱ文化層４号礫群検出状況

　　　　第Ⅱ文化層５号礫群検出状況

　　　   第Ⅱ文化層６号礫群検出状況

図版８９　第Ⅱ文化層４ブロック検出状況

　　　　第Ⅱ文化層４号礫群･ブロック検出状況

　　　　第Ⅱ文化層調査風景

図版９０　第Ⅱ文化層１～４ブロック出土石器群

図版９１　第Ⅱ文化層５･６ブロック出土石器群

図版９２　第Ⅱ文化層７･８ブロック出土石器群

図版９３　第Ⅱ文化層出土石器群

図版９４　第Ⅲ文化層１号陥し穴掘り下げ状況

　　　　第Ⅲ文化層１号陥し穴逆茂木断面（１）

（２）



図版９５　第Ⅲ文化層２号陥し穴掘り下げ状況

　　　　第Ⅲ文化層２号陥し穴完掘状況

　　　　第Ⅲ文化層陥し穴逆茂木検出状況

図版９６　第Ⅲ文化層３号陥し穴断面

　　　　第Ⅲ文化層３号陥し穴完掘状況

　　　　第Ⅲ文化層３号陥し穴半裁完掘状況

図版９７　第Ⅲ文化層４号陥し穴完掘状況

　　　　第Ⅲ文化層４号陥し穴逆茂木痕検出状

況（１）（２）（３）

図版９８　第Ⅲ文化層５号陥し穴断面（１）（２）

　　　　第Ⅲ文化層５号陥し穴完掘状況

図版９９　第Ⅲ文化層５号陥し穴半裁状況

　　　　第Ⅲ文化層５号陥し穴逆茂木痕

　　　　第Ⅲ文化層５号陥し穴完掘状況

図版１００ 第Ⅲ文化層６号陥し穴断面

　　　　第Ⅲ文化層６号陥し穴完掘

　　　　調査風景

図版１０１第Ⅲ文化層６号陥し穴逆茂木検出状況

（１）（２）（３）

図版１０２ 第Ⅲ文化層７号陥し穴検出状況

　　　　第Ⅲ文化層７号陥し穴薩摩火山灰半裁

状況

　　　　第Ⅲ文化層７号陥し穴断面

図版１０３ 第Ⅲ文化層７号陥し穴掘り下げ状況

　　　　第Ⅲ文化層７号陥し穴完掘状況

　　　　第Ⅲ文化層７号陥し穴逆茂木断面

図版１０４ 第Ⅲ文化層８号陥し穴検出状況

　　　　第Ⅲ文化層８号陥し穴断面

　　　　第Ⅲ文化層８号陥し穴逆茂木断面

図版１０５ 第Ⅲ文化層９号陥し穴周辺遺物出土状

況

　　　　第Ⅲ文化層９号陥し穴逆茂木検出状況

第Ⅲ文化層９号陥し穴逆茂木断面

図版１０６ 第Ⅲ文化層１０号陥し穴断面

　　　　第Ⅲ文化層１０号陥し穴掘り下げ状況

　　　　第Ⅲ文化層１０号陥し穴逆茂木断面

図版１０７ 第Ⅲ文化層１０号陥し穴逆茂木検出状況

　　　　第Ⅲ文化層１０号陥し穴逆茂木完掘状況

　　　　第Ⅲ文化層１０号陥し穴逆茂木想定

図版１０８ 第Ⅲ文化層１１号陥し穴検出状況

　　　　第Ⅲ文化層１１号陥し穴半裁状況

　　　　第Ⅲ文化層陥し穴掘り下げ状況

図版１０９ 第Ⅲ文化層１１号陥し穴逆茂木完掘状況

（１）（２）

図版１１０ 第Ⅲ文化層１２号陥し穴検出状況

　　　　第Ⅲ文化層１２号陥し穴逆茂木完掘状況

（１）（２）

図版１１１ 第Ⅲ文化層１３号陥し穴検出状況

　　　　第Ⅲ文化層１３号陥し穴掘り下げ状況

　　　　第Ⅲ文化層１３号陥し穴逆茂木完掘状況

図版１１２ 第Ⅲ文化層１４号陥し穴検出状況

　　　　第Ⅲ文化層１４号陥し穴掘り下げ状況

　　　　第Ⅲ文化層１４号陥し穴逆茂木検出状況

図版１１３ 第Ⅲ文化層１５号陥し穴掘り下げ状況

　　　　第Ⅲ文化層１５号陥し穴逆茂木検出状況

（１）（２）（３）

図版１１４ 第Ⅲ文化層１６号陥し穴検出状況

　　　　第Ⅲ文化層１６号陥し穴半裁状況

　　　　第Ⅲ文化層１６号陥し穴掘り下げ状況

　　　　第Ⅲ文化層陥し穴逆茂木完掘状況（１）

（２）

図版１１５ 第Ⅲ文化層溝状遺構・北から

　　　　溝状遺構・南から

　　　　溝状遺構断面

図版１１６ 第Ⅲ文化層溝状遺構とその周辺部

図版１１７ 第Ⅲ文化層１６ブロック礫器集中部

　　　　第Ⅲ文化層１６ブロック礫器集中部

　　　　第Ⅲ文化層４８ブロック磨石集中部

図版１１８ 第Ⅲ文化層３ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層４ブロック土器出土状況

　　　　石谷小学校見学と調査風景

図版１１９ 第Ⅲ文化層７ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層７･１７ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層１２ブロック検出状況



図版１２０ 第Ⅲ文化層１４・１６ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層１７･１９・２０ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層１９ブロック検出状況

図版１２１ 第Ⅲ文化層２３～２５ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層２６・２７ブロック，１４号落と

し穴検出状況

図版１２２ 第Ⅲ文化層２８ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層３１ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層調査風景

図版１２３ 第Ⅲ文化層３８～４０ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層調査風景

　　　　第Ⅲ文化層土器出土状況

図版１２４ 第Ⅲ文化層４９ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層石斧出土状況

　　　　第Ⅲ文化層調査風景

図版１２５ 第Ⅲ文化層５５ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層５９・６０ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層６１ブロック検出状況

図版１２６ 第Ⅲ文化層１･２ブロック出土石器群

図版１２７ 第Ⅲ文化層３～５ブロック出土石器群

図版１２８ 第Ⅲ文化層５･６ブロック出土石器群

図版１２９ 第Ⅲ文化層７・１０ブロック出土石器群

図版１３０ 第Ⅲ文化層１１～１４ブロック出土石器群

図版１３１ 第Ⅲ文化層１５・１６ブロック出土石器群

図版１３２ 第Ⅲ文化層１７・１８ブロック出土石器群

図版１３３ 第Ⅲ文化層２０～２５ブロック出土石器群

図版１３４ 第Ⅲ文化層２６・２７・２９～３２・３４ブロッ

ク出土石器群

図版１３５ 第Ⅲ文化層３５～３８・４０ブロック出土石

器群

図版１３６ 第Ⅲ文化層４０～４３ブロック出土石器群

図版１３７ 第Ⅲ文化層４４･４５ブロック出土石器群

図版１３８ 第Ⅲ文化層４６･４８ブロック出土石器群

図版１３９ 第Ⅲ文化層４８･４９ブロック出土石器群

図版１４０ 第Ⅲ文化層５０～５５ブロック出土石器群

図版１４１ 第Ⅲ文化層５５･５７ブロック出土石器群

図版１４２ 第Ⅲ文化層５９～６１ブロック出土石器群

図版１４３ 第Ⅲ文化層６１ブロックほか出土石器群

図版１４４ 第Ⅲ文化層出土礫器･斧形石器類

図版１４５ 第Ⅲ文化層出土石器群礫器

図版１４６ 第Ⅲ文化層出土石器群礫器

図版１４７ 第Ⅲ文化層出土石器群礫器･磨石類

図版１４８ 第Ⅲ文化層Yブロック出土石器群（１）

図版１４９ 第Ⅲ文化層Yブロック出土石器群（２）

図版１５０ 第Ⅲ文化層Yブロック出土石器群（３）

図版１５１ 使用痕写真（１）

図版１５２ 使用痕写真（２）

図版１５３ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１）

図版１５４ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（２）

図版１５５ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（３）

図版１５６ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（４）

図版１５７ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（５）

図版１５８ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（６）

図版１５９ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（７）

図版１６０ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（８）

図版１６１ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（９）

図版１６２ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１０）

図版１６３ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１１）

図版１６４ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１２）

図版１６５ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１３）

図版１６６ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１４）

図版１６７ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１５）

図版１６８ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１６）

図版１６９ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１７）

図版１７０ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１８）

図版１７１ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１９）

図版１７２ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（２０）

図版１７３ 縄文時代出土土器

図版１７４ 縄文時代早期１号集石検出状況

　　　　縄文時代早期２号集石検出状況

　　　　縄文時代早期３号集石検出状況

図版１７５ 縄文時代早期４号集石検出状況

　　　　縄文時代早期７号集石検出状況

　　　　縄文時代早期８号集石検出状況



図版１７６ 縄文時代早期４号土坑検出状況

　　　　縄文時代早期４号土坑半裁状況

　　　　縄文時代早期土坑半裁状況

　　　　縄文時代早期土坑検出状況

　　　　縄文時代早期土坑半裁状況

　　　　縄文時代早期土坑完掘状況

　　　　縄文時代早期土坑検出状況

　　　　縄文時代早期土坑埋土堆積状況

図版１７７ 縄文時代前期ピット群・石皿出土状況

　　　　縄文時代前期３号土坑完掘状況

　　　　縄文時代前期１号集石検出状況

　　　　縄文時代前期３号集石検出状況

　　　　縄文時代前期５号集石検出状況

　　　　縄文時代前期土器出土状況（１）（２）

　　　　縄文時代前期石製品出土状況

図版１７８ 縄文時代晩期掘立柱建物跡検出状況

（１）（２）

　　　　縄文時代晩期掘立柱ピット完掘状況

　　　　縄文時代晩期掘立柱跡ピット半裁状況

（１）（２）　

図版１７９ 縄文時代後晩期１号土坑検出状況

　　　　縄文時代後晩期１号土坑土器出土状況

　　　　縄文時代後晩期４号土坑完掘状況

　　　　縄文時代後晩期２号土坑

　　　　縄文時代晩期I－１３区焼土検出状況（１）

（２）

　　　　縄文時代晩期遺物出土状況（１）（２）

図版１８０ 縄文時代後晩期１号陥し穴検出状況

　　　　縄文時代後晩期１号陥し穴半裁状況

　　　　縄文時代後晩期１号陥し穴完掘状況

図版１８１ 縄文時代後晩期２号陥し穴半裁状況

　　　　縄文時代後晩期２号陥し穴完掘状

　　　　縄文時代後晩期５号集石検出状況

図版１８２ 縄文時代後晩期２号集石検出状況

　　　　縄文時代後晩期３号集石検出状況

　　　　縄文時代後晩期７号集石検出状況

　　　　縄文時代後晩期１号集石検出状況

　　　　調査風景

図版１８３ 縄文時代早期土器１

図版１８４ 縄文時代早期土器２

図版１８５ 縄文時代早期土器３

図版１８６ 縄文時代早期土器４

図版１８７ 縄文時代早期土器５

図版１８８ 縄文時代早期・前期土器

図版１８９ 縄文時代前期土器１

図版１９０ 縄文時代前期土器２

図版１９１ 縄文時代前期土器３

図版１９２ 縄文時代前期土器４

図版１９３ 縄文時代前期土器５

図版１９４ 縄文時代前期土器６

図版１９５ 縄文時代前期土器７

図版１９６ 縄文時代前期土器８

図版１９７ 縄文時代中期土器１

図版１９８ 縄文時代中期土器２

図版１９９ 縄文時代中期土器３

図版２００ 縄文時代後期土器

図版２０１ 縄文時代晩期土器１

図版２０２ 縄文時代晩期土器２

図版２０３ 縄文時代晩期土器３

図版２０４ 縄文時代晩期土器４

図版２０５ 縄文時代晩期土器・その他土器・焼成

粘土塊

図版２０６ 弥生時代～中世の土器

図版２０７ 縄文時代早期石器１

図版２０８ 縄文時代早期石器２

図版２０９ 縄文時代早期石器３

図版２１０ 縄文時代早期石器４

図版２１１ 縄文時代早期石器５

図版２１２ 縄文時代前期石器１

図版２１３ 縄文時代前期石器２

図版２１４ 縄文時代前期石器３

図版２１５ 縄文時代前期石器４

図版２１６ 縄文時代前期石器５

図版２１７ 縄文時代前期石器６



図版２１８ 縄文時代前期石器７

図版２１９ 縄文時代前期石器８

図版２２０ 縄文時代晩期石器１

図版２２１ 縄文時代晩期石器２

図版２２２ 縄文時代晩期石器３

図版２２３ 縄文時代晩期石器４

図版２２４ 縄文時代晩期石器５

図版２２５ 縄文時代晩期石器６

図版２２６ 縄文時代晩期石器７

図版２２７ 縄文時代晩期石器８

図版２２８ 縄文時代晩期石器９

図版２２９ 縄文時代晩期石器１０

図版２３０ 縄文時代晩期石器１１

図版２３１ 縄文時代晩期石器１２

図版２３２ 縄文時代晩期石器１３

図版２３３ 縄文時代晩期石器１４・調査風景

図版２３４ 調査区全景

図版２３５ 確認調査風景

図版２３６ 確認調査風景

図版２３７ 調査風景

図版２３８ 調査風景・発掘体験学習風景

図版２３９ 調査風景・落とし穴剥ぎ取り作業

図版２４０ 調査風景・テレビ局取材
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図版２４４ 発掘調査員集合写真

図版２４５ 新聞記事

図版２４６ 仁田尾遺跡全景



第Ⅶ章　縄文時代の遺構と遺物

第１節　縄文時代調査の概要

　仁田尾遺跡では縄文時代草創期から早期・前期・中期・後期・晩期と全ての縄文時代細別時期の

遺物が出土した。ここではその概要を時期ごとに簡単に触れておく。

　草創期

　第Ⅷａ層が遺物包含層である。約６０㎝以上堆積している薩摩火山灰層の下位に位置しており，上

層からの落ち込みの可能性は少ない。無文土器や石鏃が出土した。しかし同層では旧石器時代細石

刃文化特有の細石刃・細石刃核なども多く出土しており，土器などが出土したブロックの共伴関係

や時期的な位置づけが課題となる。草創期の関連遺物については第Ⅱ分冊で報告している。

　早期

　アカホヤ火山灰と薩摩火山灰に挟まれたⅣ層とⅤ層が遺物包含層である。時期的には各層がそれ

ぞれ早期前半と後半に大きく区別できる。検出された遺構の検出面や埋土により区別できたが，大

きく早期として取り扱った。遺構としては土坑が７基と集石が８基検出された。

　早期の出土遺物のうち土器については，文様などから１類から１３類に分類して呈示した。そのな

かで１・５・９類は比較的出土量があった。石器はⅤ層では少なく，Ⅳ層は比較的多かった。石器

組成では植物質食料に関連する磨石類や石皿が多かった。

　前期

　遺物包含層はアカホヤ火山灰の腐食土であるⅢａ層である。ただし縄文時代前期該当の遺物が多

く出土した地区は，調査区域の北西部という限られた比較的狭い部分であった。検出された遺構は

ピット群と４基の土坑，そして集石が６基であった。

　前期の土器は１４類～１６類土器があり，そのなかで前期後半の１６類土器の出土量が圧倒的に多い。

石器では狩猟具としての石鏃が石器組成のなかで比率が高く，関連して石匙・スクレイパー・楔形

石器も多いという特徴がみられた。他に 状耳飾りと石製品も出土している。

　中期

　遺物包含層はⅢａ層であり，１１～１５区を中心に約８００点の土器が出土しており，１７類～２０類土器に

分類された。

　後期

　Ⅲａ層が遺物包含層で，出土土器数は少ないが，２１～２４類土器がみられた。

　晩期

　遺物包含層はⅢａ層であり，検出遺構として注目を受けた掘立柱建物跡１棟のほか，土坑４基，

集石７基があり，また陥し穴状遺構も３基確認された。

　出土遺物として晩期該当土器は７２００点あまりと本遺跡出土土器質のなかで最も多く，２５類・２６類

土器に大別できる。出土石器も全縄文時代石器の半数を占める約１０００点という多数であり，石器組

成のうち植物質食料関連の磨石・敲石類が優位を占めており３８０点を超える。次に多い狩猟具である

石鏃も２５０点出土した。
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第２節　縄文時代早期の遺構と遺物

１．検出遺構

　縄文時代早期はアカホヤ火山灰下位のⅣ層とⅤ層から出土しており，各々の包含層から集石や土

坑が検出された。集石は検出面から，土坑はそのⅣ層とⅤ層の埋土から二時期に区分できる。

　１）土坑

１号土坑

　重機による薩摩火山灰の除却後にⅦa層上面で検出された。平面形は楕円形を呈しており，埋土

はⅤ層の黒褐色硬質土であった。南側の一部は削平してしまった。底面は平坦面であり，検出面の

大きさは１４０×１１５㎝，深さは５５㎝であったが，実際のⅤ層面での大きさや深さはかなり大きかった

と推定される。

２号土坑

　これも薩摩火山灰除却途中のⅥb層上面で検出されたものである。これも埋土はⅤ層黒褐色硬質

土であった。平面形は円形に近い不整形で，底面は凹凸があり平坦ではない。検出面からの深さは

約２５㎝であるが，Ⅴ層面からの深さを考慮すると約８５㎝となる。

３号土坑

　これもⅦa層上面で検出された。平面形は長方形を呈し，壁面は直線的に立ち上がる。底面は平

坦である。検出面での大きさは１７０×５０㎝，深さは１５㎝であった。

４号土坑

　これも薩摩火山灰除去途中のⅥd層で検出されたものであり，Ⅴ層までの深さを考慮すると，現

在の深さ約３０㎝よりもかなり深く，少なくともプラス５０㎝はあろう。埋土はⅤ層黒褐色硬質であり

Ⅶ層の境の壁面は段がある。大きさは１８５×７０㎝であった。

５号土坑

　Ⅴ層上面で検出された。埋土はⅣ層の黄褐色土である。平面形は隅丸長方形を呈し底面は平坦で

壁はほぼ垂直に立ち上がる。大きさは１３０×６０㎝で，検出面からの深さは２５㎝である。

６号土坑

　Ｆ－１４区で検出された。平面形は長方形に近い形状であり，北側は段をもち幅が狭くなってい

る。底面も南側は平坦で北側には小ピットがみられた。大きさは１０８×６５㎝であった。

７号土坑

　平面形は長方形であり，大きさは１６５×５０㎝を測り，検出面からの深さは１５㎝であり，底面は平坦

に近い。

　２）集石

　集石はⅣ層面で検出されたものと，Ⅴ層面で検出されたものがある。

１号集石

　Ｈ－１０区Ⅳ層で検出された。安山岩礫を主とする拳大程度のものが計７個検出された。これらは

大きさ２５×２０㎝の楕円形の掘り込みのなかにまとまっていた。

２号集石

　Ｊ－６区Ⅴ層上面で検出された。広さ１００×５０㎝のなかに散在しているもので掘り込みはない。
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第６１４図　縄文時代早期の土抗（１）



礫の総数は１４個であり，火熱を受け赤化したものや破損したものが多かった。

３号集石

　Ｆ－２０区Ⅳ層面で検出された。礫の集中度は高かったが，掘り込みは認められなかった。礫の総

数は１０個で，径２０㎝を超す大型が多かった。

４号集石

　Ⅳ層上面で検出されたもので，礫上面にはアカホヤ火山灰１次が覆っていた。礫は径５㎝程度の

小型が多く，集中していたが下面に掘り込みは認められなかった。

５号集石

　Ｆ－６・７区のⅣ層で検出された。広さ２００×１１０㎝の範囲に散在したもので掘り込みは認められ

なかった。礫数は２８個であり，火熱を受け赤化し破損したものが多かった。下面には炭化物細片が

多く認められた。

６号集石

　Ｉ－６区Ⅴ層で検出された。大きさ８０×５５㎝，深さ１５㎝の楕円形の掘り込みのなかに計４２個の礫

が確認された。礫は赤化が著しく，内部には炭化物片が点在していた。
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第６１５図　縄文時代早期の土抗（２）
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第６１６図　縄文時代早期集石（１）
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第６１７図　縄文時代早期集石（２）
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７号集石

　Ｊ－６区Ⅴ層で検出された。礫はほぼ直線上に並ぶもので約９０㎝の長さを測る。礫数は１３個であ

り，火熱を受け赤化し破損したものが多かった。掘り込みは検出されなかった。

８号集石

　Ｄ－１９区Ⅳ層で検出された。礫は広さ２００×１３０㎝の範囲に広がるもので，そのなかで１６個が集中

した部分は，径７０×６５㎝で深さ約１０㎝の浅い掘り込み内であった。 
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第６１８図　縄文時代早期集石重量グラフ（５０g単位）
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第１１７表　縄文時代早期土坑一覧表

旧番号備　　　考深さ大きさ
長径×短径形　態埋土検出区番号

１５５㎝１４０×１１５㎝楕円形ⅤF‐１４１
２２５㎝１２０×１１０㎝不整円形ⅤD‐１７２
３１５㎝１７０×５０㎝長方形ⅤE‐１８３
６３０㎝１８５×７０㎝長方形ⅤH‐１５・１６４
５２５㎝１３０×６０㎝隅丸長方形Ⅳ５
１ピットあり２５㎝１０８×６５㎝長方形ⅣG・H‐１１６
３１５㎝１６０×５０㎝長方形Ⅳ７

第１１８表　縄文時代早期集石一覧表

旧番号備　　　考炭化物赤化礫数掘り込み
長径×短径

大きさ
長径×短径層検出区番号

４号７２５×２０２５×２０㎝ⅣH‐１０１
６号○１４なし１００×５０㎝ⅤJ‐６２
２号１０なし１１０×５０㎝ⅣF‐２０３
３号１３なし５０×３０㎝ⅣG‐９４
８号○○２８なし２００×１１０㎝ⅣF‐６・７５
５号○○４２８０×５５８０×５５㎝ⅤＩ‐６６
１号○１３なし９０×５０㎝ⅤJ‐６７

３０７０×６５２００×１３０㎝ⅣD‐１１８



２．出土遺物

　１）土器

①早期土器の概要

　早期土器は主にⅣ・Ⅴ層から出土しているが，早期の中でも新しい時期のものはⅢａ層から出土

する傾向も認められる。出土状況は第６１９～６２２図に示したとおりで，前期や晩期のような遺物量は

ない（約４００点）。文様などから１～１３類に分類した。１・５・９類のように比較的出土量が多い類

がある一方で，１０点前後の類も多い。

②各類土器について

１類土器（第６２３・６２４図　１～１３・１６～１８）

　外面文様が，貝殻条痕に貝殻条線文や貝殻刺突文などを重ねている土器である。口縁部が直行

し，底部は平底となる。内面調整は主にナデやケズリ，板状工具による調整を縦位に行う。円筒形

のほか，角部をもつ角筒形やいわゆる「レモン形」を呈するものもある。また，口縁部は角筒形を

呈するものの胴・底部は円筒形を呈する，いわゆる「上角下円」形も認められる。Ⅳ・Ⅴ層を中心

に出土し，散在した分布を示す。接合作業を経て６６点確認し，１６点図示した。

　１は全形の分かる資料で，「上角下円」形を呈する。図では角部が一対になっているが，実際は

一対なのか二対なのかは判断できなかった。口縁部は直行し，胴部がやや張り，平底となる。波状

口縁を呈する。外面は口縁部に貝殻腹縁によると思われる押引文を施し，その下位には２条の沈線

文を横位に施した後，縦位の短沈線文を重ねている。胴部は横・斜位の貝殻条痕に２条１単位の貝

殻条線文を縦位に重ねる。内面は横位のケズリ調整を行う。口唇部は平坦面をもつ。また，口縁部

の器壁は波頂部に向かって厚くなっている。なお，接合した破片が広がりをもって分布している。

　２は角が認められない口縁部である。端部に横位の貝殻刺突文を施し，その下位は横位の貝殻条

痕に縦位の貝殻条線文を１条重ねる。３は角のある口縁部で，波状口縁を呈する。角部には縦位の

貝殻刺突文を施す。口縁端部に縦位の貝殻刺突文を，その下位には横位の貝殻刺突文を施す。口唇

部に刺突を施す。４は「上角下円」形になるもので，波状口縁を呈する。角部に縦位の短沈線文を

施す。口縁端部には１条の沈線文を巡らせ，その下位は横位の貝殻条痕に貝殻条線文を重ねる。

　５・７・８・１２は角が認められる胴部である。５は「上角下円」形を呈するもので，角部に縦位

の貝殻刺突文を施す。外面は横位の貝殻条痕に２条の貝殻条線文を重ねる。７も「上角下円」形を

呈し，緩やかな角をもつ。口縁部には施文具不明の押引文が施され，胴部は横位の貝殻条痕に２条

１単位の流水文を重ねる。内面は「↑」方向のケズリ調整を行う。８は緩やかな角をもつもので，

角部に刺突文を施す。「レモン形」を呈する可能性もある。１２は鋭角的な角をもつもので，角部に縦

位の短沈線文を施す。斜位の貝殻条痕に１条の流水文を重ねる。

　６・９～１１・１３は角が認められない胴部である。６は横位の貝殻条痕に沈線文や３叉状の刺突文

を重ねる。９は斜位の貝殻条痕に３叉状の刺突文を重ねる。１０は横位の貝殻条痕に刺突文と１条の

沈線文を重ねる。６・９・１０の内面は「↑」方向のケズリ調整を行う。１１・１３は横位の貝殻条痕に

２条の沈線文を重ねる。なお，１０・１３は５と同一個体である。

　１６～１８は平底となる底部である。１６の外面は横位のち斜位の貝殻条痕が認められる。１７は緩やか
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な角をもつもので，外面には縦位の貝殻条痕が認められる。「レモン形」を呈する可能性も考えられ

る。１８は円筒形を呈するもので，外面に２条１単位の沈線文が認められる。胎土などから判断する

と，６と同一個体の可能性がある。

２類土器（第６２４・６２５図　１４・１５・１９）

　外面文様が，貝殻条痕に貝殻刺突文を重ねている土器である。内面はナデや板状工具による調整

を縦位に行う。角筒形を呈するものも認められる。接合作業を経て３点確認し，全て図示した。

　１４の外面は斜位の貝殻条痕に斜位の貝殻刺突文を重ねる。１５は角をもつもので，角部には貝殻復

縁による２叉状の刺突文を施す。外面は斜位の貝殻条痕に重ねて縦位の貝殻刺突文を施す。

　１９はクサビ形貼付文がみられるもので，貼付文の側面には櫛状の工具による精緻な刺突文を施

す。また，縦位の貝殻刺突文も施す。

３類土器（第６２５図　２０・２１）

　口縁部に貝殻刺突文を施し，胴部には貝殻押引文を施す土器である。器形は円筒形を呈し，やや

外反する口縁部からほぼ直線的に平底となる底部に至る。内面は丁寧なナデまたはミガキ調整が行

われる。Ⅳ・Ⅴ層を中心に出土する。Ｉ－１８区に集中した分布を示すが，それらは同一個体である。

接合作業を経て２４点確認し，２点図示した。

　２１は全形が復元できた資料である。平坦面をもつ口唇部に刻みを施し，口縁部には横位の貝殻刺

突文が巡る。底端部外面にはヘラ状工具による縦位の短沈線文を施す。２０は２１と同一個体であり，

ヘラ切りによる縦長の補修孔が２ヶ所認められる。

４類土器（第６２５図　２２～２４）

　口縁部に横位の貝殻刺突文を施し，胴部に斜位または綾杉状の貝殻条痕文を施す土器である。内

面は丁寧なナデ調整が行われ，ミガキ状になっている。Ⅳ層から出土しており，平面分布はＤ・Ｅ

－５～７区に偏っている。接合作業を経て７点確認し，３点図示した。

　２２は端部でやや外反する口縁部で，口唇部に貝殻刺突文を施す。２３は貝殻条痕を綾杉状に施す。

２４は斜位の貝殻条痕を交差させている。

５類土器（第６２６図　２５～３９）

　貝殻腹縁による条線文を施す土器である。器形はいわゆるバケツ形を呈する。内面はナデまたは

ミガキ調整を行う。器壁が厚く，胎土中にくされ礫や風化礫を多く含む。主に４・５層から出土し

ている。接合作業を経て７１点確認し，１５点図示した。

　２５・２６は同一個体である。やや外反する口縁部で，外面には不規則な貝殻条線文を施す。

　２７・２８・３６・３７は同一個体である。口縁部が直行し，外面に不規則な貝殻条線文を施す。内面は

ヨコミガキ調整が行われる。２９・３０は同一個体で，端部で内反する口縁部である。外面に流水状の

貝殻条線文を施す。

　３１～３５は同一個体で，口縁部が内湾し平底となる。外面には４本１単位の不規則な貝殻条線文を

施す。内外面ともにナデ調整を行うが，底面はミガキ調整を行う。円形の補修孔が認められる。

６類土器（第６２７図　４０～４６）

　外面に回転原体による山形文や楕円文などの押型文を施す土器である。器面はナデ調整を行う。

Ⅳ・Ⅴ層から出土しているが，Ⅲ０ａ層出土のものも多い。散在した平面分布を示す。接合作業を
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経て７点確認し，全て図示した。

　４０は外反する口縁部で，外面に横位の山形文を施し，内面は端部に刺突文，その下位には工具不

明の押引文が施される。４１も山形文を施すが，４０よりも幅広である。

　４２・４３は同一個体で，浅い楕円文を施す。また，口縁部内面にも楕円文を施す。４４・４５は外面に

沈線文らしき文様が認められ，内面には横位の山形文を施す。４６は小さな平底となる底部である。

外面に横位の原体条痕のような文様を施す。

７類土器（第６２７図　４７～５３）

　口縁部が外反し，胴部で「く」字状に屈曲し，底部は上げ底となる器形を呈し，外面や口縁部内

面に押型文や沈線文，撚糸文などを施文する土器である。器面はナデ調整を行う。Ⅳ・Ⅴ層から出

土しているが，Ⅲａ層出土のものも多い。散在した平面分布を示す。接合作業を経て１３点確認し，

７点図示した。

　４７は口縁部に縦位の撚糸文を施すが，屈曲部以下は無文となる。口縁部外面に炭化物が付着して

いる。４８は工具不明の条痕文を施す。４９～５１は同一個体で，胴部に縦位の撚糸文を施し，上げ底状

の底部となる。

　５２・５３は同一個体で，口縁部は外反し，胴部屈曲部には刻みのある突帯が認められる。文様は口

縁部に山形押型文を縦位に施した後，幅広の沈線文を重ねている。そのため，山形押型文は地文化

している。屈曲部下位には縦位の撚糸文を施す。また，口縁端部には刻みを施し，口縁部内面には

山形押型文を横位に施す。

８類土器（第６２８図　５４）

　網目撚糸文を施す土器で，１点のみの出土である。５４は網目撚糸文を縦位に施した後，沈線文を

施す。なお，区画のための沈線文は認められない。

９類土器（第６２８～６３０図　５５～７４）

　外面に貝殻刺突文や貝殻押引文，貝殻条線文などを施す土器である。器形は口縁部が外傾して，

底部は平底となる。胎土中に風化礫を含むことが多い。主にⅣ層から出土しており，Ｃ・Ｄ－５区

に集中出土域が認められる。接合作業を経て１４９点確認し，２０点図示した。

　５５は口縁部が外傾し，直線的な胴部をもつもので，内面の屈曲が明瞭であり，稜線が認められる。

口縁部外面は貝殻刺突文と浅い凹線文を横位に施し，部分的に２叉状の貝殻刺突文を縦位に施す。

胴部外面には２～３条１単位の横位の貝殻条線文を施す。口唇部は貝殻刺突を施す。外面はナデ調

整を行う。口縁部内面は丁寧なヨコナデ調整を行い，胴部内面はケズリ状のヨコナデ調整を行う。

なお，５６・５７と同一個体である。

　５８・５９は同一個体であり，貝殻押引文を施した後，渦巻状の沈線文を施す。６０～６２は同一個体で

あり，貝殻刺突文と沈線文を施す。６３は貝殻刺突文を横位に巡らせる。口唇部に貝殻刺突を施す。

６４は横位の貝殻刺突文を施す。６５～６７は同一個体であり，貝殻刺突文をロッキング状に施す。内面

はヨコナデ調整を行い，擦痕が残る。６８・６９は同一個体であり，貝殻刺突文を施した後，短突帯を

縦位に貼付する。また横位の沈線も施す。突帯には貝殻腹縁による刺突を施す。

　７０は口縁部が内反しながら外開きし，胴部が張る器形を呈する。外面は，口縁端部から下位にか

けて，貝殻条線文とその両側に流水文を縦位に施して区画し，その後口縁部上端と下位，そして胴

－18－



部に貝殻刺突文を横位に施す。そして，貝殻条線文を「Ｘ」字状に施す。器面調整は外面にナデ調

整を行い，内面は横位の貝殻条痕を施す。口唇部は貝殻条線を施す。

　７１は口縁部が外傾し，胴部が張り，平底の底部へ至る器形を呈する。口唇部に山形突起をもつと

考えられる。底部は張り出しをもつ。口縁部外面と胴部上位にロッキング状の貝殻刺突文が巡り，

その貝殻刺突文間と胴部には３～４条の単位の不規則な貝殻条線文を横位に施す。また口縁部下位
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第６２３図　縄文時代早期の土器（１）
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第６２４図　縄文時代早期の土器（２）
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には貝殻条線文に重ねて，短突帯を横位に貼付する。その突帯には刻みを施す。器面調整は外面に

ナデ調整を行うが，胴部下位にはケズリ調整が認められる。内面は横位の粗い条痕調整を行う。

　７２～７４は平底となる底部である。外面は条痕調整を行う。７４の内面はナデ調整を行うが，成形時

の指頭圧痕が残る。

１０類土器（第６３０図　７５～７６）

　貝殻腹縁による条線文を施し，微隆起の短突帯を貼付する土器である。内外面ともにナデ調整を

行う。Ⅳ層から出土しており，Ｊ－６区に分布する。接合作業を経て３点確認し，２点図示した。

　７５は外傾する口縁部で，端部外面に刻みを施す。ロッキング手法による波状の貝殻条線文を施し

た後，微隆起の短突帯を２＋α条貼付する。その突帯には刻みを施す。

　７６は刻みのある微隆起突帯を横位に施し，その下位には縦位の貝殻条線文が認められる。胎土に

黒曜石片（上牛鼻産か？）を含む。
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第６２５図　縄文時代早期の土器（３）
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第６２６図　縄文時代早期の土器（４）
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１１類土器（第６３１図　７７～８４）

　貝殻条痕が認められる土器である。Ⅲａ層から多く出土しており，Ｄ・Ｅ－５区周辺に集中する。

接合作業を経て５５点確認し，８点図示した。なお，８３・８４以外は全て同一個体である。

　７７～８２は同一個体である。貝殻条痕を口縁部には斜位に施し，その下位は横位に，そして胴部に

は綾杉状に施す。条痕は明瞭に残る。口縁端部外面には刻みを施す。口唇部には貝殻条痕を施す。

　８３は外面にのみ斜位の貝殻条痕を施す。７７～８２より幅広の条痕である。口縁端部に刻みを施す。

８４は内外面ともに不規則な貝殻条痕を施す。口唇部に貝殻腹縁による刺突を施す。
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第６２７図　縄文時代早期の土器（５）
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１２類土器（第６３１図　８５・８６）

　微隆起線文が認められる土器である。板状工具を用いて器面をナデることにより，工具に押し出

された粘土が微隆起線状をなしている。Ⅲａ層から多く出土しており，Ｆ－６区に集中する。接合

作業を経て６点確認し，２点図示した。

　微隆起線文は口縁部（８５）では斜位に，胴部（８６）では綾杉状に施す。口縁端部外面に刻みを施

す。内面はナデ調整を行う。
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第６２９図　縄文時代早期の土器（７）
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１３類土器（第６３１図　８７）

　沈線文を施す土器である。口縁部に不規則な曲線状の沈線文を施し，胴部には縦位の沈線文を施

す。器形は外傾する口縁部から直線的に上げ底となる底部へ至る。口唇部に刻みを施す。内外面と

もにナデ調整を行う。

　一見，後期土器に思えるが，確認調査時のトレンチ内のⅣ層上から出土したことや底部形態など

から，早期に位置づけられると考えた。１点のみの出土である。 
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第６３０図　縄文時代早期の土器（８）
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第６３１図　縄文時代早期の土器（９）
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第１１９表　縄文早期土器観察表（１）
備　考

胎　　　　土調　　　　整色　　　　調分
類取上No（区/層）No挿

図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

○◎ヨコケズリヨコ・ナナメ貝殻条痕にぶい黄橙１０YR６/４明褐７.５YR５/６１

１８１７６（E２０/Ⅳ）
１８２５６（F２０/Ⅴ）
８８１１５（D２０/Ⅴ）
８８２０１（C１９/Ⅳ）
８８２０７（C１９/Ⅳ）
８８２２６（D２０/Ⅴ）
８８２２７（D２０/Ⅴ）
９２７０９（C１７/Ⅴ）
９２８４２（C１７/Ⅴ）

１

６２３

△○ナデヨコ貝殻条痕黒褐７.５YR３/２褐７.５YR４/３１１８４６５（E１９/Ⅳ）２
△○○ナナメ貝殻条痕褐７.５YR４/３褐７.５YR４/３１７０６７５（G７/Ⅳ）３

△○タテ・ヨコ条痕ヨコ貝殻条痕暗灰黄２.５Y５/２橙５YR６/６１６８９７９（J６/Ⅴ）
６９９８１（J６/Ⅴ）４

◎○◎ケズリ（↑）ヨコ貝殻条痕赤褐５YR４/６赤褐５YR４/６１１８１２４（F２０/Ⅳ）５
◎○◎ケズリ（↑）ヨコ貝殻条痕にぶい黄褐１０YR５/４灰黄褐１０YR４/２１１８１２２（F２０/Ⅳ）６

６２４

黒曜石◎○○ケズリ（↑）ヨコ貝殻条痕明褐７.５YR５/６にぶい黄橙７.５YR６/４１

１７９７３（E１８/Ⅲa）
１８０９６（F１９/Ⅲa）
１８０９８（F１９/Ⅲa）
１８４４７（E１９/Ⅳ）
１８４４８（E１９/Ⅳ）
１８５９２（E１９/Ⅴ）
１８５９３（E１９/Ⅳ）
１９６１１（E１９/Ⅳ）
１９６１６（E１８/Ⅳ）
１９６１７（E１９/Ⅳ）
１９６１８（E１８/Ⅳ）

７

△○タテ条痕貝殻条痕にぶい赤褐５YR５/４黒褐７.５YR３/１１７１４５０（G７/Ⅴ）８
○ケズリ（↑）ナナメ貝殻条痕にぶい黄褐１０YR５/４にぶい黄褐１０YR５/４１７１４５３（G７/Ⅴ）９

◎○◎ケズリ（↑）ヨコ貝殻条痕灰黄褐１０YR４/２にぶい赤褐２.５YR５/４１１８２４５（F２０/Ⅴ）１０

△○◎ナデヨコ貝殻条痕灰黄褐１０YR５/２にぶい橙７.５YR６/４１１７９６３（E１８/Ⅲa）
１８５５４（F１７/Ⅴ）１１

◎○○ナデ（↑）ナナメ貝殻条痕黒褐２.５Y３/１にぶい褐７.５YR５/４１４８１７７（H７/Ⅴ）１２
△○◎ナデヨコ貝殻条痕にぶい黄褐１０YR５/４灰黄褐１０YR４/２１１８０８８（F１９/Ⅳ）１３
○○タテ条痕ナナメ貝殻条痕黒褐７.５YR３/１橙５YR６/６２６０４７９（G１０/Ⅲa）１４

○ナデナナメ貝殻条痕灰黄褐１０YR５/２橙５YR７/６２４６５４３（H７/Ⅲa）１５
○○◎ナデヨコ貝殻条痕灰黄褐１０YR６/２にぶい黄橙１０YR７/４１１８０８２（F１９/Ⅳ）１６

○○ナデタテ貝殻条痕暗灰黄２.５Y４/２黒褐２.５Y３/１１－（－/Ⅰ）１７
△○◎ナデナデ赤褐５YR４/６赤褐５YR４/６１１８１１６（F２０/Ⅳ）１８
△○タテミガキナデにぶい黄橙１０YR６/３にぶい黄橙１０YR６/４２８７６２９（C２１/Ⅴ）１９

６２５

○△○○ナデナデにぶい橙７.５YR６/５にぶい黄橙１０YR６/４３
２４９０３（I１８/Ⅳ）
２５０５７（I１８/Ⅴ）
２５０５８（I１８/Ⅴ）

２０

○△○○ナデナデにぶい橙７.５YR６/５にぶい黄橙１０YR６/４３

２３８５７（I１８/Ⅲa）
２３８５８（I１８/Ⅲa）
２３８６６（I１８/Ⅲa）
２４７６１（I１８/Ⅳ）
２４７６２（I１８/Ⅳ）
２４７６７（I１８/Ⅳ）
２４７６９（I１８/Ⅳ）
２４７７５（I１８/Ⅳ）
２４７７６（I１８/Ⅳ）
２４７８２（I１８/Ⅳ）
２４７８８（I１８/Ⅳ）
２４７８９（I１８/Ⅳ）
２４７９０（I１８/Ⅳ）
２４９０１（I１８/Ⅳ）
２４９０２（I１８/Ⅳ）
２４９０４（I１８/Ⅴ）
２５０５９（I１８/Ⅴ）
２５０６０（I１８/Ⅴ）
２５０６１（I１８/Ⅴ）
２５０６８（I１８/Ⅴ）
２５０６９（I１８/Ⅴ）
２５０７０（I１８/Ⅴ）
２５０７１（I１８/Ⅴ）
２５１３９（I１８/Ⅴ）
２５１４４（I１８/Ⅴ）
２７２６７（H１９/Ⅴ）

２１

◎○ヨコナデナデ灰オリーブ５Y４/２オリーブ黒５Y３/２４７３２１８（E６/Ⅳ）２２
○○○ミガキ貝殻条痕明赤褐５YR５/６明赤褐５YR５/６４１２２１３１（D５/Ⅳ）２３
○○○ヨコナデ貝殻条痕にぶい黄橙１０YR６/３にぶい黄橙１０YR６/３４６９６８２（J６/Ⅳ）２４

◎○○ナナメミガキナデにぶい橙７.５YR６/４にぶい橙７.５YR６/４５

１８２９４（D１８/Ⅳ）
１８２９８（D１８/Ⅳ）
１８２９９（D１８/Ⅳ）
１８３００（D１８/Ⅳ）

２５

６２６

◎○○ナナメミガキナデ橙７.５YR６/６にぶい黄橙１０YR６/４５１８２９６（D１８/Ⅳ）２６

◎○○ヨコミガキナデにぶい橙７.５YR６/４にぶい褐７.５Y５/４５１８１２３（F２０/Ⅳ）
１８１２５（F２０/Ⅲa）２７

◎○○ヨコミガキナデ褐１０YR４/４灰黄褐１０YR４/２５１８１３３（F２０/Ⅳ）２８
◎○○ナデナデ明黄褐１０YR７/６明黄褐１０YR７/６５１３０００７（C６/Ⅳ）２９
◎○ナデナデにぶい黄橙１０YR７ /４にぶい黄橙１０YR７/４５１２２６７０（C６/Ⅳ）３０

○○○ナデナデにぶい黄２.５YR６/４黄褐２.５Y５/４５３７２９（D１４/Ⅴ）３１

○○○ナデナデ灰黄褐１０YR４/２）灰黄褐１０YR４/２５３７３７（D１４/Ⅴ）
３７４２（D１４/Ⅲa）３２

○○○ナデナデにぶい黄褐１０YR５/３にぶい黄褐１０YR５/３５３７２６（D１４/Ⅴ）
３７２８（D１４/Ⅴ）３３

○○○ナデナデにぶい黄褐１０YR５/３にぶい黄褐１０YR５/３５

３７３２（D１４/Ⅴ）
３７３３（D１４/Ⅴ）
３７４３（D１４/Ⅳ）
４２７１（D１４/Ⅴ）
４２７４（D１４/Ⅳ）

３４

○○○ナデナデ/ミガキにぶい橙７.５YR７/４にぶい橙５YR６/３５４２７６（D１４/Ⅴ）３５

◎○○ミガキナデ褐７.５YR４/６褐７.５YR４/６５１８１３２（F２０/Ⅲa）
１９００２（F２０/Ⅲa）３６

；◎○○ミガキナデ橙７.５YR６/６明赤褐５YR５/６５
２９３０２（G１９/Ⅲa）
９７９０９（C１５/Ⅳ）
９９７４１（C１５/Ⅳ）

３７
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第１２０表　縄文早期土器観察表（２）
備　考

胎　　　　土調　　　　整色　　　　調分
類取上No（区/層）No挿

図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

○○○ナデナデにぶい橙７.５YR６/４にぶい橙７.５YR６/４５１２１４８１（C６/Ⅲa）３８
６２６

○○○○ナデナデにぶい橙７.５YR６/４橙７.５YR６/６５６９６９８（J６/Ⅳ）３９

○○ヨコナデナデにぶい黄橙１０YR５/３にぶい黄橙１０YR５/３６一括（I２０/Ⅴ）４０

６２７

○○ヨコナデナデ灰黄褐１０YR５/２にぶい黄橙１０YR６/４６４６００４（I７/Ⅲa）４１

◎○○ナデナデ明褐７.５YR５/６褐７.５YR４/３６３７１２（E１４/Ⅴ）４２

◎○○ナデナデ灰黄褐１０YR４/２にぶい橙７.５YR６/４６３６８９（E１４/Ⅳ）４３

◎○◎ナデナデ褐灰１０YR４/１にぶい黄橙１０YR６/４６２０３９４（H１２/Ⅳ）４４

◎○◎ナデヨコナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい褐７.５YR５/４６４８２１１（H１１/Ⅲa）４５

○◎ナデ－にぶい褐７.５YR５/４にぶい橙７.５YR６/４６９１９２４（C１８/Ⅳ）４６

△○○○ナデナデ暗灰黄２.５Y５/２にぶい黄橙１０YR６/３７
９７０５５（B１６/Ⅳ）
９７９２５（C１５/Ⅳ）
９９７３３（C１５/Ⅴ）

４７

◎○○工具ナデ－浅黄２.５Y７/３褐灰１０YR４/１７－（－/－）４８

○○○ナデナデ暗灰黄２.５Y５/２浅黄２.５Y７/４７１２２２６７（C６/Ⅳ）４９

○○○ナデナデ黒褐２.５YR３/１浅黄２.５Y７/４７１２２２６６（C６/Ⅳ）５０

○○○ナデナデ浅黄２.５Y７/４浅黄２.５Y７/４７１２２２６５（C６/Ⅳ）５１

○○ナデナデ黒７.５YR２/１橙７.５YR６/６７一括（D５/Ⅰ）５２

○○ナデナデ灰褐７.５YR６/２橙７.５YR７/６７１２９９５９（D７/Ⅴ）５３

○ナデナデ褐７.５YR４/６褐７.５YR４/６８４７１８２（H１１/Ⅲa）
４８０９６（I１１/Ⅲa）５４

６２８

◎○ヨコナデ/ケズリナデ灰黄褐１０YR６/２にぶい黄１０YR７/３９

１１９４７５（D５/Ⅲa）
１１９４７６（D５/Ⅲa）
１１９４９１（C５/Ⅲa）
１１９５１１（C５/Ⅲa）
１２１６１４（C５/Ⅲa）
１２１６５４（C５/Ⅲa）
１２１６６１（C５/Ⅲa）
１２１６６３（C５/Ⅲa）
１２２１１１（D５/Ⅲa）
１２２１１６（D５/Ⅲa）
１２２２３５（C５/Ⅲa）
１２２５０２（C５/Ⅲa）
１２２５０３（C５/Ⅲa）
１２２５１３（D５/Ⅲa）
１２２５３３（C５/Ⅲa）
１２２５４５（D５/Ⅲa）
１２２５４７（D５/Ⅲa）
１２２７７７（C５/Ⅲa）
１２２７８２（C５/Ⅲa）
１２２７８３（D５/Ⅲa）
１２２７８７（C５/Ⅲa）
１２２７９２（C５/Ⅳ）
１２２９０９（C５/Ⅳ）
１２２９１０（C５/Ⅳ）
１２２９１１（C５/Ⅳ）
１２２９１２（C５/Ⅳ）

５５

◎○ヨコナデナデ灰５Y４/１灰５Y４/１９１２１６０３（D５/Ⅲa）
１２１６０８（D５/Ⅲa）５６

◎○ヨコケズリナデ暗灰黄２.５Y４/２暗灰黄２.５Ｙ５/２９
１２２５０８（D５/Ⅲa）
１２２５１４（D５/Ⅲa）
１２２７９５（C５/Ⅳ）

５７

○○ヨコ条痕ナデ褐灰１０YR４/１にぶい橙７.５YR６/４９
７０４４９（G６/Ⅳ）
７０６６９（G６/Ⅳ）
７０６７１（G６/Ⅳ）

５８

○○ヨコ条痕ナデにぶい黄橙１０YR６/４橙５YR６/６９７００１１（F７/Ⅱ）
７０４４３（G６/Ⅳ）５９

○○ヨコナデヨコナデにぶい赤褐５YR５/３にぶい黄褐１０YR５/３９１２２１３９（D５/Ⅲa）６０

○○ヨコナデヨコナデ灰褐５YR４/２灰褐５YR４/２９１２１５９１（D５/Ⅲa）６１

○○ヨコナデヨコナデ灰褐７.５YR５/２灰褐７.５YR５/２９１２１６７３（D５/Ⅲa）６２

△◎○マメツ不明ヨコナデオリーブ褐２.５Y４/３オリーブ褐２.５Y４/３９１２２１２３（D５/Ⅲa）６３

６２９

○○○ナデヨコナデ灰黄褐１０YR４/２橙７.５YR７/６９１２６９３８（C６/Ⅲa）６４

○○○工具ヨコナデナデにぶい黄褐１０YR５/３灰黄褐１０YR４/２９６９１０１（J６/Ⅳ）６５

○○○工具ヨコナデナデ黄褐２.５Y５/３黄褐２.５Y５/３９６８３４５（J６/Ⅲa）６６

○○○ナデナデにぶい黄橙１０YR６/３にぶい黄褐１０YR５/３９６９４３９（J６/Ⅳ）６７

◎○ナデナデにぶい黄褐１０YR５/３橙７.５YR６/６９４６５０１（I９/Ⅲa）６８

◎○ナデナデ灰黄褐１０YR６/２にぶい橙７.５YR６/４９４６５２５（H９/Ⅲa）６９

◎○○ヨコ貝殻条痕ナデにぶい橙７.５YR６/４橙７.５YR６/６９

４７１４１（H１０/Ⅳ）
４７１４５（H１０/Ⅳ）
４７１４６（H１０/Ⅳ）
４７１４９（H１０/Ⅳ）
４７１５０（H１０/Ⅳ）
４７１５１（H１０/Ⅳ）
４７１５２（H１０/Ⅳ）
４７１５３（H１０/Ⅳ）
４７１５４（H１０/Ⅳ）
４７１５５（H１０/Ⅳ）
４７１５６（H１０/Ⅳ）
４７１５７（H１０/Ⅳ）
４７１５９（H１０/Ⅳ）
４７１６６（H１０/Ⅳ）
４７５９１（H１０/Ⅳ）
４７６００（H１０/Ⅳ）
４７６０７（H１０/Ⅳ）
４７７４９（H１０/Ⅳ）
４７７５１（H１０/Ⅳ）
４８０４３（H１０/Ⅳ）
４８０４６（H１０/Ⅳ）
６０３３１（G１１/Ⅲa）
７２１２（H１３/Ⅲa）

７０
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第１２１表　縄文早期土器観察表（３）
備　考

胎　　　　土調　　　　整色　　　　調分
類取上No（区/層）No挿

図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

○○○ヨコ条痕ナデ/ケズリにぶい黄橙１０YR７/３にぶい黄橙１０YR７/４９

１７５７４（G１２/Ⅲa）
１７５８１（G１２/Ⅲa）
１７５８３（G１３/Ⅲa）
１７６２１（G１２/Ⅳ）
１８４４５（E１９/Ⅳ）
１９５４７（H１２/Ⅲa）
１９５４８（H１２/Ⅲa）
２０１６５（H１２/Ⅳ）
２０１６７（H１２/Ⅳ）
２０１６８（H１２/Ⅳ）
２０１６９（G１２/Ⅳ）
２０１７２（H１２/Ⅳ）
２０１７３（H１２/Ⅳ）
２０１７７（H１２/Ⅳ）
２０１７９（G１２/Ⅳ）
２０１９３（H１２/Ⅲa）
２０３９６（G１２/Ⅳ）
２０３９８（H１２/Ⅳ）
２０３９９（G１２/Ⅳ）
２０４００（H１２/Ⅳ）
２０４０１（H１２/Ⅳ）
２０４０２（H１２/Ⅳ）
２０４０４（H１２/Ⅳ）
２０４０６（H１２/Ⅳ）
２０４０７（G１２/Ⅳ）
２０４０８（H１２/Ⅳ）
２０４０９（H１２/Ⅳ）
２０４２６（H１２/Ⅳ）
２０４２９（H１２/Ⅳ）
７３１３（H１３/Ⅲa）

７１

６３０

にぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄橙１０YR６/４９６９９１７（J６/Ⅳ）７２

◎○○ヨコナデナデ褐灰７.５YR４/１にぶい橙７.５YR７/４９１０９１５１（B６/Ⅳ）７３

◎○ナデ/指頭圧痕条痕/ナデにぶい黄橙１０YR６/３にぶい橙７.５YR６/４９

６９８５６（J６/Ⅴ）
６９９１５（J６/Ⅳ）
６９９１９（J６/Ⅳ）
７０１７６（J６/Ⅴ）

７４

○○○ナデナデ黄褐２.５Y５/３にぶい黄橙１０YR７/４１０７０２０２（F７/Ⅳ）７５

黒曜石○◎ナデナデ暗灰褐２.５Y５/２にぶい黄２.５YR６/４１０６９４７５（J６/Ⅳ）
６９５１２（J６/Ⅳ）７６

○◎△○貝殻条痕貝殻条痕にぶい赤褐５YR４/４黒褐１０YR３/１１１１０７８９７（E５/Ⅲa）
１０７９９６（E５/Ⅲa）７７

６３１

○◎△○貝殻条痕貝殻条痕にぶい赤褐５YR４/４橙５YR６/６１１１１２００５（C５/Ⅲa）
１２０６７２（D５/Ⅲa）７８

○◎△○貝殻条痕貝殻条痕橙７.５YR６/６にぶい褐７.５YR５/４１１１０７６７２（D５/Ⅲa）
１０８００４（D５/Ⅲa）７９

○◎△○貝殻条痕貝殻条痕にぶい赤褐５YR５/３灰褐５YR４/２１１１０７７１３（D５/Ⅲa）
１０８００１（D５/Ⅲa）８０

○◎△○貝殻条痕貝殻条痕にぶい褐７.５YR５/４灰褐７.５YR４/２１１
１０７３２１（E５/Ⅲa）
１０７８６５（D５/Ⅲa）
１０７８９８（E５/Ⅲa）

８１

○◎△○貝殻条痕貝殻条痕にぶい赤褐５YR４/４黒褐１０YR３/１１１１０７３２７（E５/Ⅲa）
１０８０００（D５/Ⅲa）８２

○◎○ナデ貝殻条痕にぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄褐１０YR５/３１１７０４８５（F６/Ⅳ）８３

○○○貝殻条痕貝殻条痕にぶい褐７.５YR５/３にぶい褐７.５YR５/３１１７９８２１（F６/Ⅳ）８４

○○○ナデ－にぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄褐１０YR５/３１２７０３８０（F６/Ⅲa）８５

○○○ナデ－にぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄褐１０YR５/３１２７０４８４（F６/Ⅳ）８６

ナデナデにぶい黄２.５YR６/３にぶい黄橙１０YR６/３１３
２２３（E１２/Ⅳ上）
２２４（E１２/Ⅳ上）
２２５（E１２/Ⅳ上）

８７

（凡例）
　本報告書の観察表で用いている胎土中の鉱物・岩片の種類は以下の通りである。なお，鉱物・岩片の分類・名称については清水芳裕氏（京都大学埋蔵文化財センター）の
ご教示による。
　「石/長」：石英・長石類で，透明・白色不透明を呈するもの。
　「角/輝」：角閃石・輝石類で，黒色を呈し，柱状のもの。
　「雲 母」：金色の雲母で，金色を呈し，薄い層状のもの。
　「火 ガ」：火山ガラスで，黒色や透明，半透明を呈し，泡がはじけたようなもの。
　「風 礫」：風化礫で，白色を呈した小礫状のもの。
　「く 礫」：くされ礫で，赤～赤褐色を呈する小礫状のもの。「茶粒」と呼ばれることもある。



　２）縄文時代早期の出土石器

　縄文時代早期の遺物包含層はⅣ・Ⅴ層であり，全体の出土量はⅣ層が多い。ここでは出土層ごと

に説明を加える。

①Ⅴ層出土石器

　Ⅴ層から出土した石器は少なく，石鏃６点，二次加工のある剥片４点，磨石類２７点，石皿１３点な

どであり，植物質食料加工具が総体的に多かった。

石鏃（第６３２図８８・８９）

　８８は上牛鼻産黒曜石を使用した平基式の石鏃である。両側縁の剥離は比較的大きいものである。

８９は凹基式で脚部と先端部は細身に仕上げられている。石材は黒曜石であるが，黒色で不純物が少

ない点から霧島系の可能性がある。

スクレイパー（第６３２図９０）

　比較的大きなチャート製剥片を使用したものであり，剥片の鋭利な先端部の両側縁に細かい二次

加工と使用痕が認められる。

石核（第６３２図９１）

　上牛鼻産黒曜石製のもので，表裏両面に剥片剥離の痕が残る。両面とも小型の剥片しか得られて

いない。

礫器（第６３３図９３）

　Ⅴ層から３点出土し，そのうち１点図化した。９３は砂岩製の角礫を使用したものであり，薄くて

尖った部分と近くの縁辺に粗い二次加工を施したものである。

磨石類（第６３３図９４～９７）

　Ⅴ層から磨石が２７点，凹石が４点出土した。ここでは磨石類として取り扱い４点を図化した。９４

と９５は両平坦面に磨面があり，側縁には敲打痕が認められるものである。９６は両面に敲打が集中し

た凹みがあり，９７は球状を呈するが磨面があるものである。

石皿（第６３３図９８）

　１３点のうち１点図化した。安山岩製で使用痕が認められる。 
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第６３２図　縄文時代早期（Ⅴ層）の出土石器（１）
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第６３３図　縄文時代早期（Ⅴ層）の出土石器（２）
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②Ⅳ層出土石器

　Ⅳ層から出土した石器は総数３５６点を数え，そのなかで最も多数を占めていたのは植物質食料に

関連する磨石の１２４点であり，石皿も７４点と多い。一方，狩猟具としての石鏃は７９点出土しており磨

石や石皿などと比較して見落とす可能性も考慮すると少ない点数ではない。しかし石斧等に関して

はわずか２点であり極めて少ない状況である。

石鏃（第６３４図９９～１２４）

　７９点出土したもののうち，形態や石材を考慮して，その数量に応じた２７点を図化した。形態的に

は平基で小型三角形を呈するもの（９９・１００）や，わずかに凹基となる小型石鏃（１０２・１０３），そし

て基部の抉りが深いもの（１１３～１１７），あるいは長身のもの（１１８～１２０）と多様である。二次加工

も丁寧なものや，比較的大きな剥離により形成されているものが認められる。使用されている石材

も多彩であり，桑ノ木津留・上青木産黒曜石（９９～１０１），上牛鼻産黒曜石（１１２・１１７）などの県内

産石材は少ない。逆に遠隔地である佐賀県多久産のサヌカイト製（１０６・１１０・１１１・１１３・１１８～１２０・

１２２）や針尾系黒曜石（１０８・１０９・１１４～１１７・１２４）が量的に多い。また，姫島産黒曜石製（１０７）

も出土している。

石槍（第６３４図１２５）

　１２５は珪質頁岩製で，基部の加工から石槍と考えられるものである。先端部を欠損している。

石錐（第６３４図１２６・１２７）

　１２６は珪質頁岩製であり，剥片を素材として両側縁に二次加工を施し，先端部を形成したものであ

るが，先端は欠損している。１２７は白色の玉髄製で剥片の先端部にのみ二次加工を施し断面三角形

の機能部を作り出している。

石匙（第６３４図１２８～１３０）

　いずれも刃部は横方向につくられた同一形態のものである。１３０と比較して１２８は刃部の角度が急

であり，刃部再生が行われたものと考えられる。１２８と１３０は針尾系黒曜石製，１２９は上牛鼻産黒曜石

製である。

スクレイパー（第６３５図１３１～１３４）

　計６点出土しており，そのうち４点を図化した。

　１３１は縦長剥片の鋭利な両側縁に二次加工を施して刃部としたものである。１３２・１３３は剥片の縁辺

に二次加工を施したものである。１３４は大型剥片の打面部に表裏両面から二次加工を施している。

１３３・１３４はサヌカイトが使用されており，１３２は頁岩製である。１３１は肉眼的観察から上牛鼻産の安

山岩と考えられるものである。

楔形石器（第６３５図１３６～１３８）

　上下両端からの両極の剥離痕が表裏両面に認められる特徴を有するものであり，これは使用過程

と使用頻度の差により形態差が現れている。１３６・１３７はサヌカイト製，１３８は上牛鼻産安山岩であ

る。

二次加工のある剥片石器（図６３５図１３５・１３９～１４３）

　いずれも剥片の鋭利な縁辺の一部に二次加工が認められるものである。多種の石材が使用されて

いる。
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第６３４図　縄文時代早期（Ⅳ層）の出土石器（１）
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第６３５図　縄文時代早期（Ⅳ層）の出土石器（２）
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使用痕剥片（第６３５図１４４～１４６）

　いずれも剥片の鋭利な縁辺の一部に使用痕と考えられる微細な刃こぼれが観察されるものであ

る。珪質分のある石材が利用されている。

石核（第６３６図１４７～１５１）

　１４７・１４８は平坦面を打面にして表裏両面に剥離面がみられる。１４８は小角礫の分割面を打面にし

て剥片剥離を行っているものである。１５０は安山岩製で上面と正面に剥離面がある。１５１はチャート

製の角礫を利用したものであり，平坦な自然面を打面にして縦長状の剥片を剥いでいる。１４４・１４８

は上牛鼻産黒曜石製，１４９はチャート製である。

磨製石斧（第６３７図１５２・１５３）

　１５２は表裏両面に丁寧な研磨が施されたもので，刃部下半は欠損している。ただし，欠損部には両

面とも粗い剥離が施されている。再利用のための準備と考えられる。１５３は頁岩製であり表裏両面

とも研磨が施された刃部のみの欠損品である。

礫器（第６３７図１５４～６３８図１５９）

　１５４は安山岩の薄い角礫を使用したものであり，長軸の一端に粗い二次加工を施したものである。
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第６３６図　縄文時代早期（Ⅳ層）の出土石器（３）
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第６３７図　縄文時代早期（Ⅳ層）の出土石器（４）
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１５５は同様の安山岩礫を使用したものであるが，刃部は長辺に付けられたものである。二次加工は

両面に対して施されており，刃部は使用のため潰れている。一部欠損している。

　１５６は円礫を使用したもので，一端に片側から粗い二次加工を施したものである。これも安山岩

製である。

　１５７は板状の安山岩礫を使用して，一辺を残して他の縁辺に粗い二次加工を施したものである。

二次加工は主に片面に対して施されている。また基部に位置する部分には，幅約１㎝で長さ４㎝程

度と幅５㎝で長さ３㎝程度の二条の細長い線状痕が観察され，何らかの砥石として利用されたと考

えられる。なお，表面の一部は火熱を受け赤化している。

　１５８・１５９も縁辺に二次加工が施されたものであるが，１５９は石核の可能性もある。

磨石類（第６３８図１６０～６３９図１６９）

　表面に磨面を有するもの１２４点と，敲打痕が集中して凹む凹石３点が出土しており，そのうち１０点

を図化した。形態や使用痕等の違いにより分類できる。

　１６０は使用のために表裏両面と周囲の側面が平坦化して，全体形状が「石けん」状になったもの

であり，南九州縄文早期前半に特徴的な形態となったものである。

　１６１・１６２・１６６は扁平で楕円形に近い安山岩礫を使用したものであり，平坦面には磨面が，側面

には敲打痕が認められるものである。１６３は端正な円礫が使用され両面がよく使用されている。

　１６４・１６５・１６７は厚みのある円礫が使用されたもので，使用面は著しく平坦化している特徴的な

ものである。

　１６８も同様に表面の使用面が光沢をもつものであり，また，直線的な一側面のみ敲打痕が集中し面

状に潰れている。

　１７０は磨面がほとんど認められないが各面に敲打痕が円形に集中しているものである。

ハンマーストン（第６３９図１７０～１７９）

　砂岩を主として使用しており，長軸の両端など部分的に使用痕である敲打痕が観察されるもので

ある。

石皿（第６４０図１７９～１８４）

　板状の安山岩が使用されており，平坦面が使用により磨れているものである。７４点の内６点を図

化した。ほとんど片面使用である。

砥石（第６４０図１８５）

　砂岩製でありカーブ状の使用面が認められる。 
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第１２２表　縄文時代早期石器組成表
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３５６８２７４１０１２７１０１２１７２１１３６４７９出土数Ⅳ
層 １００２．２０．６２０．８２．８３５．７２．８３．４４．８０．６０．３０．３０．８１．７１．１２２．２出土率

６０３―１３―３１２１４――――――６出土数Ⅴ
層 １００５．０―２１．７―５１．７３．３１．７６．７――――――１０．０出土率
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第６３８図　縄文時代早期（Ⅳ層）の出土石器（５）
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第６３９図　縄文時代早期（Ⅳ層）の出土石器（６）
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第６４０図　縄文時代早期（Ⅳ層）の出土石器（７）
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第１２３表　縄文早期石器一覧表
備考取上番号重（ｇ）厚（㎝）幅（㎝）長（㎝）層区器種石材番号挿図番号

４２３６０.４４０.３５１.０５１.５５E-１４石鏃OB上牛鼻８８

６３２ ３６８２０.３２０.３５１１.７５E-１４石鏃OB上牛鼻８９
３８３０２４.７３１.９４.６６.８５E-１２使用痕剥片チャート９０

注記なし３９４９１５.２２.８３.３１.７５５F-１１石核OB上牛鼻９１
早期集石６号２４１０.００ ５.１０ ７.２０ ８.５０ 磨石・敲石安山岩９２

６３３

２５１４５８６０７.３１０.１１２.３５H-１５礫器砂岩９３
５１２６５６０３.５１０.６１２.１５E-１６磨石・敲石安山岩９４
４６５７５００４.６７.９９.９５E-１１磨石・敲石砂岩９５
１１１５５０２０５３.７５.８７.４５E-５凹石安山岩９６
６５５２７０５.１５.８６.７５F-１０磨石・敲石安山岩９７
２５０７４４.８１２３.１８３１.８４石皿安山岩９８
１１１５４３０.２９０.３１１.３４E-５石鏃OB桑ノ木津留９９

６３４

６８４９３０.２６０.３５１.１１.２４I-６石鏃OB桑ノ木津留１００
１０９２０９０.３７０.２１.１５１.７４トレンチ石鏃OB桑ノ木津留１０１
６８４２９０.１９０.３０.９１.１５４J-６石鏃OB上牛鼻１０２
６８９２９０.２６０.２１１.５４J-６石鏃OB腰岳１０３
６８４６４０.４１０.２５１.３１.７４J-６石鏃OB腰岳１０４
６８３２１０.３１０.２５１.２１.５５４I-６石鏃安山岩１０５
６９２９６０.５８０.４１.２１.８４J-６石鏃安山岩・サヌカイト１０６
６８７３９０.４３０.３５１.２１.６４J-６石鏃OB姫島１０７
９７６７４０.２８０.３５０.９１.４４B-１５石鏃OB針尾１０８
６９２５１０.６７０.４１.３５１.６４J-６石鏃OB針尾１０９
６８５２００.４３０.２５１.４１.７５４J-６石鏃安山岩・サヌカイト１１０
６９２１２０.７９０.４５１.６１.６５４I-６石鏃安山岩・サヌカイト１１１
３６９００.９１０.５１.６５１.３４E-１４石鏃OB上牛鼻１１２
６８３２８０.５１０.３１.５１.８５４I-６石鏃安山岩・サヌカイト１１３
１７２７０.５９０.５１.４１.９４D-１４石鏃OB針尾１１４
６８６８１０.６６０.４５１.４２.２５４J-６石鏃安山岩１１５
７０４１００.３７０.２５１.２１.６４F-６石鏃OB針尾１１６
６９６９２０.４７０.３１.３５１.６４J-６石鏃OB姫島１１７
６９０８８０.７９０.４１.４２.０５４J-６石鏃安山岩・サヌカイト１１８
７０６６２１０.３０.９３.３４G-６石鏃安山岩・サヌカイト１１９
１２２２１８１.０６０.３１.７３４D-５石鏃安山岩・サヌカイト１２０
７０１７９１.０４０.４１.９１.８５４E-７石鏃OB上牛鼻１２１
１２２９０８４.１３０.８２２.９４C-５石鏃安山岩・サヌカイト１２２
１２２７９３５.７１０.９５２.２３.１４C-５石鏃チャート１２３
６８９１８１.７９０.７１.４２.１５４J-６石鏃安山岩１２４

注記なし６９４５８１.６７０.６１.８１.９４I-６石槍珪質頁岩１２５
３８６３１.４６０.５１.２５２.５４F-１４石錐頁岩１２６
１２２６７９１３.６２１.５２.７５３.６４C-６石錐たんぱく石１２７
３２８０２.６９０.８３.２１.９４E-１３石匙OB針尾１２８
４５９９３.７５０.６３.４５２.３４E-１２石匙OB上牛鼻１２９
３４５４４.８３０.８３.５５３.０５４E-１１石匙OB針尾１３０
１２９９７７２１.０８１.１４.１５.８４D-６スクレイパー安山岩１３１

６３５

３２８７６.６２１.１２.７２.８４D-１３スクレイパー頁岩１３２
７９８４１４.５１０.７５３.２２.３４E-６スクレイパー安山岩・サヌカイト１３３
６８９７８４３.５７１.１５.９７.５４J-６スクレイパー安山岩・サヌカイト１３４
１８４３３３.８９０.９１.７２.３４D-１９二次加工剥片OB上牛鼻１３５
２４７６５３.１１０.７１.７２.２５４I-１８楔形石器安山岩・サヌカイト１３６
１２９９６９２.３８０.５２.３１.６４D-６楔形石器安山岩・サヌカイト１３７
１０７３８４２.７４０.６５２１.４４D-４楔形石器安山岩１３８
４７６０５８.９１.２２.４３.５４H-１０二次加工剥片OB三船１３９
１７６３４６.３６０.７２.４２.８４G-１２二次加工剥片チャート１４０
６９６５３２.３０.７１.４３.６４J-６二次加工剥片OB針尾１４１
４８５４２６.７４０.７３.６２.７４I-７二次加工剥片安山岩・サヌカイト１４２
６８６６８４.９７０.８３.２２.１４J-６二次加工剥片頁岩１４３
６８９６９３.３６０.８３.１１.８４I-６使用痕剥片OB針尾１４４
２０１９４７.４６０.６２.７４.３４H-１２使用痕剥片チャート１４５
６８９８６３.１１０.４２.２３４I-６使用痕剥片頁岩１４６

注記なし３７５１１０.８２３.１２.６１.７４D-１４石核OB上牛鼻１４７

６３６
注記なし３８４０９.７５２.２５２.７５１.６４D-１１石核OB上牛鼻１４８

４９８１７.８８２.８４.７２４D-１８石核チャート１４９
１８４３０３６.６４３.５６.３２.６５４D-１８石核安山岩１５０

注記なし６９４９８５９.８５６４.８２.６４J-６石核チャート１５１
６５１１０８.９８２.０５６.１８.１４H-１０磨製石斧砂岩１５２

６３７

１２２６９３８８２８.１８.５４D-１５磨製石斧頁岩１５３
１８２９０５２０４.５７.８１５.１４D-１７礫器安山岩１５４
１１２５１３０.７２０.３１.５１.３３C-５石鏃安山岩１５４
３８６７４７０３.７１０.９７.９４F-１４礫器安山岩１５５
９１９１８６５０５１１.２９.１４C-１８礫器安山岩１５６
３５２２９８０４.６１３.５１３.５４F-１２礫器安山岩１５７
９２６６６５００５.３９.７５１０.４４C-１８礫器安山岩１５８

６３８

９１９０１１０２０８.１１７.１１０４C-１８石核安山岩１５９
７０６５６５２０４.３８.３１０.１４F-６磨石・敲石安山岩１６０
１０９２０８７２０４.３９１１.８４BC５・６トレンチ磨石・敲石安山岩１６１
１２２２９３１３００４.７１２.２１４４D-６磨石・敲石安山岩１６２
１２９８９５１０７０５.１１０.３１２.８４E-６磨石・敲石安山岩１６３
１９６２０１０６０７.４１０.３９.８４D-１９磨石・敲石安山岩１６４
９２６４２３２０６.９７.６８.４４C-１８磨石・敲石安山岩１６５

６３９

１８０５６４４０４.６７.４９.３４磨石・敲石安山岩１６６
９２６３７７４０４.８１３.２８.４４C-１８磨石・敲石安山岩１６７
９２６５１８４０５.９８.９１１.８４C-１８磨石・敲石安山岩１６８
１２２２８９９５０７７.６１１.２４C-６磨石・敲石安山岩１６９
７０１８０５９０３.５９.５７.３４E-７磨石・敲石安山岩１７０
３２９４１１９.１６４.３４.８５.４４D-１３敲石安山岩１７１

カードなし１８２０７１０４.３２２.４４.２７.１４-敲石安山岩１７２
１２２９３８９２.７８３.３３.３５.６４C-６敲石砂岩１７３
３９２９１１６.６７４.１４.８５４F-１１敲石安山岩１７４
１２２１５８９８.８１２.３３.７７.６４C-４敲石砂岩１７５
１８４２０２３９.７８３.３５.９８.１４E-１８敲石砂岩１７６
７０４３７６９.２６２.５４.３４.７４G-６敲石砂岩１７７
１８７２２３２.１２２.６２.９３４D-１８敲石安山岩１７８
６９９３８１９.０５３２.３３５.６５石皿安山岩１７９

６４０

９２６６５９.１５２７.３５５.６４C-１８石皿安山岩１８０
４６６１９７.９５１８.９３２４.０５石皿安山岩１８１
１８２１５７.３１６０.５４石皿安山岩１８２
１８４３１１０.０２２９.５７５２.６６４石皿安山岩１８３
１８１９５１４４４.４１２.８２３.２４F-１９砥石安山岩１８４
１７５９０４４.８４２.４２.８６.２４G-１３砥石砂岩１８５
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第３節　縄文時代前期の遺構と遺物

１．概要

　縄文時代前期の遺物は，平成７年度の調査区域にほぼ集中しており，特に北西部に集石などの遺

構のみでなく曽畑式土器なども集中していた。遺物を包含する層位はⅢａ層であり，平成５年度及

び平成６年度調査区域のⅢａ層出土遺物が縄文時代中期と多くは晩期であったのに比較すると，縄

文時代のⅢａ層は区域により時期が異なると言える。そこで出土土器が本地区では縄文時代前期が

主体であることから，検出された遺構も前期該当として判断した。またここで出土した石器につい

ても一部は縄文時代晩期のものも含まれている可能性はあるが，出土した土器の大部分が縄文時代

前期であったっことから石器についても前期が大部分であったと考えられる。

２．検出遺構

　集石遺構が６基と土坑が３基，また「八の字状」に並ぶピット群が検出された。

　１）ピット群（第６４３図）

　Ｄ－６区で検出された。合計７個のピットがほぼ直線状に開く「八の字」状に検出された。各ピッ

トの直径は約１８㎝～２０㎝程度で，深さは２０㎝～８５㎝までと統一性に欠ける。またピットの状態も

底面まで同じ径のものや，Ｖ字形に底面が狭くなるものも認められている。ピット群の南側には，

径１５㎝から４０㎝程度の礫があり，両者の関係については明確ではない。
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第６４２図　前期集石分布図



　２）土坑（第６４４図）

１号土坑

　Ｄ－４区で検出された。平面形は円形であり，径は９３㎝×９０㎝で，検出面からの深さは６５㎝を測

る。底面は平坦である。

２号土坑

　Ｄ－５・６区境界付近で検出された。平面形はほぼ円形を呈しており，径は８４㎝×７８㎝であり，

検出面からの深さは２８㎝×４２㎝であり底面は平坦ではない。

３号土坑

　Ｃ－７区のＶ層土面で検出されているが，埋土はⅢ層のものであった。平面形は楕円形であり，

大きさは１６５㎝×１１０㎝であった。検出面は下位のＶ層であったため検出面からの深さは約２０㎝程度

であるが，実際はまだ深かったものと考えられる。

　３）木炭と焼土を含む土坑

　４号土坑は検出時に内部に木炭と焼土が認められたものである。全体の最大長は約２２０㎝であり

幅は広い部分では約１６０㎝を測る。第６４４図の断面図に示してあるように，木炭部の厚さは約１５㎝，

焼土部分の厚さは約７㎝を測る。

　４）集石（第６４５～６４８図）

１号集石

　Ｃ－４区で検出された。径８㎝程度の礫３４個がやや集中するものである。中心部は比較的集中し

ているが，明確な掘り込みは確認されていない。

２号集石

　Ｃ・Ｄ－６区で検出された。広さ２３０㎝×１００㎝の楕円形状に散在するものである。礫の大きさは

径約５㎝程度のものが大部分であった。掘り込みは認められなかった。安山岩礫の総数は４９個で

あった。

３号集石

　Ｃ－５区で検出された。広さ３５０㎝×１８０㎝の範囲に散在しているもので，集中度は弱い。安山岩

の径３㎝～５㎝程度の礫が散在したものである。礫の総数は３８個であった。

４号集石

　Ｃ－６区で検出された。径９０㎝程度の広さに安山岩礫が７個あり，集石とした。礫の大きさは径

５㎝程度であった。

５号集石

　Ｃ－５区で検出された。広さ３５０㎝×１８０㎝の範囲に散在しているものであり，集中している部分

はない。安山岩礫は径５㎝程度から１０㎝程度のものが主体である。礫の位置には若干のレベル差が

あるが，比較的集中した部分にも掘り込みは認められなかった。総数は７６個であった。

６号集石

　Ｄ－５区で検出された。これも径約３５０㎝×３００㎝の広い範囲に礫が散在しているものである。礫

の大きさは径約５㎝程度のものが主体であり，総数４１個であった。
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第６４３図　ピット列と配石遺構
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第１２４表　縄文時代前期集石一覧表

旧番号備考炭化物赤化礫数掘り込み
長径×短径

大きさ
長径×短径層検出区番号

○３４個なし１６０×１６０㎝ⅢaＣ‐４１

○４９個なし２３０×１００㎝ⅢaＣ・Ｄ‐６２

○３８個なし３５０×１８０㎝ⅢaＣ‐５３

○７個なし９０×９０㎝ⅢaＣ‐６４

○７６個なし３５０×１８０㎝ⅢaＣ‐５５

○４１個なし３５０×３００㎝ⅢaＤ‐５６
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第６４４図　縄文時代前期の土坑
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第６４５図　縄文前期集石（１）

0　　　　　　　　 　 1m0　　　　　　　　 　 1m

1号

2号

194.00m

194.00m



－49－

第６４６図　縄文前期集石（２）
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第６４７図　縄文前期集石（３）
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第６４８図　縄文前期集石（４）
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３．出土遺物

　１）土器

①前期土器の概要

　前期土器はほとんどⅢａ層から出土している。出土状況は第６４９～６５１図に示したが，平成７年度

調査区のＣ～Ｅ－４～６区から集中的に出土している。出土点数約２９００点を数え，文様などの特徴

から１４～１６類の３つに分類した。このうち，前期後半に位置づけられる１６類土器の出土量が圧倒的

に多く，本遺跡の縄文時代の主体となる時期の１つである。

②各類土器について

１４類土器（第６５２図　１）

　ほぼ直行する口縁部からそのまま底部へ至る器形を呈し，口縁部外面に微隆起突帯文を施す土器

である。口縁部上面観が隅丸の菱形（レモン形）を呈する。なお，底部形態は不明である。接合作

業前の破片点数は６３点数えるが，全て同一個体である。Ｈ・Ｉ－７・８区から出土しており，土坑

内出土遺物とも接合している。

　微隆起突帯文は細い粘土紐の貼付によるもので，部分的に剥離して途切れている。口唇部には浅

い刻みが不規則に施される。内外面ともに横位・斜位の貝殻条痕のちナデ調整が行われ，胴部には

貝殻条痕が残る。口縁部に円形の補修孔が２ヶ所認められる。

　口縁部外面に炭化物が付着しており，国立歴史民俗博物館年代測定研究グループのご厚意により

１４Ｃ年代測定を行ったが，測定値は得られなかった（第Ⅸ章参照）。

　出土層位はほとんどⅢａ層であることから，前期に位置づけられると考えた。

１５類土器（第６５３図　２～２８）

　器面に条痕調整を行い，みみずばれ状突帯や微隆起突帯，そして沈線文や押引文を施す土器であ

る。器形や文様の特徴から４つに細分した。Ⅲａ層から出土しているが，一部２・４層からも出土

する。Ｃ～Ｅ－４～６区に集中する。接合作業を経て１７７点確認し，２７点図示した。

１５－１類（２～９）

　みみずばれ状突帯を施す土器である。器形は砲弾型を呈すると考えられる。器面は粗い貝殻条痕

を施すものとナデ調整が行われるものとが認められる。

　２～４・５・７は突帯を横位に巡らせる。６は突帯を斜位に貼付し，その先端は口唇部に掛かっ

ている。９は横位の突帯の上位に刺突文を施す。

１５－２類（１０～２３）

　微隆起突帯や刺突文を施すものである。口縁部は外傾し胴部で屈曲する器形を呈すると考えられ

る。器面は１類より細かな貝殻条痕を施す。

　１０～１５は同一個体である。口縁部上端に突帯を縦位に貼付し，その下位に刺突連点文を施す。刺

突連点文の上下にはボタン状の小突起を１列貼付する。

　１６は縦位と横位の突帯を施す。１７・１９は同一個体であり，刻みのある微隆起突帯を施す。１８は刺

突連点文が２段みられる。２０・２１は同一個体であり，屈曲する胴部と考えられる。屈曲部に刻みの
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ある突帯が１条巡り，その上位に沈線文を施す。

　２２は突帯と刺突連点文を施す。２３は突帯と沈線文を施す。なお，２２・２３ともに胴部屈曲部の上半

部と考えられる。

１５－３類（２４～２６）

　押引文を施すものである。２４～２６は同一個体で，胴部が球形に屈曲する器形を呈すると考えられ

る。屈曲部上半に押引文を施す。器面は細かい貝殻条痕を施す。なお，１５類土器が集中するＣ～Ｅ

－４～６区からは外れた分布を示す。

１５－４類（２７・２８）

　文様が認められない胴部片である。１～３類にいずれかに属すると考えられる。器面の貝殻条痕

は２７が細かく，２８は粗い。
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第１２５表　縄文前期土器観察表（１）

備　考
胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分

類取上No（区/層）No挿
図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

ヨコ貝殻条痕後ナデヨコ貝殻条痕後ナデ１４

４４３４５(H７/Ⅲa)
４４３５７(H７/Ⅲa)
４４３５９(H７/Ⅲa)
４５３３６(I７/Ⅲa)
４５３５５(I８/Ⅲa)
４５３５７(I８/Ⅲa)
４５３５９(I８/Ⅲa)
４５３６０(I７/Ⅱ)
４５４５６(I７/Ⅲa)
４５４５７(I７/Ⅲa)
４５４５９(I８/Ⅲa)
４５４６０(I８/Ⅲa)
４６０３７(I８/Ⅲa)
４６０４２(I８/Ⅲa)
４６０４９(I８/Ⅲa)
４６０５０(I８/Ⅲa)
４６０５２(I８/Ⅲa)
４６０５５(I８/Ⅲa)
４６０５６(I８/Ⅲa)
４６０５８(I８/Ⅲa)
４６０５９(I８/Ⅲa)
４６０６０(I８/Ⅲa)
４６０６４(I８/Ⅲa)
４６０６６(I８/Ⅲa)
４６０６７(I８/Ⅲa)
４６０７１(I８/Ⅲa)
４６０７４(I８/Ⅲa)
４６０７６(I８/Ⅲa)
４６０７７(I８/Ⅲa)
４６０７８(I８/Ⅲa)
４６０７９(I８/Ⅲa)
４６０８０(I８/Ⅲa)
４６０８２(I８/Ⅲa)
４６０８３(I８/Ⅲa)
４６０８６(I８/Ⅲa)
４６０９３(I７/Ⅲa)
４６５５４(H７/Ⅲa)
４６５５６(H７/Ⅲa)
４６５５７(H７/Ⅲa)
４６５６０(H７/Ⅲa)
４６５６８(I７/Ⅲa)
４６５８０(I８/Ⅲa)
４６５８１(I８/Ⅲa)
４６５８４(I８/Ⅲa)
４６５８６(I８/Ⅲa)
４６５８８(I８/Ⅲa)
４６５８９(I８/Ⅲa)
４６５９１(I８/Ⅲa)
４６５９３(I８/Ⅲa)
４７２０４(H７/Ⅳ)
４７２０６(H７/Ⅳ)
４７２１０(H７/Ⅳ)
４８１３０(I８/Ⅳ)
４８１３４(I８/Ⅲa)
４８１３６(I８/Ⅲa)
４８１４４(I７/Ⅳ)
４８１７４(H７/Ⅳ)
４８５４５(I８/Ⅴ)
４８５４６(I８/Ⅲa)
４８５５２(I８/Ⅲa)
４８５５７(I８/Ⅲa)
４８５７０(I８/Ⅲa)
I８/土坑内

１６５２
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第６５２図　縄文時代前期の土器（１）
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第６５３図　縄文時代前期の土器（２）
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１６類土器（第６５４～６６８図　２９～１３３）

　器面全体に沈線文を幾何学的に施す土器である。口縁部内面に施文するものもある。なお，沈線

文の代わりに押引文を施すものも認められる。口唇部には刺突や刻みを施す。

　器形は口縁部が外反または外傾し，底部は丸底となる。また頸部で締まり，胴部が大きく膨らむ

壺形のような器形を呈するものも認められる。調整は内外面ともにナデ調整を行い，平滑面をもつ

ほどの丁寧なナデ調整を行うものもある。胎土に滑石を含むものも認められる。なお，接合痕で割

れているものが多い。

　Ⅲａ層から出土しているが，一部Ⅱ・Ⅳ層からも出土する。Ｃ～Ｅ－４～６区に集中的に分布す

る。接合作業を経て２７２４点確認し，１０５点図示した。以下，口縁部，胴部，底部の３類に分けて説

明する。

１６－１類（第６５４～６６５図　２９～８１）

　口縁部が残存しているものである。主に文様によってａ～ｅ類の５つに細分した。

　１ａ類（２９～４７）

　口縁部に刺突連点文を施すものである。口縁部内面には刺突連点文や沈線文を施す。口唇部は平

坦面をもち，刺突や刻みを施す。

　２９は口縁部から胴部下半まで復元できた資料である。口縁部が大きく外に開き，胴部がやや張っ

ており，波状口縁となる。文様は，まず２列の刺突連点文を口縁～胴部に４段施した後，刺突連点

文間に横位の短沈線文や三角組合文を施す。口縁部内面は２列の刺突連点文を縦位に間隔をおいて

施した後，刺突連点文間に横位の短沈線文を施す。口唇部に刺突を施す。外面は丁寧なナデ調整を

行い，一部平滑面をもつ。内面はヨコナデ調整を行う。口縁部に補修孔が２ヶ所認められる。

　３０～３２・３６～４１は刺突連点文と横位の沈線文が認められるものである。口縁部内面は刺突連点文

と沈線文を施すもの（３０・３１・３６・３８），刺突連点文のみのもの（３２），沈線文のみのもの（３９～４１）

がある。３９は風化礫を多く含み，脆い。なお，３６と３８，４０と４１はそれぞれ同一個体である。

　３３は口縁部がやや外反するもので，２列の刺突連点文を施した後，羽状文を施す。口縁部内面は

２列の刺突連点文を施す。３４は大きく外反する口縁部で，２列の刺突連点文を施した後，胴部に斜

位の沈線文を施し，その後横位の沈線文を施す。

　３５・４２は同一個体で，口縁部が外傾し，胴部でやや張る器形を呈する。口縁部上半に２列の刺突

連点文を，下半に横位の押引文をそれぞれ施し，胴部には三角組合文を施す。刺突連点文と押引文

は同じ工具によるもので，先端が「Ｕ」字状をしている。なお，押引文を施した後，三角組合文を

施す。口縁部内面は横位の短沈線文を施す。口唇部は刺突連点文と同じ工具による押引文を施す。

　４３は大きく外反する口縁部から張りのない胴部へ至る。口縁部上端に１列の刺突連点文を，その

下位に四角組合文を施し，胴部に三角組合文を施す。口縁部内面は横位の沈線文を施す。

　４４は刺突連点文を施した後，斜位の沈線文，その後横位の沈線文を施す。内面は上端に横位の刺

突文を施した後，斜位の沈線文を施し，その沈線に沿って刺突文を施し，最後に横位の沈線文で充

填する。口唇部には刺突に重ねて沈線を施す。

　４５・４６は同一個体で，端部でやや肥厚する口縁部である。１列の刺突連点文と横位の沈線文が認

められる。内面には２条の半円状沈線文と刺突連点文を組み合わせて施文する。口唇部に２列の円
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形刺突文を施す。

　４７は外器面が接合痕で剥離しており（図面の１点破線が接合痕ライン），刺突連点文が確認でき

る。内面は４５・４６と同様の文様である。

　１ｂ類（４８～６６）

　口縁部に刺突連点文がなく，横位の沈線文・短沈線文を施すものである。口縁部内面は沈線文・

短沈線文だけでなく，刺突連点文を施すものや無文のものもある。口唇部はそのほとんどが平坦面

をもち，刺突や刻みを施す。

　４８～５６は口縁部内面に横位の沈線文を施すものである。

　４８は口縁部から胴部下半まで復元できた資料である。口縁部が外反しそのまま底部へ至るもの

で，細長い器形を呈する。文様は口縁部に横位の沈線文を６～８条施し，その下位は三角組合文を

施している。しかし，文様の切り合いからは底部から三角組合文を施文して，最後に横位の沈線文

を施文していることがわかる。なお，底部付近の沈線文は消えかかっている箇所があるが，使用時

の被熱によって器面が剥離したものではなく，焼成前に何らかの要因で（手で触れてしまった等）

消えてしまったと思われる。内外面ともにナデ調整が行われる。特に内面は丁寧であり，平滑面をもつ。

　４９は口縁部が外反し，胴部でやや張るものである。口縁部に横位の沈線文を施す。胴部には三角

組合文を施し，それに重ねて横位の沈線文を１条施す。口唇部に刺突を施すが，刺突内に縄の節が

見えることから，縄を用いて刺突（押圧）したと考えられる。

　５０は横位の沈線文を施した後，鋸歯状の沈線文を施す。５１は横位の沈線文を施した後に，刺突文

と斜位の沈線文を施す。５２は横位の沈線文を施した後，胴部に三角組合文を施す。外面に炭化物が

付着している。５４は波状口縁を呈する。５５は端部で外反する。

　５７～５９は口縁部内面に沈線文と刺突連点文を施すものである。

　５７は外面（特に沈線内）に炭化物が付着している。５８は口縁部が大きく外反するもので，横位の

沈線文の下位に２列の刺突連点文が，さらにその下位に横位の沈線文が施される。

　６０・６１は口縁部内面に刺突連点文のみが認められるものである。なお，沈線文を組合わせている

可能性もある。６０は端部で大きく外反しているが，粘土紐を貼付することにより外反させている。

　６２～６６は口縁部内面に施文されないものである。

　６２・６３は同一個体で，三角組合文を施した後，横位の短沈線文を施す。文様の施文は浅い。内外

面ともに丁寧なナデ調整を行う。外面に炭化物が付着している。口唇部は舌状になっており，内面

側に刺突文を施す。６４～６６は胎土や色調などから同一個体の可能性が考えられる。

　１ｃ類（６７～７７）

　口縁部に刺突連点文や沈線文・短沈線文がなく，四角組合文や三角組合文を施すものである。口

縁部内面には沈線文が施されるが，無文のものもも多い。口唇部には刺突文や刻みを施す。

　６７～６９は同一個体で，四角組合文を施す。８ヶ所の波頂部をもつ波状口縁を呈すると考えられ

る。内面は無文である。７１は端部で大きく外反する口縁部である。外面に四角組合文を施す。７２は

胴部に三角組合文を施した後，口縁部に四角組合文を施す。なお，４３と同一個体の可能性もある。

　７３は三角組合文を施すもので，波状口縁である。７４は縦位の沈線文がみられるが，モチーフの崩

れた三角組合文の可能性もある。７３・７４は内面に横位の沈線文を施す。
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第６５４図　縄文時代前期の土器（３）

29の表（1）
0　　　　　　　　 　 10cm

29の裏

29 0　　　　　　　　 　 10cm
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第６５５図　縄文時代前期の土器（４）

29の表（2）

0　　　　　　　　 　 10cm

第１２６表　縄文前期土器観察表（２）

備　考
胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分

類取上No（区/層）No挿
図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

○○○貝殻条痕後ナデ貝殻条痕明褐７.５YR５/６褐７.５YR４/４１５-１９８８６２（B１１/Ⅲa）２

６５３

○○○貝殻条痕後ナデ貝殻条痕明褐７.５YR５/６褐７.５YR４/４１５-１９８３１９（B１１/Ⅲa）３
○○ナデナデにぶい黄橙１０YR５/２灰黄褐１０YR５/２１５-１１１７８２１（C５/Ⅲa）４

△○△○貝殻条痕貝殻条痕褐灰１０YR４/１にぶい黄橙１０YR６/４１５-１１１２４３９（C４/Ⅲa）５
△○貝殻条痕ナデ橙７.５YR６/６褐灰７.５YR４/１１５-１１０７４１５（D５/Ⅲa）６
○△○○ヨコ貝殻条痕貝殻条痕灰褐７.５YR４/２にぶい褐７.５YR５/４１５-１１２１６９９（C５/Ⅲa）７
○○○ヨコ貝殻条痕ナデ灰褐７.５YR４/２にぶい褐７.５YR５/４１５-１１０７１５３（E５/Ⅲa）８

△○○ヨコ貝殻条痕後ナデナデ明黄褐１０YR６/６にぶい黄橙１０YR６/４１５-１１０７８８４（D５/Ⅲa）９

○○○ヨコ貝殻条痕ナデ暗灰黄２.５Y５/２にぶい黄２.５Y６/４１５-２１０７４３８（D５/Ⅲa）
１０７９７２（E５/Ⅲa）１０

○○○ヨコ貝殻条痕ナデ黄褐１０YR５/３にぶい黄橙１０YR６/３１５-２１０７８５１（D５/Ⅲa）
１１４２８７（D５/Ⅲa）１１

○○○ヨコ貝殻条痕ナデにぶい赤褐５YR５/３にぶい赤褐５YR５/４１５-２１２０７６７（D５/Ⅲa）
１２２２２３（D５/Ⅳ）１２

○○○ヨコ貝殻条痕ナデにぶい褐７.５YR５/３橙５YR７/６１５-２

１１３２７０（C５/Ⅲa）
１１４５１８（D５/Ⅲa）
１１９５４９（C５/Ⅲa）
１２０８８２（C５/Ⅲa）

１３

○○○ヨコ貝殻条痕ナデにぶい黄橙１０YR６/４灰黄褐１０YR５/２１５-２１２１７１５（C５/Ⅲa）
１２１７１６（C５/Ⅲa）１４

○○○ヨコ貝殻条痕ナデにぶい黄褐１０YR５/４にぶい黄褐１０YR５/４１５-２１１２６８７（C５/Ⅲa）１５
○○○○ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄橙１０YR６/４１５-２１０９０４１（B５/Ⅲa）１６

○○○○ヨコ貝殻条痕ヨコ貝殻条痕にぶい褐７.５YR５/４にぶい橙７.５YR６/４１５-２１２０５４６（C５/Ⅲa）
１２１８３７（C５/Ⅲa）１７

○○ヨコ貝殻条痕ヨコ貝殻条痕にぶい橙７.５YR６/４にぶい橙７.５YR６/４１５-２６９５０９（J６/Ⅳ）１８

○○○○ヨコ貝殻条痕ヨコ貝殻条痕にぶい褐７.５YR５/４にぶい褐７.５YR５/４１５-２

１２０２４０（C５/Ⅲa）
１２１７２５（C５/Ⅲa）
１２１７２６（C５/Ⅲa）
１２２７４８（C５/Ⅲa）

１９

○○○ヨコ貝殻条痕ヨコ貝殻条痕橙５YR６/６にぶい赤褐５YR５/３１５-２１２１４３７（D６/Ⅲa）
１２２２９６（D６/Ⅲa）２０

ヨコ貝殻条痕ナデにぶい橙７.５YR６/４灰褐７.５YR４/２１５-２１１７３３０（D５/Ⅲa）２１
○○ナデナデ明褐７.５YR５/６褐７.５YR４/４１５-２１２１８３５（C５/Ⅲa）２２
○○ナデナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい褐７.５YR１/３１５-２１１４５２１（D５/Ⅲa）２３

○○○ヨコ貝殻条痕ヨコ貝殻条痕にぶい黄橙１０YR７/４黒褐１０YR３/１１５-３６９８８９（E７/Ⅱ）
９７０９５（B１４/Ⅲa）２４

○○○ヨコ貝殻条痕ヨコ貝殻条痕にぶい黄褐１０YR５/３にぶい黄褐１０YR５/３１５-３
７０５７３（F６/Ⅲa）
７１４８６（F６/Ⅲa）
９６７２２（B１４/Ⅲa）

２５

○○○ヨコ貝殻条痕ヨコ貝殻条痕にぶい黄橙１０YR７/４黒褐１０YR３/１１５-３７０００２（F７/Ⅱ）
９５８６６（B１４/Ⅲa）２６

○○ヨコ貝殻条痕ヨコ貝殻条痕灰黄褐１０YR４/２にぶい黄褐１０YR５/４１５-４９６７２１（B１４/Ⅲa）
９７８１２（B１４/Ⅲa）２７

○○ヨコ貝殻条痕ヨコ貝殻条痕にぶい黄褐１０YR５/４黒褐１０YR３/１１５-４１１９３９６（D５/Ⅲa）２８
○○○ナデナデ黒褐１０YR３/１にぶい褐７.５YR５/４１６-１a１１５４９２（C５/Ⅲa）３０

６５６

○○ナデナデ明褐７.５YR５/６黒褐７.５YR３/１１６-１a１１２０８３（D６/Ⅲa）３１
○○ナデナデ黒褐１０YR３/１明黄褐１０YR７/６１６-１a１０９０４８（C５/Ⅲa）３２

△○○ヨコナデナデ褐灰１０YR４/１にぶい黄橙１０YR６/４１６-１a１０８７７７（B５/Ⅲa）
１０９００３（B５/Ⅲa）３３

△△○ナデナデ１６-１a

１１５４８１（C５/Ⅲa）
１１６２８７（D５/Ⅲa）
１１９０５２（D５/Ⅲa）
１１９３８６（D５/Ⅲa）
１１９４２２（D５/Ⅲa）

３４

○○○ナデナデにぶい黄橙１０YR６/３褐灰１０YR４/１１６-１a６２４９８（G１１/Ⅲa）
６６４４９（G１１/Ⅲb）３５
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第６５６図　縄文時代前期の土器（５）
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第６５７図　縄文時代前期の土器（６）

43

44
45

46

47

0　　　　　　　　 　 10cm

第１２７表　縄文前期土器観察表（３）

備　考
胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分

類取上No（区/層）No挿
図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

△◎ナデナデ１６-１a

１１４４９１（C５/Ⅲa）
１２１３４３（D５/Ⅲa）
１２１３５５（C５/Ⅲa）
１２２５３０（C５/Ⅲa）

３６

６５６

◎△ナデナデにぶい黄橙１０YR７/４にぶい黄橙１０YR７/４１６-１a１０７１８１（D５/Ⅲa）
１０７８０６（E５/Ⅲa）３７

△◎ナデナデ１６-１a

１１３２８８（C５/Ⅲa）
１１３４２２（C５/Ⅲa）
１１４７８９（C５/Ⅲa）
１１５０１７（C５/Ⅲa）
１１５０３４（C５/Ⅲa）
１１７５８７（C６/Ⅲa）

３８

△△○ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４灰黄褐１０YR４/２１６-１a１１５３３９（D５/Ⅲa）
１１７３３６（D５/Ⅲa）３９

○△○ナデナデ褐灰１０YR４/１にぶい黄橙１０YR６/４１６-１a１１２５５５（C５/Ⅲa）
１２０１６０（C５/Ⅲa）４０

○△○ナデナデ橙７.５YR６/６にぶい褐７.５YR５/４１６-１a１１４３９０（C５/Ⅲa）
１１８４８４（C５/Ⅲa）４１

○○○ナデナデ１６-１a

８２４５（G１２/Ⅲa）
１７３９３（G１２/Ⅲa）
１７６０７（G１２/Ⅲa）
１７６１２（G１２/Ⅲa）
１７６３３（G１２/Ⅲa）

４２

△◎△ナデナデ１６-１a

１１８７２３（C５/Ⅲa）
１１８７２４（C５/Ⅲa）
１２１６２４（C５/Ⅲa）
１２１６２５（C５/Ⅲa）
１２２２５２（C５/Ⅳ）
１２２２５４（C５/Ⅳ）
１２２２６２（C５/Ⅲa）
１２２７３６（C５/Ⅲa）

４３６５７
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第６５８図　縄文時代前期の土器（７）

0　　　　　　　　 　 10cm48

第１２８表　縄文前期土器観察表（４）

備　考
胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分

類取上No（区/層）No挿
図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

△○○ナデナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい褐７.５YR５/４１６-１a

１１３８６７(C５/Ⅲa)
１１４６６９(C５/Ⅲa)
１１９５２６(C５/Ⅲa)
１２２０７１(C５/Ⅲa)
１２２７６８(C５/Ⅲa)

４４

６５７
○○○ナデナデにぶい黄２.５Y６/４にぶい黄２.５Y６/４１６-１a

１１７８７４(C５/Ⅲa)
１１８９６５(C５/Ⅲa)
１１９５７２(C５/Ⅲa)
１２１２３２(D５/Ⅲa)

４５

○○○ナデナデ黄灰２.５Y４/１にぶい黄２.５Y６/３１６-１a１１９５１８(C５/Ⅲa)
１２１６８７(C５/Ⅲa)４６

△△ナデナデ浅黄２.５Y７/４浅黄２.５Y７/４１６-１a１１２６１６(C５/Ⅲa)４７

△△○ヨコナデナデ１６-１b

１０７５０８(E５/Ⅲa)
１０９０１８(C５/Ⅲa)
１０９１８４(C５/Ⅲa)
１１２４９５(C４/Ⅲa)
１１５０３９(C５/Ⅲa)
１１５０８１(C５/Ⅲa)
１１７４４３(C５/Ⅲa)
１１７４９４(C５/Ⅲa)
１１７５０８(C５/Ⅲa)
１１７７９８(C５/Ⅲa)
１１８５１１(C５/Ⅲa)
１１８９７７(C５/Ⅲa)
１２０８４３(C５/Ⅲa)
１２１５６３(C５/Ⅲa)
１２１８３３(C５/Ⅲa)
１２２４９５(C５/Ⅲa)

４９

６６０

△○○ナデナデ灰黄褐１０YR６/２にぶい黄橙１０YR６/３１６-１b１１２４３０(C４/Ⅲa)
１１２８７５(C４/Ⅲa)５０
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第６６０図　縄文時代前期の土器（９）
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第６６１図　縄文時代前期の土器（１０）
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第６６２図　縄文時代前期の土器（１１）

第１２９表　縄文前期土器観察表（５）
備　考

胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分
類取上No（区/層）No挿

図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

○○○ナデナデ灰黄褐１０YR４/２灰黄褐１０YR４/２１６-１b

１１５４９０（C５/Ⅲa）
１１５５９０（C４/Ⅲa）
１１６４５６（C４/Ⅲa）
１１６４５７（C４/Ⅲa）
１１８９６７（C５/Ⅲa）

５１

６６０

△△○ナデナデ１６-１b

１１３９５０（C６/Ⅲa）
１１４７７０（C６/Ⅲa）
１１４７７１（C６/Ⅲa）
１１４９６４（C６/Ⅲa）
１２９７４５（C６/Ⅲa）
１２９７４６（C６/Ⅲa）

５２

△○ナデナデにぶい褐７.５YR５/３灰褐７.５YR４/２１６-１b一括（J５６/Ⅰ）５３

△○ナデナデ灰黄褐１０YR４/２黒褐７.５YR３/１１６-１b１０７６４２（D５/Ⅲa）
１１２０５７（D５/Ⅲa）５４

△△○ナデナデ１６-１b７９８３０（F６/Ⅳ）５５

○○ナデナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい褐７.５YR５/４１６-１b１１２８３１（C４/Ⅲa）
１１３９０４（C５/Ⅲa）５６

△◎ナデナデ黒褐１０YR２/２黒褐１０YR２/２１６-１b１１６２５５（D５/Ⅲa）５７

○○○ナデナデ１６-１b１１８９５０（C５/Ⅲa）
１２０８７４（C５/Ⅲa）５８

○○ナデナデ黒褐１０YR３/１黒褐１０YR３/１１６-１b１０８６５４（C６/Ⅲa）５９
△○ナデナデ橙５YR６/６にぶい黄橙１０YR７/４１６-１b１１２３１１（D６/Ⅲa）６０

○△○ナデナデにぶい橙７.５YR６/４にぶい橙７.５YR６/４１６-１b１１８４７７（C５/Ⅲa）６１
○○丁寧なナデ丁寧なナデにぶい褐７.５YR５/４褐７.５YR４/３１６-１b９８６２３（C１１/Ⅲa）６２

６６１

○○丁寧なナデ丁寧なナデにぶい褐７.５YR５/４褐７.５YR４/３１６-１b９８６２０（C１１/Ⅲa）６３

○○○ナデナデにぶい赤褐５YR５/４にぶい褐７.５YR５/４１６-１b１１３３２７（C６/Ⅲa）
１２６９６９（C６/Ⅲa）６４

○○○ナデナデ褐７.５YR４/３にぶい赤褐５YR５/４１６-１b１１７４５６（C５/Ⅲa）６５
○○○ナデナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい褐７.５YR５/４１６-１b１１１９１５（C６/Ⅲa）６６

○○○丁寧なナデナデにぶい黄橙１０YR６/４暗灰黄２.５Y４/２１６-１c

１１２６５２（C５/Ⅲa）
１１２９０２（C５/Ⅲa）
１１４３６８（C５/Ⅲa）
１１４４３９（C４/Ⅲa）
１１５６１４（C５/Ⅲa）
１１８０４２（C４/Ⅲa）
１２０２４６（C５/Ⅲa）
１２０２５５（C５/Ⅲa）

６７

○○○丁寧なナデナデにぶい黄橙１０YR７/４黒褐７.５YR３/１１６-１c
１１３７１５（C４/Ⅲa）
１１６５１０（C５/Ⅲa）
１２２７５０（C４/Ⅲa）

６８

○○○丁寧なナデナデ褐灰７.５YR４/１にぶい橙７.５YR６/４１６-１c１２０２２９（C５/Ⅲa）６９
◎○ナデナデにぶい黄褐１０YR５/３暗褐１０YR３/３１６-１c１０８９２７（C６/Ⅲa）７０
○○○ナデナデ黄灰２.５Y４/１暗灰黄２.５Y４/２１６-１c１１６５０６（C５/Ⅲa）７１

○◎○ナデナデ黄褐２.５Y５/４黄褐２.５Y５/４１６-１c

１１６５０４（C５/Ⅲa）
１１７７１８（C５/Ⅲa）
１１８３０９（C５/Ⅲa）
１２１９００（C５/Ⅲa）

７２

○○○丁寧なナデナデ灰黄褐１０YR４/２にぶい黄橙１０YR６/３１６-１c１１５０４３（C５/Ⅲa）
１１６４２９（C５/Ⅲa）７３

○◎○ナデナデ褐７.５YR４/３褐７.５YR４/３１６-１c１１２１１９（D５/Ⅲa）７４

0　　　　　　　　 　 10cm
76
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第６６４図　縄文時代前期の土器（１３）
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　７５はやや外反する口縁部である。モチーフの崩れた

三角組合文を施した後に，横位の沈線文を重ねてい

る。口唇部は幅広の平坦面をもち，刻みを施す。内外

面ともにヨコナデ調整が行われるが，内面は特に丁寧

である。また，接合痕が目立つ。

　７６は口縁部から胴部下半まで復元できた資料であ

る。器形は口縁部が外反し，そのまま底部へ至る。外

面全体に三角組合文が施されるが，モチーフは崩れて

おり，文様の施文は浅い。沈線は先端が２～３叉状に

分かれた工具により施文されたと考えられ，沈線内に

はわずかな突出が認められる。文様の切り合い関係か

ら，底部から口縁部に向かって施文している。口縁部

内面は縦位の短沈線文を施した後，横位の沈線文を１

条巡らせる。外面はナデ調整を行い，内面は工具によ

るナデ調整を行い，工具痕が残る。

　７７は全形を復元できた資料である。口縁部上半で外

反し，胴部でやや張り，尖り気味の丸底となる底部へ

至る。外面全体に三角組合文を施すが，モチーフは崩

れている。幅狭の沈線であり，文様の施文は深い。ま

た文様の切り合いから，底部から口縁部に向かって施

文している。なお，底部付近の沈線文は消えかかって
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第６６５図　縄文時代前期の土器（１４）
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いる箇所があるが，４８と同様に焼成前に何らかの要因により消えてしまったと考えられる。口縁部

内面は横位の沈線文を２条施した後，２条の沈線文を鋸歯状に施す。内外面ともにナデ調整を行う。

　１ｄ類（７８）

　突帯文を付加するものである。１点のみの出土である。

　７８は口縁部が大きく外反する。外面は口縁部に横位の短沈線文を，胴部に三角組合文を施した

後，口縁端部に１条の突帯を，口縁部下位に２条の突帯をそれぞれ横位に貼付し，さらにその突帯

間に「Ｘ」字状に突帯を貼付する。さらに横位の突帯上には刺突を，「Ｘ」字状の突帯には沈線と

刺突を施す。なお，胴部の三角組合文の施文は浅く，薄れている箇所もある。口縁部内面は１列の

刺突連点文と横位の短沈線文を施す。口唇部に刺突を２列施す。内外面ともにナデ調整を行う。

　外面に炭化物が付着していたことから，国立歴史民俗博物館年代測定研究グループのご厚意によ

り１４Ｃ年代測定を行ったが，測定値は得られなかった（第Ⅸ章参照）。

　１ｅ類（７９～８１）

　頸部で締まり，胴部が大きく膨らむ壺形のような器形を呈するものである。

　７９・８０は同一個体で，胴部上半部である。縦位の短沈線文を２段施した後，三角組合文を施す。

　８１は頸部から底部まで図上復元できた資料である。頸部に刺突連点文を，胴部に三角組合文を施

しており，三角組合文の後に刺突連点文を施している。底面は沈線文が放射状に広がる。

１６－２類（第６６６～６６８図　８２～１２２）

　胴部を一括したものである。

　８２～８８・１１４は刺突連点文と沈線文が認められる。そのうち，８２・８４・８５は四角組合文，８７は三

角組合文と考えられる。８３の内面は接合痕が明瞭に残る。

　８９～１０２は三角組合文が認められるもので，８９・９４・９８・１０２は横位の沈線文も認められ，８９・９４

は三角組合文を施した後，沈線文を施す。９５は接合痕で割れているが，接合痕がナデられている。

１１４は縦位の沈線文の施した後，刺突連点文を施す。なお，８９と９２は同一個体である。９７は胎土や色

調から１ａ類の３６・３８と同一個体の可能性がある。１０２は１ｂ類の６２・６３と同一個体である。

　１０３～１０６は四角組合文が認められるものである。１０４・１０５は１ｃ類の６７～６９と同一個体である。

　１０７～１０９・１１２・１１３は横位や斜位の沈線文が認められる。１１０・１１１は１ｅ類の７９・８０と同一個体

である。１１２は縦位の沈線文を施した後，横位の沈線文を施す。１１５は鋸歯文を施す。

　１１６～１２２は胎土中に滑石を含むものである。全て同一個体と考えられ，横位の沈線文と三角組合

文を施している。

１６－３類（第６６８図　１２３～１３３）

　底部を一括したものである。ほとんど丸底であるが，丸平底を呈するもの（１２６）もある。

　１２３～１２７・１３１は底面を沈線で分割し，その沈線間を短沈線で充填するクモの巣状の文様をもつも

のである。１２３は胴部に三角組合文を施すもので，胎土や色調などから９５と同一個体の可能性があ

る。１２８は底面から沈線を放射状に施す。１２９は短沈線を五角形状に施す。１３０・１３２は底面が無文で

あるが，胴部下位に横位の沈線文が認められる。１３３の文様構成は不明であるが，２本１組の十字

形の沈線を施し，その間を短沈線で充填するクモの巣状を施している可能性が考えられる。 
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第６６６図　縄文時代前期の土器（１５）
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第６６７図　縄文時代前期の土器（１６）
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第６６８図　縄文時代前期の土器（１７）
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第１３０表　縄文前期土器観察表（６）
備　考

胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分
類取上No（区/層）No挿

図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

丁寧なヨコナデヨコナデ１６-１c

１０７２０４（D５/Ⅲa）
１０８７８３（C５/Ⅲa）
１１１９５０（C５/Ⅲa）
１１２１７１（C５/Ⅲa）
１１２５４１（C５/Ⅲa）
１１２５６０（C５/Ⅲa）
１１２６９３（C５/Ⅲa）
１１２９４６（C５/Ⅲa）
１１３０４０（C５/Ⅲa）
１１３０４２（C５/Ⅲa）
１１３０４５（C５/Ⅲa）
１１３４１９（C５/Ⅲa）
１１４０７０（C５/Ⅲa）
１１４４８７（C５/Ⅲa）
１１４９８８（C５/Ⅲa）
１１４９９１（C５/Ⅲa）
１１５０１３（C５/Ⅲa）
１１５０２９（C５/Ⅲa）
１１５０４６（C５/Ⅲa）
１１５０４７（C５/Ⅲa）
１１５０５０（C５/Ⅲa）
１１７４１１（D５/Ⅲa）
１１７４６４（C５/Ⅲa）
１１７４７７（C５/Ⅲa）
１１７５２２（C５/Ⅲa）
１１７５２５（C５/Ⅲa）
１１７５４２（C５/Ⅲa）
１１７７４５（C５/Ⅲa）
１１８５３０（C５/Ⅲa）
１１８５３１（C５/Ⅲa）
１１９６２０（C５/Ⅲa）
１１９６４９（C５/Ⅲa）
１１９６７４（C５/Ⅲa）
１１９６７８（C５/Ⅲa）
１１９６９８（C５/Ⅲa）
１１９７２４（C５/Ⅲa）
１２０１５４（C５/Ⅲa）
１２０５３０（C５/Ⅲa）
１２０６７１（D５/Ⅲa）
１２０８２５（C５/Ⅲa）
１２０８３５（C５/Ⅲa）
１２０８６３（C５/Ⅲa）
１２０８６９（C５/Ⅲa）
１２１３０２（C５/Ⅲa）
１２１３８７（C５/Ⅲa）
１２１５３１（C５/Ⅲa）
１２１５３３（C５/Ⅲa）
１２２２３７（C５/Ⅳ）
１２２５２８（C５/Ⅲa）

７５６６１

○○○ナデナデにぶい褐７.５YR５/４褐７.５YR４/４１６-１c

１１１９６５（C５/Ⅲa）
１１２８３６（D４/Ⅲa）
１１３４５７（C５/Ⅲa）
１１３７８０（D４/Ⅲa）
１１３８７５（C５/Ⅲa）
１１４４７７（C５/Ⅲa）
１１４８０９（C５/Ⅲa）
１１４９８５（C５/Ⅲa）
１１５２８０（D５/Ⅲa）
１１６４５９（C４/Ⅲa）
１１６５１５（C５/Ⅲa）
１１７６５３（D６/Ⅲa）
１１７７０７（C５/Ⅲa）
１１７９２２（D５/Ⅲa）
１１８３０２（C５/Ⅲa）
１１８５６８（C５/Ⅲa）
１１８５８３（C５/Ⅲa）
１１８６９２（D６/Ⅲa）
１１８６９６（D６/Ⅲa）
１２０１９２（C５/Ⅲa）
１２０２０５（C５/Ⅲa）
１２０８６０（C５/Ⅲa）
１２０８６８（C５/Ⅲa）
１２０８８８（C５/Ⅲa）
１２１５４０（C５/Ⅲa）
１２１５４３（C５/Ⅲa）
１２１５４４（C５/Ⅲa）
１２１６２６（C５/Ⅲa）
１２１８３６（C５/Ⅲa）
１２２０７２（C５/Ⅲa）
１２２０７８（C５/Ⅲa）
１２２２４２（C５/Ⅳ）
１２２２４３（C５/Ⅳ）

７７

６６４

◎○○ナデナデ１６-１d

１１３０８５（C４/Ⅲa）
１１３７６３（C４/Ⅲa）
１１３７６４（C４/Ⅲa）
１１４４４９（C４/Ⅲa）
１１６５３６（C４/Ⅲa）
１１８０４０（C４/Ⅲa）
１１８０４１（C４/Ⅲa）
１２００００（C４/Ⅲa）

７８

○○○ヨコナデナデ１６-１e

１７３９０（G１２/Ⅲa）
１７３９４（G１２/Ⅲa）
１７６１１（G１２/Ⅲa）
６６４４０（G１１/Ⅲb）
６６４５２（G１１/Ⅲb）

７９

６６５

○○○ヨコナデナデ１６-１e

１７６０８（G１２/Ⅲa）
１７６１０（G１２/Ⅲa）
６０３９５（G１１/Ⅲa）
６０３９６（G１１/Ⅲa）
６２４１０（G１１/Ⅲa）
６２４９７（G１１/Ⅲa）
６４５０２（G１１/Ⅲa）
６４５４３（G１１/Ⅲa）

８０
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第１３１表　縄文前期土器観察表（７）
備　考

胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分
類取上No（区/層）No挿

図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

◎○○ナデナデ１６-１e

１１２６７４（C５/Ⅲa）
１１２９４７（C５/Ⅲa）
１１３５１２（D６/Ⅲa）
１１３８４５（C５/Ⅲa）
１１３９１３（C５/Ⅲa）
１１４２４５（D５/Ⅲa）
１１４８３０（C５/Ⅲa）
１１４８６２（C５/Ⅲa）
１１５１２３（C５/Ⅲa）
１１５４７８（C５/Ⅲa）
１１７３７９（D５/Ⅲa）
１１７３９２（D５/Ⅲa）
１１７５７２（C６/Ⅲa）
１１７６２１（D６/Ⅲa）
１１７６２５（D６/Ⅲa）
１１７６２６（D６/Ⅲa）
１１７６４１（D６/Ⅲa）
１１７６５２（D６/Ⅲa）
１１７８８０（C５/Ⅲa）
１１８２８７（D５/Ⅲa）
１１８６５１（C６/Ⅲa）
１１８６７１（D６/Ⅲa）
１１８６８３（D６/Ⅲa）
１１９７３３（D５/Ⅲa）
１２０８０５（C５/Ⅲa）
１２０８０８（C５/Ⅲa）
１２０８１８（C５/Ⅲa）

８１６６５

△○○ナデナデにぶい黄褐１０YR５/３灰黄褐１０YR４/２１６-２６９８６７（E６/Ⅱ）８２

６６６

△○○ナデナデにぶい黄褐１０YR５/３にぶい黄橙１０YR６/４１６-２７５７０１（E６/Ⅲa）８３

○△○ナデナデにぶい赤褐５YR５/４褐灰１０YR４/１１６-２４５４４９（I７/Ⅲa）
４６５６５（I７/Ⅲa）８４

○△○ナデナデ明赤褐５YR５/６明赤褐５YR５/６１６-２１１２５４９（C５/Ⅲa）８５

○△ナデナデ褐７.５YR４/６橙７.５YR７/６１６-２１１７８３２（C５/Ⅲa）
１１８９１０（C５/Ⅲa）８６

○◎ナデナデ灰黄褐１０YR５/２黒褐１０YR３/１１６-２１１６４０２（D５/Ⅲa）
１２０２７４（D５/Ⅲa）８７

◎○○ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４灰黄褐１０YR５/２１６-２

１１２００７（C５/Ⅲa）
１１３５７４（D５/Ⅲa）
１１３６５３（D５/Ⅲa）
１２９４６４（E６/Ⅲa）

８８

黒曜石△○ナデナデ１６-２
１０８６６２（C６/Ⅲa）
１０８９４１（C６/Ⅲa）
１１８４９９（C５/Ⅲa）

８９

○△ナデナデ１６-２１１３１５４（C６/Ⅲa）９０
△○○ナデナデにぶい橙７.５YR６/４にぶい黄褐１０YR５/３１６-２１２９６０３（E５/Ⅲa）９１

△○ナデナデ１６-２

１１２５９１（C５/Ⅲa）
１１４３７７（C５/Ⅲa）
１１４８０６（C５/Ⅲa）
１１７７０９（C５/Ⅲa）
１２０２０８（C５/Ⅲa）

９２

◎○○ナデナデにぶい黄橙１０YR７/４にぶい黄橙１０YR６/４１６-２１０７９０６（E５/Ⅲa）９３
○○○ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄橙１０YR６/４１６-２１２６９１０（C７/Ⅲa）９４

△○ナデナデ１６-２

１１５２５７（D５/Ⅲa）
１１９７３４（D５/Ⅲa）
１２０４４２（D５/Ⅲa）
１２１０５１（D５/Ⅲa）
１２２２３０（D５/Ⅲa）
１２２２３１（D５/Ⅲa）
１２２６８７（D５/Ⅲa）

９５

○○◎ナデナデにぶい黄褐１０YR５/３にぶい黄褐１０YR５/３１６-２１０７１４９（E５/Ⅲa）
１１２２５１（D５/Ⅲa）９６

○○ヨコナデヨコナデにぶい黄橙１０YR６/３褐灰１０YR４/１１６-２

１１３９８０（C６/Ⅲa）
１１４８３５（C５/Ⅲa）
１１９６９６（C５/Ⅲa）
１１９７０４（C５/Ⅲa）

９７

６６７

○○ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４灰黄褐１０YR４/２１６-２
１１４９９４（C５/Ⅲa）
１１５０２５（C５/Ⅲa）
１１７５４５（C５/Ⅲa）

９８

○○○ナデナデ浅黄２.５Y７/３にぶい黄橙１０YR６/３１６-２１２１４３８（D６/Ⅲa）９９
△○○ナデナデ褐７.５YR４/６橙７.５YR７/６１６-２１２９９２２（C７/Ⅲa）１００

○△◎ナデナデ明赤褐５YR５/６にぶい黄褐１０YR５/４１６-２
１１１８６５（C６/Ⅲa）
１１４８８２（C６/Ⅲa）
１２９５２５（C６/Ⅲa）

１０１

○○ナデナデにぶい褐７.５YR５/４灰褐７.５YR４/２１６-２９８６２２（C１１/Ⅲa）１０２
○△ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄褐１０YR５/３１６-２１１４２７７（D５/Ⅲa）１０３

△△○丁寧なナデナデ１６-２

１１４４５８（C４/Ⅲa）
１１４６４３（C５/Ⅲa）
１１４７４８（C４/Ⅲa）
１１５４５５（C５/Ⅲa）
１１５６０９（C４/Ⅲa）
１１６４９６（C４/Ⅲa）
１１６５２５（C５/Ⅲa）
１２０２４９（C５/Ⅲa）

１０４

△△○ヨコナデヨコナデ明黄褐１０YR７/６橙７.５YR６/６１６-２１１４７４４（C４/Ⅲa）１０５

△△○丁寧なナデナデにぶい黄橙１０YR６/４灰黄褐１０YR６/３１６-２

１１３６９４（C５/Ⅲa）
１１４４６１（C４/Ⅲa）
１１６４７６（C４/Ⅲa）
１２０５５１（C４/Ⅲa）
１２１８４４（C４/Ⅲa）

１０６

△○○ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄橙１０YR６/４１６-２１０７５３４（E５/Ⅲa）１０７
○△ナデナデにぶい黄２.５Y６/４にぶい黄２.５Y６/４１６-２１１２４３２（C４/Ⅲa）１０８
○○○ナデナデ暗灰黄２.５Y５/２橙７.５YR６/６１６-２１１６４８０（C４/Ⅲa）１０９

○○○ヨコナデナデ１６-２１７６０３（G１２/Ⅲa）
１７６０６（G１２/Ⅲa）１１０

○○○ヨコナデナデ明黄褐１０YR６/６暗褐１０YR３/３１６-２６６４５０（G１１/Ⅲb）１１１

△△○ナデナデにぶい黄橙１０YR６/３にぶい黄橙１０YR６/４１６-２

１１１９１６（C６/Ⅲa）
１２７０４５（D６/Ⅲa）
１２９５２３（C６/Ⅲa）
１３００１５（C６/Ⅳ）

１１２

○○ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄褐１０YR５/３１６-２１２０４１２（C４/Ⅲa）
１２２１８２（C４/Ⅲa）１１３
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第１３２表　縄文前期土器観察表（８）
備　考

胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分
類取上No（区/層）No挿

図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面
○○ナデナデにぶい黄橙１０YR７/４にぶい黄橙１０YR７/３１６-２１１９５１０(C５/Ⅲa)１１４

６６８

△△○ヨコナデナデにぶい黄橙１０YR７/４にぶい褐７.５YR５/４１６-２
１１２４４９(C４/Ⅲa)
１１２８８２(C４/Ⅲa)
１１２８８３(C４/Ⅲa)

１１５

滑石△△ナデナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい褐７.５YR５/４１６-２７５６８８(F６/Ⅲa)１１６
滑石△△ナデナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい褐７.５YR５/４１６-２７９８５３(F６/Ⅳ)１１７
滑石△△ナデナデにぶい黄１０YR５/３にぶい黄１０YR５/３１６-２６９８６４(E７/Ⅱ)１１８
滑石△△ナデナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい褐７.５YR５/４１６-２７３０５９(F６/Ⅲa)１１９
滑石△△ナデナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい褐７.５YR５/４１６-２７５５６３(F６/Ⅲa)１２０
滑石△△ナデナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい褐７.５YR５/４１６-２７００８２(F６/Ⅱ)１２１
滑石△△ナデナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい褐７.５YR５/４１６-２７０３３３(F６/Ⅲa)１２２

△○○ナデナデ１６-３

１０８９３４(C６/Ⅲa)
１１１８９８(C６/Ⅲa)
１１３３６３(C５/Ⅲa)
１１３５６７(D５/Ⅲa)
１１３８７７(C５/Ⅲa)
１１４７９０(C６/Ⅲa)
１１４９７８(C６/Ⅲa)
１１５３１０(D５/Ⅲa)
１１５３５０(D５/Ⅲa)
１１５４４９(D６/Ⅲa)
１１６３６２(C６/Ⅲa)
１１７３４４(D５/Ⅲa)
１１７３８９(D５/Ⅲa)
１１７３９８(D５/Ⅲa)
１１８２４３(D５/Ⅲa)
１１８２７１(D５/Ⅲa)
１１８５０５(C５/Ⅲa)
１１９７６０(D６/Ⅲa)
１２０７２４(D５/Ⅲa)
１２０７４４(D５/Ⅲa)
１２０７５１(D５/Ⅲa)
１２１３７８(D５/Ⅲa)
１２１５０２(C５/Ⅲa)
１２２２２２(D５/Ⅳ)

１２３

△△○ナデナデにぶい黄２.５Y６/４にぶい黄２.５Y６/４１６-３１１２４２７(C４/Ⅲa)１２４
○○△ナデナデにぶい橙７.５YR６/４にぶい褐７.５YR５/４１６-３１２９９３９(C６/Ⅳ)１２５

△○○ナデナデにぶい橙７.５YR６/４にぶい橙７.５YR６/４１６-３１２１４６５(C６/Ⅲa)
１２１５７３(C６/Ⅲa)１２６

△○△○ナデナデ黒褐７.５YR３/１灰褐７.５YR４/２１６-３１１４１６６(C５/Ⅲa)１２７

△○ナデナデ浅黄２.５Y７/３浅黄２.５Y７/３１６-３１１１９８０(C５/Ⅲa)
１１３９８４(C６/Ⅲa)１２８

△○ナデナデ褐灰１０YR４/１にぶい黄褐１０YR５/３１６-３１０９０３４(B５/Ⅲa)１２９

△○○ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄橙１０YR６/４１６-３

１２６９１４(C６/Ⅲa)
１２９９２４(C６/Ⅳ)
１２９９２５(C６/Ⅳ)
１３０００５(C６/Ⅲa)

１３０

△△○ナデナデにぶい黄褐１０YR５/４にぶい黄褐１０YR５/４１６-３

１１５１９７(C６/Ⅲa)
１１６３７７(C６/Ⅲa)
１１７５７８(C６/Ⅲa)
１２２２８７(C６/Ⅳ)

１３１

△○○ナデナデにぶい黄橙１０YR７/３にぶい黄褐１０YR５/４１６-３１１３１５９(C６/Ⅲa)１３２
△△ナデナデ橙７.５YR７/６にぶい橙７.５YR６/４１６-３１２９９４６(C６/Ⅳ)１３３
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第１３３表　縄文前期土器観察表（９）
備　考

胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分
類取上No（区/層）No挿

図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

△△△○○ヨコナデ丁寧なナデ明赤褐５YR５/６暗褐７.５YR５/６１６-１a

１１１５５７(D５/Ⅲa)
１１２０２０(D５/Ⅲa)
１１２２００(C５/Ⅲa)
１１２３５８(D５/Ⅲa)
１１２５２４(C５/Ⅲa)
１１２７０１(D５/Ⅲa)
１１３２６８(D５/Ⅲa)
１１３４０９(C５/Ⅲa)
１１３６５０(D５/Ⅲa)
１１３８１９(D５/Ⅲa)
１１４１２１(D５/Ⅲa)
１１４１３９(D５/Ⅲa)
１１４２１７(D５/Ⅲa)
１１４３００(D５/Ⅲa)
１１４５２２(D５/Ⅲa)
１１４６９２(D５/Ⅲa)
１１４６９８(D５/Ⅲa)
１１４７６５(D５/Ⅲa)
１１４７９６(C６/Ⅲa)
１１４８６０(C５/Ⅲa)
１１５０４８(C５/Ⅲa)
１１５２６５(D５/Ⅲa)
１１５３０６(D５/Ⅲa)
１１５３３０(D５/Ⅲa)
１１５３３７(D５/Ⅲa)
１１５３４１(D５/Ⅲa)
１１５３７３(D５/Ⅲa)
１１５４１１(D５/Ⅲa)
１１５５１７(D５/Ⅲa)
１１５５３６(D５/Ⅲa)
１１５６１１(C４/Ⅲa)
１１６２９９(D５/Ⅲa)
１１６４１３(D５/Ⅲa)
１１６４１８(D５/Ⅲa)
１１７３０７(D５/Ⅲa)
１１７３２４(D５/Ⅲa)
１１７３２８(D５/Ⅲa)
１１７３４５(D５/Ⅲa)
１１７３５１(D５/Ⅲa)
１１７３５３(D５/Ⅲa)
１１７３５５(D５/Ⅲa)
１１７３５７(D５/Ⅲa)
１１７４０６(D５/Ⅲa)
１１７８９６(D５/Ⅲa)
１１７９７０(D５/Ⅲa)
１１８６７５(D６/Ⅲa)
１１８９８０(D５/Ⅲa)
１１８９８２(D５/Ⅲa)
１１９０２１(D５/Ⅲa)
１１９０４２(D５/Ⅲa)
１１９０５１(D５/Ⅲa)
１１９０７１(D５/Ⅲa)
１１９３９８(D５/Ⅲa)
１１９４０２(D５/Ⅲa)
１１９４４７(D５/Ⅲa)
１１９４６８(D５/Ⅲa)
１１９６２８(C５/Ⅲa)
１１９７３８(D５/Ⅲa)
１２００２１(D５/Ⅲa)
１２００７０(D５/Ⅲa)
１２００７６(D５/Ⅲa)
１２００９７(C５/Ⅲa)
１２００９９(C５/Ⅲa)
１２０１２６(C５/Ⅲa)
１２０４４５(C５/Ⅲa)
１２０６２０(D５/Ⅲa)
１２０６３４(D５/Ⅲa)
１２０６５０(D５/Ⅲa)
１２０６５２(D５/Ⅲa)
１２０６６１(D５/Ⅲa)
１２０６６５(D５/Ⅲa)
１２０６７６(D５/Ⅲa)
１２０６８４(D５/Ⅲa)
１２０６８５(D５/Ⅲa)
１２０６８６(D５/Ⅲa)
１２０６８８(D５/Ⅲa)
１２０６９２(D５/Ⅲa)
１２０６９９(D５/Ⅲa)
１２０７０７(D５/Ⅲa)
１２０７１０(D５/Ⅲa)
１２０７１１(D５/Ⅲa)
１２０７２８(D５/Ⅲa)
１２０７２９(D５/Ⅲa)
１２０７４３(D５/Ⅲa)
１２０８３８(C５/Ⅲa)
１２１００３(D５/Ⅲa)
１２１００４(D５/Ⅲa)
１２１００５(D５/Ⅲa)
１２１０１３(D５/Ⅲa)
１２１０１８(D５/Ⅲa)
１２１０２０(D５/Ⅲa)
１２１０２４(D５/Ⅲa)
１２１０２６(D５/Ⅲa)
１２１０３１(D５/Ⅲa)
１２１０３７(D５/Ⅲa)
１２１０４３(D５/Ⅲa)
１２１０４９(D５/Ⅲa)
１２１０８４(C５/Ⅲa)
１２１３０５(C５/Ⅲa)
１２１３４２(D５/Ⅲa)
１２１３６７(D５/Ⅲa)
１２１４１３(D５/Ⅲa)
１２１６１６(C５/Ⅲa)
１２１７３６(C４/Ⅲa)
１２９６２５(E６/Ⅲa)

２９６５４
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第１３４表　縄文前期土器観察表（１０）
備　考

胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分
類取上No（区/層）No挿

図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

○○○丁寧なナデナデにぶい褐７.５YR５/４褐７.５YR４/３１６-１b

１１１８１６(C６/Ⅲa)
１１１８２１(C６/Ⅲa)
１１１９６０(C５/Ⅲa)
１１２５９８(C５/Ⅲa)
１１３３３６(C６/Ⅲa)
１１３４３４(C５/Ⅲa)
１１３６８７(C５/Ⅲa)
１１３９６８(C６/Ⅲa)
１１４０５３(C５/Ⅲa)
１１４０７８(C５/Ⅲa)
１１４４９７(C５/Ⅲa)
１１４８１１(C５/Ⅲa)
１１４８１８(C５/Ⅲa)
１１４８３９(C５/Ⅲa)
１１４８４８(C５/Ⅲa)
１１４８５０(C５/Ⅲa)
１１４９９３(C５/Ⅲa)
１１５００７(C５/Ⅲa)
１１５０１８(C５/Ⅲa)
１１５０２７(C６/Ⅲa)
１１５０５４(C５/Ⅲa)
１１５０５８(C５/Ⅲa)
１１５０７４(C５/Ⅲa)
１１５０７７(C５/Ⅲa)
１１５０８２(C５/Ⅲa)
１１５０８９(C５/Ⅲa)
１１５０９４(C６/Ⅲa)
１１５１３３(C６/Ⅲa)
１１５１３７(C６/Ⅲa)
１１５１３８(C６/Ⅲa)
１１５１３９(C６/Ⅲa)
１１５１４０(C６/Ⅲa)
１１５１４１(C６/Ⅲa)
１１５１４５(C６/Ⅲa)
１１５１４６(C６/Ⅲa)
１１５１４７(C６/Ⅲa)
１１５１４９(C６/Ⅲa)
１１５１５１(C６/Ⅲa)
１１５１５２(C６/Ⅲa)
１１５１６０(C６/Ⅲa)
１１５１６１(C６/Ⅲa)
１１５１６４(C６/Ⅲa)
１１５１６７(C６/Ⅲa)
１１５１６９(C６/Ⅲa)
１１５１７７(C６/Ⅲa)
１１６３３０(C５/Ⅲa)
１１６３３３(C５/Ⅲa)
１１６３５５(C６/Ⅲa)
１１６３５７(C６/Ⅲa)
１１６３６５(C６/Ⅲa)
１１６３７２(C６/Ⅲa)
１１６３８２(C６/Ⅲa)
１１６３８３(C６/Ⅲa)
１１６３９４(C６/Ⅲa)
１１７４１９(D５/Ⅲa)
１１７４５３(C５/Ⅲa)
１１７４７４(C５/Ⅲa)
１１７５４４(C５/Ⅲa)
１１７５８４(C６/Ⅲa)
１１７５８８(C６/Ⅲa)
１１７５８９(C６/Ⅲa)
１１７５９０(C６/Ⅲa)
１１７６１２(C６/Ⅲa)
１１８５３３(C５/Ⅲa)
１１８５３５(C５/Ⅲa)
１１８５４０(C５/Ⅲa)
１１８５４９(C５/Ⅲa)
１１８６３３(C６/Ⅲa)
１１９６９２(C５/Ⅲa)
１１９７０３(C５/Ⅲa)
１１９７７４(C６/Ⅲa)
１２０８２０(C５/Ⅲa)
１２１５２０(C６/Ⅲa)
１２１５２１(C６/Ⅲa)
１２１５２３(C５/Ⅲa)
１２１５２７(C５/Ⅲa)
１２１５２８(C５/Ⅲa)
１２２３００(C６/Ⅳ)
１２２６８２(C６/Ⅳ)

４８６５８
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第１３５表　縄文前期土器観察表（１１）
備　考

胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分
類取上No（区/層）No挿

図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

○○○ヨコ工具ナデナデ褐灰１０YR４/１にぶい黄橙１０YR６/３１６-１c

１０７２１７(D５/Ⅲa)
１０７２１９(D５/Ⅲa)
１０７２２１(D５/Ⅲa)
１０７２２３(D５/Ⅲa)
１０７２２５(D５/Ⅲa)
１０７２４０(D４/Ⅲa)
１０７２４１(D４/Ⅲa)
１０７２４２(D５/Ⅲa)
１０７２４３(D４/Ⅲa)
１０７２４４(D４/Ⅲa)
１０７２４７(D４/Ⅲa)
１０７３７２(D４/Ⅲa)
１０７３７７(D５/Ⅲa)
１０７３７９(D５/Ⅲa)
１０７３８０(D４/Ⅲa)
１０７３８１(D４/Ⅲa)
１０７３８２(D４/Ⅲa)
１０７３８３(D４/Ⅲa)
１０７３８６(D５/Ⅲa)
１０７３８７(D５/Ⅲa)
１０７３９１(D５/Ⅲa)
１０７３９３(D５/Ⅲa)
１０７３９４(D５/Ⅲa)
１０７３９６(D５/Ⅲa)
１０７３９７(D５/Ⅲa)
１０７３９９(D５/Ⅲa)
１０７４０１(D５/Ⅲa)
１０７４０２(D５/Ⅲa)
１０７４０９(D５/Ⅲa)
１０７４１０(D５/Ⅲa)
１０７４１１(D５/Ⅲa)
１０７４７１(D５/Ⅳ)
１０７６７７(D５/Ⅲa)
１０７６７９(D５/Ⅲa)
１０７６８５(D５/Ⅲa)
１０７６８７(D５/Ⅲa)
１０７６８９(D５/Ⅲa)
１０７６９０(D５/Ⅲa)
１０７６９１(D５/Ⅲa)
１０７６９２(D５/Ⅲa)
１０７６９４(D５/Ⅲa)
１０７６９５(D５/Ⅲa)
１０７６９６(D５/Ⅲa)
１０７６９７(D５/Ⅲa)
１０７６９９(D５/Ⅲa)
１０７７００(D５/Ⅲa)
１０７７０１(D５/Ⅲa)
１０７８９５(D４/Ⅲa)
１１２３２５(D５/Ⅲa)
１１２６９７(C５/Ⅲa)
１１２７２１(D５/Ⅲa)
１１２７３５(D５/Ⅲa)
１１２７３７(D５/Ⅲa)
１１２７４１(D５/Ⅲa)
１１２７９９(D５/Ⅲa)
１１２８１０(D５/Ⅲa)
１１２９７１(D５/Ⅲa)
１１２９７４(D５/Ⅲa)
１１２９９２(D５/Ⅲa)
１１３０１０(D５/Ⅲa)
１１３０１５(D５/Ⅲa)
１１３０１８(D５/Ⅲa)
１１３０６６(C４/Ⅲa)
１１３２５６(D５/Ⅲa)
１１３７８３(D５/Ⅲa)
１１３７８７(D５/Ⅲa)
１１３７９８(D５/Ⅲa)
１１３８２０(D５/Ⅲa)
１１４０３６(C５/Ⅲa)
１１４１０２(C５/Ⅲa)
１１４１２０(D５/Ⅲa)
１１４１２２(D５/Ⅲa)
１１４６７２(D５/Ⅲa)
１１４６８２(D５/Ⅲa)
１１４７１９(D５/Ⅲa)
１１４７２３(D５/Ⅲa)
１１４７２５(D５/Ⅲa)
１１５５３８(D５/Ⅲa)
１１５５４１(D５/Ⅲa)
１１５５６１(D５/Ⅲa)
１１５５６７(D５/Ⅲa)
１１５５７１(D５/Ⅲa)
１１５５７２(D５/Ⅲa)
１１５５７４(D５/Ⅲa)
１１５８６７(D５/Ⅲa)
１１５８８５(D５/Ⅲa)
１１６２４８(D５/Ⅲa)
１１６２５１(D５/Ⅲa)
１１６２５３(D５/Ⅲa)
１１６４０３(D５/Ⅲa)
１１６５５４(D５/Ⅲa)
１１６５５５(D５/Ⅲa)
１１７９８２(D５/Ⅲa)
１１７９８３(D５/Ⅲa)
１１８０１０(D５/Ⅲa)
１１８３０１(D５/Ⅲa)
１１９０１７(D５/Ⅲa)
１１９０５４(D５/Ⅲa)
１１９０５８(D５/Ⅲa)
１１９１０９(C５/Ⅲa)
１１９２８１(D５/Ⅲa)
１１９３０３(D５/Ⅲa)
１２００４２(D５/Ⅲa)
１２００４６(D５/Ⅲa)
１２０６７４(D５/Ⅲa)
１２０６８９(D５/Ⅲa)
１２１６１０(D５/Ⅲa)
１２１８１０(D５/Ⅲa)
１２２１４６(D５/Ⅲa)

７６６６２



　２）縄文時代前期の出土石器

　縄文時代前期該当の曽畑式土器などが多数集中して出土した平成７年度調査区域である北西部地

区出土の石器を，出土土器との関係から前期に所属するものが多いと判断した。

　前期の石器として総計５１１点の石器があり，その中で最も出土数が多かったのは狩猟具としての

石鏃であった。次が磨石類であった。

　石鏃（第６６９図１３４～１５７）

　合計１５５点出土しており，そのうち形態や石材等を考慮してその数量に応じた２４点を図化した。

形態的には多様なものが認められるものの，比較的小型で三角形を呈し，基部は僅かに凹むもの

（１３４～１４３）や，幅に比較して細身のもの（１４８～１５２）が多い傾向にある。また，小剥片から製作

されるため表裏に剥片面が残存するもの（１５３～１５７）もある。使用されている石材は，遠隔地産で

ある多久のサヌカイト製（１４３・１５５）や，針尾系黒曜石（１４０・１４５・１４９・１５０・１５３）も多いが，

在地産である上牛鼻産黒曜石製（１３５～１３７・１４７）も多く使用されている。

　石錐（第６６９図１５８～１６０）

　計６点出土しており，そのうち３点図化した。１５８は安山岩製であり，表裏両面に両側縁から整形

している。１５９は針尾系黒曜石製の剥片を利用し，二次加工により細かい機能都を作り出している。

１６０は，三船産黒曜石製の不定形剥片を使用したもので尖端部に使用痕が認められる。

　石匙（第６６９図１６１～６７０図１７４）

　計２５点出土し，そのうち１４点図化した。１６１・１６２は刃部が横方向に形成したもので全体を丁寧な

二次加工で整形している。１６３・１６４は基部のつまみ部を同様に置いた場合，やや斜刃となるもので

ある。１６５は超小型品で別の機能が考えられる。

　１６６～１７４は比較的大型の剥片を素材として利用したものであり，基部は両側縁部にわずかな二次

加工を施して形成し，つまみ部分の幅が広い特徴を持つ。基部を縦方向に置いた場合に，１６６～

１６８・１７４は斜刃となり，１６９～１７４は縦方向の刃部となる。使用されている石材は腰岳産黒曜石

（１６２）サヌカイト（１６４・１６６・１６８）のほか上牛鼻産の安山岩（１６７・１７０・１７３）や，質が良くな

い頁岩（１６９・１７１・１７２）などが使用されている。

　スクレイパー（第６７１図１７５～６７２図１８９）

　計３１点出土しており，そのうち１４点図化した。１７５は三船産黒曜石産の縦長剥片を素材とし，両側

縁に丁寧な二次加工を施し刃部としたものである。１７６・１７８・１８０は安山岩製の幅広剥片を素材に

して鋭利な片側縁に二次加工を施したものである。１７７は腰岳産黒曜石製剥片を利用して二次加工

により付刃したものであり，尖端部を作り出して錐的な機能をも有すると考えられる。

　１８７は姫島産黒曜石製の剥片を使用したものである。１８８・１８９は安山岩製幅広剥片の鋭利な末端部

に二次加工を施し刃部としたものである。

　楔形石器（第６７２図１９０～６７３図２１９）

　総計７６点という数は全出土石器数の約１５％にあたる数である。このうち２５点を図化した。

　石器の形態的特徴は，全て上下両端からの両極剥離痕がみられることであり，一見すると多様な

形態にも思われるが，これは使用過程を示すものであり，使用頻度とそれに伴う破損度の状況を示

しているものである。上下両端に位置する加撃部と機能都は，直線状のものが多い。断面形はレン
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第６６９図　縄文時代前期の出土石器（１）
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第６７０図　縄文時代前期の出土石器（２）
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第６７１図　縄文時代前期の出土石器（３）
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第６７２図　縄文時代前期の出土石器（４）
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第６７３図　縄文時代前期の出土石器（５）
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第６７４図　縄文時代前期の出土石器（６）
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ズ状のものが大部分である。

　１９０・１９１は当初から比較的大型のものであったと考えられ，１９５～１９７は平均的な大きさのもので

ある。使用過程により縦に割れたもの（１９３・１９４・１９９・２０２）や，分割細片となったもの（２０８～

２１２）などに区分することができる。使用されている石材はガラス質のものではなく，全て粘りのあ

る安山岩である。

　二次加工剥片（第６７４図２２０～２２５）

　剥片の縁辺の一部に二次加工が施されているものである。破損品が多く，スクレイパーの破損品

も含まれている可能性があるが，刃部としてのエッヂが明確でないものが主体である。使用されて

いる石材は，上牛鼻産黒曜石，サヌカイト，安山岩などであった。

　使用痕のある剥片（第６７４図２２６～２３２）

　いずれも剥片の鋭利な縁辺に使用痕と考えられる微細剥離が認められるものである。安山岩や三

船産黒曜石のほか遠隔地黒曜石である腰岳産（２３０），針尾系（２３１），姫島産（２３２）も使用されて

いた。

　石核（第６７４図２３３～６７５図２３９）

　２３３は針尾系黒曜石製の細円礫を使用したので，２３４は三船産黒曜石製であり，いずれも小剥片を

剥いでいる。２３５は上牛鼻産黒曜石製であり，著しく風化が進行していることから縄文晩期該当で

はなく旧石器時代の可能性も考えられる。

－92－

第６７５図　縄文時代前期の出土石器（７）
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　２３６は上下から小型で幅広の剥片が剥がされており，２７３は平坦な剥離面を打面にして縦長剥片が

剥がされているものである。２３８は平坦な自然礫面を打面にして幅広剥片が剥がされている。

　２３９は平坦な節理面を打面にして剥片剥離が行われている。

　打製石斧（第６７６図２４０・２４１）

　２４０は打製石斧の刃部片としたが，表裏両面とも風化が著しいものである。石材は頁岩である。

２４１は裏面に自然礫皮面が残る剥片を素材とし，二次加工により短冊形に整形したもので，基部は剥

離後に敲打調整を施している。

　礫器（第６７６図２４２～２４５）

　２４２は火熱を受け赤化した角礫の縁辺に粗い二次加工を施したものである。剥離面は赤化してい

ない。２４３・２４５は板状礫の基部以外の縁辺に粗い二次加工を旅したもので，２４４は尖端に粗い二次

加工を施したものである。石材は全て安山岩製である。

　磨石類（第６７７図２４６～６８０図２７７）

　計９４点出土しており，そのうち３１点を図化した。川原で採集可能な円礫のみでなく，一部に平坦

状の面を有する角礫も使用されている。長径１０～１３㎝ 程度の一般的な大きさのもの（２４６・２４７）

や，径１５㎝以上で重量のあるもの（２４８・２５１）が認められる。磨面のみでなく，側面に敲打痕が多

く認められるもの（２５５・２５６・２５９）もある。また，使用頻度が高いために，面状に平坦化した磨

面を有するもの（２５７・２５９・２６４・２６８）もみられた。さらに，長径５㎝程度で磨面と敲打痕が認め

られるもの（２７２～２７５）もある。一方，敲打痕が円形に集中して凹石となるもの（２７６・２７７）もみ

られた。使用されている石材は２５２が砂岩で，他は全て安山岩であった。

　敲石（第６８０図２７８～２８１）

　２７８は安山岩の棒状礫を使用したものであり，長軸の両端に使用痕と考えられる敲打痕が認めら

れるものである。２７９は球状の安山岩礫を使用しており，長軸の端部及びその周辺に使用痕と考え

られる敲打痕が集中しているものである。２８０も長軸の両端に敲打痕が認められるものであるが，

平坦面の一部にも敲打痕が凹石状に認められる。

　２８１は頁岩製の扁平な礫が使用され，一縁辺が敲打状になったものである。

　三日月形石製品（第６８０図２８３）

　全体形状はゆるくカーブをもつ細い三日月状であり，中心部に最大幅があり，両端はしだいに細

くなる。最大長１６．７㎝，最大幅２．９㎝を測り，厚さは０．９㎝と板状になっている。石材は安山岩であ

るため風化しており研磨痕は明確ではない。しかし面の形成から判断すると研磨により仕上げられ

たものと推定される。実測面の摺痕はブラシ痕の可能性が高い。

　 状耳飾（第６８０図２８２）

　石材は縁泥片岩を利用したものである。全体形は幅広で石包丁形を呈するもので山陰地方特有の

 状耳飾形態である。大きさに比較してかなり薄くつくられている。破損部は新たに研磨されてお

り，新たな穿孔が施され錘飾品となっている。

　石皿（第６８１図２８４～６８３図２９４）

　２８４～２８６は最大長４０㎝を超える大型の石皿であり，平坦面には滑らかになった磨面が認められ

る。２８７～２９０はそれより若干小さいものである。
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第６７６図　縄文時代前期の出土石器（８）
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第６７７図　縄文時代前期の出土石器（９）
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第６７８図　縄文時代前期の出土石器（１０）
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第６７９図　縄文時代前期の出土石器（１１）
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第６８０図　縄文時代前期の出土石器（１２）
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第６８１図　縄文時代前期の出土石器（１３）
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　２９１～２９４は最大長３０㎝以下の比較的小型の石皿である。このうち２９３・２９４はかなり小型であり最

大長２０㎝以下である。使用痕は明瞭に認められる。使用されている石材は全て安山岩である。
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第６８２図　縄文時代前期の出土石器（１４）
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第６８３図　縄文時代前期の出土石器（１５）
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第６８４図　縄文時代前期石器出土分布図
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第１３７表　縄文前期石器一覧表（１）
備　考取上番号重（ｇ）厚（㎝）幅（㎝）長（㎝）層区器　種石　　材番号挿図番号

１２７００５０.２５０.２５１１.３３C-６石鏃安山岩１３４

６６９

１１４４３６０.４４０.３１.２５１.３３C-４石鏃OB上牛鼻１３５
１２９５８７０.２９０.２５１.２１.３３D-６石鏃OB上牛鼻１３６
１０７３７６０.２１０.２５１１.２３D-５石鏃OB上牛鼻１３７
１１２８３８０.２５０.２１.２１.５３D-４石鏃たんぱく石１３８
１０７７３３０.２１０.２１１.５３E-５石鏃チャート１３９
１１１５７５０.４１０.４１.３１.６３D-４石鏃OB針尾１４０
１１７８８４０.４７０.３１.４５１.５３D-５石鏃安山岩１４１
１０７３０００.６４０.５１.６１.６３E-５石鏃たんぱく石１４２
１１７７４３０.３２０.２１.３１.６３C-５石鏃安山岩・サヌカイト１４３
１１２２８５０.５１０.３１.５１.５３D-５石鏃OB腰岳１４４
１２１７６８０.７１０.４５１.５２３C-４石鏃OB針尾１４５
１１６４２５０.４０.３１.５１.４３C-５石鏃安山岩１４６
１１９７７６０.４３０.３５１.３１.３３C-６石鏃OB上牛鼻１４７
１１５５３７ ０.６７ ０.３５ １.３５ ２.２０ ３石鏃OB桑ノ木津留１４８
１２１０５９０.９５０.４１.６２.３３D-５石鏃OB針尾１４９
１１３６７４０.９３０.５１.７２.２３D-５石鏃OB針尾１５０
１１４２６７０.９８０.４１.９２.１３D-５石鏃安山岩１５１
１１９３３４１.４７０.５１.６３.１３D-５石鏃安山岩・サヌカイト１５２
１２０７６８０.２６０.２１.１１.４３D-５石鏃OB針尾１５３
１１２５１３０.７２０.３１.５１.３３C-５石鏃安山岩１５４
１１３６７００.７９０.４１.４２３D-６石鏃安山岩・サヌカイト１５５
１１４２５８０.７９０.４５１.５１.８３D-５石鏃安山岩１５６
１１３２１１１.７３０.５２.２２３D-４石鏃たんぱく石１５７
１１８４９４１.４５０.６１.１２.４３aC-５石錐安山岩１５８
１０７３３２１.３４０.５５１.３２.１３aE-５石錐OB針尾１５９
１１１７７１３.３９１８.５３.５５３aC-３石錐OB三船１６０
１２０４０５２.８１０.５５３.３５２.４３C-４石匙たんぱく石１６１
１２０７４５６.９３０.８５４.５３.１３D-５石匙OB腰岳１６２
１１２７２０５.０３０.６５２.３５３.６３D-５石匙安山岩１６３
１２１６３９１０.５１４.４３.５３C-５石匙安山岩・サヌカイト１６４
１１４１３７０.３８０.２５１.６５１.４５３D-５石匙安山岩１６５
１１２３６３７.８１０.６５４.３３.４５３D-５石匙安山岩・サヌカイト１６６

６７０

１２７０４２９.５６０.７５３.２４.９３D-６石匙安山岩１６７
１１３５１４１０.５５０.４５４.３５５３D-６石匙安山岩・サヌカイト１６８
１２７００８１１.３９０.８３.５５.３３C-６石匙頁岩１６９
１０８６８３１９.５１３７.５３BCトレンチ石匙安山岩１７０
１０７７６３１９.８５０.７４.７７.５３E-５石匙頁岩１７１
１１４５９１１１.４５０.４５４.４６.２３D-５石匙頁岩１７２
１２６９８１８.６２０.６２.８５３C-６石匙安山岩１７３
１１２４３３３３.１３１.３６.０５７.５５３C-４石匙ギョクズイ１７４
１１３８５２７.１３０.９２.４４.８３C-５スクレイパーOB三船１７５

６７１

１０８７９６２４.３３０.９４.２５３BCトレンチスクレイパー安山岩１７６
１１２６２２７.５４０.８２.５４.８３C-３スクレイパーOB腰岳１７７
１２１０３８１１.９４０.９３.６４３D-５スクレイパー安山岩１７８
１１７３２９５.９９０.８２.３４.１３D-５スクレイパー頁岩１７９
１２９６５２１５.１３１３.２４.３３E-５スクレイパー安山岩１８０
１２０２７０１６.７６１.４３.８４.３３C-５スクレイパーOB三船１８１
１１４７８５１９.６６１.２４.９４.７３C-６スクレイパー安山岩１８２
１１２３９１４.７２１.３２.６５２.３３D-５スクレイパーOB上牛鼻１８３
１１３０７０２８.５４１.１６.６４.１３C-４スクレイパー頁岩１８４
１０８９２６５６.３６１.３５１.１８３BCトレンチスクレイパー頁岩１８５

６７２

１１６２９１６.２７０.９２.８３.１３D-５スクレイパー安山岩１８６
１２１６１９２.５８０.８１.７３.３３C-５スクレイパーOB姫島１８７
１１３４８４２４.４３１.３５４.２３C-５スクレイパー安山岩１８８
１１８９０１１５.７２１.２４.２４３D-５スクレイパー安山岩１８９
１１４３２７１７.８７１.６５２.６５３.８５３D-５楔形石器安山岩１９０
１１４６９１１４.５１.０５２.６５４.９５３C-５楔形石器安山岩１９１
１２００５０５.９７１.１５１.７５３.８５３D-５楔形石器安山岩１９２
１２１４１４７.５６１１.７５４.０５３D-５楔形石器安山岩１９３
１２２１１８３.９４０.６１.３５３.２５３D-５楔形石器安山岩１９４
１０８７８７６.０３０.９２.１２.５５３トレンチ楔形石器安山岩１９５

６７３

１０８６０８７.８７１.０５２.４５２.５５３BCトレンチ楔形石器安山岩１９６
１１２０３２５.６７１.０５２.７５２.４５３D-５楔形石器安山岩１９７
１２０４６２３.１９０.５５２２.２３C-６楔形石器安山岩１９８
１１２１８０７.５７１.４１.６３.０５３C-５楔形石器安山岩１９９
１１４５６４４.７７０.８５２.０５２.９３D-５楔形石器安山岩２００
１０８８０８６.５２１.１２.４２.３５３トレンチ楔形石器安山岩２０１
１２０８５９２.９９０.６５１.０５３.０５３C-５楔形石器安山岩２０２
１１８０００２.６４０.６１.２３.５３D-５楔形石器安山岩２０３
１１８４８２３.８１０.７５１.５３.１５３C-５楔形石器安山岩２０４
１２９５３６４.３６１１.３２.６５３D-６楔形石器安山岩２０５
１１３９９９２.４９０.７２.５５２.１５３C-５楔形石器安山岩２０６
１０７７９９２.７５０.８１.６５２.３５３E-５楔形石器安山岩２０７
１１３７４８２.５５０.６５１.３２.４３C-４楔形石器安山岩２０８
１２１６３３１.３９０.５５０.８５２.８３C-５楔形石器安山岩２０９
１１３２５２２.２４０.７５１.１５２.５３D-４楔形石器安山岩２１０
１１２３７８２.３８０.６５１.２２.２３D-５楔形石器安山岩２１１
１１２２４８１.８０.４５１.６２.１３D-５楔形石器安山岩２１２
１１７８６７３.５５０.９１.７２.１５３C-５楔形石器安山岩２１３
１１４８９８２.６４０.７５１.５５１.８５３C-６楔形石器安山岩２１４
１１２１４１２.１３０.６１.１５２.４３C-５楔形石器安山岩２１５
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第１３８表　縄文前期石器一覧表（２）
備　考取上番号重（ｇ）厚（㎝）幅（㎝）長（㎝）層区器　種石　　材番号挿図番号

１１９５５１２．３４０．６５１．４２．７３C-５楔形石器OB三船２１６
１０８９６７４．６２０．９２．５２３トレンチ楔形石器安山岩２１７
１１６２９２４．０２０．８５２．５２．１５３D-５楔形石器安山岩２１８
１１３４８９１．８４０．５５２．１５１．４５３C-３楔形石器安山岩２１９
１１２７３０１１１.４３.３３３D-５二次加工剥片ギョクズイ２２０

６７４

１２１６３６３.５５０.６２.７１.７３C-５二次加工剥片安山岩２２１
１０７７２８１.１６０.６１.５２３E-５二次加工剥片OB三船２２２
１２１４１１９.２７０.８５２.９４.８３D-５二次加工剥片安山岩２２３
１１８０３０３.０８０.５１.７３３C-４二次加工剥片OB上牛鼻２２４
１１３１３３２.２１０.５１.８３.４３C-６二次加工剥片安山岩・サヌカイト２２５
１２９８７９２０.９５１.４４.３４.７３D-６使用痕剥片OB三船２２６
１１４２３１１６.７７１.５４.３４.４３D-５使用痕剥片安山岩２２７
１１４６５０１８.５０.９４.９５３C-５使用痕剥片安山岩２２８
１１４８２９７.０５０.８３.６２.２３C-５使用痕剥片安山岩２２９
１２６９５１１.８０.５５１.６２.１３C-６使用痕剥片OB腰岳２３０
１２０１０３０.６５０.２５１.５１.６３C-５使用痕剥片OB針尾２３１
７０２９３０.９２０.４１.８１.６３F-６使用痕剥片OB姫島２３２
１２１５６２６.１４２.４２.５１.１５３C-５石核OB針尾２３３
１２０７７３６.２８２.２５２.１１.８３C-５石核OB三船２３４
１２９８９８１４.２３２.９２.２２３C-４石核OB上牛鼻２３５
１２１６４２１４.６２３.１５４.４５１.９３C-５石核ギョクズイ２３６

６７５
１２１５９８１８.７１３.１５２.５３.１３D-５石核OB上牛鼻２３７
１０７８８６１３.６５２.３３.１５２.５３D-５石核安山岩２３８
１１２５１２３３.５２３.５３.３３.９３C-５石核頁岩２３９
１１９１２７３９.７８０.９５６.２５.６３C-５打製石斧頁岩２４０

６７６

１２０２１９８５.７４１.９３.５１１３C-５打製石斧頁岩２４１
１１９２８６４４０５.２８.２１０.１３D-５礫器安山岩２４２
１１２４１３８７０４.６１２１２.５３C-４礫器安山岩２４３
１１３１５７１,３８０５.７１３.２１４.９３C-６礫器安山岩２４４
１１７４７６８６０４１５.８１３.２３C-５礫器安山岩２４５
７０３２４１２８０６１３１０.８３F-６磨石・敲石安山岩２４６

６７７

１１３３１７１１８０７.８１１.３１０.２３C-６磨石・敲石安山岩２４７
１１９１３９２６２０１０.３１５.１１２.２３C-５磨石・敲石安山岩２４８
１１８６１３６２５３.９８.５１２３C-６磨石・敲石安山岩２４９
１０８６６０７７０５.４９.３１０.５３トレンチ磨石・敲石安山岩２５０
１２１４０７１９５０１０.２１３.６１２.６３B-５磨石・敲石安山岩２５１
１２９５４８５３０４.２７.６１１.８３D-６磨石・敲石砂岩２５２
１１４７６１６００５.８７.６８.６３C-４磨石・敲石安山岩２５３
１２０３９６ ６５０.００ ５.８０ ８.７５ ８.７０ ３磨石・敲石安山岩２５４
１０８９７５５２０４.２９.５９.７３BCトレンチ磨石・敲石安山岩２５５

６７８

１１４７８４５２０３.７９１０.９３C-６磨石・敲石安山岩２５６
１０９００１６２０５.１７.４１０.２３BCトレンチ磨石・敲石安山岩２５７
１２９３０８１０００５.５１０１２.４３E-５磨石・敲石安山岩２５８
１１１８７６１０６０４.９１０.４１２.６３C-６磨石・敲石安山岩２５９
１１７４８５４００６.１６.６７.９３C-５磨石・敲石安山岩２６０
１２９８２７３７８０１０.８１７.９１４.８３D-６磨石・敲石安山岩２６１
注記なし１０９０５.１１５１０.２３横転E-５磨石・敲石安山岩２６２
１１１７９２８０２.４２.９７.８３落込C-４磨石・敲石砂岩２６３
１２０４０９１０８０６.８１２.６７.９３C-４磨石・敲石安山岩２６４

６７９

１１８６８５６７０６９１０.４３D-６磨石・敲石安山岩２６５
１１９１２８３３０３.７９８.３３C-５磨石・敲石安山岩２６６
１０７１２３３１０５.４７.３７.４３E-５磨石・敲石安山岩２６７
１１２４７６４２０５７.９８.４３C-４磨石・敲石安山岩２６８
１１９５６８６１０６.５９.８８.４３C-５磨石・敲石安山岩２６９
１１９７０５８１０６.２９.９１０.６３C-５磨石・敲石安山岩２７０
１１９５１７５３０２.８９.２９.８３C-５磨石・敲石安山岩２７１
１２１４９３１７０３.９５６.６３C-５磨石・敲石安山岩２７２
１０８７４２１３５３.１４.７５.７３BCトレンチ磨石・敲石安山岩２７３
１２６９４７１２０３.４４.３５.７３C-６磨石・敲石安山岩２７４
１１５８３４８０２.８４.２４.６３D-５磨石・敲石安山岩２７５
１１７４２４１０００７.６８１２.６３C-５凹石安山岩２７６

６８０

接合（D-５Ⅲ-１１７３０６)１０７６５２ ３１０.００ ４.３０ ６.２５ ７.７０ ３D-５磨石・敲石安山岩２７７
１２１４８０２１１.２１３.７４.４７.７３C-６敲石安山岩２７８
１１３９７９２５０６５.５６.３３C-６磨石・敲石安山岩２７９
１２９４３８１６７.２９３４.３１１.８３E-６敲石安山岩２８０
１１７３１５３２.３１１３.９４.９３D-５敲石頁岩２８１

注記なし６２５００２０.６９０.４６.２３.９３aG-１１　 状耳飾り緑泥片岩２８２
注記なし１２１６１１６９.３８０.９２.９１６３C-５ブーメラン形石器安山岩２８３

１１７５０７３０.８４６.９３石皿安山岩２８４

６８１
１１４７６９１７.５３６４０.３３石皿安山岩２８５
１１４６１２１３.４３１.７５１.９３V-５石皿安山岩２８６
１１８７３０１０.５３０.８３６.６３石皿安山岩２８７
１１１７７５１０.６３０.１５３６.５石皿安山岩２８８

６８２ １２１３５４１６.４２２.９３１.８石皿安山岩２８９
１１４６１３９.３２４.２２９.２３C-５石皿安山岩２９０
１０７３６１２２.４２７.９３D-４石皿安山岩２９１

６８３
１２２８２６８.６７２２.２１２７.１５石皿安山岩２９２
１２９８１７４.５１３.５１６.６３D-６石皿安山岩２９３
１１１５６６４.３５９.１１７.１３E-４石皿安山岩２９４



第４節　縄文時代中～後期の遺物

１．縄文時代中期の土器

　１）中期土器の概要

　中期土器はⅢａ層から出土している。出土状況は第６８５～６８７図に示したが，１１～１５区を中心に出

土している。出土点数約８００点を数え，文様などの特徴から１７～２０類の４つに分類した。

　２）各類土器について

１７類土器（第６８８～６９０図　１～５４）

　貝殻連点文や突帯文，相交弧文などを幾何学的に施文する土器である。主に文様により３つに細

分した。主にⅢａ層から出土し，１１～１５区を中心に分布する。接合作業を経て１９６点確認した。

１７－１類（１～２１）

　主に貝殻連点文を施すものである。突帯文や沈線文を付加するものもある。口縁部内面に貝殻連

点文を施すものもある。口縁部が外傾または外反する器形を呈する。主にナデ調整を行う。６６点確

認し，２１点図示した。

　１・５・６は同一個体で，横位の貝殻連点文を施した後，縦位の貝殻連点文そして貝殻刺突文を

施す。３は沈線文を付加するものである。７は波状口縁を呈し，波頂部に酒杯状突起をもつ。

　８～１２は口縁部外面に横位の突帯を施すものである。８・１０は貝殻連点文を施した後突帯を貼付

している。９・１１・１２は突帯文のみ施す。１３は酒杯状突起をもつ。

　１４～２１は胴部片である。１４～１８・２１は沈線文を付加するもので，全て施文順序は「貝殻連点文→

沈線文」である。１４はコブ状の短突帯も貼付する。１９は内面に横位の貝殻条痕が残る。

１７－２類（２２～２４）

　突帯文を直線的に施すものである。内外面ともにナデ調整を行う。６点確認し，３点図示した。

　２２・２４は横位の突帯を施した後，縦位の突帯を施す。

１７－３類（２５～５４）

　突帯文を曲線的に施すものである。器面調整はナデ調整を行うものと横位の貝殻条痕が残るもの

とがある。３８点確認し，３０点図示した。

　２５・２６は同一個体である。内反する口縁部で，縦位の２条の突帯を施した後，横位の突帯を施す。

突帯には浅い刻みを施す。口唇部に貝殻押圧文を施す。２９はやや内反する口縁部で，口縁端部と口

縁部下位に突帯を貼付する。突帯には刻みを施す。突帯間には不規則な縦位の沈線を施し，口縁部

下位の突帯下には相交弧文を施す。波状口縁を呈する。２８は２つに枝分かれした突帯がみられる。

　３０～３２は同一個体で，内反する口縁部である。外面に３条の突帯を施すが，上２条は波状に，下

１条は直線状に巡らせる。突帯上に貝殻押圧文を施す。突帯下位には相交弧文を施す。口唇部に貝

殻押圧文を施す。口縁部内面には相交弧文を横位に施すが，施文が浅いため不明瞭である。３３は突

帯の上位に文様効果を意識した縦位の貝殻条痕を施す。

　３４～３７・３９～４１は同一個体である。口縁部が内反し，口縁部下位で締まるまたは屈曲する器形を

呈する。口縁部上位に突帯を横位に施した後，突帯を曲線状に貼付する。外面は横位の貝殻条痕の

ちナデ調整を行う。その後，文様効果を意識した縦位の貝殻条痕を施す。内面は横位の貝殻条痕が
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明瞭に残る。３８は口縁部下位に刻みのある突帯を施し，内外面ともにナデ調整を行う。

　４２～４７は１～２条の横位の突帯が施される胴部である。突帯上には刻みが施される。４２・４６の外

面には縦位の貝殻条痕が認められる。４７は突帯の両側に沈線文を施す。

　４３は突帯下位に炭化物が付着しており，国立歴史民俗博物館年代測定研究グループのご厚意によ

り１４Ｃ年代測定を行った結果，１４CBP＝４４００±２５という測定値が得られた（第Ⅸ章参照）。また，胎

土中に小礫を多く含み，他とは異なる。

　４８～５４は相交弧文を施すものである。５２は２９と同一個体と考えられ，沈線文を施した後に相交弧

文を施す。

１８類土器（第６９１～６９３図　５５～８３）

　外面に縦位の貝殻条痕が施される土器である。口縁部に突帯を巡らせるものもある。器形は口縁

部が直行または内反し，口縁部下位で締まり，丸底となる底部へ至る。内面は主に横位の貝殻条痕

を施す。主にⅢａ層から出土している。１０～１５区を中心に分布し，また集中的に分布する区域がＣ

－１４区とＩ－１４・１５区に認められる。接合作業を経て５８４点確認し，２９点図示した。

　５５・５７・５８は同一個体で，口縁部外面に３条の突帯を横位に施す。５６・５９・６０は１条の突帯を施

す。５６は口唇部に貝殻押圧文を施す。５９は突帯上と口唇部に貝殻押圧文を施す。

　６１・６３・６４は同一個体で，２条の突帯を波状に施す。突帯上と口唇部に貝殻押圧文を施す。６２・

６５は同一個体で，２条の突帯を波状に施す。６６はやや内反する口縁部で，１条の突帯を波状に施

す。突帯上に貝殻押圧文を施す。

　６７～６９は突帯を施さないものである。６７は口縁端部に山形突起をもつ。

　７１～７７は胴部である。７０・７１は同一個体で，７１の外面には炭化物が付着しており，国立歴史民俗

博物館年代測定研究グループのご厚意により１４Ｃ年代測定を行ったが，測定値は得られなかった（第

Ⅸ章参照）。７３・７５～７７は同一個体であり，口縁部下位で締まる器形を呈する。

　７８～８３は底部である。丸底がほとんどであるが，７９は尖底となる。なお，７９は本類で扱ったが，

分布状況から判断すれば縄文前期の１５類土器の可能性もある。８１は７４と同一個体である。

１９類土器（第６９４図　８４～９３）

　地文に縄文を施す土器である。器面は丁寧なナデ調整を行う。胎土中に２～３㎜大の石英・長石

類を多く含む。主に３ａ層から出土し，散在した平面分布を示す。接合作業を経て４３点確認し，１０

点図示した。

　８４は内反する口縁部で，波状口縁を呈する。内外面に縄文（RL）を施す。８５は縄文（RL）を施

した後，沈線文を施す。内面は横位の条痕のちナデ調整を行う。８６は突帯を貼付するもので，突帯

上に縄文（RL）を施す。８７は酒杯状突起をもつ口縁部で，外面は突帯と円形刺突文を施す。内面に

は撚りの粗い縄文（RL）を施す。８８の縄文（RL）はやや不明瞭である。８９は節の細かい縄文（LR）

を施す。９０は撚りの粗い縄文（RL）を施す。

　９１は，内湾するが端部で直行する口縁部をもち，頸部で締まり，胴部で膨らむ器形を呈し，そし

て胴部に縦位の条痕（貝殻条痕か？）を施すものである。口縁部は２列の円形刺突文を波状に施し，

肥厚した口縁端部には斜位の刻みを施す。口縁部内面は段をもち，縦位の条痕を施す。頸部屈曲部

には条痕の工具の始点が残る。なお，この土器の地文は縄文ではないが，器形や文様モチーフから
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第６８８図　縄文時代中期の出土土器（１）
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第６８９図　縄文時代中期の出土土器（２）
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判断すれば，この類に含めることが妥当であると考えた。

　口縁部外面に炭化物が付着しており，国立歴史民俗博物館年代測定研究グループのご好意により

１４Ｃ年代測定を行ったが，測定値は得られなかった（第Ⅸ章参照）。

　９２・９３は上げ底気味となる底部である。９２は撚りの粗い縄文（RL）が施され，９０と同一個体であ

る。９３は縦位の条痕が施され，９１と同一個体である。

２０類土器（第６９４図　９４）

　脚台気味の底部である。１点のみの出土である。胎土に火山ガラスを多く含む。
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第６９０図　縄文時代中期の出土土器（３）
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第１３９表　縄文中期土器観察表（１）

備　考
胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分

類取上No（区/層）No挿
図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

○△○ヨコナデヨコナデにぶい黄褐１０YR５/３褐灰１０YR４/１１７-１２４４７（F１１/Ⅲa）
２４４８（F１２/Ⅲa）１

６８８

○○◎ヨコナデナデ灰黄褐１０YR４/２褐灰１０YR４/１１７-１１９０７２（H１５/Ⅲa）
１９３１１（H１５/Ⅲa）２

○△○ナデナデオリーブ褐２.５Y４/４黒褐２.５YR３/２１７-１４７１８９（H１２/Ⅲa）３

○△○ヨコナデタテナデ暗灰黄２.５Y５/２黒褐２.５YR３/１１７-１９８４５６（C１３/Ⅲa）４

○△○ヨコナデヨコナデにぶい黄褐１０YR５/４灰黄褐１０YR６/２１７-１２４５２（F１１/Ⅲa）５

○△○ヨコナデヨコナデにぶい黄橙１０YR６/４暗灰黄２.５YR４/２１７-１２４４６（F１２/Ⅲa）６

△○△ナデナデにぶい黄橙１０YR５/３黒褐１０YR３/２１７-１１０４０９２（C１３/Ⅲa）７

△○○ヨコナデナデ褐灰７.５YR４/１灰褐７.５YR４/２１７-１１９４１７（H１４/Ⅲa）８

○○○ナデナデにぶい黄橙１０YR６/３黒褐１０YR３/２１７-１一括（E１１/表）９

○○ヨコナデナデ褐灰１０YR４/１灰黄褐１０YR４/２１７-１７０９９（H１４/Ⅲa）１０

○△○ナデヨコナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい褐７.５YR５/４１７-１９７０８４（B１４/Ⅲa）
９７８１０（B１４/Ⅲa）１１

△△ナデナデ灰黄褐１０YR４/２にぶい黄橙１０YR６/３１７-１一括（DE１０/Ⅰ）１２

△○ヨコナデナデ黒褐１０YR３/１黒褐１０YR３/１１７-１３１４４６（G１７/Ⅲa）１３

○△○ヨコナデナデにぶい橙５YR６/４にぶい橙５YR６/４１７-１１９２６９（I１５/Ⅲa）１４

△○○ヨコナデナデ灰黄褐１０YR５/２にぶい黄橙１０YR６/４１７-１一括（C１５/撹乱）１５

△○△○マメツ不明ナデにぶい黄褐１０YR５/４にぶい黄橙１０YR７/４１７-１４７６１２（H１１/Ⅲa）
４７７９７（H１１/Ⅲa）１６

○△○ヨコナデナデ暗灰黄２.５Y４/２褐灰（１０YR４/１）１７-１

１８７８９（H１５/Ⅲa）
１９０７１（H１５/Ⅲa）
２０１２７（H１６/Ⅲa）
２０１３１（H１５/Ⅲa）

１７

△△○ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４褐灰１０YR４/１１７-１１７９８４（G１２/Ⅲa）１８

△○△ヨコ貝殻条痕ナデにぶい黄褐１０YR５/４黒１０YR２/１１７-１２３８６４（I１８/Ⅲa）１９

△△○ヨコナデナデ黒褐１０YR３/１明灰褐５YR５/６１７-１１２０８１（I１４/Ⅲa）２０

△△○ナデナデ１７-１１８９７２（I１４/Ⅲa）
１８９８１（I１４/Ⅲa）２１

△△○ナデナデにぶい黄橙１０YR７/３にぶい黄橙１０YR７/３１７-２１０３９４３（C１３/Ⅲa）２２

△△△○ナデヨコナデにぶい黄褐１０YR５/４黒褐１０YR３/２１７-２３５２８（F１２/Ⅳ）２３

○△○ナデナデにぶい黄褐１０YR５/４暗褐１０YR３/３１７-２１９５０３（H１２/Ⅲa）２４
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第６９１図　縄文時代中期の出土土器（４）
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第６９２図　縄文時代中期の出土土器（５）
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第６９３図　縄文時代中期の出土土器（６）
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第１４０表　縄文中期土器観察表（２）

備　考
胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分

類取上No（区/層）No挿
図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

△○△○ヨコ貝殻条痕貝殻条痕灰黄褐１０YR５/２黒褐１０YR３/１１７-３３９９４（F１５/Ⅲa）
９５７５８（C１４/Ⅲa）２５

６８９

△○△○ヨコ貝殻条痕ナデにぶい黄褐１０YR５/３褐灰１０YR４/１１７-３２２８１８（H１５/Ⅲa）２６

○○ナデナデ黄褐２.５Y５/３黒褐２.５Y３/２１７-３１０８６７７（B６/Ⅲa）２７

△△ヨコ貝殻条痕後ナデナデにぶい黄褐１０YR５/４にぶい黄褐１０YR５/４１７-３１２９５（E１２/Ⅲa）２８

○○ヨコナデヨコナデ黒褐１０YR３/２褐灰１０YR４/１１７-３
３３２９（D１４/Ⅲa）
４２７０（D１４/Ⅴ）
４２７７（D１４/Ⅲa）

２９

○△△○ナデナデにぶい黄橙１０YR７/４にぶい黄橙１０YR６/４１７-３１７３８１（G１２/Ⅲa）
８２６９（G１２/Ⅲa）３０

○△△○ナデナデにぶい褐７.５YR５/４黒褐７.５YR３/１１７-３６０４３７（G１１/Ⅲa）３１

○△△○ナデナデ褐１０YR４.４暗オリーブ褐２.５Y３.３１７-３６０４２６（G１１/Ⅲa）
６２４９０（G１１/Ⅲa）３２

△○△○ヨコ貝殻条痕後ナデヨコ貝殻条痕後ナデにぶい黄橙１０YR６/３オリーブ黒７.５Y２/２１７-３２０２９９（I１３/Ⅳ）３３

△○○ヨコ貝殻条痕ヨコ貝殻条痕後ナデにぶい褐７.５YR５/４黒褐７.５YR３/１１７-３９８６４３（C１１/Ⅲa）３４

△○○ヨコ貝殻条痕ヨコ貝殻条痕後ナデにぶい橙７.５YR６/４黒褐７.５YR３/１１７-３２３６５（E１２/Ⅲa）
３３８０（E１２/Ⅳ）３５

△○○ヨコ貝殻条痕ヨコ貝殻条痕後ナデ明褐７.５YR５/６黒褐１０YR３/１１７-３３３６４（D１２/Ⅳ）
３５０１（D１１/Ⅲa）３６

△○○ヨコ貝殻条痕ヨコ貝殻条痕後ナデ明褐７.５Y５/６にぶい橙７.５YR６/４１７-３１００２１３（C１１/Ⅲa）３７

△△○ナデナデ明褐７.５YR５/６暗褐１０YR３/３１７-３３３１７（D１３/Ⅲa）３８

△○○ヨコ貝殻条痕ヨコ貝殻条痕後ナデ灰褐７.５YR５/２にぶい橙７.５YR６/４１７-３１０９３（D１４/Ⅲa）
２３２１（D１３/Ⅲa）３９

△○○ヨコ貝殻条痕ヨコ貝殻条痕後ナデにぶい褐７.５YR５/４オリーブ黒５Y３/１１７-３９８５７２（C１２/Ⅲa）４０

△○○ヨコ貝殻条痕ヨコ貝殻条痕後ナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい赤褐５YR５/３１７-３２２９１（D１３/Ⅲa）４１

△△○ヨコ貝殻条痕タテ貝殻条痕にぶい黄褐１０YR５/４にぶい黄褐１０YR５/４１７-３１９４４３（I１４/Ⅲa）
２３０８６（I１５/Ⅲa）４２

PLD-４６４４◎○ヨコ貝殻条痕後ナデナデ１７-３

１００１５７（C１２/Ⅲa）
９８２２６（C１２/Ⅲa）
９８３５８（C１１/Ⅲa）
９８３５９（C１１/Ⅲa）
９８５８１（C１２/Ⅲa）
９８５８５（C１１/Ⅲa）
９８５９２（C１１/Ⅲa）

４３
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第６９４図　縄文時代中期の出土土器（７）
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第１４１表　縄文中期土器観察表（３）
備　考

胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分
類取上No（区/層）No挿

図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面
○△○ヨコナデナデ明褐７.５YR５/６明褐７.５YR５/６１７-３１０８１（D１４/Ⅲa）４４

６９０

△○○ナデナデ黄褐２.５Y５/３黒褐２.５Y３/２１７-３６０４５０（G１１/Ⅲa）４５
△△△○ヨコ貝殻条痕ナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい黄褐１０YR５/４１７-３４８２５２（I１０/Ⅲa）４６

△△○ヨコ貝殻条痕ナデにぶい黄橙１０YR６/４褐灰１０YR４/１１７-３１０８９９９（C５/Ⅲa）４７
△△○ヨコ貝殻条痕ナデ褐灰１０YR５/１にぶい黄橙１０YR７/４１７-３７２０（E１４/Ⅲa）４８
△○ナデナデ浅黄２.５Y７/４浅黄２.５Y７/４１７-３２５２９（E１４/Ⅲa）４９

△△○ナデナデ灰黄褐１０YR４/２にぶい黄橙１０YR７/３１７-３１９１９０（I１２/Ⅲa）５０
△○○△ナデナデにぶい黄褐１０YR６/４にぶい黄橙１０YR６/４１７-３１１９０（E１１/Ⅲa）５１

○○ナデナデにぶい黄褐１０YR５/４灰黄褐１０YR４/２１７-３３３２８（D１４/Ⅲa）５２
△△○ヨコナデナデ黒褐２.５Y３/１オリーブ褐２.５Y４/４１７-３４８０２１（I１１/Ⅲa）５３

△○△○ヨコ貝殻条痕後ナデナデにぶい黄褐１０YR５/４褐灰１０YR４/１１７-３
２５０８（E１１/Ⅲa）
３４６９（E１１/Ⅳ）
４６３６（E１１/Ⅲa）

５４

○○ヨコ貝殻条痕タテ貝殻条痕灰褐７.５YR４/２黒褐７.５YR３/１１８２２４０４（I１４/Ⅲa）
２２５４１（I１４/Ⅲa）５５

６９１

△○○ナデタテ貝殻条痕にぶい黄褐１０YR４/３にぶい黄褐１０YR５/３１８９８２８９（B１１/Ⅲa）５６

○○ヨコ貝殻条痕タテ貝殻条痕灰褐７.５YR４/２黒褐７.５YR３/１１８

１８９７５（I１４/Ⅲa）
１９２７１（I１５/Ⅲa）
１９４３１（I１４/Ⅲa）
１９４３５（I１４/Ⅲa）

５７

○○ヨコ貝殻条痕タテ貝殻条痕灰黄褐１０YR４/２黒褐５YR２/１１８１９３４４（I１５/Ⅲa）
２２７３２（I１５/Ⅲa）５８

○○○ヨコ貝殻条痕ヨコ後タテ貝殻条痕灰黄褐１０YR４/２黒褐１０YR３/１１８９５７８２（C１４/Ⅲa）
９８１９５（B１２/Ⅲa）５９

○○○ヨコ貝殻条痕タテ貝殻条痕褐灰１０YR４/１にぶい黄褐１０YR５/３１８９８７９０（B１３/Ⅲa）６０
○○○ヨコ貝殻条痕後ナデタテ貝殻条痕後ナデにぶい黄褐１０YR５/３褐灰１０YR４/１１８２７６４（D１３/Ⅲa）６１
○○○ヨコ貝殻条痕後ナデナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい褐７.５YR５/４１８２７５２（D１３/Ⅲa）６２
○○○ヨコ貝殻条痕後ナデタテ貝殻条痕後ナデにぶい黄褐１０YR５/３褐灰１０YR４/１１８３１９０（D１４/Ⅲa）６３
○○○ヨコ貝殻条痕後ナデタテ貝殻条痕後ナデにぶい黄橙１０YR５/４にぶい黄橙１０YR６/３１８１８２１（D１３/Ⅲa）６４

○○○ヨコ貝殻条痕後ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４灰黄褐１０YR５/２１８１８１１（D１３/Ⅲa）
２７５４（D１３/Ⅲa）６５

○○○ヨコ貝殻条痕タテ貝殻条痕にぶい褐７.５YR５/４黒褐２.５Y３/１１８

９５３２９（C１４/Ⅲa）
９６８５２（C１４/Ⅲa）
９７８９９（C１４/Ⅲa）
９９６８９（C１４/Ⅲa）
９９７０６（C１４/Ⅲa）

６６

○○ヨコナデタテ貝殻条痕灰黄褐１０YR５/２黒褐２.５Y３/１１８１９１５８（I１２/Ⅲa）
１９９６３（I１３/Ⅲa）６７

○○ヨコ貝殻条痕タテ/ナナメ貝殻条痕灰５Y５/１オリーブ黒５Y３/１１８４６９１（D１１/Ⅲa）６８

○○ヨコ貝殻条痕タテ貝殻条痕暗オリーブ２.５Y３/３明黄褐１０YR６.６１８
１７４０（E１４/Ⅲa）
１８３６（D１４/Ⅲa）
２２２４（D１４/Ⅲa）

６９

○○ヨコ貝殻条痕タテ貝殻条痕にぶい黄褐１０YR５/３黒褐１０YR３/１１８９１０（D１４/Ⅲa）７０

○○ヨコ貝殻条痕タテ貝殻条痕にぶい黄褐１０YR５/３黒褐１０YR５/３１８
２７４２（D１３/Ⅲa）
２７４５（D１３/Ⅲa）
２７５０（D１３/Ⅲa）

７１

○○○ヨコ貝殻条痕タテ貝殻条痕にぶい黄褐１０YR５/４にぶい黄褐１０YR４/３１８９８２４８（C１２/Ⅲa）
９８２５０（C１２/Ⅲa）７２

６９２

△○○ヨコ貝殻条痕タテ貝殻条痕にぶい黄褐７.５YR５/４褐７.５YR４/３１８１６３４（E１４/Ⅲa）
９５８８４（C１５/Ⅲa）７３

○○○ヨコ貝殻条痕タテ貝殻条痕にぶい橙７.５YR６/４にぶい橙７.５YR６/４１８

１７３９（D１４/Ⅲa）
１７４１（D１４/Ⅲa）
２５６８（D１４/Ⅲa）
３２３１（D１４/Ⅲa）
３７１６（D１４/Ⅲa）

７４

△○○ヨコ貝殻条痕タテ貝殻条痕にぶい褐７.５YR５/４にぶい褐７.５YR５/４１８

３２０２（D１４/Ⅲa）
４５５２（D１４/Ⅲa）
９５２６６（C１４/Ⅲa）
９５２７４（C１４/Ⅲa）
９５７７７（C１４/Ⅲa）
９６８９２（C１４/Ⅲa）
９６８９８（C１４/Ⅲa）
９７２３２（C１４/Ⅲa）
９７３３７（C１４/Ⅲa）
９７８５３（C１４/Ⅲa）
９７８５７（C１４/Ⅲa）

７５

△○○ヨコ貝殻条痕タテ貝殻条痕灰黄褐１０YR４/２橙７.５YR６/６１８

９４６９９（C１４/Ⅲa）
９５３３７（C１４/Ⅲa）
９５７５０（C１４/Ⅲa）
９５７９０（C１４/Ⅲa）
９５８０４（C１４/Ⅲa）
９５８０６（C１４/Ⅲa）
９６８０７（C１４/Ⅲa）
９６８２２（C１４/Ⅲa）
９６８２６（C１４/Ⅲa）

７６

△○○ヨコ貝殻条痕タテ貝殻条痕にぶい褐７.５YR５/４褐７.５YR４/４１８

１６８１（E１４/Ⅲa）
１６９２（E１４/Ⅲa）
１６９３（E１４/Ⅲa）
１６９４（E１４/Ⅲa）
１６９６（E１４/Ⅲa）
１６９８（E１４/Ⅲa）
１６９９（E１４/Ⅲa）
１７８４（D１４/Ⅲa）
８２９（E１４/Ⅲa）

７７

○○貝殻条痕貝殻条痕後ナデ黒褐５YR３/１にぶい赤褐５YR５/４１８３６１２（F１４/Ⅲa）７８
○○貝殻条痕後ナデ貝殻条痕暗灰黄２.５Y５/２にぶい黄橙１０YR７/４１８１２２３８９（C５/Ⅲa）７９
○○ナデナデ橙７.５YR６/６橙７.５YR６/６１８１７８１５（F１７/Ⅲa）８０

６９３ △○○ヨコ貝殻条痕タテ貝殻条痕にぶい褐７.５YR５/４にぶい橙７.５YR６/４１８

１０４１１１（C１３/Ⅲa）
１０４１６４（C１３/Ⅲa）
１２６９（E１２/Ⅲa）
１２８１（E１２/Ⅲa）
２３６４（E１２/Ⅲa）
３４８９（D１１/Ⅲa）
４７１（D１４/Ⅲa）

８１

○○貝殻条痕貝殻条痕黒褐１０YR３/１にぶい黄橙１０YR６/４１８-（-/-）８２
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第１４２表　縄文中期土器観察表（４）
備　考

胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分
類取上No（区/層）No挿

図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

△○○貝殻条痕貝殻条痕にぶい褐７.５YR５/４にぶい赤褐２.５YR５/４１８

９４１３２（C１４/Ⅲa）
９４６９４（C１４/Ⅲa）
９５３３２（C１４/Ⅲa）
９５３４５（C１４/Ⅲa）
９５８０５（C１４/Ⅲa）
９６８６１（C１４/Ⅲa）
９７６３２（C１４/Ⅲa）
９７８９４（C１４/Ⅲa）

８３６９３

○◎ナデ縄文黄灰２.５Y４/１黒褐２.５Y３/１１９９８６０４（B１１/Ⅲa）８４

６９４

○○ヨコ条痕後ナデ縄文にぶい黄褐１０YR４/３黒褐１０YR３/１１９１０４１０５（C１３/Ⅲa）８５
○○マメツ不明ナデにぶい黄褐１０YR４/３黒褐１０YR３/２１９４３９５（F１６/Ⅲa）８６
○○ナデナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい黄褐１０YR５/３１９２３０５８（G１５/Ⅲa）８７

○○ナデ縄文にぶい黄２.５Y６/４黒褐２.５Y３/１１９３７８９（D１２/Ⅲa）８８
○○ナデ縄文にぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄橙１０YR６/４１９１２１８１６（D５/Ⅲa）８９

△◎ナデ縄文黒褐２.５Y３/１明黄褐２.５Y７/６１９５１２９（E１５/Ⅲa）
５１７４（F１５/Ⅲa）９０

◎ナデナデ/タテ条痕にぶい黄橙１０YR６/４灰黄褐１０YR４/２１９

１０７５４５（E５/Ⅲa）
１０７８４２（D５/Ⅲa）
１０７９３６（E５/Ⅲa）
１１４５９６（D５/Ⅲa）
１１４８４３（C５/Ⅲa）
１１４９１４（C５/Ⅲa）
１１４９５５（D５/Ⅲa）
１１５２３８（D６/Ⅲa）
１１５３７１（D６/Ⅲa）
１１５８２０（D６/Ⅲa）
１１７３９１（D５/Ⅲa）
１１７６５７（D６/Ⅲa）
１１７６６２（D６/Ⅲa）
１１８６３７（C６/Ⅲa）
１２００１２（D５/Ⅲa）
１２１２１６（D５/Ⅲa）
１２１４４５（D６/Ⅲa）
１２２４（E１１/Ⅲa）
１２４９（E１１/Ⅲa）
１２７００４（C６/Ⅲa）
１２７０２６（D６/Ⅲa）
１２９５６７（D６/Ⅲa）
１２９６８３（E６/Ⅳ）
１５０６（F１１/Ⅲa）
１９２２４（I１２/Ⅲa）
２０６９６（I１２/Ⅲa）
２３１０（D１３/Ⅲa）
３４９６（E１２/Ⅲa）
７０１８９（E７/Ⅳ）
７０１９０（E７/Ⅳ）
７４４３（I１３/Ⅲa）
７７７４０（F７/遺構埋土）
７７７４３（E７/遺構埋土）
７７７４４（F７/遺構埋土）
７７７５１（F７/遺構埋土）
７７７６７（E７/遺構埋土）
７７７６９（E７/遺構埋土）

９１

△◎ナデ縄文/ナデにぶい黄橙１０YR７/４にぶい黄橙１０YR７/４１９一括（E１６/表）９２
◎ナデタテ条痕/ナデにぶい黄橙１０YR６/４暗灰黄２.５Y５/４１９７７７５２（F７/遺構埋土）９３

◎○ナデナデにぶい赤褐５YR４/３にぶい橙７.５YR６/４２０９８４５８（C１３/Ⅲa）９４



２．縄文時代後期の土器

　１）後期土器の概要

　後期土器はⅢａ層から出土している。出土状況（第６９５図）が示すように，縄文時代の中では出

土量が最も少ない。出土点数約４０点であり，文様や器形から２１～２４類の４つに分類した。

　２）各類土器について

２１類土器（第６９６図　１）

　口縁部上端が肥厚し，その肥厚部に凹線文を施す土器である。１点のみの出土である。

　口唇部に幅広の突起をもつ口縁部で，突起上面に刻みを施す。突起を中心として左右対称に文様

を展開する。

２２類土器（第６９６図　２～８）

　沈線文を施す土器である。接合作業を経て１３点確認し，７点図示した。

　２は胎土に金色の雲母を含む。３は口縁端部外面に刻みを施す。５・６は同一個体で，幅広の沈

線文を長靴形に施す。外面は斜位の貝殻条痕のちナデ調整を行い，内面は工具によるヨコナデ調整

を行う。８の内面は工具によるナデ調整が行われ，擦痕が残る。

２３類土器（第６９７図　９～１２）

　口縁部が肥厚し，断面三角形または「く」字状を呈するもので，その肥厚部に沈線文や刺突文，

爪形文などを施す土器である。ナデ調整または貝殻条痕のちナデ調整を行う。接合作業を経て１５点

確認し，４点図示した。

　９は肥厚部の上下端に爪形文を施し，その間に沈線文を施す。１０は幅広の沈線文を施す。９・１０

ともに波状口縁を呈する。１１は肥厚部にヘラ状工具による押引文を施す。１２は工具不明の押引文を

施す。

２４類土器（第６９７図　１３～１８）

　後期に属すると考えられる底部と脚台を一括したものである。なお，深鉢形土器の底部と考えら

れるものは全て平底となる。

　１３は外底面にドーナツ状の接合痕が認められる。従って，まず丸底状に底部を成形した後，ドー

ナツ状に粘土紐を貼付し，平底に整形したと考えられる。また，底端部外面には整形時の指頭圧痕

が残る。１４は張り出しをもつ。

　１６は木の葉の圧痕が認められるもので，いわゆる「木葉底」である。この植物はオオタニワタリ

と考えられる。１７は編物圧痕が認められる網代底である。

　１８は台付皿形土器の脚台である。「工」字状の透かしが認められる。 
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第１４３表　縄文後期土器観察表（１）
備　考

胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分
類取上No（区/層）No挿

図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

○○○ヨコナデナデ灰褐７.５YR４/２にぶい褐７.５YR４/３２１１１８６６（I１３/Ⅲa）
１１８６７（I１３/Ⅲa）１

６９６

○◎◎ナデナデ灰黄褐１０YR４/２灰黄褐１０YR４/２２２
１８８３９（I１５/Ⅲa）
１９０６４（I１５/Ⅲa）
１９０６５（I１５/Ⅲa）

２

○○○ナデナデにぶい黄褐１０YR５/３褐７.５YR４/４２２１８０１５（F１８/Ⅲa）３
○○○ヨコ工具ナデヨコナデにぶい橙７.５YR６/４にぶい橙７.５YR６/４２２一括（DE１０/-）４
○○ヨコ工具ナデナナメ貝殻条痕後ナデにぶい褐７.５YR５/３にぶい褐７.５YR５/３２２２５０９（F１１/Ⅲa）５

○○ヨコ工具ナデナナメ貝殻条痕後ナデにぶい黄褐１０YR５/４にぶい黄橙１０YR６/４２２１５０４（F１１/Ⅲa）
２４６３（F１１/Ⅲa）６
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第６９６図　縄文時代後期の出土土器（１）
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第１４４表　縄文後期土器観察表（２）

備　考
胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分

類取上No（区/層）No挿
図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

○○◎ヨコナデヨコナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい褐７.５YR５/４２２１８０７７（F１９/Ⅲa）７

６９６
○○◎工具ナデ貝殻条痕後ナデにぶい黄褐１０YR５/４にぶい黄橙１０YR６/４２２

４７１７８（H１２/Ⅲa）
４８０１３（H１１/Ⅲa）
４８２４５（H１１/Ⅲa）

８

○○○○ヨコ貝殻条痕後ナデヨコナデ橙５YR６/６橙５YR６/６２３

１１３２８０（C５/Ⅲa）
１１４１８５（C５/Ⅲa）
１１４６９９（D５/Ⅲa）
１１８９９６（D５/Ⅲa）

９

６９７

○○○ナデナデ橙５YR６/６黒褐１０YR３/２２３１８９９９（I１４/Ⅲa）
２２８０６（H１５/Ⅲa）１０
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第６９７図　縄文時代後期の出土土器（２）
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第１４５表　縄文後期土器観察表（３）

備　考
胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分

類取上No（区/層）No挿
図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

○○○○ヨコナデヨコナデ橙７.５YR６/６明赤褐５YR５/６２３１０７３８８（D５/Ⅲa）
１１２７２９（D５/Ⅲa）１１

６９７

○○○○ヨコ貝殻条痕後ナデヨコ貝殻条痕後ナデ浅黄２.５Y７.４黒褐２.５Y３/１２３２３３５０（G１６/Ⅲa）
２３４８５（G１６/Ⅲa）１２

○△○ヨコ貝殻条痕後ナデタテナデ/指オサエ灰黄褐１０YR４/２にぶい橙７.５YR６/４２４７０６９１（F６/Ⅲa）１３

○○○○ナデナデ黒褐１０YR３/１にぶい褐７.５YR５/４２４１９５９１（H１２/Ⅲa）１４

○△○ナデナデにぶい褐７.５YR５/３にぶい褐７.５YR５/３２４６５８２（H１４/Ⅲa）１５

○○◎ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄橙１０YR６/３２４４７１９７（H１１/Ⅲa）
４７６８３（H１１/Ⅲa）１６

○◎○○ヨコ貝殻条痕後ナデタテ貝殻条痕灰黄褐１０YR４/２灰黄褐１０YR４/２２４１６３８８（I１２/Ⅲa）
８１５７（I１２/Ⅲa）１７

○○○○ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４にぶい橙７.５YR６/４２４２６４８８（G１７/Ⅲa）１８



第５節　縄文時代晩期の遺構と遺物

１．検出遺構

　縄文時代晩期の遺物包含層はⅢa層であり，このⅢa層はほぼ遺跡全域に堆積している。そして縄

文時代晩期の遺物は，調査区域全体に出土しているものの，平成７年度調査した北側については，

わずかに晩期もみられたが，大部分は縄文時代前期であったことから，その区域の遺構は前期のも

のとして取り扱った。平成５・６年度調査区域のⅢa層については，縄文時代中期などの遺物も出土

したが遺物全体量からすると少量であり，大部分は縄文時代晩期の２５類土器や２６類土器などであっ

たことから，この地区の遺構も縄文時代晩期として位置づけられる。そしで出土した石器類につい

ても両土器類の出土量の多さから検討して縄文時代晩期に属するものと判断した。

　以上のような経過のなかで，縄文時代晩期該当として，各種土坑・集石などの遺構と多種多量の

石器類が位置づけられた。

　つまり縄文時代晩期の遺構として，掘立柱建物跡１棟，土坑４基，陥し穴状遺構３基，集石７基

を検出したことになる。順に説明を行う。

　１）掘立柱建物跡

　Ｂ－１５区で検出された。検出された層はⅢa層の中位以下であり，一定量縄文時代晩期の土器が

出土し，掘り下げた層位であった。埋土は暗黄褐色を呈し硬く締まっていた。検出したピット類は

計５個であり，建物の一部は調査区域外に広がるものと考えられる。調査した部分は２間×２間以

上と考えられるが，残念ながら全容は明らかにできなかった。各ピットの直径は３２～３６㎝であり，

深さはＰ３の３０㎝以外は，ほぼ４０㎝程度と一定したものであった。 
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第６９８図　縄文時代晩期の堀立柱建物跡
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第１４６表　晩期掘立柱建物跡計測表
深さ径ピット梁行柱間桁行柱間

３２㎝３４㎝P１P２～P３
２０６㎝

P１～P２
１８６㎝ ３６㎝３８㎝P２

３０㎝３０㎝P３P３～P４
２０６㎝

P４～P５
１６８㎝ ３８㎝３８㎝P４

３４㎝３２㎝P５
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　２）土坑

１号土坑

　Ｄ－１８区で検出された。平面形は楕円形を呈し，壁面は丸く立ち上がり皿状となる。埋土は暗黄

褐色土で硬く締まっており，下部は黒い色調で濁っていた。内部からは黒川式土器など土器片が多

く出土した。大きさは１１０×１００㎝で検出面からの深さは２５㎝であった。

２号土坑

　平面形は円形であり，直径は約９０㎝を測る。底面は丸みを持つ皿状であり平坦ではない。埋土中

から土器片数点のほか黒曜石チップ数十点が集中して出土した。

３号土坑

　Ｉ－１３区で検出された。埋土は暗黄褐色土であった。平面形は楕円形であり１３０×９０㎝の大きさ

であった。底面には小穴が２個認められ，南側の穴には炭化種実が多く混在していた。炭化種実は

分析の結果コナラ属が多く，一部はイチイガシと判断された。貯蔵穴の可能性も考えられる。

４号土坑

　埋土は暗黄褐色硬質土であり，周辺の土とわずかな色調の差異が認められるのみで，プランの把

握が困難であった。そのため部分的に掘り過ぎてしまった。埋土中には炭化物片や炭化したコナラ

属が多く混在していた。また土器細片や石器も出土した。第７３７図２９０は土坑に近接した位置で出土

した石鏃である。２９１は磨製石斧の刃部破片である。

　なお，３号・４号の土坑内とその周辺から出土した炭化種実の同定及び，それらの年代測定の結

果は第Ⅹ章分析の頁に記載している。

　３）炉跡

　３号土坑に接して検出された。上面に赤褐色の焼土があり，周囲には炭化物が多くみられた。壁

面から底面も赤褐色を帯び硬く締まっていた。

　４）陥し穴状遺構

１号陥し穴状遺構

　Ｄ－１８区Ⅴ層上面で検出された。埋土上部にはⅢa層である黄褐色軟質土が堆積していたことか

ら晩期ごろの時期と考えられる。平面形は平形で１２４×１１０㎝を測り，深さは１４２㎝であるが，実際は

約４０㎝プラスする必要がある。底面は平坦で小穴は認められなかった。

２号陥し穴状遺構

　Ｅ－１７区Ⅴ層上面で検出された。これも１号と同様に埋土上部にアカホヤ腐食土であるⅢa層が

堆積していた。平面形は径約１２０㎝の円形であり，検出面からの深さは１３５㎝である。底面は平坦で

小ピットは認められなかった。

３号陥し穴状遺構

　検出面は残念ながらⅦ層上面である。しかし，埋土は１号・２号とほぼ同質のものであり，晩期

該当と考えられる。図では推定復元している。

　５）集石

１号集石

　Ｄ－１５区Ⅲa層で検出された。径８０×７０㎝の範囲に集中しており，中心部が高く積まれた状況で
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第７００図　縄文時代晩期の土坑
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第７０１図　縄文時代晩期の陥し穴
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第７０２図　縄文時代晩期の集石（１）
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第７０３図　縄文時代晩期の集石（２）
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ある。礫はほとんど赤化しており，他集石より大きい礫であった。

２号集石

　総数１０個の礫が径１００×６０㎝の範囲に散在したものである。礫は全て赤化しており，礫径は５㎝

程度のものが多かった。下面に掘り込みは認められなかった。

３号集石

　径５～１０㎝程度の礫１１個が径１００×６０㎝に散在したものである。ほとんどの礫は赤化していた。

－132－

第７０４図　縄文時代晩期の集石（３）
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４号集石

　径１９０×１４０㎝の広い範囲に径５～１０㎝の礫が散在したもので，小礫が大部分を占めている。礫は

ほとんど赤化していた。

５号集石

　径２４０×１００㎝の範囲に径５㎝程度の礫が３２個散在したものである。周辺には土器小片も散在して

おり，図では両方提示している。

６号集石

　径２８０×１７０㎝の広い範囲に径５～１０㎝の礫が１０７個散在したものであるが，部分的に集中部もみ

られた。礫はほとんど赤化しており，下面に掘り込みは確認できなかった。第７３７図２９３はこの中か
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第７０５図　縄文時代晩期の集石（４）
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ら出土した磨石の欠損品である。表面に磨面と片面に敲打が集中した凹部が認められる。

７号集石

　Ｅ－１４区Ⅲa層で検出された。径２６０×１６０㎝の範囲に径５～１０㎝程度の赤化した礫が散在したも

のである。掘り込みは認められなかった。第７３７図２９２はこの中の磨石である。磨面と敲打痕が認め

られる。 
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第７０６図　縄文時代晩期集石重量グラフ（５０g単位）

第１４７表　縄文晩期陥し穴状遺構一覧表

旧番号底面深さ平面形埋土層検出区番号

２平坦１４２＋約４０１２４×１１０ⅢaⅤ上面D‐１８１号

１平坦１３５＋約４０１２０×１２０ⅢaⅤ上面E‐１７２号

３平坦推定約１５０ⅢaⅦ上面３号

第１４８表　縄文時代晩期集石一覧表

旧番号備考炭化物赤化礫数
掘り込み
長径×短径

大きさ
長径×短径

層検出区番号

５号集中○５２個なし８０×７０㎝ⅢaＤ‐１５１

２号○１０個なし１００×６０㎝ⅢaE‐１１２

３号○１１個なし１００×６０㎝ⅢaD‐１３３

４号○２３個なし１９０×１４０㎝ⅢaF‐１２４

７号周辺に土器片○３２個なし２４０×１００㎝ⅢaI‐８５

６号磨石○○１０７個なし２８０×１７０㎝ⅢaH‐８６

１号磨石○３１個なし２５０×１６０㎝ⅢaE‐１４７

1号

2号 3号

4号

5号

6号

7号
２０

１０

～
２００

～
１００
０
～
5０



２．出土遺物

　１）土器

①晩期土器の概要

　晩期土器は主にⅢａ層から出土しているが，一部Ⅱ・Ⅳ層からも出土する。本遺跡出土土器の中

で最も量が多く（約７２００点），本遺跡の縄文時代の主体となる時期の１つである。出土状況（第７０７

～７１１図）に示したように，平成５・６年度調査区である１０～１８区からの出土量が多い。文様を中

心に２５・２６類の２つに大別した。

②各類土器について

２５類土器（第７１２～７３１図　１～２４５）

　本遺跡の縄文土器の中で最も出土量が多く，接合作業を経て７１８３点確認した。主にⅢａ層から出

土し，集中的に出土する区域が４ヶ所認められる。器面調整により「粗製土器」，「半粗半精土器」，

「精製土器」の３つに分類した。さらに，粗製土器は深鉢と浅鉢に細分した。

２５－１類（第７１２～７２２図　１～１３４）

　内外面ともに条痕やナデ調整を行う深鉢形土器である。６５４３点確認し，１３４点図示した。条痕調

整は貝殻腹縁ではなく，板状のような工具によって行われていると考えられる。また，条痕も粗い

ものや目の細かいハケメ状のものなどヴァリエーションが認められる。

　以下，口縁部，胴部，底部に分けて説明する。

口縁部（第７１２～７１６図　１～７７）

　口縁部は器形を中心にａ～ｆ類の６つに細分した。４５３点確認し，７７点図示した。

ａ類（１～４）

　口縁端部で外反するものである。２・３は内傾するが，端部で外反する。

ｂ類（５～１８）

　口縁部が直行または外傾するものである。１０の外面は炭化物が付着する。１８の内面は赤色顔料の

ような物質が認められる。

ｃ類（１９～２２）

　口縁部が直行し，胴部で屈曲するものである。胴部屈曲部で最大径を測る。１９・２０は口縁部が屈

曲部から外反気味に直行する。２１・２２は口縁部から内反気味に直行する。２１は屈曲部から口縁端部

までが短い。

ｄ類（２３～３０）

　口縁部が内傾するものである。胴部で屈曲し，胴部屈曲部で最大径を測ると考えられる。２８の内

面には赤色顔料が認められる。

ｅ類（３１～６９）

　口縁端部が肥厚するものである。口縁部が内傾して，胴部で屈曲または膨らむ器形を呈すると考

えられる。肥厚幅は短いものがほとんどであるが，３１のように長めのものもある。また，肥厚形状

のヴァリエーションも様々であり，断面形が玉縁状を呈するものや三角形・四角形を呈するものな

どが認められる。６５は肥厚部直下に沈線を施す。６８は沈線を施すことにより，見かけ上の肥厚を呈
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している。

ｆ類（７０～７７）

　口縁部にリボン状またはウロコ状突起が付くものを一括した。７２は内面に，７４は外面にそれぞれ

沈線がみられる。７６は胴部で屈曲するものである。

胴部（第７１７～７２０図　７８～１１３）

　資料数は６０００点ほどあり，図示したものはわずかである。屈曲部を中心に３６点図示した。

　外面調整は胴部屈曲部を境に上半と下半で調整が異なるものが認められ（８１～８３・９０・９３・９５・

９８・１００・１０４），上半は条痕などの一次調整の後ナデ調整を行っている。

　７９～８９は屈曲の弱いもので，屈曲部内面に稜線が認められない。９０～９９は屈曲の強いもので，屈

曲部内面に稜線が認められる。１００～１０６は球形状に膨らむものである。

　１０７～１１０・１１２・１１３は胴部下半のものである。１０７の内面はハケメ状の条痕調整である。１１１は内

面に赤色顔料がみられる。

底部（第７２１・７２２図　１１４～１３４）

　張り出しのないまたは弱いものと張り出しの強いものの２つに分類できるが，後者のほうが多

い。また，底面に厚みのあるものとないものとがある。５９点確認し，２１点図示した。

　１２１は底面に圧痕が認められるが，種類は不明である。１２７は底面に木の実のような楕円形状の圧

痕がみられる。１３２は上げ底となる。１３４は外面に沈線を１条巡らせる。

２５－２類（第７２３・７２４図　１３５～１５０）

　内外面ともに条痕やナデ調整を行う浅鉢形土器である。接合作業を経て３３点確認し，１６点図示し

た。なお，浅鉢形を明らかに呈すると判断できるものだけを選別した。従って，深鉢形土器の口縁

部・胴部片の中にも浅鉢形土器のものが含まれている可能性が高い。

　１３５・１３７・１４０は中華鍋のような器形を呈する。１３５の内面は胴部以下に丁寧なナデ調整を行う。

また，外面に接合痕が明瞭に認められる。１３６は口縁部が直行し，深めの鉢形を呈する。１３６・１４０

は外面に炭化物が付着している。１３９は円形の補修孔が２ヶ所認められる。

　１４１～１４３は同一個体であり，内外面ともに接合痕が明瞭に残る。１４４・１４６は口縁端部が肥厚する。

１４５は口縁端部外面に１条の沈線を巡らせる。

　１４７～１５０は底部であり，平底となる。１４８は２５－３類に類似するが，内面がミガキ調整ではなかっ

たためこの類に含めた。

２５－３類（第７２５・７２６図　１５１～１６４）

　内面はミガキ調整を行うが，外面は条痕やナデなどの調整を行うものである。中華鍋のような器

形を呈すると考えられる。接合作業を経て１３０点確認し，１４点図示した。

　１５１は口縁部が立ち上がるものである。内面はまず横位の条痕調整を行った後，口縁部はナデ調

整を，胴部以下はミガキ調整を行う。１５２～１５５は直線的に外開きする口縁部である。１５３の内面は

横位の条痕調整後丁寧なナデ調整が行われ，光沢をもつ。１５６は口縁部上端で立ち上がる。１５２・

１５８・１５９は外面に炭化物が付着している。

　１６０～１６４は底部である。内面がミガキ調整が行われ，光沢をもつ。なお，１５７・１６１・１６２，そし

て１６３・１６４はそれぞれ同一個体である。
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第７１１図　晩期土器分布図（５）
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第７１２図　縄文時代晩期の出土土器（１）
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第７１３図　縄文時代晩期の出土土器（２）
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第７１４図　縄文時代晩期の出土土器（３）
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第７１５図　縄文時代晩期の出土土器（４）
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第７１６図　縄文時代晩期の出土土器（５）
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第７１７図　縄文時代晩期の出土土器（６）
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第７１８図　縄文時代晩期の出土土器（７）
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第７１９図　縄文時代晩期の出土土器（８）
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第７２１図　縄文時代晩期の出土土器（１０）
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第７２２図　縄文時代晩期の出土土器（１１）
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第１４９表　縄文晩期土器観察表（１）

備　考
胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分

類取上No（区/層）No挿
図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

○○ヨコナデヨコ条痕にぶい黄橙１０YR６/４黒褐１０YR３/１２５-１２６６０２（G１７/Ⅲa）
２８４２９（G１７/Ⅲa）１

７１２

○△○ヨコ条痕後ナデヨコナデ褐灰７.５YR５/１にぶい褐７.５YR６/４２５-１７０５３（I１４/Ⅲa）２
△◎条痕ヨコ条痕黒褐２.５Y３/１黒褐２.５Y３/１２５-１６９９３（I１４/Ⅲa）３

○△◎ナデ粗いナデ明黄橙１０YR６/４黄灰２.５Y４/１２５-１２０１８４（H１２/Ⅳ）
８２１４（H１２/Ⅲa）４

○◎ヨコ条痕後ナデヨコ条痕褐灰１０YR４/１褐灰１０YR４/１２５-１９４０７２（B１４/Ⅲa）５

△○○ヨコ条痕後ナデ粗いヨコ条痕にぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄褐１０YR５/４２５-１６６６８（I１４/Ⅲa）
６９７２（I１４/Ⅲa）６

○△△○丁寧なヨコナデ丁寧なヨコナデにぶい赤褐２.５Y５/３暗赤褐２.５Y３/２）２５-１２７２２０（G１７/Ⅲa）
２７２２９（G１７/Ⅲa）７

△○ヨコナデヨコ条痕後ヨコナデにぶい黄褐１０YR５/４黒褐７.５YR３/１２５-１
６０３６７（G１１/Ⅲa）
６６４８９（G１１/Ⅲb）
６６４９０（G１１/Ⅲb）

８

○○丁寧なナデ丁寧なナデ灰黄褐１０YR５/２灰黄褐１０YR５/２２５-１
６０３６９（G１１/Ⅲa）
６２４３２（G１１/Ⅲa）
６２４３５（G１１/Ⅲa）

９

○◎○ヨコナデナデ黄灰２.５Y４/１暗灰黄２.５Y４/２２５-１１８８７６（I１５/Ⅲa）１０
○△○ヨコナデナナメ条痕褐灰１０YR４/１黒褐１０YR３/１２５-１６５７９（H１４/Ⅲa）１１

○△○ヨコナデヨコナデにぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄橙１０YR６/４２５-１２３８１６（H１７/Ⅲa）１２
○○△○丁寧なヨコナデヨコナデ橙２.５YR６/６橙２.５YR６/６２５-１１２１８０（I１２/Ⅲa）１３

○△◎ヨコ条痕ヨコ条痕にぶい黄橙１０YR６/３褐灰１０YR４/１２５-１１２２６０（H１２/Ⅲa）１４
○△◎ヨコ条痕後ナデナナメ工具ナデにぶい黄橙１０YR７/４にぶい黄橙１０YR７/４２５-１７０４８（I１４/Ⅲa）１５
○○ヨコナデヨコナデ灰黄褐１０YR６/２灰黄褐１０YR６/２２５-１６０３７０（G１１/Ⅲa）１６

△○◎ヨコ条痕ヨコ条痕褐灰１０YR５/１褐灰１０YR５/１２５-１１９１９８（I１２/Ⅲa）１７
赤色顔料○○◎ナデヨコ条痕２５-１６８４６（H１３/Ⅲa）１８

△○○◎ヨコナデヨコナデ明黄褐２.５Y６/６明黄褐１０YR７/６２５-１
２２９５２（G１６/Ⅲa）
２２９５３（G１６/Ⅲa）
２３０１９（G１６/Ⅲa）

１９

７１３

△○○丁寧なヨコナデヨコナデにぶい黄橙１０YR７/４にぶい黄橙１０YR７/４２５-１９３４４８（C１５/Ⅲa）２０
△△○ヨコナデヨコナデにぶい橙７.５YR６/４にぶい褐７.５YR５/４２５-１１９１８２（I１２/Ⅲa）２１

△○○工具ナデヨコ条痕後ナデ褐灰５YR４/１褐灰５YR４/１２５-１

７０２５９（F６/Ⅲa）
７０８３９（F６/Ⅲa）
７１４４３（F６/Ⅲa）
７１５１０（F６/Ⅲa）
７２０８５（F６/Ⅲa）
７２０８６（F６/Ⅲa）
７３８５０（F６/Ⅲa）
７３８５５（F６/Ⅲa）
７３８５７（F６/Ⅲa）
７５２６０（F６/Ⅲa）
７５６８５（F６/Ⅲa）
７５７９９（F６/Ⅳ）
７９３００（F６/Ⅳ）

２２

○○△○ヨコナデヨコナデ灰黄褐１０YR４/２にぶい黄橙１０YR６/４２５-１３０９２９（G１７/Ⅲa）２３
△○○○◎ヨコ条痕後ナデヨコナデ橙７.５YR６/６にぶい黄褐１０YR４/３２５-１H１５土坑２４

○△○工具ナデ工具ナデにぶい黄２.５Y６/３にぶい黄２.５Y４/６２５-１９２６２０（B１５/Ⅱ）
９７７８２（B１５/Ⅲa）２５

△◎○ヨコ条痕ヨコ条痕にぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄橙１０YR６/４２５-１１９０７８（H１５/Ⅲa）２６

△○◎◎ナデヨコ条痕にぶい黄橙１０YR６/３にぶい黄褐１０YR４/３２５-１
２６３０８（G１７/Ⅲa）
２６３７１（G１７/Ⅲa）
３２６２４（G１７/Ⅲa）

２７
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第７２４図　縄文時代晩期の出土土器（１３）
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第７２５図　縄文時代晩期の出土土器（１４）
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第７２６図　縄文時代晩期の出土土器（１５）
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２５－４類（第７２７・７２８図　１６５～１８６）

　胴部下半から底部にかけて組織痕が認められるものである。ボウルまたは中華鍋のような器形を

呈すると考えられる。内面調整はミガキ調整もしくは丁寧なナデ調整を行う。接合作業を経て４４点

確認し，２２点図示した。

　１６５～１６８は同一個体で，網目の圧痕をもつものである。その圧痕は深い。口縁部外面は横位の条

痕のちナデ調整を行う。内面は口縁部に横位の条痕調整を，胴部はミガキ調整を行う。１６６の口縁

部外面には炭化物が付着している。

　１６９・１７０は同一個体で，端部が肥厚する口縁部である。肥厚部以下に組織痕が認められるが，圧

痕の種類は不明である。

　１７１～１７９・１８４・１８５は編布の圧痕をもつものである。１７６は外面に炭化物が付着しており，国立

歴史民俗博物館年代測定研究グループのご好意により１４C年代測定を行ったが，測定値は得られな

かった（第Ⅸ章参照）。なお，１７１～１７３は同一個体である。

　１８０～１８３は圧痕が認められるものの，その種類は不明である。

　１８６は外面に木の葉の圧痕が認められるものである（表面右半の中位付近）。浅い圧痕であり，拓

本では確認しづらいため，写真図版を参考にされたい。なお厳密には，この土器は組織痕土器の概

念にあてはまらないが，木の葉の圧痕が認められるということからこの類に含めた。意図的に圧痕

をつけたことも考えられるが，土器製作時に木の葉が器面に付着し，そのまま焼成したため圧痕が

残ったことも想定できる。

２５－５類（第７２９～７３１図　１８７～２４５）

　内外面ともにミガキ調整を行うものである。器形からａ～ｊ類の１０類に細分した。接合作業を経

て４３３点確認し，５９点図示した。また，赤色顔料を塗布するものもあり，２８点確認できた。

ａ類（１８７～１９３）

　口縁端部内外面に沈線が施され，端部断面が玉縁状を呈するもの。頸部で屈曲すると考えられ

る。１８９はリボン状突起が付く。１９３の沈線内には赤色顔料が認められ，リボン状あるいはウロコ状

突起が付く。

ｂ類（１９４～１９８）

　口縁部内面のみに沈線が施されるもの。１９５はリボン状突起が，１９６・１９７はウロコ状突起がそれ

ぞれ付く。１９６・１９８は赤色顔料が認められる。

ｃ類（１９９～２１８）

　口縁部が内湾気味に立ち上がり，外面の口縁端部や口縁部下位に１条の沈線が施されるもの。そ

のほとんどが波状口縁を呈する。

　１９９は口縁端部と口縁部下位の２ヶ所に沈線を施す。２００～２１５は口縁端部にのみ沈線を施す。２１６

～２１８は口縁部下位にのみ沈線を施す。２００・２０２は頸部で屈曲する。２１１・２１４は沈線ではなく，端

部に粘土紐を貼付することにより肥厚させている。２１２はリボン状またはウロコ状突起が，２１５はリ

ボン状突起がそれぞれ付く。２０４・２１４・２１７は赤色顔料が認められる。

ｄ類（２１９）

　口縁部外面に１条の突帯を貼付するもの。リボン状突起が付く。
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ｅ類（２２０）

　口縁部外面に凹線状の浅い凹みを横位に巡らせるもの。その浅い凹みは２条認められる。

ｆ類（２２１・２２２）

　口縁部が内湾気味に立ち上がるもの。他類と比べると，器壁が厚めである。２２１は外面に炭化物

が付着する。２２２はリボン状突起が付く。

ｇ類（２２３～２２６）

　口縁部が内傾して，端部で肥厚するもの。２２３は器高が深めで，ワイングラス状の器形を呈する。

　２２５・２２６は胴部で球形状に屈曲すると考えられる。

ｈ類（２２７～２３６）

　頸～胴部を一括した。赤色顔料が認められるものもある（２２７・２２８・２３０・２３２・２３５）。２２８は頸

部と胴部で屈曲するもので，胴部屈曲部外面に沈線を施す。２３０・２３２～２３６は屈曲部外面に沈線を施

す。２３１は屈曲部外面に段をもつ。なお，２２８～２３６はｃ類の頸・胴部と考えられる。

ｊ類（２３７～２４５）

　底部を一括した。丸みをもつ平底を呈する。外面に１～３条の沈線を施すものがあり，その沈線

内に赤色顔料が認められるものもある。

　２３７は口縁部下半～底部まで復元できた資料で，底部から外反気味に開き，口縁部が内湾気味に

立ち上がる器形を呈する。緩やかな胴部屈曲部には１条の沈線を施す。なお，ｊ類はｃ類の底部と

考えられる。

２６類土器（第７３２図　２４６～２５１）

　口縁部外面と胴部屈曲部外面に刻目突帯を施す土器である。Ⅲａ層から出土している。接合作業

前点数で３６点数え，Ｃ－５区に集中するが，全て同一個体である。６点図示した。

　口縁部は内傾するが端部でわずかに外反し，胴部は「く」字状に屈曲する器形を呈する。屈曲部

で最大径を測る。口縁部の突帯は端部から突帯一つ分ほど下がった位置に貼付される。その突帯は

断面三角形を呈しており，刻みは指の刺突によるものと考えられる。また，刻目施文によって押し

潰された粘土が上下にはみ出している。外面は横位の条痕のちナデ調整を行い，内面はヨコナデ調

整を行う。胎土中に石英を多く含む。
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第１５０表　縄文晩期土器観察表（２）
備　考

胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分
類取上No（区/層）No挿

図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面
○△○ヨコナデヨコナデにぶい橙７.５YR６/４橙７.５YR６/６２５-１２８０１６（G１７/Ⅲa）２８

７１３ ○○○◎ヨコ条痕後ナデヨコ条痕黄褐２.５Y５/３暗灰黄２.５Y４/２２５-１
１２２０９（H１２/Ⅲa）
１９１６０（I１２/Ⅲa）
１９３９６（H１２/Ⅲa）

２９

○△○ヨコ条痕ヨコ条痕にぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄橙１０YR６/４２５-１７９８１９（E６/Ⅳ）３０

○○○○工具ナデヨコナデ暗褐１０YR３/３にぶい黄褐１０YR５/４２５-１２６５０４（G１７/Ⅲa）
２６５４１（G１７/Ⅲa）３１

７１４

◎○○◎ヨコナデヨコナデにぶい黄褐１０YR５/３褐灰１０YR４/１２５-１
１９２０４（I１２/Ⅲa）
７０５２（I１４/Ⅲa）
７２６５（I１３/Ⅲa）

３２

○○工具ナデナデ橙７.５YR６/６にぶい橙７.５YR６/４２５-１２４８０６（G１６/Ⅲa）３３

△○○ヨコ工具ナデヨコ工具ナデにぶい黄褐１０YR５/４暗褐１０YR３/３２５-１１９１４１（H１３/Ⅲa）
１９１４２（H１３/Ⅲa）３４

△○◎○ヨコ条痕ヨコ工具ナデにぶい黄褐１０YR５/５にぶい黄褐１０YR５/４２５-１
１９０９８（H１５/Ⅲa）
２０１０４（H１５/Ⅲa）
２０１１２（H１５/Ⅲa）

３５

○△○ヨコナデナデ浅黄橙１０YR８/４浅黄橙１０YR８/４２５-１２６５３０（G１７/Ⅲa）３６
○△○○ヨコナデヨコ条痕黒褐１０YR３/１黒褐１０YR３/１２５-１２３０２（D１３/Ⅲa）３７
○△○ナデヨコ工具ナデ明黄褐１０YR６/６黒褐２.５YR３/１２５-１９３７６３（C１５/Ⅲa）３８
△○○◎ヨコナデヨコナデにぶい黄橙１０YR６/３にぶい黄褐１０YR５/４２５-１１１９９６（I１３/Ⅲa）３９

○○丁寧なヨコナデ丁寧なヨコナデにぶい黄２.５Y６/４オリーブ黒５Y３/１２５-１一括（C１８/撹乱）４０
△◎○ヨコナデヨコ工具ナデにぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄褐１０YR５/３２５-１２２９２２（G１５/Ⅲa）４１
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第７２７図　縄文時代晩期の出土土器（１６）
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第７２８図　縄文時代晩期の出土土器（１７）
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第１５１表　縄文晩期土器観察表（３）

備　考
胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分

類取上No（区/層）No挿
図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

○◎○丁寧なヨコナデヨコ工具ナデにぶい黄橙１０YR７/５にぶい黄橙１０YR７/４２５-１３９８９(F１５/Ⅲa)
４００６(F１５/Ⅲa)４２

７１４

○◎丁寧なヨコナデヨコナデ橙７.５YR６/６にぶい黄橙１０YR６/４２５-１１２１８７(I１２/Ⅲa)４３

△○○○ヨコ条痕ヨコ条痕にぶい黄褐１０YR５/４にぶい黄褐１０YR５/３２５-１１１８９２(I１３/Ⅲa)
７４１７(I１３/Ⅲa)４４

７１５

△△丁寧なヨコナデヨコ条痕にぶい黄２.５Y６/４にぶい黄２.５Y６/４２５-１７４０４(I１３/Ⅲa)４５

○○○ヨコナデヨコ条痕黄褐２.５Y５/３橙７.５YR６/６２５-１２９２３６(G１８/Ⅲa)４６

○○ヨコナデヨコナデにぶい黄橙１０YR６/４灰黄褐１０YR５/２２５-１２３５４９(H１７/Ⅲa)
２３５６６(H１７/Ⅲa)４７

○○◎○ヨコ条痕(板状工具)ナデ暗灰黄２.５Y４/２暗オリーブ褐２.５Y３/３２５-１

４３８５５(I１２/Ⅲa)
４３８６３(I１２/Ⅲa)
４３８７９(I１２/Ⅲa)
４３８９４(I１２/Ⅲa)

４８

○△○○ヨコ条痕ヨコ条痕黄褐１０YR５/６褐１０YR４/４２５-１２０６１０(H１３/Ⅲa)
７４６１(I１３/Ⅲa)４９

△○○ヨコ工具ナデヨコ工具ナデにぶい褐７.５YR５/４灰褐７.５YR４/２２５-１２２８０４(H１５/土坑)５０

△○○○ヨコナデヨコ条痕にぶい黄褐１０YR５/４黒褐１０YR３/１２５-１２３５５０(H１７/Ⅲa)
２３５６３(H１７/Ⅲa)５１
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第７２９図　縄文時代晩期の出土土器（１８）
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第７３０図　縄文時代晩期の出土土器（１９）
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第７３１図　縄文時代晩期の出土土器（２０）

第１５２表　縄文晩期土器観察表（４）

備　考
胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分

類取上No（区/層）No挿
図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

○○△○ヨコ工具ナデヨコ工具ナデにぶい黄褐１０YR５/４にぶい黄褐１０YR４/３２５-１６７７０（H１４/Ⅲa）
７１９２（H１３/Ⅲa）５２

７１５

○△△○ヨコナデヨコ工具ナデにぶい黄橙１０YR６/３にぶい橙７.５YR６/４２５-１２９２０２（G１８/Ⅲa）５３

○△△○ヨコ条痕ヨコ条痕にぶい黄橙１０YR６/４黒褐１０YR３/２２５-１３３４９２（G１７/Ⅲa）
３３５９２（G１７/Ⅲa）５４

△○△○ヨコ条痕ヨコナデにぶい黄褐１０YR５/４にぶい黄褐１０YR４/３２５-１４７７１２（I１１/Ⅲa）５５
△◎○○ヨコ条痕後ナデナデ褐７.５YR４/４褐７.５YR４/３２５-１６９７８（I１４/Ⅲa）５６
△◎○○ヨコ条痕後ナデヨコ条痕にぶい黄褐１０YR５/４褐灰１０YR４/１２５-１２８５８７（G１８/Ⅲa）５７

○○△○ヨコ条痕後ナデヨコ工具ナデにぶい褐７.５YR５/４褐灰１０YR５/１２５-１１１９０７（H１３/Ⅲa）
８２３６（H１２/Ⅲa）５８

７１６

○○丁寧なナデヨコ条痕後ナデ黒褐１０YR３/１にぶい黄橙１０YR６/４２５-１９３５００（C１５/Ⅲa）５９
○○△ヨコ条痕ヨコ条痕にぶい黄褐１０YR５/４褐灰７.５YR５/１２５-１１６２９２（I１３/Ⅲa）６０
○○ヨコナデヨコナデ灰赤２.５Y５/２淡赤橙２.５Y７/３２５-１６８４３（H１３/Ⅲa）６１
△△○ヨコナデヨコ工具ナデ灰オリーブ５Y５/２黄灰２.５Y４/１２５-１４８６４（F１５/Ⅲa）６２
△◎○ヨコナデヨコナデ灰黄褐１０YR４/２灰黄褐１０YR４/２２５-１２７９８４（G１７/Ⅲa）６３
○△○丁寧なヨコナデヨコ条痕にぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄橙１０YR６/３２５-１２８５８０（G１８/Ⅲa）６４

△△○△ヨコナデヨコナデ灰黄褐１０YR４/２灰黄褐１０YR４/２２５-１２３９９９（H１７/Ⅲa）６５
○○○ヨコナデヨコ工具ナデにぶい黄橙１０YR７/４にぶい黄橙１０YR７/４２５-１２２８８２（G１５/Ⅲa）６６
△○◎○ヨコ工具ナデナデ黒褐２.５Y３/２黒褐２.５Y３/２２５-１６７７９（I１４/Ⅲa）６７
○○○丁寧なヨコナデヨコナデにぶい黄褐１０YR５/３黒褐１０YR３/２２５-１２３０２９（G１５/Ⅲa）６８
△○△ヨコナデヨコ工具ナデにぶい黄橙１０YR７/３にぶい黄橙１０YR７/３２５-１２６５５５（G１７/Ⅲa）６９

△○○○ヨコ条痕後ナデヨコナデにぶい橙７.５YR７/４にぶい橙７.５YR７/４２５-１１０６５（D１４/Ⅲa）７０
○△○ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄橙１０YR６/４２５-１１６２９５（H１３/Ⅲa）７１
△△○ナデナデにぶい黄２.５Y６/４にぶい黄２.５Y６/３２５-１９３４５６（C１５/Ⅲa）７２
○△○ヨコナデヨコナデ暗灰黄２.５Y５/２黄灰２.５Y４/１２５-１９４２７４（C１５/Ⅲa）７３
○○ナデナデ黄灰２.５Y４/１黒褐２.５Y３/１２５-１７４６４（I１３/Ⅲa）７４
○○丁寧なナデヨコ条痕後ナデにぶい黄褐１０YR５/４黒１０YR２/１２５-１２６５４８（G１７/Ⅲa）７５
○△○ヨコナデヨコナデにぶい黄橙１０YR６/４明黄褐１０YR７/６２５-１１１８７５（I１３/Ⅲa）７６
○○ヨコ条痕ヨコ条痕にぶい橙７.５YR７/４褐灰１０YR４/１２５-１９５９（E１４/Ⅲa）７７
△○○ナデヨコ工具ナデ黄灰２.５Y４/１黒褐２.５Y３/１２５-１一括（BC１４１５/Ⅰ）７８

７１７

△△○ナデヨコ工具ナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい褐７.５YR５/４２５-１６９８７５（E６/Ⅱ）７９
△△○ヨコ条痕後ナデヨコ条痕後ナデにぶい黄橙１０YR６/４褐灰１０YR４/１２５-１９４０２３（C１５/Ⅲa）８０

○△○ヨコ条痕後ナデヨコ条痕後ナデ褐１０YR４/４灰黄褐１０YR４/２２５-１６４３７（I１３/Ⅲa）
７２５８（I１３/Ⅲa）８１

○○○ナデヨコ条痕後ナデにぶい黄橙１０YR６/４灰黄褐１０YR４/２２５-１９３５３４（C１４/Ⅲa）
９４２９９（C１４/Ⅲa）８２

○○△○ヨコ条痕後ナデヨコ条痕後ナデにぶい橙７.５YR６/４橙７.５YR６/６２５-１
７０２９６（F６/Ⅲa）
７５６１０（F６/Ⅲa）
７７３２３（E６/Ⅲa）

８３

○△○△ヨコ条痕後ナデヨコナデにぶい黄褐１０YR５/３にぶい黄褐１０YR５/３２５-１２６５２６（G１７/Ⅲa）８４
○○○ナデナデにぶい黄褐１０YR５/４灰黄褐１０YR４/２２５-１８１８１（I１２/Ⅲa）８５
△△○ナデヨコ条痕後ナデにぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄褐１０YR５/４２５-１７４６０（I１３/Ⅲa）８６
○△○ヨコ条痕後ナデヨコ条痕橙７.５YR６/６橙７.５YR６/６２５-１９４２６４（C１５/Ⅲa）８７
○○○ナデナデにぶい黄２.５Y６/４にぶい橙１０YR６/４２５-１２４７０７（G１５/Ⅲa）８８

△○△ヨコ工具ナデヨコ工具ナデにぶい黄橙１０YR６/３にぶい黄橙１０YR７/３２５-１２６５１６（G１７/Ⅲa）
２６５５６（G１７/Ⅲa）８９

○△○ヨコ条痕後ナデヨコ条痕後ナデにぶい褐７.５YR５/３にぶい褐７.５YR５/３２５-１２３７７０（H１７/Ⅲa）９０

○○○△ヨコ条痕ヨコ条痕浅黄２.５Y７/３橙７.５YR７/６２５-１７９９００（F６/Ⅳ）
７９９０１（F６/Ⅳ）９１

△○ヨコ条痕後ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４暗灰黄２.５Y４/２２５-１

１７８５５（F１８/Ⅲa）
１７８５６（F１８/Ⅲa）
１７９００（F１８/Ⅲa）
１７９７４（F１８/Ⅲa）
１７９７７（F１７/Ⅲa）
１８５５７（F１８/Ⅲa）
１８６０９（F１８/Ⅲa）
１８６１０（F１８/Ⅲa）
１８６１２（F１８/Ⅲa）

９２

７１８
○△○ヨコ条痕後ナデナデ/ヨコ条痕にぶい黄褐１０YR４/３黒褐１０YR３/１２５-１２６３９２（G１７/Ⅲa）９３

○△○ヨコ工具ナデヨコ工具ナデにぶい黄２.５Y６/３黒褐２.５Y３/１２５-１９３４６９（C１５/Ⅲa）９４

△○○ヨコ条痕ナデ/ヨコ条痕にぶい黄橙１０YR７/４浅黄橙１０YR８/４２５-１２３１５８（G１６/Ⅲa）
２３２１８（G１６/Ⅲa）９５

○○○ヨコ条痕後ナデヨコ条痕後ナデ黄灰２.５Y４/１にぶい橙７.５YR６/４２５-１２４８１０（G１６/Ⅲa）９６
○○○ヨコ条痕後ナデナナメ条痕後ナデにぶい黄褐１０YR５/４黒褐１０YR３/２２５-１６４４４（I１３/Ⅲa）９７
△△△○ヨコナデナデ/工具ナデ２５-１土坑３埋土９８
○△ナデナデ黄褐１０YR５/６黄褐１０YR５/６２５-１６５１７（I１３/Ⅲa）９９
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第１５３表　縄文晩期土器観察表（５）
備　考

胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分
類取上No（区/層）No挿

図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

○△○ヨコ条痕後ナデヨコナデ/ヨコ条痕褐灰１０YR４/１黒褐１０YR３/１２５-１

１２０２６（H１４/Ⅲa）
１６２５１（H１４/Ⅲa）
１８９９４（I１４/Ⅲa）
１９４７３（H１４/Ⅲa）
７１５１（H１４/Ⅲa）

１００７１８

△○△○ヨコナデヨコ工具ナデ２５-１
２４０００（H１７/Ⅲa）
２４０９４（H１７/Ⅲa）
２４２３３（H１７/Ⅲa）

１０１

７１９

△○○ナデヨコ工具ナデにぶい黄橙１０YR７/３にぶい黄橙１０YR６/４２５-１１７８４０（F１７/Ⅲa）１０２

○△△ヨコ条痕後ナデヨコナデ明黄褐１０YR７/６にぶい黄橙１０YR７/４２５-１
３２２６８（G１７/Ⅲa）
３２６２３（G１７/Ⅲa）
３３１９１（G１７/Ⅲa）

１０３

○△○ヨコ工具ナデヨコ条痕後ナデ２５-１１９０９３（H１５/Ⅲa）
２０４１３（H１３/Ⅳ）１０４

○△○ナデ条痕灰褐７.５YR４/２にぶい橙４.５YR６/４２５-１

１２２０３（I１２/Ⅲa）
１２２０４（I１２/Ⅲa）
１２２０７（I１２/Ⅲa）
１９２２９（I１２/Ⅲa）
６８００（I１４/Ⅲa）

１０５

○△○ヨコ条痕後ナデヨコ条痕明黄褐２.５Y７/４明黄褐２.５Y７/４２５-１９２６１９（B１５/Ⅱ）
９７９３８（B１５/Ⅲa）１０６

７２０

○△○ナナメ条痕タテ工具ナデにぶい黄褐１０YR５/３暗褐７.５Y３/３２５-１

１９１７４（I１２/Ⅲa）
４３８４３（I１２/Ⅲa）
４３８７３（I１２/Ⅲa）
４３８７４（I１２/Ⅲa）
４３８７５（I１２/Ⅲa）

１０７

△△○ヨコ条痕後ナデヨコ条痕橙７.５YR６/６橙７.５YR７/６２５-１７９８５７（F６/Ⅲa）１０８

○△△ナデナナメ条痕後ナデにぶい黄褐１０YR５/３橙７.５YR６/６２５-１

７０２７４（F６/Ⅲa）
７１３６２（F６/Ⅲa）
７２０３３（F６/Ⅲa）
７３８９３（F６/Ⅲa）
７３９１２（F６/Ⅲa）
７３９２１（F６/Ⅲa）
７４３３４（F６/Ⅲa）
７５４４６（F６/Ⅲa）
７５４８１（F６/Ⅲa）
７５９１７（F６/Ⅲa）

１０９

○○○ナデヨコ工具ナデ黄褐２.５Y５/４黄褐２.５YR５/４２５-１９３７８５（C１５/Ⅲa）１１０
赤色顔料○○ヨコナデナデにぶい黄橙１０YR６/４橙７.５YR６/６２５-１３３６１６（G１７/Ⅲa）１１１

△△○ヨコ条痕後ナデヨコ条痕後ナデにぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄褐１０YR５/３２５-１６６４８７（G１１/Ⅲb）
６６４８８（G１１/Ⅲb）１１２

○○ヨコ条痕後ナデヨコ条痕後ナデ黒褐２.５Y３/２黒褐２.５YR３/２２５-１６４３４（I１３/Ⅲa）
６４３８（I１３/Ⅲa）１１３

○○○ナデナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい黄褐１０YR５/４２５-１

１８８００（H１５/Ⅲa）
２６６２０（G１７/Ⅲa）
２６６３５（G１７/Ⅲa）
３０２６４（G１７/Ⅲa）

１１４

７２１

○○○ナデナデ暗灰黄２.５Y４/２明褐７.５YR５/６２５-１４７１３５（H１１/Ⅲa）
一括（G１５/Ⅰ）１１５

○△○ナデナデ褐７.５YR４/３にぶい橙７.５YR６/４２５-１２３７５９（H１７/Ⅲa）１１６
○△○ナデナデ浅黄２.５Y８/４橙７.５YR６/６２５-１一括（H１８/Ⅰ）１１７

○○○ナデナデにぶい橙５YR６/４にぶい橙５YR６/４２５-１
６６９１（H１３/Ⅲa）
６６９２（H１３/Ⅲa）
７３８１（H１３/Ⅲa）

１１８

○△○ナデヨコ条痕後ナデにぶい黄橙１０YR６/３にぶい黄橙１０YR６/４２５-１７３６８（H１３/Ⅲa）１１９

○○○ナデタテ条痕後ナデ黄灰２.５Y４/１にぶい褐７.５YR５/４２５-１３０９８３（G１７/Ⅲa）
４５１４（F１６/Ⅲa）１２０

△○○○ナデナデ褐灰１０YR４/１にぶい黄橙１０YR７/４２５-１２９２１５（G１８/Ⅲa）１２１
○○○ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４浅黄２.５YR７/３２５-１２０２３６（H１３/Ⅳ）１２２
○○○○ナデナデ橙７.５YR６/６橙７.５YR６/６２５-１２２８３２（H１５/土坑）１２３

○△○ナデナデ灰黄褐１０YR４/２にぶい褐７.５YR５/３２５-１１８７７８（H１６/Ⅲa）
２４６２１（D１７/Ⅲa）１２４

○○○○ナデナデにぶい褐７.５YR５/４褐灰７.５YR６/１２５-１２４６２０（D１７/Ⅲa）１２５

○○○ナデ条痕後ナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい橙７.５YR６/４２５-１

２６４１５（G１７/Ⅲa）
２６４１７（G１７/Ⅲa）
２７９２０（G１７/Ⅲa）
２７９２１（G１７/Ⅲa）
２７９２２（G１７/Ⅲa）

１２６

○○◎ナデナデ灰黄褐１０YR５/２にぶい黄橙１０YR６/４２５-１２０５３９（G１４/Ⅲa）１２７
○○○ナデナデ黒褐１０YR３/２にぶい黄橙１０YR６/３２５-１６５５５（H１４/Ⅲa）１２８

○○○ナデナデにぶい黄橙１０YR７/４明褐７.５YR５/６２５-１２６５４０（G１７/Ⅲa）
３２２７６（G１７/Ⅲa）１２９

７２２

○○○ナデナデ明黄褐１０YR７/６にぶい黄橙１０YR７/４２５-１９７３２６（C１４/Ⅲa）１３０
○○○○ナデナデ灰黄褐１０YR５/２にぶい黄褐１０YR５/３２５-１３１８４（D１４/Ⅲa）１３１
○○ナデ条痕後ナデ浅黄２.５Y７/３にぶい黄橙１０YR７/４２５-１６６７６（H１３/Ⅲa）１３２

○○○ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４灰黄２.５Y６/２２５-１２４１７１（H１７/Ⅲa）
２４６８１（H１７/Ⅲa）１３３

○○△○ナデヨコ条痕後ナデにぶい橙７.５YR６/４にぶい橙５YR６/４２５-１１６３０７（I１３/Ⅲa）１３４

○△○ヨコ工具ナデヨコ工具ナデにぶい黄橙１０YR６/３にぶい黄橙１０YR６/４２５-２

７０３２６（F６/Ⅲa）
７０８０９（F６/Ⅲa）
７２０４０（F６/Ⅲa）
７５７３５（F６/Ⅳ）

１３５

７２３
○△○工具ナデ工具ナデにぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄橙１０YR６/４２５-２

２０２３９（H１３/Ⅳ）
２０２４２（I１３/Ⅳ）
２０４１５（H１３/Ⅳ）
２０４７０（H１３/Ⅲa）
２０４７２（G１３/Ⅲa）
２０５５０（G１３/Ⅲa）

１３６

○○○丁寧なナデヨコナデ黄褐２.５Y５/３オリーブ黒７.５YR３/１２５-２４８２２（F１５/Ⅲa）１３７
○△○ナデナデ褐１０YR４.４橙７.５YR６.６２５-２１９１８５（I１２/Ⅲa）１３８

△△△○ナデヨコ条痕後ナデ明黄褐１０YR７/６明黄褐１０YR７/６２５-２
１１２０４７（D５/Ⅲa）
１１３２６０（D５/Ⅲa）
１２６５５３（E５/Ⅲa）

１３９

○○○ヨコ条痕後ナデヨコ工具ナデ橙７.５YR６/６黒褐２.５YR３/１２５-２７７７７８（F６/Ⅳ）１４０
△○○◎ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４褐灰１０YR４/１２５-２４６６３８（H１１/Ⅲa）１４１

７２４
△○○◎ナデナデにぶい黄褐１０YR５/４灰黄褐１０YR４/２２５-２４７１９６（H１１/Ⅲa）

４７７６３（H１１/Ⅲa）１４２

△○○◎ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４褐灰１０YR４/１２５-２４７１９４（H１１/Ⅲa）１４３
○○○ナデヨコ工具ナデにぶい黄褐１０YR５/３黒褐１０YR３/２２５-２１２２４８（H１２/Ⅲa）１４４



－170－

第１５４表　縄文晩期土器観察表（６）
備　考

胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分
類取上No（区/層）No挿

図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

○△○△○ヨコ条痕後ナデヨコ条痕黒褐７.５YR３/１にぶい橙７.５YR６/４２５-２

１２１７７（I１２/Ⅲa）
１６３２５（I１３/Ⅲa）
１９０８０（H１５/Ⅲa）
１９２０５（I１２/Ⅲa）

１４５

７２４

○△△○ナデヨコ工具ナデ褐１０YR５/８黒褐１０YR３/２２５-２一括（BC１４１５/Ⅰ）１４６
○○○ヨコ工具ナデヨコ条痕黒褐１０YR３/２にぶい黄橙１０YR７/４２５-２２５１０８（H１７/Ⅲa）１４７

○○○丁寧なナデ条痕褐灰１０YR４/１明黄褐１０YR６/６２５-２

２６５０８（G１７/Ⅲa）
２６５１０（G１７/Ⅲa）
２６５２１（F１５/Ⅳ）
２８４０６（G１７/Ⅲa）

１４８

○○○条痕ナデ黒褐７.５YR７/４にぶい橙７.５YR７/４２５-２９４９５７（B１４/Ⅲa）１４９
△○△丁寧なヨコナデヨコ条痕黒褐１０YR３/１にぶい黄橙１０YR６/４２５-２７４００（I１３/Ⅲa）１５０

○○○ヨコ条痕後ナデ/ヨコ条痕
後ミガキヨコ条痕にぶい黄橙１０YR６/４褐灰１０YR４/１２５-３

３３４７６（G１７/Ⅲa）
９３７０８（B１５/Ⅲa）
９３７１０（B１５/Ⅲa）
９３７１４（B１５/Ⅲa）
９３７１５（B１５/Ⅲa）
９４０６９（B１５/Ⅲa）
９４０７３（B１５/Ⅲa）
９４０７６（B１５/Ⅲa）
９４９１５（B１４/Ⅲa）
９４９１６（B１４/Ⅲa）
９４９５９（B１４/Ⅲa）
９７０７７（B１４/Ⅲa）

１５１

７２５ ○○○ミガキナデ黒褐２.５Y３/１黒褐２.５Y３/１２５-３
２２７９２（G１６/Ⅲa）
２６４５６（G１７/Ⅲa）
２７２２４（G１７/Ⅲa）

１５２

○○ヨコ条痕後丁寧なナデヨコ条痕にぶい黄褐１０YR５/４黒褐１０YR３/１２５-３９３７０６（B１５/Ⅲa）
９４０５９（B１５/Ⅲa）１５３

○○○丁寧なナデヨコ条痕黒褐７.５YR３/１黒褐７.５YR３/１２５-３
２２４７０（H１５/Ⅲa）
２２４９４（H１６/Ⅲa）
３３４６４（H１７/Ⅲa）

１５４

○△○ミガキヨコ条痕後ナデ黒１０YR２/１黒５Y２/１２５-３
２６４６４（G１７/Ⅲa）
２６５５３（G１７/Ⅲa）
２７９４４（G１７/Ⅲa）

１５５

△○○丁寧なナデヨコナデにぶい黄褐１０YR４/３黒褐１０YR３/１２５-３４５２４（F１６/Ⅲa）１５６
△△○ミガキナデ黒１０YR１.７/１にぶい黄橙１０YR６/３２５-３９３７０９（B１５/Ⅲa）１５７
△△○ミガキ条痕暗褐１０YR３/３黒褐１０YR３/１２５-３２２９１８（G１５/Ⅲa）１５８
○◎○ミガキナデにぶい黄褐１０YR５/３灰黄褐１０YR４/２２５-３２３８３０（H１７/Ⅲa）１５９

○○○ミガキ条痕黒１０YR２/１にぶい黄橙１０YR６/４２５-３

１２２３７（H１２/Ⅲa）
２０６０９（H１３/Ⅲa）
２０６１１（H１３/Ⅲa）
２０６１８（H１２/Ⅲa）

１６０

７２６

○○○ミガキ条痕黒１０YR２/１にぶい黄橙１０YR６/４２５-３

４９９０（F１５/Ⅲa）
９５３８６（C１５/Ⅲa）
９７３７６（C１５/Ⅲa）
９７３７７（C１５/Ⅲa）

１６１

○○○ミガキ条痕黒７.５YR１.７/１にぶい褐７.５YR５/４２５-３
９３７０７（B１５/Ⅲa）
９４０７８（B１５/Ⅲa）
９４０８１（B１５/Ⅲa）

１６２

△△○○ミガキ条痕黒７.５YR１.７/１にぶい褐７.５YR５/４２５-３

２４３９６（H１７/Ⅲa）
２６５６６（G１７/Ⅲa）
２６５９４（G１７/Ⅲa）
２９１５４（G１７/Ⅲa）

１６３

△△○○ミガキ条痕黒７.５YR７/１にぶい褐７.５YR５/４２５-３

２３０７１（H１５/Ⅲa）
２３６０７（H１７/Ⅲa）
２３６１７（H１７/Ⅲa）
２５０４４（H１７/Ⅲa）

１６４

○○◎ヨコ条痕/ミガキナデ/組織痕２５-４２８５３４（G１７/Ⅲa）
６６６７（I１４/Ⅲa）１６５

７２７

○○◎ヨコ条痕/ミガキヨコ条痕後ナデ/組織痕２５-４

４７１０（F１６/Ⅲa）
４７４１（F１５/Ⅲa）
６８１０（I１４/Ⅲa）
２５２３３（F１５/Ⅳ）

１６６

○○◎ミガキ組織痕黒７.５YR２/１にぶい褐７.５YR５/４２５-４２２８９６（G１５/Ⅲa）１６７
○○◎ミガキ組織痕黒７.５YR２/２にぶい褐７.５YR５/５２５-５２３０２９（G１５/Ⅲa）１６８
△△○丁寧なナデ組織痕黄褐１０YR５/６暗オリーブ褐２.５Y３/３２５-４２３２４１（G１６/Ⅲa）１６９

△△○丁寧なナデ組織痕黄褐１０YR５/６暗オリーブ褐２.５Y３/３２５-４２２９４８（G１６/Ⅲa）
２２９５１（G１６/Ⅲa）１７０

◎◎○ナデ組織痕暗灰黄２.５Y４/２にぶい黄橙１０YR６/４２５-４１７８４５（F１７/Ⅲa）１７１
◎◎○ナデ組織痕明黄褐１０YR７/６にぶい褐７.５YR５/４２５-４２４７３９（H１７/Ⅲa）１７２
◎◎○ナデ組織痕暗灰黄２.５Y４/２にぶい黄橙１０YR６/３２５-４２７９１４（G１７/Ⅲa）１７３

○○ミガキ組織痕暗灰黄２.５Y４/２橙７.５YR７/６２５-４２２４５３（H１５/Ⅲa）
２２８９１（G１５/Ⅲa）１７４

△○ミガキ組織痕にぶい黄褐１０YR４/３にぶい褐７.５YR６/４２５-４３２６２７（G１７/Ⅲa）
３３６８４（G１７/Ⅲa）１７５

△○○丁寧なナデ組織痕にぶい黄２.５Y５/４オリーブ黒５Y２/２２５-４２３０２１（G１６/Ⅲa）
２３１４６（G１６/Ⅲa）１７６

△○○丁寧なナデ組織痕にぶい黄橙１０YR６/４にぶい褐７.５YR５/４２５-４９３２９９（C１５/Ⅲa）１７７
△○○丁寧なナデ組織痕にぶい黄橙１０YR６/４にぶい褐７.５YR５/３２５-４９５３７７（C１５/Ⅲa）１７８
△○○丁寧なナデ組織痕にぶい黄褐１０YR５/３にぶい褐７.５YR５/４２５-４２２４５６（H１５/Ⅲa）１７９

○△○丁寧なナデ組織痕２５-４２３５９５（H１７/Ⅲa）
２８４２１（G１７/Ⅲa）１８０

７２８

○○○丁寧なナデ組織痕にぶい黄橙１０YR６/３にぶい褐７.５YR５/３２５-４９５３８５（C１５/Ⅲa）１８１
○△○丁寧なナデ組織痕にぶい黄橙１０YR７/４にぶい橙７.５YR６/４２５-４９３７９６（C１５/Ⅲa）１８２

○△○ミガキ組織痕褐灰１０YR４/１橙７.５YR６/６２５-４３６０（F１５/Ⅲa）
４５４３（F１５/Ⅲa）１８３

○○◎ナデ組織痕にぶい黄橙１０YR６/４にぶい褐７.５YR５/４２５-４１６３８６（I１２/Ⅲa）
８１９５（H１２/Ⅲa）１８４

○○ミガキ組織痕２５-４

６０４１２（G１１/Ⅲa）
６０４３２（G１１/Ⅲa）
６２３９８（G１１/Ⅲa）
６６４３４（G１１/Ⅲb）

１８５

◎○ナデナデにぶい褐７.５YR５/４にぶい褐７.５YR５/４２５-４２２５３５（I１５/Ⅲa）１８６

△△△△○ミガキミガキ黒褐２.５Y３/１灰５Y４/１２５-５６８９２（H１３/Ⅲa）
７１９０（H１３/Ⅲa）１８７

７２９
△△○ミガキミガキ黄灰２.５Y４/１黄灰２.５Y４/１２５-５１１９６０（H１３/Ⅲa）１８８
△△△ミガキミガキ黒褐２.５Y２/１黒褐１０YR３/２２５-５１７９２４（F１７/Ⅲa）１８９

△△△ミガキマメツ不明黄灰２.５Y４/１黄灰２.５Y５/１２５-５１２００６（I１３/Ⅲa）１９０
△△△○ミガキミガキにぶい黄橙１０YR６/３にぶい黄橙１０YR７/４２５-５１６４３８（I１３/Ⅲa）１９１

△△○○マメツ不明マメツ不明灰黄２.５Y６/２灰黄２.５Y６/２２５-５９３４５２（C１５/Ⅲa）１９２
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第１５５表　縄文晩期土器観察表（７）
備　考

胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分
類取上No（区/層）No挿

図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面
赤色顔料△○マメツ不明ミガキ灰黄２.５Y６/２暗灰黄２.５Y５/２２５-５７０３７（I１４/Ⅲa）１９３

７２９

△△△ミガキミガキ褐灰１０YR４/１褐灰１０YR４/１２５-５８６（F１６/Ⅲa）１９４
△○○ミガキミガキにぶい褐７.５YR５/４にぶい褐７.５YR５/４２５-５３４０（F１５/Ⅲa）１９５

赤色顔料△マメツ不明マメツ不明暗灰黄２.５Y５/２暗灰黄２.５Y５/２２５-５２０６３５（H１３/Ⅲa）１９６
△○○ミガキミガキ黒褐１０YR３/１にぶい橙７.５YR６/４２５-５４９７９（F１５/Ⅲa）１９７

赤色顔料△△ミガキミガキ黒褐２.５Y３/１黒褐２.５Y３/１２５-５１７０４２（I１３/Ⅲa）１９８
△△○○ミガキミガキにぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄橙１０YR７/４２５-５２８０６５（G１７/Ⅲa）１９９

△△○ミガキミガキ黒褐２.５Y３/１黄灰２.５Y４/１２５-５４３７１（G１６/Ⅲa）
４３９４（F１６/Ⅲa）２００

△△○○マメツ不明マメツ不明褐灰１０YR６/１灰黄褐１０YR６/２２５-５土坑３埋土２０１
△△△○ミガキミガキ黒２.５Y２/１暗灰黄２.５Y４/２２５-５２３１７０（G１６/Ⅲa）２０２

△△○ミガキミガキ暗灰黄２.５Y４/２暗灰黄２.５Y４/２２５-５２３４２６（G１６/Ⅲa）２０３
赤色顔料△△○◎ミガキミガキ暗灰黄２.５Y５/２黒N２/２５-５１９０８８（H１５/Ⅲa）２０４

△△○ミガキミガキにぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄橙１０YR６/４２５-５２４０８９（H１７/Ⅲa）２０５
△△○ミガキミガキ灰黄２.５Y６/２黄灰２.５Y５/１２５-５２３８８０（G１６/Ⅲa）２０６

△○○ミガキミガキ黒褐２.５Y３/１黒褐２.５Y３/１２５-５２２４８５（H１４/Ⅲa）
２２４８６（H１４/Ⅲa）２０７

○○ミガキミガキにぶい黄橙１０YR７/４にぶい黄橙１０YR７/４２５-５２９２００（G１７/Ⅲa）２０８
△△△△ミガキミガキ黒褐２.５Y３/１黄灰２.５Y４/１２５-５６７３１（I１４/Ⅲa）２０９

△△△ミガキミガキ黄灰２.５Y５/１黒褐２.５Y３/１２５-５１８５４１（F１７/Ⅲa）２１０

７２９

△△○ミガキミガキ淡黄２.５Y８/４黒２.５Y２/１２５-５１８７８４（H１５/Ⅲa）
２２４７４（H１５/Ⅲa）２１１

△△○◎マメツ不明マメツ不明にぶい黄２.５Y６/４にぶい黄橙１０YR６/３２５-５土坑３埋土２１２
△△○丁寧なナデ丁寧なナデにぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄橙１０YR７/４２５-５９２５５４（B１５/Ⅱ）２１３

赤色顔料○△△○ミガキミガキ黒１０YR２/１褐灰１０YR４/１２５-５９７６４２（C１５/Ⅲa）２１４

△△△ミガキミガキ黒２.５Y２/１暗灰黄２.５Y５/２２５-５１６２６２（H１３/Ⅲa）
２０４７４（G１３/Ⅲa）２１５

○△○ミガキミガキ黄灰２.５Y４/１黄灰２.５Y４/１２５-５７０４７（I１４/Ⅲa）２１６
赤色顔料△△ミガキミガキ灰５Y４/１暗灰黄２.５Y５/２２５-５７０７９（I１４/Ⅲa）２１７

△△○○ナデミガキにぶい黄２.５Y６/３にぶい黄橙１０YR７/４２５-５６５０９（I１３/Ⅲa）２１８
△△○○ミガキミガキ黒褐２.５Y３/１黄灰２.５Y４/１２５-５３０９２３（G１７/Ⅲa）２１９
△△△△ミガキミガキ黒２.５Y２/１黒褐２.５Y３/１２５-５２３２７０（G１６/Ⅲa）２２０

△△○○ミガキミガキ２５-５９３４５１（C１５/Ⅲa）
９３７８１（C１５/Ⅲa）２２１

７３０

△△△△ミガキミガキ黒２.５Y２/１暗灰黄２.５Y５/２２５-５一括（BC１７１８/Ⅰ）２２２

△○△○ミガキミガキ２５-５

２６３２９（G１７/Ⅲa）
２７９４８（G１７/Ⅲa）
２７９４９（G１７/Ⅲa）
２９３８３（G１７/Ⅲa）
３０２６１（G１７/Ⅲa）

２２３

△○○ミガキミガキ褐灰１０YR４/１黄灰２.５Y４/１２５-５２３８３３（H１７/Ⅲa）
３３４１９（G１７/Ⅲa）２２４

△○△○ミガキミガキ黄灰２.５Y４/１黄褐２.５Y５/３２５-５一括（G１６/Ⅰ）２２５
△△○○ナデナデにぶい黄橙１０YR６/４明黄褐１０YR７/６２５-５６８５９（I１４/Ⅲa）２２６

赤色顔料△○ミガキミガキ黒７.５Y２/１灰７.５Y４/１２５-５９２６３５（C１８/Ⅲa）２２７
赤色顔料△△ミガキミガキ灰５Y５/１灰黄２.５Y６/２２５-５７３４９（H１３/Ⅲa）２２８

○○○○丁寧なナデ丁寧なナデ浅黄２.５Y７/３にぶい黄橙１０YR７/３２５-５１７７４（D１４/Ⅲa）２２９
赤色顔料△△○ミガキミガキ暗灰黄２.５Y５/２浅黄２.５Y７/４２５-５６６５２（I１４/Ⅲa）２３０

△○○○ナデナデにぶい黄褐１０YR５/４にぶい黄橙１０YR６/４２５-５土坑３埋土２３１

赤色顔料△○ミガキミガキ暗灰黄２.５Y５/２浅黄２.５Y７/４２５-５２５１６２（H１７/Ⅲa）
２５８９７（H１７/Ⅲa）２３２

△△○◎ミガキミガキ暗灰黄２.５Y４/２黒褐２.５Y３/１２５-５土坑３埋土２３３
△△○△ミガキミガキにぶい黄２.５Y６/３オリーブ黒５Y３/１２５-５１９０５１（H１６/Ⅲa）２３４

赤色顔料△△△ミガキミガキ灰７.５Y４/１オリーブ黒７.５YR３/１２５-５４６５６１（H７/Ⅲa）２３５
△△△ミガキミガキオリーブ黒５Y３/１オリーブ黒５Y３/１２５-５５１６８（E１５/Ⅲa）２３６

赤色顔料△○○ミガキミガキ２５-５土坑１埋土２３７
○△○○ヨコナデミガキ暗灰黄２.５Y５/２黄灰２.５Y６/１２５-５１６３９９（I１２/Ⅲa）２３８

赤色顔料○△ミガキミガキ/ナデ黒褐２.５Y３/１浅黄橙１０YR８/４２５-５７７７７７（F６/Ⅳ）２３９

赤色顔料○△○○ミガキミガキ黄灰２.５Y４/１にぶい黄橙１０YR７/３２５-５９３５０１（C１５/Ⅲa）
９４２６１（C１５/Ⅲa）２４０

７３１

△△○○ミガキミガキにぶい黄橙１０YR６/３にぶい黄橙１０YR６/４２５-５１６５１３（I１３/Ⅲa）
２２９２８（G１５/Ⅲa）２４１

赤色顔料△△ミガキミガキ黄灰２.５Y４/１黄灰２.５Y４/１２５-５２４３５９（H１７/Ⅲa）
２４４９８（H１７/Ⅲa）２４２

赤色顔料△△○ミガキ/ヨコナデミガキ/ナデ灰５Y４/１オリーブ黒５Y３/１２５-５９３６８８（C１５/Ⅲa）２４３

○○○○ミガキミガキ/ナデ黒褐２.５Y３/１黒褐２.５Y３/１２５-５

１９３８７（I１２/Ⅲa）
２０８４５（H１５/Ⅲa）
６４４０（I１３/Ⅲa）
７４５７（I１３/Ⅲa）

２４４

赤色顔料○△○○丁寧なナデミガキ/ナデにぶい黄２.５Y６/３にぶい黄橙１０YR６/４２５-５４８８（D１８/Ⅳ上）２４５

△○◎ヨコナデヨコ条痕後ナデ明黄褐２.５Y６/６黄褐２.５Y５/３２６

１１３３３０（C６/Ⅲa）
１１３３４４（C５/Ⅲa）
１１４０５５（C５/Ⅲa）
１１４８４４（C５/Ⅲa）
１１４８４５（C５/Ⅲa）
１１５０５６（C５/Ⅲa）
１１６３１７（C５/Ⅲa）
１１７４６１（C５/Ⅲa）
１１８５４１（C５/Ⅲa）

２４６

７３２

△○◎ヨコナデヨコ条痕後ナデにぶい黄橙１０YR６/４褐灰１０YR５/１２６１１５０６７（C５/Ⅲa）２４７

△○◎ヨコナデヨコ条痕後ナデにぶい黄褐１０YR５/４暗灰黄２.５Y４/２２６
１１７４５７（C５/Ⅲa）
１１７４６５（C５/Ⅲa）
１１８５３６（C５/Ⅲa）

２４８

△○◎ヨコナデヨコ条痕後ナデ黄褐１０YR６/６にぶい黄褐１０YR５/３２６１１４８４７（C５/Ⅲa）
１１６３１８（C５/Ⅲa）２４９

△○◎ヨコナデヨコ条痕後ナデにぶい黄橙１０YR６/３）にぶい黄橙１０YR６/４２６

１１１９７２（C５/Ⅲa）
１１３３９６（C５/Ⅲa）
１１４８４９（C５/Ⅲa）
１１５０６０（C５/Ⅲa）
１１５０６６（C５/Ⅲa）
１１５０７１（C５/Ⅲa）
１１６３１９（C５/Ⅲa）

２５０

△○◎ヨコナデヨコナデ明黄褐１０YR６/６にぶい黄橙１０YR６/４２６１１３３１９（C６/Ⅲa）２５１
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　２）その他の土器と土製品

③その他

　ここでは時期比定が困難であった土器（27類土器）や土製加工品などを扱う。

27類土器（第734図　１～10）

　時期比定の困難な土器を一括したものである。

　１は口縁部が外反して，胴部でやや膨らむ器形を呈するもので，地文の貝殻条痕のみが認められ

る。口縁端部は鋸歯状をなす。２の外面は針で描いたような極細の沈線で施文される。３は内面に

貝殻条痕が明瞭に残る。４は外面に２本の沈線を横位に施すもので，口縁端部は鋸歯状をなす。

５はやや肥厚する口縁端部に貝殻刺突文を施す。６は沈線文を斜位に施す。７は刻みのある突帯を

貼付する。８は２列の刺突連点文の後に，条線状の沈線文を施す。９の外面は針で描いたような極

細の沈線が施され，内面は丁寧なナデ調整を行う。10は平底となる底部である。

円盤状土製加工品（第736図　１～23）

　土器片を円形状に加工したものである。側面を面取りしたものや周縁部を打ち欠いただけのもの

があるが，後者のほうが多い。胴部片を利用したもの多く，また断面形状が平坦な部分を用いたも

のが多いが，弧状になるものも認められる。93点確認して，23点図示した。なお，側面の面取りや

丁寧な打ち欠きによってきれいな円形を呈するものだけでなく，打ち欠きが粗く不定形であって

も，円形状に見えるものは円盤状土製加工品として捉えた。

　全て，胎土や色調，焼成の具合などから縄文晩期の土器片を加工したものと考えられる。また，

出土層位はほとんどⅢａ層であり，平面分布は前期土器が集中的に出土した平成７年度調査区（Ｃ

～Ｅ－４～６区）よりも晩期土器の出土が多い平成５・６年度調査区（11～18区）に分布しており，
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第７３４図　型式不明土器
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第７３６図　土製品
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これらのことも円盤状土製加工品が晩期に位置づけられる証左となるであろう。

焼成粘土塊（第736図　24～28）

　12点確認し，５点図示した。24・26・27は大きさのわりには軽く，また焼成が悪いためか，力を加

えれば容易に壊れそうである。25は重量感があり，そして中央に凹みがあって，凹石を模倣した感

もある。28は他のものと胎土が異なり，また器面がナデられている。 
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第１５６表　型式不明土器観察表

備　考
胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分

類取上No（区/層）No挿
図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

△△◎ヨコ貝殻条痕後ナデヨコ貝殻条痕後ナデにぶい橙７.５YR６/４橙７.５YR７/６２７１０４０８７（C１３/Ⅲa）１

７３４

△△丁寧なナデ丁寧なナデにぶい黄橙１０YR６/４灰黄褐１０YR５/２２７１０４４８０（C１３/Ⅲa）２

△△貝殻条痕ヨコ貝殻条痕後ナデ明赤褐６YR６/４明赤褐５YR５/６２７９５４５７（B１５/Ⅲa）３

△○マメツ不明ナデにぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄橙１０YR６/４２７１２９６６２（E５/Ⅲa）４

△○ナデナデ褐灰７.５YR４/１にぶい黄橙７.５YR７/４２７一括（-/-）５

△○○ナデナデ暗灰黄２.５Y５/２橙７.５YR６/６２７１８１４３（F２０/Ⅳ）６

△○○○ナデナデにぶい黄橙１０YR５/４にぶい黄橙１０YR５/４２７１２１７３０（C４/Ⅲa）７

△○○ナデナデにぶい黄橙１０YR５/３にぶい黄橙１０YR５/３２７１１３０２７（C５/Ⅲa）８

○○△丁寧なナデナデにぶい黄橙１０YR６/３にぶい黄橙１０YR６/４２７２０１４０（I１６/Ⅲa）９

ナデナデ浅黄２.５Y７/４にぶい橙７.５YR６/４２７９７０６０（C１５/Ⅴ）
９９７３４（C１５/Ⅴ）１０

第１５７表　円盤状土製加工品器観察表

備　考重量（g）短径（㎝）長径（㎝）
胎　　　　　土色　　　　　調

分　　類取上No（区/層）No挿
図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面

３.２３.３灰黄褐１０YR５/２にぶい黄橙１０YR６/４円盤状土製加工品８０（F１６/Ⅲa）１

７３６

３.２３.５にぶい黄橙１０YR５/４にぶい褐７.５YR５/４円盤状土製加工品１６９５２（I１３/Ⅲa）２

２.９２.９にぶい黄橙１０YR６/４オリーブ黒７.５YR３/２円盤状土製加工品１７８５９（F１８/Ⅲa）３

３.９４.０にぶい黄褐１０YR５/３褐７.５YR４/３円盤状土製加工品６６６０（I１４/Ⅲa）４

３.６３.６にぶい黄褐１０YR５/３黒褐１０YR３/１円盤状土製加工品３０９７２（G１７/Ⅲa）５

４.２４.４橙７.５YR６/６黄褐１０YR５/６円盤状土製加工品２２５５９（B１５/Ⅲa）６

４.１４.５オリーブ褐２.５Y４/４黒褐２.５Y３/１円盤状土製加工品３２６７６（G１７/Ⅲa）７

（　）（３.２）４.０褐灰１０YR４/１にぶい橙７.５YR６/４円盤状土製加工品４４３１０（H７/Ⅲa）８

２.６３.３褐１０YR４/４明黄褐１０YR６/６円盤状土製加工品２８４４７（G１７/Ⅲa）９

３.５３.７灰黄褐１０YR５/２にぶい黄橙１０YR６/４円盤状土製加工品１８８５２（I１５/Ⅲa）１０

（　）（３.９）５.４明黄褐１０YR７/６明黄褐１０YR７/６円盤状土製加工品４００１（F１５/Ⅲa）１１

（　）（３.０）４.７にぶい黄褐１０YR５/３灰黄褐１０YR４/２円盤状土製加工品９３７９４（C１５/Ⅲa）１２

（　）（４.１）６.４黒褐１０YR３/１にぶい黄橙１０YR７/４円盤状土製加工品１８９１２（I１５/Ⅲa）１３

（　）（３.３）（５.０）黄褐２.５Y５/３黄褐２.５Y５/３円盤状土製加工品２６３４１（G１７/Ⅲa）１４

（　）（３.４）（４.４）にぶい黄橙１０YR６/３にぶい黄橙１０YR７/４円盤状土製加工品１００３６９（C１３/Ⅲa）１５

（　）（４.８）（５.０）明黄褐１０YR６/６明赤褐５YR５/６円盤状土製加工品２０２１４（I１２/Ⅲa）１６

（　）（４.２）（４.７）にぶい黄橙１０YR７/４褐灰１０YR４/１円盤状土製加工品２２９５８（G１６/Ⅲa）１７

（　）４.９（４.９）灰黄褐１０YR５/２にぶい黄橙１０YR６/４円盤状土製加工品３３７（F１５/Ⅲa）１８

（　）（４.４）（５.１）にぶい黄橙１０YR６/４明黄褐１０YR５/４円盤状土製加工品１９５１８（H１２/Ⅲa）１９

（　）（２.１）４.０灰黄褐１０YR４/２にぶい黄橙１０YR４/２円盤状土製加工品７０７８（I１４/Ⅲa）２０

（　）（４.１）（４.２）円盤状土製加工品７１８７（H１３/Ⅲa）２１

（　）（３.３）（３.７）灰黄２.５Y６/２にぶい黄橙１０YR６/４円盤状土製加工品１２０５５３（C４/Ⅲa）２２

（　）（２.１）（３.８）橙７.５YR６/６灰黄褐１０YR４/２円盤状土製加工品１９９１７（I１３/Ⅲa）２３

５.６６.３◎△○○－橙７.５YR６/６焼成粘土塊１１２８８１（C４/Ⅲa）２４

４.８５.１○○△◎◎－にぶい黄橙１０YR７/４焼成粘土塊１１８００９（D５/Ⅲa）２５

４.４７.８○△○△－浅黄２.５Y６/３焼成粘土塊６８４４（H１３/Ⅲa）２６

５.６５.７○△○○－褐灰色１０YR４/１焼成粘土塊４６６２８（I１１/Ⅲa）２７

３.５４.３○○○○－明赤褐２.５YR５/６焼成粘土塊１１３７４０（C４/Ⅲa）２８



　３）縄文時代晩期の出土石器

　石鏃等の狩猟具，打製石斧等の土掘具，石錐・磨製石斧等の加工具，磨石・石皿等の製粉具など

多種の石器が出土しており特に製粉具が多い。この時期の他の遺跡に比べ打製石斧は少なく，逆に

石匙・スクレイパー・礫器が多い。石材も多様で，西北九州産のものも多い。

石鏃（第７３８図２９４～７３９図３６０）

　総計２５０点の打製石鏃と，１点の磨製石鏃が出土しており，そのうち６７点を図化した。図化にあた

り各形態のものをその割合で，また異なる破損状況のものも含めて全体の状況が一般化する図とし

て配慮してある。これは，以下の各器種についても同様である。

　２９４は剥片の片面にのみ整形加工を施したものである。２９５～３０８は小型三角形で基部をわずかに

くぼますものである。３０９～３２０は比較的中型サイズであり，二等辺三角形から三角形状を呈し，基

部はわずかに凹ますか平坦にしたものである。３２１は幅に対して長さが長い形態で，３２２はさらに長

身のものである。３２３や３２４は基部と先端の軸が左右対象でないものであり，３２５～３２９は破損品であ

る。３３０～３３２はかなり小型ながら基部の抉りが薄いもので，３３３～３４７は中型の形態で二等辺三角形

状を呈して抉りが比較的深いものである。３４８は脚部を鋸歯状にしたもの，３４９・３５０はＵ字形に基

部が深いものである。３５１や３５２は両脚部と体部の境をノッチ状にして着柄のヒモの存在が推定され

るものである。また３５３～３５５は先端が丸味をもち広がらないものである。
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第７３７図　縄文時代晩期遺構出土石器
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　３５６～３６０は剥片素材をそのまま利用し，二次加工が周縁部のみのものである。３５９は未製品の可

能性もあり，３６０は基部が丸みをもち，尖頭器に近いものである。

　このように出土した石鏃の形態や大きさは多種多様である。破損したものは，わずかに先端部を

欠損したものや，わずかに脚部を欠損したものが多く，遺跡内で新しい石鏃を柄に付けかえた時に

捨てられたものと判断できる。

石槍（第７４０図３６１～３６２）

　３６１・３６２・３７１は比較的大型だけでなく，厚みや重量もあり，基部のつくりが石鏃とは異なるこ

とから石槍と推定される。

磨製石鏃（第７４０図３６３）

　先端と基部の片方の一部が欠けているが，基部が直となり，二等辺三角形を呈するものである。

頁岩を用いて，表裏面とも側縁近くに稜をもっている。

石錐（第７４０図３６４～３７０）

　だ円形をしたもの，逆三角形をしたもの，棒状を呈するものなど８点が出土している。３６４はだ円

形状を呈しており，周辺を細かく加工しているが，錐部はにぶい。３６５は小型であるが，縦長剥片の

側辺をこまかく加工している。３６６・３６７は逆三角形を呈したもので，３６７はていねいに調整してい

るが，特に先端近くはていねいである。３６８はつまみの部分を欠いているが，棒状にこまかく調整し

たものである。３６９～３７０は縦長，あるいは横長の剥片の周辺を加工したものである。３７１は大剥離

面を広く残し，周辺のみを加工した長二等辺三角形のものである。石材はサヌカイト・玉髄・黒曜

石などを用いている。

石匙　（第７４０図３７２～７４１図３８８）

　横長のものと，縦長のものがあわせて１７点出土している。

　横長のものにも，つまみが中央部にあるもの，片方に寄っているもの，つまみがほとんどないも

のなどがある。３７２・３７３はつまみが中央にあり，刃は外反する分厚いものである。３７４はつまみが

ほぼ中央にあり，半月形をした外弯刃である。３７５は刃が直となり，加工は周辺のみだがていねいで

ある。３７６の刃部は幅が狭く，直になっている。３７７は刃部を一部欠いているが短い。３７８・３７９はつ

まみが端に寄っているもので，外弯刃のものと，直に近いものとがある。３８０は直刃のものだが，背

が丸みをおびた矩形となるもので，大剥離面を残し，周辺をこまかく加工している。３８１は外弯刃

で，つまみの小さいものである。３８２は縦に長い半円形の刃部に小さなつまみがつく。３８３は直刃の

ものだが，つまみがはっきりしない。

　縦長のものは大剥離面を残し，周辺のみを加工したものが多い。抉り部分も軽く加工している。

３８４は刃部を欠いているが，斜方向になるものである。３８５の片面には自然面が広く残っている。

３８６・３８７は斜めにとがっている。３８８も周辺のみを加工し，抉りは浅い。

　石材は玉髄・黒曜石・頁岩・チャート・サヌカイトなど多くの種類を用いている。

スクレイパー（第７４１図３８９～７４３図４０５）

　横長のもの・縦長のもの・円形のものなど多種ある。

　３８９は水平な辺を両面から加工したものである。３９０・３９１は円形をしたラウンドスクレイパーで，

３９０は分厚く，周辺を加工している。３９１は先端のみを加工している。３９２～３９６は縦長剥片を加工し
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たもので，長側片を加工したサイドスクレイパー様のものと，短側辺を加工したエンドスクレイ

パー様のものとがある。３９３は側辺部を加工し，短側辺のくぼみ部分には使用痕がある。３９６は先端

部にこまかい剥離があり，自然面も広く残している。３９７は側面に自然面を残し，逆の辺にこまかい

剥離が加えられている。３９９は外弯する刃部の両側と，片側面に両側にこまかい剥離が加えられて

いる。４００は長側辺にＶ字状の剥離が両側から加えられている。４０１は縦長剥片の二側辺に片側から

こまかい剥離が加えられる。４０２も周辺にこまかい剥離がみられる。４０３は直となった長側辺に両面

から調整が加えられ，４０４もひとつの短側辺に剥離がみられる。４０５はだ円状の剥片に調整が加えら

れる。

　石材は頁岩・黒曜石・玉髄・サヌカイト・オパール・チャートなどが用いられている。

楔形石器（第７４３図４０６～４１１）

　上下両端に使用痕のある石器で，正方形をしたものと，長方形のものとがある。４０６・４０７は隅丸

の方形をしており，上下の二辺に打ち欠き痕がみられる。４０８は一側辺に両側から打ち欠かれた痕

跡がある。４０９は上が欠けているが，下の尖った部分の両面に打ち欠いた痕跡がある。４１０は片面に

自然面の残る分厚い剥片で，一辺に打ち欠き痕がある。４１１はだ円状を呈しているが，とがった両短

側辺に使用痕がみられる。

　石材は安山岩・黒曜石・玉髄がある。

異形石器（第７４３図４１２～４１３）

　４１２と４１３は両面から加工して棒状となる石錐様のものだが，先端がにぶい。ともにサヌカイトを

用いている。

研磨痕のある石器（第７４３図４１４～４１５）

　薄く剥がれた頁岩の片面と側面を研磨した石器である。

二次加工のある剥片（第７４４図４１６～４２８）

　黒曜石・チャート・サヌカイト・玉髄・頁岩などの剥片の側辺などに加工をしたもので，４１６～

４１８や４２７などのように，自然面を広く残したものがある。４１６は半円形をした剥片の一短側辺に加

工してスクレイパー状としている。４１７も短側辺に加工している。４１９は長方形をした剥片の側辺を

加工している。４２１が逆三角形をした剥片の先端を加工している。４２２も縦長剥片のとがった部分の

片方を加工している。４２４～４２７・４３１は一部に加工痕がみられる。

使用痕のある剥片（第７４４図４２９～７４５図４３９）

　黒曜石・鉄石英・チャート・サヌカイト・蛋白石などの剥片の鋭い辺を使用したものがあり，刃

こぼれがみられる。

石核（第７４５図４４０～７４７図４５５）

　黒曜石・安山岩・玉髄の石核がある。４４０～４４５・４５３・４５４のように表皮を広く残しているものも

多い。直径２㎝大のものから人頭大に近いものまである。４４０～４４２などは片方から連続して叩いて

いる。４４９は一次剥離後，割れ口を打点として連続的に打ち欠いている。４５１も同じような剥ぎ方を

している。４５３は石材が玉髄のため，打点が多方向に分かれている。４５４はサヌカイトの大きな原材

を割ったあと，割れ口から大きく剥片を打ち欠いている。縦剥ぎとなる。４５５もサヌカイトで，周辺

から縦剥ぎ状に打ち欠いている。
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第７３８図　縄文時代晩期の出土石器（１）
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第７３９図　縄文時代晩期の出土石器（２）
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第７４０図　縄文時代晩期の出土石器（３）
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第７４１図　縄文時代晩期の出土石器（４）
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第７４２図　縄文時代晩期の出土石器（５）
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第７４３図　縄文時代晩期の出土石器（６）
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第７４４図　縄文時代晩期の出土石器（７）
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第７４５図　縄文時代晩期の出土石器（８）
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磨製石斧（第７４８図４５６～４６２）

　安山岩・頁岩・砂岩製のものが８点ある。４５６はバチ形をし，側辺もていねいに磨いている。４５８

は周辺を打ち欠いて形を整え，刃部をていねいに磨いている。４５９も周辺を打ち欠いて形を整え，刃

部のみを磨いている。４６０は刃部が狭いもので，両面・側緑ともていねいに磨いている。４６１も打ち

欠きにより形を整えてからていねいに磨いたものだが，刃部は使用により欠けている。４６２は小型

である。４５７は刃部のみ，４６３は頭部のみの破片である。

打製石斧（第７４８図４６３～４６８）

　頁岩製のものが５点ある。４６４はラケット形，４６６はえぐりの浅い分銅形のものである。他は長方

形をした小型のものであるが，刃部や頭部が欠けている。使用によりだいぶ短くなっている。いず

れも周辺のみを打ち欠いている。

円盤状石器（第７４８図４６９）

　粘板岩の分厚い剥片の周辺を打ち欠いて，円盤状にこしらえたスクレイパー様石器である。

横刃形石器（第７４８図４７０）

　粘板岩の縦長剥片の周辺をこまかく調整して半月形とし，刃部は直となるスクレイパー様の石器

である。
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第７４6図　縄文時代晩期の出土石器（９）
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礫器（第７４９図４７１～７５１図４８５）

　円礫の一辺，あるいは二辺・三辺を片面からのみ打ち欠いて刃部を作った石器である。４７１・４７２

は長側辺の二辺を打ち欠いたもので，刃部は片面のみ打ち欠いている。４７３は長側片の一辺片側だ

けを打欠いている。４７４は三辺を片面から打ち欠いている。４７５はだ円形をした円礫の短径部を片方

から打ち欠いて刃部としている。４７６は三辺を周縁から打ち欠いているが，特に二辺は広く打ち欠

いている。４７７・４７８は一辺のみである。４７９～４８５は片面主体ではあるが両面から打ち欠いているも

のである。４８０・４８２・４８４の片面はほぼ周辺から打ち欠き，４８０・４８３の片面は自然面を残していな

い。４８５は一短側辺のみを集中的に打ち欠いている。

砥石（第７５１図４８６～４９０）

　安山岩・頁岩・砂岩製のものが７点あるが，小破片が多い。一面のみのものと，二面・三面を使

用したものがある。４９０は四面を使用した筋砥石である。
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第７４７図　縄文時代晩期の出土石器（１０）
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磨石・敲石（第７５２図４９２～７５５図５２９）

　多くの磨石・敲石類があり，これらの中には凹み石として使用されたものもある。石材は安山岩

を多く使用し，他に砂岩・頁岩・石英がある。

　４９２～４９５は扁平なだ円礫を用いたもので，磨石として両面と側面など，ほぼ全体を用いている。

部分的には敲石としても使用しており，４９３などはこわれている。４９６・４９７はやや分厚いものだが，

これも多面を磨石・敲石として使用している。４９８～５１９は球状あるいは角柱状などを用いた分厚い

ものである。使用痕跡が少ないものもあり，側面使用の明瞭でないものも含まれている。４９８・４９９

は表裏面を用いて，４９８の側面は顕著ではない。５００～５１３は片面のみを使用したものであるが，５００

～５０３のように側面を用いたものもある。５１４は二面と側面に使用痕がみられる。５１５～５１７も一面の

みの使用である。５１９は多面体の礫であるが，多くの面を磨石・敲石として用いている。５２０～５２９は

小型のもので，これも片面利用のものと，両面利用のものとがある。球状のもの・扁平なものの両

者がある。５３０は敲打により角がつぶれている。

凹み石（第７５６図５３０～５３５）

　５３１～５３５は凹み石としての使用が顕著なもので，５３２・５３４のように一面のみのものと，５３１・

５３３・５３５のように二面以上使用したものとがある。５３５は数か所に凹みがある。

敲石（第７５７図５３６～５４７）

　５３６～５４３・５４６・５４７は敲石としてのみ使用されている。安山岩が多く，頁岩・砂岩も使用してい

る。だ円形・球形状のものを用いている。

　５３６は両端を用いている。５３７は半分が欠けているが，先端部を使用している。５３８・５３９は片方の

端を使用している。５４０・５４１・５４３は両端を広く使用している。５４４は三角錐状になった円礫の細い

方を用いている。５４２は両端と側緑部を使用している。５４６は棒状の円礫を用いており，両端が使わ

れている。５７４は小型の円礫で，上下の両端が欠けている。

石皿（第７５８図５４８～７６１図５６８）

　一辺が４０㎝を越えるものから２０㎝足らずのものまで大小さまざまなものが２１点ある。いずれも一

面のみを用いており，平坦なものが多い。５４８は４３㎝×３２㎝ 大の大きな舟形をした礫を使用してお

り，平坦面の中央部分に擦痕がみられる。５５６・５６４は浅くくぼんでいる。

大型砥石（第７６２図５６９）

　平坦な表面と側面（図のスクリーントーン部）に光沢をもつ使用面が認められる。
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第１５８表　縄文時代晩期石器組成表
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第７４８図　縄文時代晩期の出土石器（１１）
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第７４９図　縄文時代晩期の出土石器（１２）
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第７５０図　縄文時代晩期の出土石器（１３）
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第７５１図　縄文時代晩期の出土石器（１４）
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第７５２図　縄文時代晩期の出土石器（１５）
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500

第７５３図　縄文時代晩期の出土石器（１６）
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第７５４図　縄文時代晩期の出土石器（１７）
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第７５５図　縄文時代晩期の出土石器（１８）
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第７５６図　縄文時代晩期の出土石器（１９）
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第７５７図　縄文時代晩期の出土石器（２０）
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第７５８図　縄文時代晩期の出土石器（２１）
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第７５９図　縄文時代晩期の出土石器（２２）
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第７６０図　縄文時代晩期の出土石器（２３）
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第７６１図　縄文時代晩期の出土石器（２４）
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第７６2図　縄文時代晩期の出土石器（２５）
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第１５９表　縄文晩期石器一覧表（１）
備　　考取上番号重（ｇ）厚（㎝）幅（㎝）長（㎝）層区器　種石　　材番号挿図番号

晩期土坑３・２６０.５３０.２５１.４０１.８０石鏃頁岩２９０

７３７
晩期土坑３・１０１５０.００３.１０５.９０８.１０磨製石斧砂岩２９１
晩期集石１－２８８６０.００７.００９.１０９.９０磨石・敲石安山岩２９２
後晩期６号４９２４０.００４.１０６.５０９.８５磨石・石安山岩２９３
２７２９２０.２９０.２５０.９１.３５３aG-１７石鏃OB姫島２９４

７３８

３１４２７０.３５０.３１.２１.１３aG-７石鏃たんぱく石２９５
９５３９８０.３３０.２５１.３１.５５３C-１５石鏃安山岩・サヌカイト２９６
９８０５５０.３２０.３１.３１.３３C-１５石鏃安山岩・サヌカイト２９７
１９０６１０.２２０.３１０.９３aI-１５石鏃たんぱく石２９８
９７１７６０.６８０.４１.１１.５３C-１４石鏃ギョクズイ２９９
７２３７０.６２０.３１.４１.７３aI-１３石鏃OB針尾３００
９７９１７０.５１０.２５１.４１.４５３C-１５石鏃安山岩・サヌカイト３０１
９７１８８０.５９０.４５１.１５１.７３C-１４石鏃OB針尾３０２
２１５６０.３９０.３１.４１.５３E-１４石鏃OB針尾３０３
７０２８１０.３５０.３１.０５１.５５３F-６石鏃安山岩３０４
９１９６２０.５３０.３５１.４１.３３B-１７石鏃安山岩・サヌカイト３０５
２３０４０.３５０.３１.３１.５３D-１３石鏃OB上牛鼻３０６
９５７８７０.２７０.２５１１.４３aC-１４石鏃安山岩・サヌカイト３０７
２３６８８０.４６０.３１.４１.５５３aH-１７石鏃安山岩・サヌカイト３０８
２００１６１.１５０.５１.５１.９３aI-１３石鏃ギョクズイ３０９
１７０４８０.７１０.３１.６２３aI-１３石鏃安山岩・サヌカイト３１０
９７９８８１.０９０.５１.５２３B-１５石鏃チャート３１１
７３０８０.８９０.３１.４２.３３aH-１３石鏃安山岩・サヌカイト３１２
１８６４２０.８５０.３１.３５２.２３aI-１５石鏃たんぱく石３１３
９４２５３０.６８０.３１.６５１.７５３C-１５石鏃安山岩３１４
１９３９７０.７１０.２５１.７１.９３aH-１２石鏃安山岩・サヌカイト３１５
２２４３８０.７１０.３１.３５１.９３aH-１５石鏃安山岩・サヌカイト３１６
３０９５１０.７１０.３１.８１.４３aG-１７石鏃OB針尾３１７
７３０７１.２６０.３１.９２.４３aH-１３石鏃安山岩３１８
１１８８４１.３５０.４１.９２.２３aI-１３石鏃安山岩３１９
２４２７５１.９４０.４１.９２.９５３aH-１７石鏃OB腰岳３２０
１０８９２１２.２５０.６１.５２.６３トレンチ石鏃安山岩・サヌカイト３２１
２８５０８１.７０.５１.３３.４３aG-１７石鏃OB針尾３２２
１８８３００.６５０.２５１.４１.９３aI-１５石鏃安山岩・サヌカイト３２３

未製品９８１２４３.４３０.７１.６５２.３３B-１３石鏃たんぱく石３２４
２４７５０.８９０.５５１.５５２.０５３F-１１石鏃ギョクズイ３２５
９７３３１０.５７０.４５１.２１.２３C-１４石鏃OB針尾３２６
３３０７８０.３９０.３１.５１.３３aG-１７石鏃安山岩・サヌカイト３２７
２１７３０.７４０.４５１.５５１.２５３E-１４石鏃OB腰岳３２８
２２３２１.２８０.６１２.２３D-１４石鏃OB腰岳３２９
２９１３８０.１８０.２０.９１.１３aG-１７石鏃OB針尾３３０

７３９
２６３４５０.２１０.２１１.１３aG-１７石鏃OB針尾３３１
９７２７７０.３１０.２５１.１１.４３B-１４石鏃OB針尾３３２
３３１３１０.５２０.３１.２１.９３aG-１７石鏃OB針尾３３３
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第１６０表　縄文晩期石器一覧表（２）
備　　考取上番号重（ｇ）厚（㎝）幅（㎝）長（㎝）層区器　種石　　材番号挿図番号

４８４４０.２９０.３１.０５１.５５３F-１５石鏃OB上牛鼻３３４

７３９

２５４５０.２７０.３０.８１.６５３E-１４石鏃頁岩３３５

２９２９００.７０.３５１.５２.２３aG-１９石鏃安山岩・サヌカイト３３６

１７３１６０.３９０.２５１.２２.１３aD-１４石鏃安山岩・サヌカイト３３７

１７８８３０.８４０.３５１.４２.２３aF-１８石鏃OB針尾３３８

２７２３４０.８７０.５１.３１.７３aI-１９石鏃たんぱく石３３９

７１４５２０.７２０.３１.７２.１３F-６石鏃OB針尾３４０

２０８５２０.４４０.２５１.４１.７３aH-１５石鏃OB針尾３４１

３２１１０.３５０.３０.７５１.９３aD-１４石鏃OB腰岳３４２

２０８１１０.４３０.３０.９１.９３aI-１３石鏃OB針尾３４３

９８２５８０.６１０.３５１.３５１.７３C-１２石鏃OB針尾３４４

２５３１０.４５０.３１.４５１.２３E-１４石鏃OB針尾３４５

７６６０.３４０.３１.１１.６５３aE-１４石鏃OB針尾３４６

５１５９０.６０.３０.９２３aD-１５石鏃鉄石英３４７

２３２３３１.０８０.３５２.１２.９３aG-１６石鏃OB針尾３４８

１８０８３０.９２０.３１.５５２.５３aF-１９石鏃チャート３４９

９６８１０２.６０.４５１.８３.７３aC-１４石鏃OB針尾３５０

２７３５６.６４１.１２.９３.７３D-１４石鏃たんぱく石３５１

９２７１０１.２６１.４１.７２.１３aC-１７石鏃OB腰岳３５２

７０３０００.７８０.３１.６１.９３F-６石鏃OB腰岳３５３

１７０２０.５８４.５１.１１.７３E-１３石鏃OB針尾３５４

７０４５０１.０５０.３１.１２.８３G-６石鏃OB上牛鼻３５５

４４３３４１.７３０.４２.４２.１３aH-８石鏃OB針尾３５６

６７０６１.８４０.６２.４２.８３aG-１３石鏃鉄石英３５７

２２９６７１.６９０.３１.８２.４３aG-１６石鏃粘板岩３５８

２５０６４.２０.８２.２２.９３E-１１石鏃ギョクズイ３５９

１００２８０３.１７０.８１.８２.８３B-１３石鏃たんぱく石３６０

６７３９７.７６１２.４３.２３aG-１３石鏃ギョクズイ３６１

７４０

未製品３３５６４１０.１６１.１２.９３.７３aG-１７石鏃安山岩・サヌカイト３６２

１００３８２１０.２５２１.８３aC-１５磨製石鏃頁岩３６３

２６５１９０.８５０.４５０.８５２.１３aG-１７石錐安山岩・サヌカイト３６４

２４２２５０.１３０.２０.５１３aH-１７石錐ギョクズイ３６５

２３５９８１.１８０.３１.３２.４３aH-１７石錐ギョクズイ３６６

７０２３７２.５９０.８１.５２.９３aE-６石錐安山岩・サヌカイト３６７

２８５６０１.２１５６３.３３aG-１７石錐安山岩・サヌカイト３６８

１８６８４３.４６０.７１.２４.３３aI-１５石錐ギョクズイ３６９

５６３２.４８０.６１.７４.１３aF-１４石錐OB針尾３７０

注記なし７０２８３５.１８０.４５１.７４.９３F-６石槍安山岩３７１

４１４３３.０２０.４３.６２.２５３E-１５石匙ギョクズイ３７２

１０４４３０６.７０.８４.４３３C-１３石匙OB針尾３７３

１５９９６.５２０.７５.０５２.９３E-１４石匙OB針尾３７４

４６６７９４.３６０.５５４.３４.３３aH-１１石匙頁岩３７５

１００４５６３.３７０.６５３.６２.２５３aC-１２石匙チャート３７６

２４５７３.７８０.８２.９２.５３E-１１.１２,F-１１.１２石匙OB針尾３７７

１４８２４.０５０.５５３.４２.４３F-１１石匙ギョクズイ３７８

２３２４２.７４０.５３.６２.０５３E-１３石匙ギョクズイ３７９

１０３９２５１１.４０.５６.９３.２５３aC-１３石匙安山岩・サヌカイト３８０

７４１

２９３２０２０.２３１.１７.５３.８３aG-１９石匙安山岩・サヌカイト３８１

２１５２４.１１０.６３.２２.９３E-１４石匙OB針尾３８２

１８０００１２.５３１.１５５.１３３aG-１３石匙ギョクズイ３８３

２０２０５１０.２１０.８３.６５２.９３aI-１２石匙チャート３８４

９８６３３１００.９３.２５３.６３C-１１石匙OB腰岳３８５

３７１８５.９４０.５５３３.４３D-１４石匙頁岩３８６

１６８４６.８１０.６３.２５３.９３E-１４石匙ギョクズイ３８７

４５４４５２４.７８１.１５４.４５.４３aH-８石匙OB三船３８８

４９１６１５.５７０.６４５.１３F-１５スクレイパー頁岩３８９

注記なし４６４５４.５１.１２.２２.１３D-１１スクレイパーOB針尾３９０

７４２

６０３３３４.８６０.７２.５５２.７３G-１１スクレイパーギョクズイ３９１

注記なし４８１６８９.３５１２.５５３.４３aI-７スクレイパーOB三船３９２

７７５１１０.２３０.９２.８４.５３aG-１３スクレイパーギョクズイ３９３

２４９３７７.８７０.７３.５３.４３aI-１５スクレイパー安山岩・サヌカイト３９４

注記なし９８４１５５.８８０.９２.３３.９３B-１３スクレイパーギョクズイ３９５

４７５５４１２.５４０.８２５.０５３aH-１１スクレイパーOB針尾３９６

注記なし９８８７４１２.４１１.３５２.７３.７３C-１２スクレイパーOB上牛鼻３９７

２２９５６２.７４０.６１.７２.１３aG-１６スクレイパー安山岩・サヌカイト３９８

注記なし４４３１６１.３７０.３５３.２２３aH-７スクレイパーオパール３９９

７２５３４４.１７１.６６.４５.７３aI-１３スクレイパー安山岩・サヌカイト４００

注記なし２４７３８３１.１５１.６４.５４.５３aH-１７スクレイパーチャート４０１

注記なし１７９４６２０.１９１.１５３.２５.４３aF-１８スクレイパー安山岩４０２

注記なし７０４２９３７.６６１.３７.９３.９３G-６スクレイパー安山岩４０３

７４３

注記なし３６１８９.５３０.９５３.６５２.８３F-１４スクレイパー頁岩４０４

１７８６７６１.９５１.５５.４６.８３aF-１８スクレイパー頁岩４０５

２２９６９９.６４１３.１２.９５３aG-１６楔形石器安山岩・サヌカイト４０６

２３８７２３.５５０.６２.６５２.４３aG-１６楔形石器ギョクズイ４０７

３２５１１.７９１.２２.５５２.７５３F-１４楔形石器安山岩・サヌカイト４０８

４８２４２４.２１１１.６２.８３aH-１１楔形石器OB腰岳４０９

８８２２５３.６６０.８５１.６２.４５３B-１９楔形石器OB三船４１０

２５１５３３.６３１１.４２.２３aH-１７楔形石器ギョクズイ４１１

注記なし２３６０８１.１７０.５０.８２.３３aH-１７異形石器安山岩・サヌカイト４１２
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第１６１表　縄文晩期石器一覧表（３）
備　　考取上番号重（ｇ）厚（㎝）幅（㎝）長（㎝）層区器　種石　　材番号挿図番号

注記なし１９０２５０.４２０.３０.６１.９３aI-１６異形石器安山岩・サヌカイト４１３

注記なし９８５５１１.１９０.３５０.８３.１３C-１２研磨器頁岩４１４

６１８.０１０.６５１.８６.２３F-１４削痕のある剥片頁岩４１５

９６８６４１.７１０.７１.４１.８３aC-１４二次加工剥片OB桑ノ木津留４１６

７４４

９６８４５３.１２０.８２.１２.１３aC-１４二次加工剥片OB針尾４１７

４２４０６.６３１.１１.４１.７３E-１４二次加工剥片OB上牛鼻４１８

２９２０９３.５５０.６５１.３３.４３aG-１８二次加工剥片安山岩・サヌカイト４１９

９１９３５１.６５０.６１.６１.７３C-１８スクレイパーチャート４２０

７７８１４.０２１２.３２.４３aG-１４二次加工剥片OB針尾４２１

２６３２０１.０７０.２１.５２.４３aG-１７二次加工剥片安山岩・サヌカイト４２２

２２７１２６.１３０.８２.３３.２３aI-１５使用痕剥片OB上牛鼻４２３

９１９０４５.６２０.９２.１４.２３C-１８二次加工剥片チャート４２４

１６３５５０.８０.３１.３２.３３aI-１３二次加工剥片安山岩・サヌカイト４２５

５０１０１.７８０.６１.７２.６３F-１５二次加工剥片頁岩４２６

１７２５８４.６８０.９１.９２.５３aE-１４二次加工剥片ギョクズイ４２７

１６３０１.３９０.３５１.４２.２３E-１４使用痕剥片OB上牛鼻４２８

１９０３３７.３２０.６３.５３.１３aI-１６使用痕剥片鉄石英４２９

２３４１５６.３５０.９２.６２.９３aG-１５使用痕剥片OB針尾４３０

９３７８９２.３３０.５２.４１.９３C-１５二次加工剥片安山岩・サヌカイト４３１

６２４５２１３.０５１.１３３.９３aG-１１使用痕剥片チャート４３２

１７０４３９.４８１.２５３.７３.１３aI-１３使用痕剥片OB針尾４３３

２６６３８３.１４０.６３.３１.８３aG-１７使用痕剥片安山岩・サヌカイト４３４

２６６０８２.１３０.４５２.４１.９３aG-１７使用痕剥片安山岩・サヌカイト４３５

４５０２５.０９０.８２.２２.７３F-１６使用痕剥片安山岩・サヌカイト４３６

２３８７５２.５５０.５２.３２.１３aG-１６使用痕剥片安山岩・サヌカイト４３７

７４５

１９４８９５.９５０.６５２.８３.２３aH-１３使用痕剥片たんぱく石４３８

６４５６２６.７５０.６３.３２.７３aG-１０使用痕剥片チャート４３９

注記なし１００３９１７.９２.３５２.５１.３３C-１５石核OB腰岳４４０

注記なし４７３８１０.０６１.７５３.０５１.７５３F-１５石核OB上牛鼻４４１

注記なし２３４９８６.２２.２３.２１.１３aG-１５石核OB針尾４４２

注記なし１８０６３５.３５２.１５２.８５１.３３aE-１８石核OB腰岳４４３

注記なし９８５７８１８.２６３.１３.９２.１３C-１１石核OB上牛鼻４４４

注記なし１６４２４５２３.９５４.５３E-１４石核OB針尾４４５

注記なし２３８４１１０.０１２.７３.６５１.４３aH-１７石核OB腰岳４４６

４６５８２１１.４２３.１２.５５１.４３aI-７石核OB上牛鼻４４７

注記なし９３２９８４.５２.２２.３５１.１３aC-１５石核OB桑ノ木４４８

注記なし９３７９３１０.５１.８２.５５２.４３C-１５石核OB上牛鼻４４９

注記なし１２０４２３２.１６３.７３.１２.９３aH-１４石核OB三船４５０

９５４０５８０３.９５.４３.１３C-１５石核安山岩４５１

７４６ １０４０７５１５５５.９５.８５.３３aC-１３石核OB針尾４５２

注記なし３３４７７２００６６.７５.２５３aG-１７石核ギョクズイ４５３

２０１７８１４１０６.５１５.２１０.８３aG-１２石核安山岩４５４
７４７

４６６４１１０９０８.４１１.１８.４３aH-１１石核安山岩４５５

１９８７０５７５４.３５.９１６.１３aI-１３磨製石斧安山岩４５６

７４８

３８７０２５.１７１.８３.７３.８３F-１４磨製石斧頁岩４５７

２２０２６３.４２１.７４.３７.８３E-１４磨製石斧頁岩４５８

９１９７５８７.３８１.１５５.６７.９３B-１８打製石斧頁岩４５９

３０９７０６５.１１.５３.３９.７３aG-１８磨製石斧頁岩４６０

１７５６１３８０３.３６.２６.９３aG-１２磨製石斧砂岩４６１

６８３６３４.２３１.３３.９６.９３aG-１３磨製石斧頁岩４６２

９３４９５１０４.７１２４.７７.３３aC-１５打製石斧頁岩４６３

７１８６８１.３２１.８５.６１０.７３aH-１３打製石斧頁岩４６４

２４６０９５８.７３１.５４.４６.５３aH-１７打製石斧頁岩４６５

９８４３１２８４.７７２.１８.６１２３C-１３打製石斧頁岩４６６

７２３４３７.１３０.９４.５７.１３aI-１３打製石斧頁岩４６７

２３８４３５４.３４１.１６.５６.７３aH-１７打製石斧頁岩４６８

注記なし７５７７５３７.７１.１５.３４.７３aF-６円盤状石器粘板岩４６９

注記なし１６２５３３.４１０.８７.５４.３３aE-１４横刃形石器粘板岩４７０

５０７３２７０２.３９.７８.５３E-１２礫器安山岩４７１

７４９

２９２９８３３０３.１１０.４７.９３aG-１９礫器砂岩４７２

２４９１９４６０４.１１０.５７.２３aI-１６礫器安山岩４７３

１９１７６３１０３８.８８.２３aI-１２礫器安山岩４７４

７０５４１５０１.９７.４８.５３aI-１４礫器安山岩４７５

４６６２４５００３.５５１０.４５１１.１３aH-８礫器安山岩４７６

２０１３３７８０４.１１１.５１０.４３aI-１６礫器安山岩４７７

９４２４８８００５.５５１１.３５１０.３５３C-１５礫器砂岩４７８

３２１４５２０３.１１３.９１１.９３aD-１４礫器安山岩４７９

７５０
２５０１２５６０３.７１１.５９.９５３aH-１７礫器安山岩４８０

１００１８９１,２６０５.６１６.１１０.１３C-１０礫器安山岩４８１

１７９５８１,２６５５.５１４.６１２.６３aE-１８礫器安山岩４８２

１９５１２１,２５０４.７１３.３１４.６３aH-１２礫器安山岩４８３

３６４６９２０５.５１１.７５１１.４３F-１４礫器安山岩４８４

７５１

６６４６５１,９００７.８１２.９１６.８３bG-１１礫器安山岩４８５

２６３８１３９０５.２９.４５.９３aG-１７砥石安山岩４８６

４６５４７４０.６２１.３３.７６.６３aH-７砥石頁岩４８７

１３４０８４.５２２.１４.２８.２３aE-１２砥石砂岩４８８

２４１１１７７.５４３.３５.７５.２３F-１２砥石安山岩４８９

３１９９２５０５５.４７.７３D-１４砥石安山岩４９０

４９２９４００７.３８.３７.３３F-１５砥石砂岩４９１
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第１６２表　縄文晩期石器一覧表（４）
備　　考取上番号重（ｇ）厚（㎝）幅（㎝）長（㎝）層区器　種石　　材番号挿図番号

接合（E-１４Ⅲa-１１３２）２９１０７ ７９０.００ ４.１５ １０.２０ １１.５０ ３aG-７磨石・敲石安山岩４９２

７５２

接合（６７７５・１８６７２）６４６２ ５４０.００ ４.１０ ９.００ １２.４０ ３a磨石・敲石砂岩４９３

４５８０６２０４.４８.５１０.７３E-１５磨石・敲石安山岩４９４

９２６８５１３５０５.４１１.２１４.２３aB-１７磨石・敲石安山岩４９５

２４２７１５００７.８９.９１３.１３F-１２磨石・敲石安山岩４９６

２２４１９６０５.４１０.１１１.７３E-１４磨石・敲石安山岩４９７

９７５８９６２０６.７８８.６３C-１４磨石・敲石安山岩４９８

５２１１２９３.９４.９６７３F-１５磨石・敲石安山岩４９９

４９９９６６０５.６１０.９８.２３aF-１５磨石・敲石安山岩５００

７５３

１９５７６９５０６.４１０.９９.３３aH-１２磨石・敲石安山岩５０１

１７３７９１８６０９.６１０.２１４.７３aG-１２磨石・敲石安山岩５０２

２０５０６１３５０６.４９.１１６.６３G-１４磨石・敲石安山岩５０３

３８２１１０００６.４１３.２９.４３D-１１磨石・敲石安山岩５０４

２０６８５７２０６.３１１.４８.７３aH-１３磨石・敲石安山岩５０５

１７９８２７７０５.８９.２９.５３aG-１２磨石・敲石安山岩５０６

１００３２９６７０６.２９.２８.６３B-１２磨石・敲石安山岩５０７

７５４

１９５３３５１０４.３９.５８.５３aH-１３磨石・敲石安山岩５０８

１３１４１１９０６.３１２.７１０.６３aE-１２磨石・敲石安山岩５０９

７４８９７０４.１１３.６１４.６３E-１４磨石・敲石安山岩５１０

９８９１５１８３０２１２.９１６.５３C-１２磨石・敲石安山岩５１１

２３７８３８３５１０.３１９.９１２.７３F-１１磨石・敲石安山岩５１２

１２０７４１７７０７.３１１.５１３.８３aI-１４磨石・敲石安山岩５１３

９７３９４１１１０６.８１２９.１３B-１５磨石・敲石安山岩５１４

３２１２５３０５.７７.７１０３aD-１４磨石・敲石安山岩５１５

７５５

９８５８９３００４.３６.４７.２３C-１１磨石・敲石安山岩５１６

６８２７０４１０２.８８.４９.６３I-６磨石・敲石安山岩５１７

２７９４６４７５４８.２８.６３aG-１７磨石・敲石安山岩５１８

９８４６４１０４０７.９８.３１０.８３C-１３磨石・敲石安山岩５１９

４５３５８１９０４６６.１３aI-８磨石・敲石安山岩５２０

２１９４１６０３.８４.６６.６３E-１４磨石・敲石安山岩５２１

９８３６２１３１.６３.５４.４５.８３C-１１磨石・敲石安山岩５２２

９５６１３０２.５５.９６.８３aE-１４磨石・敲石安山岩５２３

２３９１２１２７.７４５.４５.６３aG-１６磨石・敲石安山岩５２４

１７８４４１４０４.３４.２５.１３aF-１７磨石・敲石安山岩５２５

４６５１６８４.９３.３４４.４３bH-９磨石・敲石安山岩５２６

１８８３２２９.２１.７３.２３.５３aI-１５磨石・敲石石英５２７

１６３０３２１.５１.１３.４３.７３aH-１３磨石・敲石砂岩５２８

９３４３０２２.２１.２３.３３.８３C-１５磨石・敲石砂岩５２９

９８５０７８３０３.４１２.６１４.８３B-１２磨石・敲石安山岩５３０

７５６

４４３１４３３０４.３５８.６５７.７５３a凹石安山岩５３１

２３８３１５１０４.４８.１１０.１３aH-１７磨石・敲石安山岩５３２

４７１８１６６０７.５８１２.４３a凹石安山岩５３３

１５７２１４４０４.６１０.２２１.１３aF-１１磨石・敲石安山岩５３４

４１１１４０７０１０.７１４.５１８.６３凹石安山岩５３５

９８６５２３０.６１２.３２.７３.４３B-１３敲石安山岩５３６

７５７

１０４４１４３６.３２２.８３.２３３C-１３敲石砂岩５３７

６０４２２７１.０５４.２３.１５５３aG-１１敲石頁岩５３８

９８９８２１３０.１２３.５４.３７.１３C-１１敲石安山岩５３９

２３５６７８１.５７３.３３.９５.７３aH-１７敲石安山岩５４０

２３０３５１７３.４６３.９５６.８３aG-１５敲石安山岩５４１

１９７００１２７.６８４.１５.６５.３３aI-１５敲石砂岩５４２

カードなし１６５２５１８８.０３４５.１６.５３aI-１３敲石安山岩５４３

１８０２３２１５.９３.４５.２８.１３aF-１８磨石・敲石安山岩５４４

９６８９７３０４.２５.４６.４７.４３F-１４磨石・敲石安山岩５４５

２２４１８９４.５６２.９３.４７.１３aH-１５敲石安山岩５４６

４８９２１９.９６１.１３.４３３G-１５敲石安山岩５４７

９５２９１１５３２.２４３.３５石皿安山岩５４８

７５８
５０７５２４.５３３.８３E-１２石皿安山岩５４９

７０８００１２.８２９４０３石皿安山岩５５０

１７３７６８.９２９２３.４３aG-１２石皿安山岩５５１

１２９０５２７.０５２８３C-７石皿安山岩５５２

７０６８９１１.７５３７.２１３６.９４３F-６石皿安山岩５５３

７５９
接合（２４７１６）４０２１１１.７５３７.２１３５.０２３石皿安山岩５５４

１９５９８１４.９３３.５３１.９３a石皿安山岩５５５

１７９３６.６２３.１３０.４石皿安山岩５５６

１２５６３５５７

９２６４８６.６１８.４２７.１４C-１８石皿安山岩５５８

７６０
９１９７７７.９２０.２２２.５４C-１８石皿安山岩５５９

１００３１９１０.７２４.５２４.５４C-１２石皿安山岩５６０

接合（４８１３９）４６０７０９.８１９.５２３.６３aI-８石皿安山岩５６１

１８４９８１０.２１５.４２６４D-１９石皿安山岩５６２

９８９４３ ３５５５.００ ５.１５ １９.２０ ２１.１０ 石皿安山岩５６３

７６１

１８０５８ ３０９０.００ ７.３０ １８.５０ １８.９０ 石皿安山岩５６４

２２５１３ １２２０.００ ５.５５ （１１.８５）（１４.９５）石皿安山岩５６５

６８５５ ７４５.００ （４.２０）（１２.５０）（８.９５）石皿安山岩５６６

２６３０６ １３５５.００ ５.４０ １１.４５ １２.８０ 石皿安山岩５６７

１８００８ １３４０.００ ３.５０ １４.５０ １６.４０ 砥石安山岩５６８

接合（I-１３-７２４９）１１９９１１１３.３５１８.６５２８.６３a５６９７６２
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第６節 縄文時代の小結

１．仁田尾遺跡の縄文土器について

　１類土器は貝殻条痕に貝殻条線文や貝殻連点文などを重ねる二重施文を行うことから，前平式土

器または志風頭式土器（上杉２０００）に比定される。胴部内面は縦位のケズリ調整を行うことが基本

とされているが，１に関しては横位のケズリ調整が行われており注意したい。

　２類土器は貝殻条痕に貝殻刺突文を重なる二重施文を行っており，加栗山式土器に比定される。

　３類土器は胴部に貝殻押引文を施すことから，吉田式土器に比定される。

　４類土器は胴部に綾杉状の貝殻条痕文を施す特徴から，石坂式土器に比定される。

　５類土器は貝殻条線文を施す特徴から，桑ノ丸式土器に比定される。

　６類土器は押型文土器である。４６は条痕状の文様が横位に施されるもので，山形が不明瞭になっ

た押型文の可能性が考えられる。

　７類土器は押型文や撚糸文・沈線文などを施文し，胴部で屈曲する特徴から手向山式土器に比定

される。手向山式は横手浩二郎氏により細分・編年されている（横手１９９８）。それによれば，外面

に撚糸文を施す４７・４９・５０は１式に相当し，外面に沈線文や突帯文を施し，押型文が地文化してい

る５２・５３は３式に相当する。

　８類土器は網目撚糸文を施すものの区画のための沈線文が認められないことから，塞ノ神Ａ式a

類土器（河口１９７２），新東晃一氏の栫ノ原式土器（新東１９８８）に比定される。

　９類土器は「く」字状口縁を呈し，外面に貝殻刺突文や貝殻押引文，貝殻条痕文を施し，そして

沈線文による区画をもたないことから，塞ノ神Ｂ式ｄ類（河口１９７２），新東氏の三代寺式土器（新

東１９８８）に比定される。

　１０類土器はロッキング手法による貝殻条線文を施し，微隆起の短突帯を貼付することから，苦浜

式土器に比定される。

　ここで注意したいのが，９類土器とした短突帯を貼付する土器（６８・６９・７１）である。この３者

については，胎土中に風化礫を多く含むという特徴が他の９類土器に類似し，苦浜式とした１０類土

器とは異なる印象を持ったため，９類土器に含めた。高橋信武氏は短突帯を貼付するものを塞ノ神

Ⅳ式として，塞ノ神式の最終段階に位置づけている（高橋１９９７）。また，新東氏は貝殻文系塞ノ神

式土器（三代寺式）に短突帯（コブ状突起）を貼付する例があることを指摘している（新東１９９８・

２００４）。しかしながら，短突帯（コブ状突起）を貼付することは苦浜式の型式概念に含まれる（堂

込１９９４）。よって，６８・６９・７１については苦浜式に比定できる可能性を述べておきたい。また，

ロッキング手法による貝殻条線文を用いていることから判断すると，６５～６７も苦浜式に比定できる

ことも加えておきたい。

　１１類土器は条痕文を基本とするもので，轟Ａ式土器（�畑２００２）に比定される。このうち，胴部

以下に綾杉状の条痕を施す７７～８２は轟Ａ式古段階に相当する。

　１２類土器は板状工具によるナデによって描出された微隆起線文をもつことから，右京西式土器

（�畑２００２），轟１式土器（高橋１９８９）に比定される。

　１３類土器は従来の型式に当てはまらないものである。出土層位等から早期末に位置づけられると

考えた。ところで，�畑光博氏が轟Ａ式新段階とした資料の中には曲線的モチーフをもつ条痕文が
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存在する（�畑２００２）。もし条痕文が沈線文に変化したものと捉えるならば，轟Ａ式新段階に相当す

ると考えられなくもない。しかし轟Ａ式新段階の器面調整は条痕であり，一方１３類土器はナデ調整

であることから問題が残る。いずれにせよ類例がないため，今後の資料の増加を待ちたい。

　１４類土器も１３類土器同様，従来の型式に当てはまらないものである。出土層位から前期に位置づ

けた。細い粘土紐を貼付する手法による微隆起突帯を施し，口縁部上面観が隅丸の菱形（レモン形）

を呈することが大きな特徴である。

　高橋氏は粘土紐貼付手法による微隆起突帯をもつものを轟２式としているが（高橋１９８９），轟２式

は条痕調整を行うことから，違いがある。また，同じ手法による微隆起突帯文をもつものを�畑氏

は右京西式としている（�畑２００２）。右京西式は口縁端部外面に刻みをもち，内面調整はナデ調整が

多いという特徴をもつことを考えると，１４類土器が右京西式に相当する可能性も考えられなくもな

いが，胴部以下に施文されないという違いもある。

　時間的位置づけを考える上で底部形態が重要であると判断し，本遺跡出土の底部片全ての接合を

試みるなど注意して接合作業にあたったが，見つけることは出来なかった。また土器付着炭化物の

放射性年代測定を行ったものの，測定値が得られなかったことも残念であった。このような時間的

位置づけの問題のほか，隅丸の菱形（レモン形）を呈する口縁部上面観の系譜など，類例がないた

めに多くの問題を残すこととなった。今後の資料の増加を待ちたい。

　１５類土器は轟Ｂ式土器に比定される。このうち，１類はみみずばれ状突帯を貼付することからい

わゆる「単純形」轟Ｂ式に相当する。６のような突帯を斜位に貼付するものは注意したい。２類は

胴部で屈曲することからいわゆる「屈曲形」轟Ｂ式に相当する。南九州では「荘タイプ」とも呼ば

れている。３類は押引文を施すことから西川津式土器または西川津式系土器と呼ばれる土器に相当

する。このタイプは山陰地方の影響を受けたものと考えられている。

　これら三者の関係については，時間的位置づけや系譜など以前から議論されてきたが，最近特に

中国地方に分布する西川津式と轟Ｂ式との関係を中心に再び議論が活発化している（矢野２００２，高

橋２００４，�畑２００５・２００６）。矢野健一氏は中四国地方の西川津式を１～５式に細分している。また九

州地方において押引文を施すものも屈曲形轟Ｂ式と捉え，西川津３～５式に併行することを指摘し

ている。それによれば，１５－２類は西川津５式に併行するものであり，１５－３類は西川津４式に併

行するものである。高橋氏は屈曲形轟Ｂ式を山陰系の西川津式系土器と捉え，九州出土の西川津式

系土器の編年を行っている。それによれば，１５－２類の中で屈曲部に沈線文をもつものはⅡ式に，

１５－３類はⅠ式に相当する。

　１６類土器は曽畑式土器に比定される。曽畑式は複数の研究者によって細分・編年案が示されてい

るが，上屋久町一湊松山遺跡において層位的出土状況が中村愿氏による編年（中村１９８２）と合致し

ていることから（堂込１９９６），本遺跡の分類も中村編年に依拠した。

　口縁部に刺突連点文を施す１a類は曽畑Ⅰ式，口縁部に横位の沈線文・短沈線文を施す１b類は曽

畑Ⅱ式に，口縁部に四角組合文・三角組合文を施す１c類は曽畑Ⅲ式に相当する。また，突帯文を付

加する１d類は口縁部に横位の短沈線文を施すことから，曽畑Ⅱ式の範疇に含まれると考えられる。

曽畑式は編籠との関係が指摘されており（中村１９９３，東２００６），突帯を「Ⅹ」字状に貼付するモチー

フも籠を連想させるものである。壷形を呈する１e類は刺突連点文や短沈線文が認められることか
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ら，曽畑Ⅰ式またはⅡ式に含まれる。

　このように本遺跡の曽畑式はⅠ～Ⅲ式まで全て含むが，Ⅲ式に相当するものが若干少ない傾向が

ある。また，接合痕で割れているものが多く，そして小さく割れている印象が強く残った。これは

土器製作における粘土紐の幅が狭いこと（水ノ江１９８７）が起因となっていることも考えられる。な

お，平面分布を見ると前期土器が集中的に出土したC～E－４～６区は地形的に凹んだ箇所である。

このことから想像の域を超えないが，当時の人々が窪地に土器を廃棄したことも考えられよう。

　１７類土器は深浦式土器に比定される。深浦式は相美によって細分・編年が行われており（相美

２０００），それに従えば，主に貝殻連点文を施す１類は日木山段階に，突帯文を直線的に施す２類は石

峰段階に，突帯文を曲線的に施す３類は鞍谷段階に相当する。なお，鞍谷段階に相当する４３は放射

性年代測定から１４CBP＝４４００±２５の測定値が得られ，較正年代ではBC３０９０－２９２０年に含まれる可

能性が高いとされている（第Ⅸ章参照）。

　１８類土器は南さつま市上水流遺跡で良好な資料が認められたもので，外面に縦位の貝殻条痕をも

つ特徴をもとに最近相美が「上水流タイプ」と仮称している（相美２００６）。

　１９類土器は地文に縄文を施す特徴から，船元式土器に比定できる。このうち，撚りの粗い細めの

縄文を施し，口縁部内面にも縄文が施される８７・９０・９２は船元Ⅱ式に相当する。８４は節の整った縄

文であるが，キャリパー形口縁が消失していることから船元Ⅱ式に相当する。直行する口縁をもつ

８５と突帯を貼付し，突帯上に縄文を施す８６も船元Ⅱ式に相当すると考えられる。９１・９３は縄文では

なく条痕が施される。しかし，器形や円形刺突文の施文，口縁部内面段状肥厚部への施文などの地

文以外の特徴から判断すると，船元Ⅰ式に相当すると考えられる。

　ところで，深浦式と上水流タイプ，船元式の三者の関係については併行関係が考えられる（相美

２０００・２００６）。深浦式と上水流タイプが同時併行のセット関係と考えた理由の一つとして，縦位の貝

殻条痕が鞍谷段階にも認められることを挙げた。そして，本遺跡では縦位の条痕（貝殻条痕？）を

施す船元式が認められたことから，三者の併行関係をさらに補強するものと言える。また，三者の

年代関係を把握する目的で土器付着炭化物の放射性年代測定を試みたが，測定値が得られたものが

深浦式鞍谷段階の４３のみであったのは残念であった。しかし，４３については縄文中期前葉～中葉に

位置づけられることが指摘されている（第Ⅸ章参照）。

　２０類土器は脚台状を呈する底部であり，春日式土器の底部と考えられる。

　２１類土器は口縁部上端に肥厚部を設け，そこに凹線文を施すことから南福寺式土器に比定される。

　２２類土器は指宿式土器に比定される。いわゆる「指宿色」と呼ばれる赤味を帯びた色調のものは

認められない。

　２３類土器は市来式土器に比定される。このうち，断面三角形を呈する１２は古く，断面三角形が間

延びまたは「く」字状を呈する９～１１は新しいと考えられる。また，１０のように口唇部に平坦面を

もつものや，１１のように断面方形に近い形状を呈するものは北薩地域に多くみられることが指摘さ

れている（加藤２００３）。

　２４類土器は２１～２３類土器の底部と考えられるものと台付皿形土器の脚台である。台付皿形土器は

市来式期に豊富に認められることから（前迫１９９６），１８は市来式に伴うと考えられる。

　ところで，１６の底面にはオオタニワタリの葉の圧痕が認められる。一般にオオタニワタリの生育
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する環境は比較的湿度の高い川沿いや谷沿いで，照葉樹が生い茂った昼でも薄暗い森林の中であ

り，鹿児島市草野貝塚出土資料にオオタニワタリの葉の圧痕をもつ土器が認められていることか

ら，縄文後期前葉～中葉の鹿児島市周辺はうっそうと照葉樹林が生い茂った亜熱帯的景観であった

と推定されている（成尾１９９４）。このことから，本遺跡周辺も同様の環境であったことが考えられる。

　２５類土器は黒川式土器に比定される。このうち１類は深鉢，２類は粗製深鉢，３類は半粗半精土

器，４類は組織痕土器，５類は精製浅鉢である。

　深鉢に関しては口縁端部が肥厚するものが多く，器形も口縁部が内傾し胴部で屈曲するものが多

く認められ，器面はミガキ調整を行うものは認められないことから，黒川式中～新段階（堂込１９９７）

に相当する。精製浅鉢に関しては，入佐式にみられるような口縁端部が立ち上がるようなものはな

く，内外面に沈線を施すものがほとんどであること，口縁部が内湾気味に立ち上がり頸部や胴部で

屈曲して丸みをもつ平底を呈し，口縁・頸・胴・底部に沈線を施すものが存在することなどから，

黒川式中～新段階に相当する。この他，粗製浅鉢に平底を呈するものが認められることや半粗半精

土器や組織痕土器が存在することからも，黒川式中～新段階相当と捉えるべきであろう。

　２６類土器はいわゆる突帯文土器に比定される。南九州の突帯文土器については藤尾慎一郎氏が検

討を行っている（藤尾１９９３）。それによれば，口縁部の突帯が端部から下がった位置に貼付されてい

ることから突帯文編年Ⅰ期に相当する。また本資料は胎土中に石英を多く含んでいる。氏は胎土中

に石英や金色の雲母を含むことは玄界灘沿岸的な薩摩西部の特色としている。

　２７類土器は時期比定が困難であった資料を一括したものである。ただし，積極的な理由ではない

が型式比定できるものもあることから，以下述べていきたい。１は口縁端部が鋸歯状をなすことや

器壁の厚さ，器面の貝殻条痕の雰囲気から春日式の可能性もある。２は外面に針で描いたような極

細の沈線で施文されているが，類似した施文手法をもつ手向山式が同じ台地に位置する隠迫遺跡で

認められている（鹿埋セ２００６）。５は口縁端部に貝殻刺突文を施すことから石坂式の可能性もある。

８は沈線が条線状ではあるが，刺突連点文と組み合わせる特徴から曽畑式の可能性もある。

　円盤状土製加工品は土器片の雰囲気（胎土や色調，調整など）や平面分布から黒川式期に位置づ

けられる。円盤状土製加工品は南九州では特に縄文中期末～後期中葉に多く出土し，晩期などは極

端に数が少なくなることが指摘されている（前迫２０００）。本遺跡もこの指摘にあてはまるもので，調

査面積あたりの密度を考慮してもやはり出土点数が極めて少ないと言える。

２．施文過程からみた曽畑式土器（第７６７・７６８図）

　曽畑式は水ノ江和同氏により区画線による割付方法の省略化を観点に編年が行われている（水ノ

江１９８７・１９９０）。それによると，古い段階では「横位区画→空間充填」の施文パターン（第７６７図参

照）が忠実に行われるが，次第に割付を行うことなく様々な文様を直接施すパターンへと変化して

いくとしている。このように，曽畑式については文様割付・施文過程の視点が重要であると考え，

そして良好な完形復元品が認められたことから，実測や報告書文章作成時において特に施文過程に

注意を払った。以下，本遺跡出土の曽畑式について気づいたことを述べていきたい。

　曽畑Ⅰ式である２９・３３は「刺突文→沈線文」の順序となっている。つまり，「横位区画→空間充

填」の施文パターンが行われていると考えられる。また，２９は胴部に三角組合文が認められ，向
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かって右側が左側に重なっている。つまり，施文方向が反時計回り（口縁部上面から見て）である

ことが分かる。ところで丸底の土器を施文する場合，口縁部を下にしたほうが作業しやすいと思わ

れる。底面にまで施文される曽畑式はその可能性が高いであろう。つまり，実際の施文方向は時計

回りと考えられる。なお，網掛け部は両隣に重なっていることから最後に施文されたと考えられる。

　曽畑Ⅱ式である４８は口縁部に横位の沈線文を，その下位には三角組合文を施している。「横位区

画→空間充填」の施文パターンは行われていない。沈線の切り合いから底部から三角組合文を施し，

最後に横位の沈線文を施している。おそらく口縁部を下にして施文したと考えられる。三角組合文

は大きく４段に分けられる。底部から２・３段目は向かって左側が右側に重なっている。４段目は

向かって右側が左側に重なっている。また横位の沈線文は向かって左側が右側に重なっている。つ

まり，底部から三角組合文を施していく途中で施文方向が反時計回りから時計回り，再び反時計回

りへと変化したと考えられる。なお，網掛け部ａは左隣に重なり，網掛け部ｂは両隣に重なってい

ることから，最後に施文されたと考えられる。また，網掛け部ｃとその右下との間に「／」方向の

沈線が１本認められる。これは三角組合文の割付線の可能性が想定できる。

　ところで，６２・６３も三角組合文の施文後，横位の沈線文を施すものである。一方，同じ文様モ

チーフをもつ５２は横位の沈線文を施した後，三角組合文を施す。同様に５０も横位の沈線文を施した

後，鋸歯状の沈線文を施す。このように，同様のモチーフでありながら施文順序が異なっている。

そこで注意したいのが，「横位区画→空間充填」の施文パターンである。つまり，口縁部（または

胴部など）に横位の沈線文を施した後，三角組合文を充填したと考えられる。したがって，「横位

の沈線文→三角組合文」のほうが「三角組合文→横位の沈線文」よりも時間的に先行する可能性が

あろう。この背景には水ノ江氏が指摘するように，次第に文様だけを重視して正確な割付が行われ

なくなったため，または割付の方法と手順が継承されずに文様だけが継承されたためと考えられる

（水ノ江１９９４）。

曽畑Ⅲ式である７６・７７は外面全体に三角組合文を施している。沈線の切り合いから底部から口縁部

に向かって施文されている。おそらくこれらも口縁部を下にして施文したと考えられる。

　７６の三角組合文は大きく４段に分けられる。底部から２段目は向かって左側が右側に重なってい

る。底部から４段目は向かって右側が左側に重なっている。つまり，底部から三角組合文を施して

いく途中で施文方向が反時計回りから時計回りへと変化したと考えられる。なお，網掛け部a・bは

両隣に重なっていることから最後に施文されたと考えられる。ただし施文順序が不規則になる箇所

もあり，空間を充填するために後から沈線を加えた可能性もある。また，網掛け部ｃは３本の沈線

のみ「／」方向に施されている。これは三角組合文のモチーフに見た目で近づけるために加えた可

能性が考えられる。

　７７の三角組合文は大きく４段に分けられる。底部から２・３段目は向かって左側が右側に重なっ

ている。一方，４段目は向かって右側が左側に重なっている。つまり，底部から施文していく途中で

施文方向が反時計回りから時計回りへと変化したことが考えられる。また，網掛け部は両隣に重

なっており，また沈線が「－」方向となっている。この箇所は最後に施文する際，文様パターンに

従えば「＼」方向となるが，左隣と同じ向きになるために仕方なく「－」方向にした可能性がある。

この文様パターンは７６にも認められる（拓本図参照）。
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　　　　　　　　　　　　第７６７図　施文過程からみた曽畑式土器（１）　　　　　　　　※縮尺不同

曽畑式の文様割付と施文過程（水ノ江1990） 
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　　　　　　　　　　　　第７６８図　施文過程からみた曽畑式土器（２）　　　　　　　　※縮尺不同
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※図面中の矢印は沈線の切り合いを表す。 
　例）A→B 
　　（AがBを切る／AがBに重なる） 
※「　」内の矢印は土器を正面かつ見た時 
　の施文方向を表す。 



　以上，文様割付・施文過程の視点から本遺跡出土の曽畑式を概観し気づいたことを述べてきた。

なお，今回は口縁部を下にして施文したことを前提に論を進めており，施文の際の土器の在り方が

異なれば，施文方向も異なってくる。とは言え，同じ土器において施文方向が途中で変化した事実

に変わりはないと言える。土器製作時の文様区画や施文過程の研究は，土器製作過程を復元する上

で重要であるばかりではなく，土器製作者の心理状況や認知構造を探る上でも重要な研究テーマと

指摘されている（桜井１９９８）。本遺跡出土の曽畑式においても土器製作者の心理状況が窺われる資料

が認められた。今回は時間的余裕がなく，本遺跡出土の曽畑式を概観するだけで終わってしまい，

また不備な点や問題点も多く残った。今後，それらも含めて他遺跡出土の曽畑式，そして他型式に

も視野を広げて検討していきたい。

３．黒川式土器について

　上述したように本遺跡の黒川式は中～新段階に位置づけられる。そのなかでも，いわゆる無刻目

突帯を施す深鉢と底部などに沈線を巡らせる精製浅鉢の量が多いことから，新段階が主体となろ

う。また，これらの特徴から東和幸氏が呼称した「干河原段階」にも相当する（東２００２）。

　干河原段階については野間口勇氏が県内出土資料について概観している（野間口２００７）。その中

で，深鉢や精製浅鉢の口縁部装飾にリボン状突起とその左右にウロコ状突起を組み合わせるものが

存在することを指摘している。本遺跡出土資料にもそのような装飾をもつと想定できるものが認め

られる（１８５・２１５・２１９）。また，精製浅鉢の口縁部形態について平口縁よりも波状口縁が多いこと

を指摘しており，本遺跡の様相もその指摘に合致したものである。なお，この特徴的な器形につい

ては南九州以外の影響により発生した可能性も指摘している。

　口縁端部を肥厚させるいわゆる無刻目突帯は形態に幾つかヴァリエーションが認められる。坂口

隆氏は無刻目突帯の分類を行った上で九州内の黒川式を検討した結果，九州内において形態の地域

差が認められ，さらに南九州の中でも小地域差が想定できることを指摘している（坂口１９９６）。当該

期の資料が増加しつつある現在，坂口氏の指摘に沿った検討を行う必要があろう。

　なお，精製浅鉢のｇ類とした口縁端部が肥厚したもの（特に２２３・２２４）は無刻目突帯をもつ深鉢

の口縁部形態に類似しており，干河原段階に位置づけられる精製浅鉢であろう。また，干河原段階

の精製浅鉢には赤色顔料を塗布するものが多いことも指摘されており（黒川２００７），本遺跡の様相も

同様である。なお，本遺跡では深鉢に赤色顔料を塗布するものも認められており注意したい。

４．焼成粘土塊について

　焼成粘土塊は土器を製作する過程で派生する余剰な粘土が偶然または故意に熱を受けて焼成した

ものであることが一般的な認識と思われる（閏間２００２）。

　閏間俊明氏は山梨県韮崎市内の出土例の中に，同一時期の土器の胎土とは色調や含有鉱物粒子量

が異なり，緻密性が認められないものがあることから，混和材を混入する前に粘土をそのまま焼い

たまたは焼かれた可能性を考え，焼成粘土塊には土器製作に関連するものとそうでないものが存在

することを指摘している（閏間２００２）。

　また，四元誠氏は窯業に携わる経験から焼成粘土塊を粉砕して粘土の混和材に用いた，つまり
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「シャモット」として使用した可能性を考え，実験的考察を行った（四元２００７）。採取したままの

粘土を塊状にして焼成し，それを粉砕してシャモットにし，粘土に加えている。その結果，シャ

モットを加えた粘土は可塑性を失うことなく収縮率が抑えられ，亀裂などの変形も見られず，成形

が行いやすいとした。さらに，土器の混和材にシャモットを用いるならば，粒子の粗い砂粒などの

量を抑えることができ，南九州早期前葉の土器のような薄い器壁に成形したり，華麗・緻密な文様

表現を行なう際に効果的な手法であることを指摘している。つまり，閏間氏が土器製作に関連しな

い可能性を考えた，混和材を含まずに粘土をそのまま焼いたような焼成粘土塊も，土器製作に関連

したことが想定できるであろう。

　本遺跡出土の焼成粘土塊と捉えた資料には緻密性のないものも認められ，また大きさも手のひら

サイズであることから，これらは粘土をそのまま握り焼いた可能性が考えられる。また平面分布を

見ると，C・D－４～６区つまり縄文前期土器が集中的に出土した地域で認められる。つまり，本遺

跡出土の焼成粘土塊の多くは縄文前期，特に曽畑式期に属する可能性が高い。

　曽畑式は器面全体に沈線文で幾何学的な文様を描く土器である。もし，胎土中に粒子の粗い砂粒

や礫などが多く含まれているならば，施文しにくくなると思われる。従って，施文の邪魔になる粒

子の大きい砂粒や礫を減少させるために，粘土をそのまま焼成しシャモットとして用いたことが考

えられよう。実際，曽畑式の胎土に礫などの大きめの粒子はそれほど多くはない印象がある。つま

り，曽畑式からみても，四元氏の指摘は妥当なものと言えるのではないだろうか。今後，焼成粘土

塊と焼成粘土塊の属する時期の土器胎土との比較を理化学的に分析することも必要となろう。

５．土器小結

　以上，縄文土器等について述べてきた。本遺跡では中期後半～晩期前半にかけて出土量が少なく

または認められなくなるものの，早期から晩期にかけての各型式が認められることから，ほぼ継続

的にこの地が利用されてきたことが考えられる。そのなかでも，前期後半の曽畑式と晩期後葉の黒

川式新段階の資料が多く，本遺跡縄文時代の中心となる時期をなす。しかも，分布域が明瞭に分か

れていることは特徴的である。

　曽畑式に関しては，ほぼ全周接合できたことによって文様構成が把握できる土器が数個体認めら

れ，重要な資料となった。また突帯文を付加する資料はほとんど認められないものであり，その存

在は特筆すべきものである。黒川式に関しては「干河原段階」のほぼ単純な資料と考えられ，器種

組成などを考える上で貴重な資料となろう。

　また，志風頭式（前平式）・吉田式・塞ノ神Ｂ式（苦浜式）・船元式など出土量は少ないが，完形

復元できる土器が１～数個体ずつ認められることも特徴的である。さらに，１３・１４類土器とした早

期末～前期初頭に位置づけられると考えた土器も重要である。類例がないために多くの課題を残し

たが，最近，曽於市桐木耳取遺跡・日置市堂園平遺跡・中種子町三角山Ⅰ遺跡・鹿児島市仁田尾中

Ａ・Ｂ遺跡など当該期の資料が増えつつあり，今後これらを含めて検討していく必要があろう。
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６．仁田尾遺跡の石器組成からみた生業

　仁田尾遺跡の縄文時代は，草創期から晩期までの各時期の遺物が出土した。そのうち時期が明確

な縄文時代石器群として，早期（Ⅳ層），前期，晩期の各時期について，それぞれ石器組成から生

業の一端を比較・検討してみる。

　縄文時代早期（Ⅳ層）では計356点の各種石器が出土した。このうち出土比率が最も高いのは，磨

石・凹石類の35.7％であり，次が石鏃の22.2％であり，そして石皿・台石の20.8％となっている。こ

の石器組成から早期では植物質食料関連の石器が主要な位置にある。

　縄文時代前期になると，石器組成で最も出土比率が高いのは石鏃の30.5％となっており，次が磨

石・凹石類となっている。狩猟具の比率が高いのに関連して，骨角器製作などの骨を断ち割る道具

と考えられる楔形石器や動物等の解体具と考えられるスクレイパーも高い比率となっている。

　縄文時代晩期では，石器組成で高い出土比率をもつものは磨石・凹石類の36％であり，次が石鏃

の23.4％という順になっている。

　このように仁田尾遺跡の縄文時代各時期に居住していた集団は，それぞれの時期において石器組

成比率が異なることから，生業における主たる活動の違いがあったことが指摘できる。

　縄文時代早期後半における磨石・凹石類の出土比率の多さや，縄文時代前期における石鏃・スク

レイパー類・楔形石器類の出土比率の高さについては，これまで本県の他の遺跡で類似した傾向が

指摘できる。しかし，晩期については他の遺跡と明らかな差異が認められることから注意が必要で

ある。例えば鹿屋市榎崎Ｂ遺跡Ⅲ層は，縄文晩期黒川式土器の晩期であるが，石器組成で最も卓越

している器種は土掘具である打製石斧であり，26.8％を占めている。そして次が磨石類の24.4％で

その次が石鏃の17.9％となっている。他に横刃形石器も15点（4.4％）出土している。最近調査され

た南さつま市上水流遺跡も仁田尾遺跡とほぼ同時期の黒川式期であるが，打製石斧214点と横刄形

石器も36点出土しており組成のなかでは高い比率を占めている。

　このような縄文晩期における仁田尾遺跡とこれらの遺跡との石器組成の違いは，主たる生業の差

を示している。

　石器組成から生業の変化をみた場合，南九州では縄文時代後期に出現・増加する打製石斧が，石

器組成のなかで重要な位置を占めるようになり，生業変化の画期を示すものとして認識できうる。

打製石斧の比率の高さは，雑穀栽培などの食料の計画的な確保が計られてきたことを示し，縄文時

代晩期では一層，その傾向が強くなると考えられる。つまり縄文晩期は一般的に植物質食料を主た

る食料と想定する傾向が高く，それもこれまでの磨石・敲石類の製粉具中心の採集活動のみではな

く，土堀具を製作・使用する積極的な活動が行われたと考えられる。

しかし，仁田尾遺跡の集団は打製石斧つまり土掘具を必要としない採集による堅果類中心の食料や

狩猟に依存していた集団であったことを意味している。このような生業に関連して，通常縄文晩期

では消失している集石遺構が，仁田尾遺跡の縄文晩期に存続している理由として考えられる。

　つまり，仁田尾遺跡の縄文晩期に暮らした人々は新しい雑穀栽培などの生業形態を受け入れてい

ない旧来の狩猟採集の生業形態であったと考えられる。ただし，このような生業は遅れていたとみ

なすものではなく，逆に狩猟対象動物や堅果類など豊かな自然に恵まれていた可能性も考えられよ

う。 
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第Ⅷ章　古墳時代～中世の遺物

第１節　古墳時代の遺物

１．遺物の概要

　古墳時代の遺物はⅡ層またはⅢａ層から出土している。しかし遺物量は少なく，調査区全域に散

在的に分布する（第７７１図参照）。接合作業を経て１０３点確認し，１４点図示した。

２．遺物について（第７７２図　１～１４）

　１～７は甕形土器である。

　１は口縁部が大きく外開きし，胴部で膨らむ器形を呈する。頸部に１条の突帯を巡らせる。外面

調整は，口縁部では縦位のハケメ調整（いわゆるカキアゲ）を行い，突帯上に工具の始点が認めら

れる。胴部は縦位のハケメ調整後，「↓」方向のケズリ調整を行う。内面はハケメ調整を行い，頸

部には指頭圧痕が認められる。

　２は口縁部が「く」字状に外反し，胴部が張らずに底部へ至る器形を呈する。内外面ともにハケ

メのちナデ調整を行う。口唇部が若干凹む。

　３～５は頸部で，「く」字状に外反するものと考えられる。３．４は内外面ともにハケメのちナデ

調整を行い，ハケメがわずかに確認できる。５の外面はハケメのカキアゲ調整を行い，内面にはハ

ケメが明瞭に残る。

　６・７は底～脚台部である。脚台内面天井部はドーム状を呈する。なお，鉢形土器の脚台部であ

る可能性も考えられる。

　８～１３は壺形土器である。

　８は外傾する口縁部で，口唇部に凹みをもつ。内外面ともにナデ調整を行い，内面は工具痕が残

る。９・１２は同一個体である。９は直立気味の口縁部で，外面は縦位のハケメ調整を行う。１２は口

縁部を欠損する資料で，胴部は球形に近い形状を呈し，底部は丸底である。内外面ともに目の細か

いハケメ調整を行う。器壁が薄く，丁寧な作りである。

　１０は肩部で，ナデ肩状の器形を呈すると考えられる。内外面ともにハケメのちナデ調整を行う。

１１は胴部で，３条の突帯が貼付されている。内面はハケメ調整を行い，ハケメ工具の始点が確認で

きる。１３は底部で，丸平底を呈する。内底面には指頭圧痕が残る。

　１４は手づくねによる椀状の鉢形土器である。
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第１６３表　古墳時代遺物観察表
備　考

胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分
類取上No（区/層）No挿

図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面

◎◎◎ハケメハケメ/ケズリにぶい黄褐１０YR７/４明黄褐１０YR７/６成川式
１０９６（D１４/Ⅲa）
８２０（E１４/Ⅲa）
８２１（E１４/Ⅲa）

１

７７２

△○○ハケメ後ナデハケメ後ナデ明黄褐１０YR６/６橙５YR６/８成川式９８８８９（C１２/Ⅲa）２
△○△○○ハケメ後ナデハケメ後ナデ明黄褐１０YR７/６にぶい黄橙１０YR６/４成川式１１２０１０（C５/Ⅲa）３

○△○ハケメ後ナデハケメ後ナデにぶい橙７.５YR６/４にぶい橙７.５YR６/４成川式一括（C１２/Ⅰ）４
△△◎ハケメハケメ後ナデ橙５YR６/６橙５YR６/６成川式４５４３１（H７/Ⅱ）５

△○○○ナデヨコナデにぶい黄褐１０YR５/３にぶい黄褐１０YR５/３成川式１１５２６２（D５/Ⅲa）６
○△○ナデナデにぶい黄褐１０YR６/３橙７.５YR６/６成川式１１１８２２（C６/Ⅲa）７
○◎◎工具ナデナデにぶい黄橙１０YR７/４にぶい黄橙１０YR７/４成川式一括（G１２/Ⅰ）８
○◎○ハケメ後ナデハケメにぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄橙１０YR６/４成川式一括９

△○△○ハケメ後ナデハケメ後ナデにぶい黄２.５Y６/３にぶい黄橙１０YR６/４成川式１０５２（D１４/Ⅱ）１０
△△○ハケメナデにぶい黄橙１０YR６/３にぶい褐７.５YR５/４成川式１８３９（E１４/Ⅲa）１１

○◎○ハケメ後ナデハケメ後ナデにぶい黄２.５Y６/３にぶい黄２.５Y６/３成川式一括１２
△○△○ナデナデにぶい黄２.５Y６/４明黄褐５YR５/６成川式一括（E１２/Ⅰ）１３
△○△○ヨコナデナデ橙７.５YR６/６にぶい橙５YR６/４成川式３９７５（F１６/Ⅲa）１４
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第７７０図　古墳時代の土器
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第２節　古代～中世の遺物

１．遺物の概要

　古代～中世の遺物はⅡ層を中心に，一部Ⅲａ層からも出土している。しかし，古墳時代同様遺物

量は少ない。調査区全域に散在的な分布を示すが，Ｂ・Ｃ－１４・１５区では集中的に出土する（第７７３

図参照）。接合作業を経て１５１点確認し，３１点図示した。

２．遺物について（第７７４・７７５図　１～３１）

　１～５は土師甕である。

　１・２は「く」字状に外反する口縁部である。口唇部に平坦面をもち，わずかに凹む。１の外面

はヨコナデ調整を行う。内面は口縁部に横位のハケメ調整を，胴部に横位のケズリ調整を行う。２

の外面は口縁部にヨコナデ調整を，胴部に横位のハケメ調整を行う。内面は口縁部に横位のハケメ

調整を，胴部に縦位ケズリ調整を行う。

　３は「く」字状に外反する口縁部から，直線的な胴部へ至るものである。外面は口縁部にハケメ

調整を，胴部に斜位のナデ調整を行う。内面は口縁部にナデ調整を，胴部は横・斜位のケズリ調整

を行う。

　４・５はわずかに外反する口縁部である。４の外面は口縁部に横位のハケメ調整を，胴部は縦位

のハケメのちナデ調整を行う。内面は口縁部に横位のハケメ調整を，胴部は縦位のケズリ調整を行

う。５の外面は口縁部に横位のハケメのちヨコナデ調整を，胴部に縦位のナデ調整を行う。内面は

口縁部に横位のハケメ調整を，胴部に横位のケズリ調整を行う。

　６～２５は土師器の坏または椀である。

　６・７は直線的に外に開く口縁部である。９～１２は端部でわずかに外反する口縁部である。８は

底部から直線的に体部が開き，口縁部がわずかに外反する。１３～１５・１８は坏の底部で，底面にヘラ

切り痕が残る。底端部外面にわずかな段をもつ。

　１６・１７・１９は椀の脚部である。１９は体部と脚部との境に凹みをもつ。

　２０・２１は赤色土器である。内外面ともに赤色顔料が認められる。２１は脚が高めである。

　２２・２３は黒色土器で，内面のみ黒色化している。

　２４・２５は土師器坏の底部で，底面に糸切り痕が残る。２６は擂鉢の胴部である。

　２７～３０は須恵器である。２７・２８は同一個体で，甕の頸～胴部である。外面は格子状タタキ，内面

は同心円状当て具痕が残る。２９は外面に格子状タタキ，内面は平行状当て具痕が残る。３０は外面に

平行タタキ後ナデ調整を行う。内面はナデ調整が行われ，当て具痕がかすかに残る。

　３１は瓦質の円盤状土製加工品である。側面は丁寧に面取りがなされており，平面形態はほぼ正円

を呈する。 
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第７７３図　古代・中世の土器（２）
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第３節　古墳時代～中世の小結

１．古墳時代

　古墳時代の遺物は量的に少なく，散在した分布を示す。時間的には，口縁部が「く」字状に外反

する甕や多条突帯壺の存在から，弥生終末～古墳時代初頭の中津野式土器期に位置づけられる。

２．古代～中世

　古代～中世の遺物は量的に少なく，散在した分布を示すが，B・C－１４・１５区にやや集中する傾向

がある。古代は土師器甕や土師器坏・椀類，内面のみ黒色化した黒色土器A類，内外面に赤色顔料

を塗布した赤色土器，そして須恵器が認められる。土師器甕や坏の形態などから，９世紀後半～１０世

紀前半に位置づけられそうである。中世の遺物はごくわずかで，糸切り痕の残る土師器坏や擂鉢が

認められるのみである。
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第１６４表　古代～中世の遺物観察表
備　考

胎　　　　　土調　　　　　整色　　　　　調分
類取上No（区/層）No挿

図 他く礫風礫火ガ雲母角/輝石/長内　　面外　　面内　　面外　　面
△○△○ハケメ/ヨコケズリヨコナデにぶい赤褐５YR５/４灰褐７.５YR５/２土師甕-（-/-）１

７７４

△○○ハケメ/タテケズリヨコナデ/ハケメにぶい褐７.５YR５/３にぶい褐７.５YR５/４土師甕一括（-/Ⅰ）２

○○○ナデ/ケズリナデにぶい橙７.５YR６/４にぶい橙７.５YR６/４土師甕-（-/-）３

◎○○ハケメ/タテケズリハケメ橙７.５YR６/６橙７.５YR６/６土師甕９７９７８（B１５/Ⅲa）４

○○○ハケメ/ケズリナデにぶい黄橙１０YR５/４にぶい黄橙１０YR５/４土師甕４７７５８（I１０/Ⅲa）
４８２１０（I１０/Ⅲa）５

△回転ナデ回転ナデ浅黄２.５Y７/４浅黄２.５Y７/４土師杯/椀９３７１９（B１４/Ⅱ）６
△回転ナデ回転ナデ浅黄２.５Y７/４浅黄２.５Y７/４土師杯/椀９３５７０（C１４/Ⅱ）７

△△△回転ナデ回転ナデにぶい黄橙１０YR７/３にぶい黄橙１０YR７/３土師杯/椀

４４３７０（I７/Ⅲa）
４４３９８（I７/Ⅲa）
４５３６１（I７/Ⅱ）
４６６１６（I７/Ⅲa）

８

△△回転ナデ回転ナデ浅黄橙７.５YR８/４浅黄橙７.５YR８/４土師杯/椀９２６１８（B１５/Ⅱ）９
△△回転ナデ回転ナデにぶい黄橙１０YR７/４にぶい黄橙１０YR７/４土師杯/椀９３３４５（B１５/Ⅲa）１０
△△回転ナデ回転ナデにぶい黄橙１０YR７/４にぶい黄橙１０YR７/４土師杯/椀９３３３７（B１５/Ⅲa）１１
△△回転ナデ回転ナデ浅黄橙１０YR８/４にぶい橙７.５YR６/４土師杯/椀９７９９８（B１５/Ⅲa）１２

△△回転ナデ回転ナデ浅黄橙１０YR８/４浅黄橙１０YR８/４土師杯/椀９２５６２（B１５/Ⅱ）
９３３５１（B１５/Ⅱ）１３

△△回転ナデ回転ナデ黄灰２.５Y５/１浅黄２.５Y７/３土師杯/椀９２８３８（C１４/Ⅱ）１４
△回転ナデ回転ナデにぶい黄橙１０YR７/４にぶい黄橙１０YR７/４土師杯/椀９２６１８（B１５/Ⅱ）１５

△△マメツ不明マメツ不明橙７.５YR６/６橙７.５YR６/６土師杯/椀４７１７３（I１１/Ⅲa）
４７６９８（I１１/Ⅲa）１６

○△△回転ナデ回転ナデにぶい黄橙１０YR７/３にぶい黄橙１０YR７/３土師杯/椀９２７６２（B１４/Ⅱ）１７
○△回転ナデ回転ナデ浅黄橙７.５YR８/４浅黄橙７.５YR８/４土師杯/椀９２６１８（B１５/Ⅱ）１８

△△回転ナデ回転ナデ浅黄橙１０YR８/４浅黄橙１０YR８/４土師杯/椀９４０８３（B１４/Ⅲa）
９４０８６（B１４/Ⅱ）１９

○△回転ナデ回転ナデにぶい赤褐５YR４/４にぶい赤褐５YR４/４赤色土器
９２７６４（B１４/Ⅱ）
９７８０１（B１５/Ⅱ）
９７９６４（B１５/Ⅱ）

２０

○△回転ナデ回転ナデ浅黄２.５Y７/３浅黄２.５Y７/３赤色時３１９７（D１４/Ⅲa）２１

△回転ナデ回転ナデ内黒土器７９９（E１４/Ⅲa）２２

△回転ナデ回転ナデ内黒土器９４０６１（B１５/Ⅲa）２３

△回転ナデ回転ナデにぶい黄橙１０YR７/３にぶい黄橙１０YR７/３中世土師６７３２（H１３/Ⅲa）２４

△回転ナデ回転ナデにぶい黄橙１０YR６/４にぶい黄橙１０YR６/４中世土師９２７６８（C１４/Ⅱ）２５

△△△マメツ不明マメツ不明にぶい黄橙１０YR７/４にぶい黄橙１０YR７/４瓦器９２７８０（C１４/Ⅱ）２６

△同心円状当て具格子状タタキ灰オリーブ５Y５/２灰オリーブ５Y５/２須恵器

９２５６０（B１５/Ⅱ）
９２５６１（B１５/Ⅱ）
９２５７１（B１５/Ⅱ）
９７９５２（B１５/Ⅱ）
９７９５３（B１５/Ⅱ）
９７９５４（B１５/Ⅱ）

２７

７７５

△同心円状当て具格子状タタキ灰オリーブ５Y５/２灰オリーブ５Y５/２須恵器
９２５５５（B１５/Ⅱ）
９３７０１（B１５/Ⅱ）
９７９５６（B１５/Ⅱ）

２８

△平行状当て具格子状タタキ灰オリーブ５Y５/２灰オリーブ５Y５/２須恵器９７９５１（B１５/Ⅱ）２９

△△ナデ平行タタキ後ナデ灰オリーブ５Y５/２灰オリーブ５Y５/２須恵器-（-/-）３０

△△マメツ不明マメツ不明灰白７.５Y８/１灰７.５Y４/１円盤状加工品７０６６３（G６/撹乱）３１



第Ⅸ章　自然科学分析

第１節　土層とテフラ分析

株式会社　古環境研究所

１．はじめに

　仁田尾遺跡の発掘調査では，いわゆる火山灰土の中の複数の層準から旧石器時代の石器などが検

出されている。そこで放射性炭素年代測定や植物珪酸体分析によるこれらの時代の古環境復元に先

立ち地質調査を行って示標テラフの層序の記載を行うことにした。調査分析の対象とした地点は，

G‐２１グリッドおよびM‐６グリッドの２地点である。

２．土層の層序

（１）G-２１グリッド

　この地点では，下位より黄色軽石混じり黄褐色火砕流堆積物（層厚３㎝ 以上，軽石の最大径１２１

㎜）， 黄褐色土（層厚３２㎝，Ⅷb層），黄灰褐色土（層厚１３㎝，Ⅷa層），若干色調の暗い暗褐色土 

（層厚１２㎝，Ⅶc層），暗褐色土（層厚１７㎝，Ⅶb層），黒色土（層厚６㎝），暗褐色土（層厚２㎝，

以上Ⅶa層），成層したテフラ層（Ⅵ層），黒色土（層厚１９㎝），褐色土（層厚１１㎝），黄色細粒軽石層

（層厚２㎝），褐色土（層厚２１㎝）の連続が認められた（図１）。

　これらの土層のうち，最下位の火砕流堆積物は，層相から約２．２‐２．５万年前に姶良カルデラから噴

出した姶良入戸火砕流堆積物（A-Ito， 荒牧，１９６９，町田・新井，１９７６，１９９２）に同定される。成

層したテフラ層は，下位より正の級化構造の認められる黄色軽石層（層厚３６㎝，軽石の最大径８８㎜，

石質岩片の最大径９㎜），黄色軽石混じり橙色細粒火山灰層（層厚１３㎝），黄色軽石層（層厚２５㎝，

軽石の最大径４１㎜，石質岩片の最大径９㎜），灰色粗粒火山灰層（層厚４㎝），黄色軽石層（層厚５

㎝，軽石の最大径１７㎜，石質岩片の最大径３㎜）から構成されている。このテフラ層は，層相から

約１．１万年前に桜島火山から噴出した桜島薩摩テフラ（Sz-S，小林，１９８６，町田・新井，１９９２）に同

定される。また最上位に黄色軽石層は，層位や層相から約６，３００年前に鬼界カルデラから噴出した

鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah，町田・新井，１９７８）に同定される。発掘調査では，Ⅷb層基底部から

礫群，Ⅷb層からナイフ形石器，さらにⅦb層上半からⅦa層にかけて細石器が検出されている。

（２）M-６グリッド

　ここでは，下位より黒褐色土（層厚４㎝以上），暗褐色土（層厚２㎝），成層したテフラ層，下位

の黄色軽石混じり黒色土（層厚１６㎝），黒褐色土（層厚２１㎝），黄灰色土のブロック混じり暗褐色土

（層厚３０㎝），成層したテフラ層，褐色土（層厚１１㎝），黒灰色表土（層厚２８㎝）の連続が認められ

た（図２）。

　これらの土層のうち，成層したテフラ層は，下位より正の級化構造の認められる黄色軽石層（層

厚３８㎝，軽石の最大径７７㎜，石質岩片の最大径１３㎜），黄色軽石混じりの橙色細粒火山灰層（層厚

１４㎝），黄色軽石層（層厚１７㎝，軽石の最大径４３㎜ 石質岩片の最大径８㎜）からなる。このテフラ

層は，層相からSz-Sに同定される。また成層したテフラ層は，下部の橙色かかった褐色火山豆石層
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（層厚３㎝，火山豆石の最大径８㎜），黄色細粒火山灰層（層厚３㎝）から構成されている。この

テフラは層位や層相からK-Ahに同定されている。

　発掘調査ではSz-Sの上位の黒褐色土から縄文早期前半の，また暗褐色土から縄文早期後半の土器

が各々検出されている。

３．小結

　仁田尾遺跡において地質調査を行った。その結果，本遺跡では姶良入戸火砕流堆積物（A‐Ito）

の上位の火山灰土中に，下位より桜島薩摩テフラ（Sz‐S）と鬼界アカホヤ火山灰（K‐Ah）の２層

の示標テフラの堆積が認められた。

文献

荒牧重雄（１９６９）鹿児島県国分地域の地質と火砕流堆積物．地質学雑誌，７５，p．４２５‐４４２．

小林哲夫（１９８６）桜島火山の形成史と火砕流．文部省科研費自然災害特別研究「火山噴火に伴う乾

燥粉体流（火砕流等）の特質と災害」（研究代表者　荒牧重雄），p．１３７‐１６３．

町田洋・新井房夫（１９７６）広域に分布する火山灰－姶良Tn火山灰の発見とその意義．科学，４６，p．

３３９‐３４７

町田洋・新井房夫（１９９２）火山灰アトラス．東京大学出版会，２７６p．
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第２節　放射性炭素年代測定結果

株式会社　古環境研究所

１．試料と方法

２．測定結果

１）１４C年代測定値

　試料の１４C/１２C比から，単純に現在（１９５０年AD）から何年前（BP）かを計算した値。１４Cの半減期

は５，５６８年を用いた。

２）δ１３C測定値

　試料の測定１４C/１２C比を補正するための炭素安定同位体比（１３C/１２C）。この値は標準物質（PDB）

の同位体比からの千分偏差（‰）で表す。

３）補正１４C年代値

　δ１３C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り， １４C/１２Cの測定値に補正値を加えた上で算出し

た年代。

４）暦年代

　過去の宇宙線強度の変動による大気中１４C濃度の変動を補正することにより算出した年代（西暦）。

補正には年代既知の樹木年齢の１４Cの詳細な測定値を使用した。この補正は１０，０００年BPより古い試

料には適用できない。

 

－238－

測定法前処理・調整種類地点・層準試料名

加速器質量酸- アルカリ- 酸洗浄炭化物シラス直上，Ⅷb層No.１

分析（AMS）法石墨調整配石灰炉内部

測定No.暦年代補正14C年代δ13C14C年代試料名

（Beta-）交点（１σ）（年BP）（‰）（年BP）

92432-25080±100-27.425120±100No.１



第３節　仁田尾遺跡の植物珪酸体分析

株式会社　古環境研究所

１．はじめに

　植物珪酸体は，植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸（SiＯ２）が蓄積したものであり，植物

が枯れたあとも微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸

体分析は，この微化石を遺跡土壌などから検出する方法であり，イネをはじめとするイネ科栽培植

物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている（杉山，１９８７）。

　仁田尾遺跡の発掘調査では，複数の層準から旧石器時代の石器などが検出された。ここではこれ

らの層準を中心に分析を行い，遺跡周辺の古植生・古環境の推定を試みた。

２．試料

　試料は，G-２１グリッドで８点，M-６グリッドで９点の計１７点である。試料採取箇所を分析結果の

柱状図に示す。

３．分析法

　植物珪酸体の抽出と定量は，プラント・オパール定量分析法（藤原，１９７６）をもとに，次の手順

で行った。

１）試料の絶乾（１０５℃・２４時間）

２）試料約１gを秤量，ガラスビーズ添加（直径約４０μm・約０．０２g）

　　※電子分析天秤により１万分の１gの精度で秤量

３）電気炉灰化法（５５０℃・６時間）による脱有機物処理

４）超音波による分散（３００W・４２KHz・１０分間）

５）沈底法による微粒子（２０μm以下）除去，乾燥

６）封入剤（オイキット）中に分散，プレパラート作成

７）検鏡・計数

　同定は，イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし，４００倍の偏光顕微鏡下

で行った。計数は，ガラスビーズ個数が４００以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１枚

分の精査に相当する。試料１gあたりのガラスビーズ個数に，計数された植物珪酸体とガラスビー

ズ個数に，計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて，試料１g中の植物珪酸体個

数を求めた。

　また，おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体１個

あたりの植物体勘乾重，単位：１０-５g）をかけて，単位面積で層厚１cmあたりの植物体生産量を算出

した。ヨシ属（ヨシ）の換算係数は６．３１，ススキ属型（ススキ）は１．２４，ネザサ節は０．４８，クマザ

サ属は０．７５である。
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４．分析結果

　分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定

量を行い，その結果を表１および図１，２に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

　機動細胞由来：キビ族型，ヨシ属，ススキ属型（ススキ属など），ウシクサ族，Ｃタイプ，ネザ

サ節型（おもにメダケ属ネザサ節），クマザサ属型（おもにクマザサ属），タケ亜科（未分類等）

　その他：表皮毛起源，棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来），茎部起源，未分類等

〔樹木〕

　ブナ科（シイ属），クスノキ科，はめ絵パズル状（ブナ科ブナ属など），その他

（１）G-２１グリッド（図１）

　A-Ito最上部（試科８）からSz-S層（試科１）までの層準について分析を行った。その結果，A-Ito

最上部（試科８）ではクマザサ属型や棒状珪酸体などが検出されたが，いずれも比較的少量である。

Ⅷb層（試料７）ではクマザサ属型や棒状珪酸体が多量に検出され，キビ族型やヨシ属，ウシクサ

族なども検出された。Ⅷa層（試料６）からⅦb層（試料４）にかけてもおおむね同様の結果である

が，Ⅶc層（試料５）より上位ではススキ属型が検出された。Ⅶa層（試料２，３）では各分類群と

も増加傾向を示しており，ネザサ節型も検出された。Sz-S層（試料１）では植物珪酸体は検出され

なかった。

　おもな分類群の推定生産量（図の右側）によると，全体的にクマザサ属型が圧倒的に卓越してい

ることが分かる。

（２）M-６グリッド（図２）

　Sz-S直下層（試料９）からK-Ah直下層（試料１）までの層準について分析を行った。その結果，

Sz-S直下層（試料８，９）では，クマザサ属型や棒状珪酸体が多量に検出され，ススキ属型やウシ

クサ属なども検出された。Sz-S層（試料７）では植物珪酸体は検出されなかった。Sz-S直上層（試

料６）ではススキ属型，ウシクサ族，クマザサ属型，棒状珪酸体，クスノキ科などが検出されたが，

いずれも少量である。その上位の黒褐色土層（試料５）では，ウシクサ族やクマザサ属型などが増

加傾向を示している。

　K-Ah直下層（試料２～４）では，クスノキ科が増加しており，ブナ科（シイ属）なども検出され

た。なお，イネ科は減少傾向を示している。K-Ah直上層（試料１）でも同様の結果であり，イネ科

はほとんど検出されなかった。おもな分類群の推定生産量（図の右側）によると，Sz-Sより下位で

はクマザサ属型が圧倒的に卓越していることが分かる。

５．植物珪酸体分析から推定される植生・環境

　以上の結果から，仁田尾遺跡における堆積当時の植生と環境について推定すると次のようであ

る。

　姶良入戸火砕流堆積物（A-Ito，約２．４－２．５万年前）最上部の堆積当時は，クマザサ属を主体とす
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るイネ科植生であり，その他の分類群はあまり見られなかった。ものと推定される。

　Ⅷb層（ナイフ形石器出土）からⅦa層（細石器出土）にかけては，おもにクマザサ属が繁茂する

状況が継続していたと推定される。クマザサ属は氷点下５℃程度でも光合成活動をしており，雪の

中でも緑を保っていることから大半の植物が落葉または枯死する秋から冬にかけてはシカなどの草

食動物の重要な植物となっている（高槻，１９９２）。気候条件の厳しい氷期にクマザサ属が豊富に存在

したことは，当時の動物相を考える上でも重要である。

　また，Ⅶc層より上位では少量ながらススキ属やチガヤ属なども見られたものと考えられる。ク

マザサ属は森林の林床などでも生育が可能であるが，ススキ属やチガヤ属は日当たりの悪い林床で

は生育が困難である。したがって，当時の遺跡周辺は森林で覆われたような状況ではなく，比較的

開かれた環境であったものと推定される。

　その後，桜島薩摩テラフ（Sz-S， 約１．０５万年前）の堆積によって，当時の植生は一時的に破壊さ

れたと考えられるが，ススキ属やチガヤ属などは比較的早い時期に再生したものと考えられる。

　縄文時代早期前半の土器が出土した黒褐色土層の時期には，遺跡周辺でブナ科（シイ属）やクス

ノキ科などの照葉樹が見られるようになったものと推定される。花粉分析の結果によると，南九州

では約８，５００年前には照葉樹林が成立していたと考えられており（松下，１９９２），今回の結果はこれ

と符号している。鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah，約６，３００年前）直下層から直上層にかけては，おお

むね照葉樹林に覆われる状況が継続されたと考えられ，イネ科植物はあまり見られなかったものと

推定される。

参考文献

藤原宏志（１９７６）プラント・オパール分析法の基礎的研究（１）－数種イネ科栽培植物の珪酸体標

本と定量分析法－．考古学と自然科学，９，p．１５‐２９

杉山真二（１９８７）遺跡調査におけるプラント・オパール分析の現状と問題点．植生史研究，第２号，

p．２７‐３７

杉山真二（１９８７）タケ亜科植物の機動細胞珪酸体．冨士竹類植物園報告，第３１号，p．７０‐８３

高槻成紀（１９９２）北に生きるシカたち－シカ，ササそして雪をめぐる生態学－．どうぶつ社

松下まり子（１９９２）日本列島太平洋岸における完新世の照葉樹林発達史．第四紀研究，３１（５），

p．３７５‐３８７
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１　キビ属型

　　M６グリッド

　　試料名　６

２　ヨシ属

　　G２１グリッド

　　試料名　７

３　ススキ属型

　　M６グリッド

　　試料名　５



－245－

４　クマザサ属型

　　G２１グリッド

　　試料名　２

５　クマザサ属型

　　G２１グリッド

　　試料名　３

６　タケ亜科（その他）

　　G２１グリッド

　　試料名　６
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７　棒状珪酸体

　　G２１グリッド

　　試料名　３

８　ブナ科（シイ属）

　　M６グリッド

　　試料名　２

９　クスノキ科

　　M６グリッド

　　試料名　２
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１０　クスノキ科

　　M６グリッド

　　試料名　２

１１　不明

　　G２１グリッド

　　試料名　５

１２　海綿骨針

　　M６グリッド

　　試料名　４　



第４節　プラント・オパール定量分析結果について

宮崎大学　藤原宏志

１．Ⅰ層にはイネ（Oryza sativa L.）およびヒエ（Echinocloa）とみられるキビ族植物のプラント・

オパールが検出された。Ⅲ層より下層では作物に由来すると思われるプラント・オパールは検出

されなかった。

２．Ⅳ層およびⅤ層ではタケ類（Bambsaceae）とともに樹木のプラント・オパールが検出され，

広葉樹林相が形成されていたものと判断された。

３．Ⅶ層およびⅧ層（とりわけⅦa層）では多量のタケ類が検出された。ただし，Ⅳ層およびⅤ層に

較べ広葉樹に由来するプラント・オパールは少なかった。

４．Ⅲ層およびⅣ層ではプラント・オパールがほとんど検出されなかった。

５．Ⅲ層より下層では検出されたキビ族（Paniceae）とみられるプラント・オパールはその形状か

ら作物に由来するものではないと判断された。

６．土坑内でサツマ層（Ⅵd）に覆われている褐色土層から，多量のタケ類プラント・オパールが

検出された。ただし，広葉樹に由来するプラント・オパールは検出されなかった。
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第５節　花粉分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

　仁田尾遺跡（鹿児島県松元町所在）は，薩摩半島の中央部にあたり，東と西を谷に挟まれた狭い

台地上に立地する。これまでの調査により，旧石器時代以降の遺構・遺物が検出されているが，中

心となるのは，旧石器時代と縄文時代である。旧石器時代は，ナイフ型石器文化と細石刃文化の文

化層が存在する。特に細石刃文化層からは落し穴などの遺構も検出され注目されている。また，縄

文時代では，前期と晩期の土器が多く検出されている。

　今回の調査は，旧石器時代の各文化層における古環境推定を目的として，各層準の堆積層ならび

に落し穴の覆土を対象として花粉分析を行った。

１．試料

　試料は，ナイフ型石器文化層（Ⅷb層），細石刃文化層（Ⅶa層）からそれぞれ１点ずつと，落し

穴覆土の上部と下部からそれぞれ１点ずつの計４点について分析した。

２．分析方法

　試料約１０gについて，水酸化カリウムによる泥化，篩別，重液（臭化亜鉛：比重２．２）による有機

物の分離，アセトリシス処理の順に物理・化学的処理を施し，花粉化石を濃集する。残渣をグリセ

リンで封入してプレパラートを作製し，検鏡した。

３．結果・考察

　同定の結果，４試料とも花粉化石は全く検出されなかった。この原因の一つとして，好気的環境

下による酸化分解があげられる。今回分析を行った堆積物はいずれも風成層で酸化的環境にあるこ

とから，花粉化石が残りにくかったのであろう。このように，今回の結果から古植生に推定をする

ことはできなかったため，これまで周辺で行われてきた結果をもとに，遺跡周辺の古植生について

若干の考察を加える。

　現地説明会資料によれば，ナイフ型石器文化は，約３０，０００年前～１５，０００年前にあたり，最終氷期

のなかでも最も寒冷な時期をはさんでいる。近隣に分布する同時期の水成層としては，加久藤盆地

に分布する溝園層がある。溝園層からは，マツ属・ツガ属・トウヒ属・モミ属など針葉樹の花粉化

石が多産し，また，トウヒやミツガシワなどの大型植物遺体も見つかっている（Hatanaka，１９８５）。

さらに他の近隣で行われた結果を考慮すると，当時の九州地方の古植生は，マツ属・ツガ属・トウ

ヒ属・モミ属などの針葉樹が主体であったと考えられ，寒冷な気候が推定されている（Hatanaka，

１９８５）。

　細石刃文化は，約１４，０００年前～１２，０００年前にあたり，最終氷期が終わり急激な温暖化が始まった

時期に相当する。この時期の古植生は，マツ属・ツガ属・トウヒ属・モミ属などの針葉樹とコナラ

属・ブナ属・ニレ属などの落葉広葉樹が混在する植生が推定され，温暖化が進んできたことが推定
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される。（Hatanaka，１９８５）

　今回のように，風成堆積物中には花粉化石が残りにくい。今後の展開としては，花粉化石や大型

植物遺体の調査については水成層を中心に展開し，堆積物を台地の対比を行うことにより，遺跡の

情報とつなげていくのが良いであろう。一方台地上では・炭化した材・種子や植物珪酸体などの風

成層の中でも残りやすい化石を中心に展開していくことが必要と思われる。

文献

Hatanaka Ken-ichi（１９８５）PLAYNOLOGICAL STUDIES ON THE VEGETATIONAL 

SUCCESSION SINCE THE WURM GLACIAL AGE IN KYUSHU AND ADJACENT AREAS. 

Journal of the Faculty of Literature,  Kitakyusyu University（Series B）, １８, p２９‐７１.
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図版１　花粉プレパラート内の状況

１．落とし穴６号上層 ２．落とし穴６号下層

３．�ａ層 ４．�ｂ層 １００μ�



第６節　仁田尾遺跡から出土した炭化種実

新山雅広（パレオ・ラボ）

１．はじめに

　仁田尾遺跡の縄文時代の利用植物を明らかにする一端として，炭化種実の検討を行った。

２．試料と方法

　炭化種実の検討は，No．１～No．４の合計４試料について行った。No．１は，縄文時代晩期の黒川

式（新）が出土した土拡埋土内から出土した。No．２は，H･I－１３区Ⅲa層から出土した。周辺から

は黒川式が出土している。No．３，４はC-４区Ⅲa層から出土した。周辺からは縄文時代前期の曽畑

式が出土している。各試料は，抽出済みであり，アルミホイルに乾燥保存されていた。同定･計数は

肉眼および実体顕微鏡下で行った。なお，各試料は，放射性炭素年代測定の試料に使用され，No．

１は１σ歴年代範囲がcal BC８５５‐８１５年（４０．１%），２σ歴年代範囲がcal BC９０５‐８０５年（９５．４%），No．

２は１σ歴年代範囲がcal BC８４５‐８０５年（５２．５%），２σ歴年代範囲がcal BC９００‐８０５年（９５．４%），No．

３は１σ歴年代範囲がcal BC１２２０‐１１１０年（６０．１%），２σ歴年代範囲がcal BC１２６０‐１０４０年（９５．４%），

No．４は１σ歴年代範囲がcal AD１３０‐２１５年（６８．２%），２σ歴年代範囲がcal AD１２０‐２５０年（９４．４%）

と測定された。これに基づくと，No．１，２は縄文時代晩期，No．３は縄文時代後期，No．４は弥生

時代後期の年代であった。

３．出土した大型植物化石

　全試料で同定されたのは，木本がイチイガシ炭化子葉，コナラ属炭化子葉の２分類群，草本がサ

サゲ属炭化種子の１分類群であった。以下に，各試料の炭化種実を記載する。

　No．１：コナラ属炭化子葉が多数含まれていた。完形は１個のみであり，半分に割れたほぼ１/２片

が３０個，１/２未満の微小片が１９２個であった。１/２片は，単純に２個で完形１個分として換算すると

１５個分に相当する。１/２未満は，大小様々なので完形換算が難しいが，およそ３０～５０個分と推定さ

れる。他に，ササゲ属が２個含まれていた。

　No．２：コナラ属が多数含まれ，一部イチイガシと同定された。イチイガシは完形２個，１/２片が

４個であった。コナラ属は完形８個，１/２片が８８個（完形４４個分），１/２未満が４９１個（完形８０～１２０個

分程度）であった。他に，ササゲ属の完形と１/２片が７個ずつ含まれていた。

　No．３，No．４：いずれもコナラ属の１/２片が１個であった。

４．形態記載

（１）イチイガシ  Quercus gilva Blume  炭化子葉

　側面観は楕円形で長さ１３㎜程度，幅７～８㎜程度。２つの子葉が著しく不揃いであり，子葉の合

わせ目が直線にならず，湾曲する。１/２片は，割れ口の面が平坦にならず，湾曲する。コナラ属と

したものの中にも詳細な検討を行えば，破片の中にもう少しイチイガシと同定できるものが含まれ

ている可能性がある。
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（２）コナラ属  Quercus  炭化子葉

　側面観は，楕円形，卵状楕円形，卵形，ほぼ円形など様々である。長さ９．０～１６．０㎜，幅７．０～１２．０

㎜程度。外形も大きさもかなりばらつきがあり，複数種含む可能性が多分に考えられる。しかし，

この中には，同定には至らずともイチイガシを含んでいることが予想され，経験的にイチイガシ果

実は外形にばらつきがあるように思われる（楕円形のものやほぼ円形のものなど）。従って，外形や

大きさにばらつきがあるからといって，多種を含むかは不明である。

（３）ササゲ属  Vigna  炭化種子

　臍が残存したものは，No．２の１個のみである。これは，不明瞭ながらも中央からややずれた位

置に長さ２．０㎜ 前後の楕円形の臍が確認できる。およその大きさは，長さ５．２～６．４㎜，幅３．８～４．１

㎜，厚さ３．９～４．９㎜。幅と厚さがほぼ同等か厚さの方が大きいものもあり，断面は丸みを帯びる。

なお，マメ類の分類は，吉崎（１９９２）により，半割状態で観察できる初生葉と幼根の形態や立ち上

がりの角度から，アズキの仲間（アズキ），リョクトウの仲間（ヤブツルアズキ，クロアズキ，ケ

ツルアズキ），ダイズの仲間（ツルマメ，ヤブマメ，ダイズ）の３つにグルーピングされている。No．

２では，半割のものがあったが，初生葉と幼根が残存しておらず，ササゲ属とまでしか同定に至ら

なかった。

５．考察

　検討した結果，C－４区Ⅲa層（No．３，４）から出土した炭化種実はコナラ属炭化子葉であった。

周辺から出土する遺物は，縄文時代前期の曽畑式であったが，年代測定の結果では，No．３が縄文

時代後期，No．４が弥生時代後期の年代であった。出土遺物から推定される年代と年代測定（No．

１，２）の結果が一致した縄文時代晩期には，常緑のイチイガシを含むコナラ属とササゲ属が利用

されていたと考えられた。注目されるのは，縄文時代の出土例が少ないササゲ属であり，晩期の土

拡内（No．１）やH・I－１３区Ⅲa層（No．２）から出土した。ササゲ属の縄文時代の出土例としては，

前期の鳥浜遺跡や最も古い例として早期初頭の自然流路およびクリ塚から出土した粟津湖底遺跡

（南木・中川，２０００）が知られる。粟津湖底遺跡では，中期前葉の貝塚からも出土しており，イチ

イガシを主体としたコナラ属も利用されていたことが明らかとなっている（中川，１９９７）。粟津湖底

遺跡の早期初頭出土のササゲ属の中には，１点のみアズキ類の野生種の可能性が指摘されている
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表１　炭化種実出土一覧表
数字は個数，（　）内は半分ないし破片の数を示す

No.４No.３No.２No.１試料番号
分類群・部位 C‐４区C‐４区H・I‐１３区土拡地点

Ⅲa層Ⅲa層Ⅲa層埋土層位
２完形

炭化子葉イチイガシ
（４）１/２片
８１完形

炭化子葉コナラ属 （１）（１）（８８）（３０）１/２片
（４９１）（１９２）微小片
７２完形

炭化種子ササゲ属
（７）１/２片



が，本遺跡ではササゲ属とまでしか同定に至らなかった。大きさを比較すると，本遺跡の長さ，幅

の最小値は，いずれも粟津湖底遺跡の最大値（長さ４．６㎜，幅３．０㎜）を上回り，明らかに本遺跡の

方が大型の種子である。吉崎・椿坂（２００１）によれば，現段階では，形態によりマメ類を栽培種と

野生種とに識別することはできないが，提示されたマメ類の粒径のサイズを見ると，本遺跡の長さ

６．４㎜ や厚さ４．９㎜ といった大型のものは野生種には現れないようである。本遺跡のササゲ属が栽

培種であるか野生種であるかは不明であるが，いずれにせよ，ササゲ属といったマメ類の利用が本

遺跡では遅くとも縄文時代晩期にまで遡ることが明らかになった。

６．おわりに

　縄文時代晩期には，イチイガシを含むコナラ属とササゲ属が利用されていたと考えられた。ササ

ゲ属の種子は比較的大型であり，これの利用が遅くとも縄文時代晩期にまで遡ることが明らかと

なった。

引用･参考文献
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第７節　仁田尾遺跡に係る黒曜石製遺物の産地分析

有限会社　遺物材料研究所

１．はじめに

　石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて，客観的に，かつ定量的に推定し，古代の交流，交

易および文化圏，交易圏を探るという目的で，蛍光Ｘ線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遺物

の石材産地推定を行なっている１，２，３）。最近の黒曜石の伝播距離に関する研究では，伝播距離は数

千キロメートルは一般的で，６千キロメートルを推測する学者もでてきている。このような研究結

果が出てきている現在，正確に産地を判定すると言うことは，原理原則に従って同定を行うことで

ある。原理原則は，同じ組成の黒曜石が異なった産地では生成されないという理論がないために，

少なくとも遺跡から半径数千キロメートルの内にある石器の原材産地の原石と遺物を比較し，必要

条件と十分条件を満たす必要がある。『遺物原材とある産地の原石が一致したという「必要条件」

を満たしても，他の産地の原石にも一致する可能性が残っているから，他の産地には一致しないと

いう「十分条件」を満たして，一致した産地の原石が使用されていると言い切れる。また，十分条

件を求めることにより，一致しなかった産地との交流がなかったと結論でき，考古学に重要な資料

が提供される。』

２．産地分析の方法

　先ず原石採取であるが，本来，一つの産地から産出する全ての原石を採取し分析する必要がある

が現実的には不可能である。そこで，産地から抽出した数十個の原石でも，その産地全ての原石を

分析して比較した結果と同じ結果が推測出来，理論的にも証明されている方法として，マハラノビ

スの距離を求めてその結果を用いておこなうホテリングのＴ２乗検定法がある。ホテリングのＴ２

乗検定法とクラスター判定法（同定ではなく分類），元素散布図法（散布図範囲に入るか否かで判定）

の各々の方法を比較すると以下の通りとなる。

　クラスター判定法はクラスターを作る産地の組み合わせを変えることにより，クラスターが変動

してしまう。例えば，Ａ原石製の遺物とＡ，Ｂ，Ｃ産地の原石でクラスターを作ったとき遺物はＡ

原石とクラスターを作るが，Ａ原石を抜いて，Ｄ，Ｅ産地の原石を加えてクラスターを作ると，遺

物がＥ産地とクラスターを作ってしまう可能性がある。もし，Ａ産地が調査されていないと，遺物

はＥ原石製遺物と判定される可能性があり結果の信頼性に疑問が生じる。また，Ａ原石製遺物と分

かっていれば，Ｅ原石とクラスターを作らないようにもできる。クラスター分析を正確に行うには

遺物の原石産地を予め推測し，クラスターを組み立てる必要があるため，正しい結果を得るのは大

変に困難なものとなる。

　元素散布図法は肉眼で原石群元素散布図の中に分析した遺物の結果が入るか否かを図示した方法

で，原石の含有元素の絶対定量値を求めてその違いを地球科学的に議論するには地質学では最も適

した方法であるが，産地分析の見地からみると，クラスター法よりさらに後退した方法であり，何

個の原石を分析すればその産地を正確に表現出来るのか不明で，例えば分析する原石の数が少ない

ときにはＡ産地とＢ産地が区別できていたのに，分析する原石数が増えるとＡ産地，Ｂ産地の区別
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ができなくなる可能性があり（クラスタ法でも同じ危険性がある），判定結果に疑問が残る。以上の

ことから産地分析の方法として理想的なものは，地質学の常識的な知識さえあればよく，火山学，

堆積学など専門知識は必要ないもので，また，実際の分析においては非破壊で遺物の形態の違いに

よる相対定量値の影響を評価しながら同定を行うことが必要で，地球科学的なことは関係なく，如

何に原理原則に従って正確な判定をおこなえるかが重要である。このようにクラスター判定法，元

素散布図法の欠点を解決するために考え出され，理論的に証明された判定法がホテリングのＴ２乗

検定法である。産地分析を正確におこなうには，ある産地の原石の元素組成と遺物の元素組成が一

致すればそこの産地の原石と決定できるという理論がないために，多数の産地の原石と遺物を比較

し，必要条件と十分条件を満たす必要がある。考古学では，人工品の様式が一致すると言う結果が

非常に重要な意味があり，見える様式としての形態，文様，見えない様式として土器，青銅器，ガ

ラスなどの人手が加わった調合素材があり，それらが一致すると言うことは古代人が意識して一致

させた可能性があり，一致すると言うことは，古代人の思考が一致すると考えてもよく，相互関係

を調査する上で重要な意味をもつ結果である。しかし，石器の様式による分類ではなく自然の法則

で決定した石材の元素組成を指標にした分類では，例えば石材産地が遺跡から近い，移動キャンプ

地のルート上に位置する，産地地方との交流を示す土器が出土しているなどを十分条件の代用にす

ると産地分析は中途半端な結果となり，遠距離伝播した石材を近くの産地と誤判定する可能性があ

る。人が移動させた石器の元素組成とＡ産地原石の組成が一致し，必要条件を満たしたとき，確か

にＡ産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなるが，偶然（産地分析法が不完全なために）

に一致した可能性も大きく，もし他のＢ，Ｃ，Ｄ・・・の産地の原石と比較していない場合それら

の産地でないとの証拠がないために，Ａ産地だと言い切れない。ここで，十分条件として，可能な

かぎり地球上の全ての原産地（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ・・・・）の原石群と比較して，Ａ産地以外の産地

とは一致しないことを十分条件として証明すれば，石器がＡ産地の原石と決定することができる。

この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混乱し不可能であると思われる。また，自然科

学的分析を用いても全ての産地が区別できるかは，それぞれが使用している産地分析法によってそ

れぞれ異なるため，実際におこなってみなければ分からない。産地分析の結果の信頼性は何ヶ所の

原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより大きく左右され，比較した産地が少なければ

信頼性の低い結果と言える。黒曜石，安山岩などの主成分組成は原産地ごとに大きな差はみられな

いが，不純物として含有される微量元素成分組成には違いがあると考えられるため，主成分と微量

成分の元素分析をおこないこれを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物に

ついて求め，あらかじめ，各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組

成の平均値，分散などと遺物の分析値を対比して，各平均値からの離れ具合（マハラノビスの距離）

を求める。また，古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異

なる地点の可能性は十分に考えられる。従って，分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数

の平均値と分散を推測して判定を行うホテリングのＴ２乗検定を行う。この検定を分析した全ての

産地についておこない，ある遺物原材と同じ元素組成の原石がＡ産地では１０個中に１個みられ，Ｂ

産地では１万個中に１個，Ｃ産地では１００万個中に１個，Ｄ産地では・・・・１個と各産地毎に求

められるような，客観的な検定結果からＡ産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。すなわ
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ち多変量解析の手法を用いて，各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。今回分析した遺

物は鹿児島県日置郡松元町に位置する仁田尾遺跡出土の後期旧石器時代の黒曜石製遺物６６個で，産

地分析の結果が得られたので報告する。

３．黒曜石原石の分析

　黒曜石原石の自然面を打ち欠き，新鮮面を出し，塊状の試料を作り，エネルギー分散型蛍光Ｘ分

析装置によって元素分析を行なう。分析元素はAl，Si，K，Ca，Ti，Mn，Fe，Rb，Sr，Y，Zr，

Nbの１２元素で，塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り，それで

もって産地を特定する指標とした。黒曜石は，Ca/K，Ti/K，Mn/Zr，Fe/Zr，Rb/Zr，Sr/Zr，

Y/Zr，Nb/Zrの各元素比値を産地を区別する指標をしてそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海

道，東北，北陸，東関東，中信高原，伊豆箱根，伊豆七島の神津島，山陰，九州，の各地に分布す

る。調査を終えた原産地を図１に示す。元素組成の違いによってこれら原石を分類して表１に示

す。この原石群に原石産地が不明の遺物で作った遺物群を加えると２８２個の群になる。佐賀県の腰

岳地域および大分県の姫島地域の観音崎，両瀬の両地区は黒曜石の有名な原産地であり，姫島地域

ではガラス質安山岩もみられ，これについても分析をおこなった。隠岐島，壱岐島，青森県，和田

峠の一部の黒曜石には，Srの含有量が非常に少なく，この特徴により産地分析を行う際他の原産地

と区別する有用な指標となっている。九州西北地域の原産地で採取された原石は，相互に組成が似

た原石がみられる（表２）。九州西北地域で似た元素組成を示す黒曜石の原石群は，腰岳，古里第一，

松浦第一の各群（腰岳系と仮称する）および淀姫，中町第二，古里第三，松浦第四の各群（淀姫系

と仮称する）などである。淀姫産原石の中で中町第一群に一致する原石は１２％で，一部は淀姫群に

重なるが中町第一群に一致する遺物は中町系と分類した。また，古里第二群の原石と肉眼的および

元素組成的に似た原石は嬉野町椎葉川露頭で多量に採取でき，この原石は姫島産乳灰色黒曜石と同

色調をしているが，元素組成によって姫島産の黒曜石と容易に区別できる。もし似た元素組成の原

石で遺物が作られたとき，この遺物は複数の原産地に帰属され原石産地を特定できない場合があ

る。たとえ遺物の原石産地がこれら腰岳系，淀姫系の原石群の中の一群および古里第二群のみに帰

属されても，この遺物の原石産地は腰岳系，淀姫系および古里第二群の原石を産出する複数の地点

を考えなければならない。角礫の黒曜石の原産地は腰岳および淀姫で，円礫は松浦（牟田，大石），

中町，古里（第二群は角礫）の各産地で産出していることから，似た元素組成の原石産地の区別は

遺物の自然面が円礫か角礫かを判断すれば原石産地の判定に有用な情報となる。旧石器の遺物の元

素組成に一致する原石を産出する川棚町大崎産地から北方４kmに位置するところに松岳産地があ

るが，現在露頭からは８㎜程度の小礫しか採取できない。また，佐賀県多久のサヌカイト原産地か

らは黒曜石の原石も採取され梅野群を作った。九州中部地域の塚瀬と小国の原産地は隣接し，黒曜

石の生成マグマは同質と推測され両産地は区別できない。また，熊本県の南関，轟，冠ケ岳の各産

地の原石はローム化した阿蘇の火砕流の層の中に含まれる最大でも親指大の黒曜石であり，非常に

広範囲な地域から採取されるもので，福岡県八女市の昭和溜池からも同質の黒曜石が採取され昭和

池群を作った。従って南関等の産地に同定された遺物の原材産地を局所的に特定できない。桑ノ木

津留原産地の原石は元素組成によって２個の群に区別することができる。桑ノ木津留第１群は道路
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切り通し面の露頭から採取できるが，桑ノ木津留第２群は転礫として採取でき，これら両者を肉眼

的に区別はできない。また，間根ヶ平原産地では肉眼観察で淀姫黒曜石のような黒灰色不透明な黒

曜石から桑ノ木津留に似た原石が採取され，これらについても原石群を作成し間根ヶ平産黒曜石を

使用した遺物の産地分析を可能にした。遺物の産地分析によって桑ノ木津留第１群と第２群の使用

頻度を遺跡毎に調査して比較することにより，遺跡相互で同じ比率であれば遺跡間の交易，交流が

推測できるであろう。石炭様の黒曜石は大分県萩台地，熊本県滝室坂，箱石峠，長谷峠，五ヶ瀬川

の各産地および大柿産，鹿児島県の樋脇町上牛鼻産および平木場産の各産地から採取されそれぞれ

見た目は似ていて，肉眼観察ではそれぞれ区別が困難であるが，大半は元素組成で区別ができる。

しかし，上牛鼻，平木場産の両原石については各元素比値が似ているため区別はできない。これは

両黒曜石を作ったマグマは同じで地下深くにあり，このマグマが地殻の割れ目を通って上牛鼻およ

び平木場地区に吹きだしたと考えられ，両者の原石の元素組成は似ると推定できる。従って，産地

分析で上牛鼻群または平木場群のどちらかに同定されても，遺物の原石産地は上牛鼻系として上牛

鼻または平木場地区を考える必要がありうる。出水産原石の元素組成と同じ原石は日東，五女木の

各原産地から産出していてこれらは相互に区別できず日東系とした。竜ヶ水産原石は桜島の対岸の

竜ケ水地区の海岸および海岸の段丘面から採取される原石で元素組成で他の産地の黒曜石と容易に

弁別できる。

４．結果と考察

　遺跡から出土した黒曜石製石器，石片は風化に対して安定で，表面に薄い水和層が形成されてい

るにすぎないため，表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒曜

石製石器で，水和層の影響を考慮するとすれば，軽い元素の分析ほど表面分析になるため，水和層

の影響を受けやすいと考えられる。Ca/K，Ti/Kの両軽元素比値を除いて産地分析を行なった場合

と除かずに産地分析を行った場合，いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元素比値

についても風化の影響を完全に否定することができないので，得られた確率の数値にはやゝ不確実

さを伴うが，遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。

　今回分析した仁田尾遺跡出土の黒曜石製遺物の分析結果を表３に示した。石器の分析結果から石

材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするため

Rr/Zrの一変量だけを考える。表３の試料番号９６００１番の遺物ではRr/Zrの値は１．０７６で，桑ノ木津

留第１群のRr/Zrの［平均値］±［標準偏差値］は，１．０８０±０．０４８である。遺物と原石群の差を桑

ノ木津留第１群の標準偏差値（σ）を基準にして考えると遺物は原石群から０．０８σ離れている。と

ころで桑ノ木津留第１群の原産地から１００個の原石を採ってきて分析すると，平均値から±０．０８σ

のずれより大きいものが９３個ある。すなわち，この遺物が，桑ノ木津留第１群の原石から作られて

いたと仮定しても，０．０８σ以上離れる確率は９３％であると言える。だから，桑ノ木津留第１群の平

均値から０．０８σしか離れていないときには，この遺物が桑ノ木津留第１群の原石から作られたもの

でないとは到底言い切れない。ところがこの遺物を腰岳群に比較すると，腰岳群のRr/Zrの［平均

値］±［標準偏差値］は，１．６００±０．０８６であるので腰岳群の標準偏差値（σ）を基準にして考える

と遺物は原石群から６．０９σ離れている。これを確率の言葉で表現すると，腰岳の産地の原石を採っ
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てきて分析したとき，平均値から６．０９σ以上離れている確率は，１０億分の１であると言える。この

ように，１０億個に１個しかないような原石をたまたま採取して，この遺物が作られたとは考えられ

ないから，この遺物は，腰岳産の原石から作られたものではないと断定できる。これらのことを簡

単にまとめて言うと，「この遺物は桑ノ木津留第１群に９３％の確率で帰属され，信頼限界の０．１％を

満たしていることから桑ノ木津留第１群原石が使用されていると同定され，さらに腰岳群に１千万

分の１％の低い確率で帰属され，信頼限界の０．１％に満たないことから腰岳産原石でないと同定さ

れる」。遺物が１ヶ所の産地（桑ノ木津留第１群産地）と一致したからと言って，例え桑ノ木津留

第１群と腰岳群の原石は成分が異なっていても，分析している試料は原石でなく遺物であり，さら

に分析誤差が大きくなる不定形（非破壊分析）であることから，他の産地に一致しないとは言えな

い。また，同種岩石の中での分類である以上，他の産地にも一致する可能性は残る。すなわちある

産地（桑ノ木津留第１群）に一致し必要条件を満たしたと言っても一致した産地の原石とは限らな

いために，帰属確率による判断を表１の２８２個すべての原石群・遺物群について行ない，十分条件

である低い確率で帰属された原石群・遺物群を消していくことにより，はじめて桑ノ木津留第１群

産地の石材のみが使用されていると判定される。実際はRb／Zrといった唯１つの変量だけでなく，

前述した８個の変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならならい。例えばＡ原産地の

Ａ群で，Ca元素とSr元素との間に相関があり，Caの量を計ればSrの量は分析しなくても分かるよう

なときは，Ａ群の石材で作られた遺物であれば，Ａ群と比較したとき，Ca量が一致すれば当然Sr量

も一致するはずである。もしSr量だけが少しずれている場合には，この試料はＡ群に属していない

と言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統

計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのＴ２乗検定である。これによっ

て，それぞれの群に帰属する確率を求めて，産地を同定する４，５）。産地の同定結果は１個の遺物に対

して，黒曜石では２８２個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結

果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが，本研

究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる。す

なわち，桑ノ木津留第１群産原石と判定された遺物について，台湾の台東山脈産原石，北朝鮮の会

寧遺跡で使用された原石と同じ組成の原石とか，信州和田峠，霧ケ峰産の原石の可能性を考える必

要がない結果で，高い確率で同定された産地のみの結果を表５に記入した。原石群を作った原石試

料は直径３cm以上であるが，小さな遺物試料は単位時間あたりの分析カウントは少なくなり，含有

量の少ない元素では，得られた遺物の測定値には大きな誤差範囲が含まれ，原石群の元素組成のバ

ラツキの範囲を越て大きくなる。したがって，小さな遺物の産地推定を行なったときに，判定の信

頼限界としている０．１％に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。この場合には，原石産

地（確率）の欄の確率値に替えて，マハラノビスの距離Ｄ２乗の値を記した。この遺物については，

記入されたＤ２乗の値が原石群の中で最も小さなＤ２乗値で，この値が小さい程，遺物の元素組成

はその原石群の組成と似ているといえるため，推定確率は低いが，そこの原石産地と考えてほゞ間

違いないと判断されたものである。また，蛍光Ｘ線分析では，分析試料の風化による表面状態の変

化（粉末の場合粒度の違い），不定形では試料の置き方で誤差範囲を越えて分析値に影響が残り，

分析値は変動し判定結果は一定しない。特に元素比組成の似た原産地同士では区別が困難で，遺物
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の原石産地が原石・遺物群の複数の原石産地に同定されるとき，および，信頼限界の０．１%の判定境

界に位置する場合は，分析場所を変えて４～１２回分析し最も多くの回数同定された産地を判定の欄

に記している。また，判定結果には推定確率が求められているために，先史時代の交流を推測する

ときに，低確率（１%以下）の遺物はあまり重要に考えないなど，考古学者が推定確率をみて選択

できるために，誤った先史時代交流を推測する可能性がない。

　今回，分析した仁田尾遺跡出土の黒曜石製遺物の中で，産地を判定する信頼限界の０．１％に達しな

い遺物がみられ，これら産地が特定できなかった理由は，（１）遺物が異常に風化し元素組成の変化

が非常に激しい場合，（２）遺物の厚さが非常に薄いとき，特に遺物の平均厚さが１．５㎜以下の薄い試

料では，Mn/Zr，Fe/Zrの比値が大きく分析され，１㎜ 厚でFe/Zr比は約１５%程度大きく分析され

る。しかし，１㎜厚あればRb/Zr，Sr/Zr，Y/Zrについては分析誤差範囲で産地分析結果への影響

は小さく，Mn/Zr，Fe/Zrの影響で推定確率は低くなるが原産地の同定は可能と思われる。（３）未

発見の原石を使用している場合などが考えられる。

　分析番号９５９８０番の遺物は見た目にも風化が激しく，分析してもいずれの群にも同定されなかっ

た。また，分析番号９６００５，９６００６，９６００８，９６０１３番の各遺物は，いずれも厚さが薄く上記の（２）の

場合と考えられ０．６㎜ のものを分析したときにおこなう厚さ補正をすると，分析番号９６００５，９６００６

番の遺物は竜ヶ水群に一致し，分析番号９６００８番の遺物は桑ノ木津留第２群と同定され，分析番号

９６０１３番の遺物は腰岳系と判定された。分析番号９５９６４番の剥片は１ ㎜ 以上の厚さがあり厚さの影

響はない。また，軽元素比のCa/K，Ti/Kの値が風化を受けたように小さくなる（Kが大きくなる）

ようなこともないため（３）の原石産地未発見の原石を使用している可能性が推測される。そして，

分析番号９５９６４番の遺物を分析場所をかえて数十回分析し，仁田尾NTO‐６遺物群を作り，これら遺

物群と同質の黒曜石製遺物が他の遺跡で使用されているときに，判定出来るように表１の原石・遺

物群簿に登録した。

　分析した黒曜石製遺物６６個の遺物の各産地別の使用頻度の中で最も多数使用されたのは竜ケ水産

が４７%（３１個）で多数使用されていることが分かった。次に個数の多いのは，桑ノ木津留第２群産

原石と判定された１２%（８個）で，そしてその次は同数で桑ノ木津留第１群産と上牛鼻産が８%（５

個）ずつとなった。また，桑ノ木津留第２群産と桑ノ木津留第１群産をあわせると２０%（１３個）に

なる。次もまた同数で長谷産と淀姫産が６%（４個）ずつとなり，つづいて五女木・日東産が５%

（３個）となった。

　それから次は同数で分析番号９５９６４番の遺物から新たに作成した仁田尾NTO‐６遺物群と古里産が

３%（２個）となり，さらに最後に腰岳産が２%（１個）となった。なお，五女木・日東産と同定

された遺物の中には，同時に白浜産に１%を越える高確率で同定されているものがある。これは，

従来使用しているCa/K，Ti/K，Mn/Zr，Fe/Zr，Rb/Zr，Sr/Zr，Y/Zr，Nb/Zrの比の値の組み合

わせでホテリングのＴ２乗検定法の判定した結果であり，さらに五女木産，日東産，白浜産に同定

された遺物を弁別する目的で元素比の組み合わせを探し，新たにCa/K，Ti/K，Fe/Zr，Rb/Zr，

Sr/Zr，Y/Zr，Sr/Rb，Ti/Feの組み合わせによるホテリングのＴ２乗検定法での判定を行ったとこ

ろ，白浜産に同定される確率が非常に低くなり信頼限界０．１%以下になった（表４）。具体的には分

析番号９６０１２番は新元素比による判定で五女木産，日東産への同定は変化が少ないが，白浜産の確率
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が従来の組み合わせの値９%から０．００１%に下がり信頼限界の０．１%に達しなくなった。また分析番

号９６０１５の遺物も同様に判定すると白浜産の確率が従来の組み合わせの値１６%から０．０００１%に下が

り信頼限界の０．１%に達しなくなった。さらに従来の元素比の組み合わせで白浜産に信頼限界の

０．１%に達しなかった分析番号９６０１６番のものも同様に判定すると五女木産，日東産への同定は変化

が少ないが，白浜産の確率は信頼限界の０．１%に達しない０．０００１%となり，新たな元素比の組み合わ

せでの判定が従来の元素比の組み合わせと矛盾しないことが分かった。これらのことから，白浜で

ないとの十分条件を満たしたと推測した。従って，今回分析された遺物に白浜産原石は使用されて

いないと判定した。しかし，新元素比の組み合わせで（表１）全ての原石群についてホテリングの

Ｔ２乗検定を行った結果でないため，遺物原材が五女木産，日東産と一致し必要条件は満たしていて

参考結果にはなるが，これらの原石群以外の原石群に一致する可能性は否定（十分条件を満たして

いない）できない。従って，遺物の判定結果は表１の全ての原石群と比較した結果（表５）中で，

新たな元素比の組み合わせで除外された白浜と信頼限界の０．１%未満のデータを除いて高確率で同

定された，五女木，日東群に判定した。この結果，使用頻度の高い原石産地とは，交易，交流が活

発であったとすると，仁田尾遺跡の黒曜石に関する交流では，竜ヶ水地域と活発に交流していると

推測しても産地分析の結果と矛盾しない。

参考文献

　１）藁科哲男・東村武信（１９７５），蛍光Ｘ線分析法によるサヌカイト石器の原産地推定（II）。考

古学と自然科学，８：６１-６９

　２）藁科哲男・東村武信・鎌木義昌（１９７７），（１９７８），蛍光Ｘ線分析法によるサヌカイト石器の

原産地推定（III）。（IV）。考古学と自然科学，１０，１１：５３‐８１：３３‐４７

　３）藁科哲男・東村武信（１９８３），石器原材の産地分析。考古学と自然科学，１６：５９‐８９

　４）東村武信（１９７６），産地推定における統計的手法。考古学と自然科学，９：７７‐９０

　５）東村武信（１９８０），考古学と物理化学。学生社 
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（編者注：表５の番号のうち，取上番号のみ本報告書で対応している）

 

－270－



第８節　鹿児島県仁田尾遺跡の１４C年代測定

国立歴史民俗博物館・年代測定研究グループ

概要

　鹿児島県鹿児島市仁田尾遺跡から出土した資料について加速器を用いた年代測定を行ったので，

その結果を報告する。試料の採取は，鹿児島県埋蔵文化財センターにおいて，藤尾慎一郎とともに，

小林謙一が，他の遺跡出土試料とともに採取した。資料の出土層位や大凡の所属土器型式は，鹿児

島県埋蔵文化財センター東和幸氏の見解によるものである。

　試料の前処理は，炭素年代測定グループが行い，測定は（株）パレオ・ラボ社によるものである。測

定結果は計測値（補正）とともに実年代の確率を示す較正年代値を示した。また，その根拠となっ

た較正曲線を示した。

　この遺跡の年代測定の考古学的目的は，この遺跡の年代を調べることであるが，同時に縄文時代

早期および縄文晩期の土器の実年代が推定可能な測定結果を得ることができた。

１．採取試料と炭化物の処理

　仁田尾遺跡からは土器６個体から付着物を採取した。前処理した結果，土器付着物の過半は，土

壌等不純物の混入が多く，炭素量が十分ではないと判断され，結果的に土器付着物１点について測

定結果を得ることができた。

　測定できた土器であるKAMB‐５５は，縄文時代中期深浦式土器である。NIC‐１１Ⅲ，No９８３５８と注

記される土器で，発掘調査報告書１０１集にⅩ群土器として２５３図２１４・２１５に図示されている。その胴

部外面の煤状の付着物である。（編者注：本報告書第６８９図４３に図示されている資料である。上記の

２１４・２１５は間違いである。）

　試料については，補注１に示す手順で試料処理を行った。（１）前処理の作業は，国立歴史民俗博

物館の年代測定資料実験室において遠部慎，（２）燃焼と（３）グラファイト化の作業は，（株）パレオ・

ラボ社に委託した。

２．測定結果と暦年較正

　AMSによる１４C測定は，（株）パレオ・ラボ社（機関番号PLD）へ委託した。測定結果については，

補注２に示す方法で，補正し，較正年代を計算した。

試料番号　　 機関番号 １４ＣBP　　　較正年代（２σ）　（　）は確率密度

KAMB-５５　　PLD-４６４４ ４４００±２５　　３０９０-２９２０（９５．４%）cal BC

３．測定結果について

　暦年較正年代についてみると，較正年代で紀元前３０９０-２９２０年に含まれる可能性が高い結果を得

た。これまでの測定結果に照らすと，縄文中期中葉の時期に当たり土器型式と整合的であるといえ

る。

　この分析は，国立歴史民俗博物館　平成１７年度基盤研究「高精度年代測定法の活用による歴史資
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料の総合的研究」（研究代表　今村峯雄），平成１７・１８年度科学研究費補助金（学術創成研究）「弥

生農耕の起源と東アジア―炭素年代測定による高精度編年体系の構築―」（研究代表　西本豊弘），

の成果である。

　暦年校正については今村峯雄・坂本稔の方法に従う。本稿は，概要を西本豊弘，補注１を遠部慎

が執筆した稿をもとに，小林謙一・遠部慎（以上国立歴史民俗博物館）が執筆した。

＜補注１＞

（１）前処理：酸・アルカリ・酸による化学洗浄（AAA処理）。

　AAA処理に先立ち，土器付着物については，アセトンに浸け振とうし，油分など汚染の可能性の

ある不純物を溶解させ除去した（２回）。AAA処理として，８０℃，各１時間で，希塩酸溶液（１N-

HCl）で岩石などに含まれる炭酸カルシウム等を除去（２回）し，さらにアルカリ溶液（NaOH，１

回目０．０１N，３回目以降０．１N）でフミン酸等を除去した。アルカリ溶液による処理は，５回行い，

ほとんど着色がなくなったことを確認した。さらに酸処理（１N-HCl　１時間以上）を行いアルカリ

分を除いた後，純水により洗浄した（４回）。その結果，KAMB-５１，５３，５４ab，５６は，前処理後の

回収量が０mgかKAMB-５６で１．５１mgと微量であり，測定不能であった。KAMB-５５は６２．７９mgの採

取量のうち３８．４８mgを前処理し，４．９４mgを回収した。

（２）二酸化炭素化と精製：酸化銅により試料を燃焼（二酸化炭素化），真空ラインを用いて不純物

を除去。

　KAMB-５５について（株）パレオ・ラボに委託した。その結果，３．３mgを燃焼し，１．７５mgの炭素相

当量のCO２を得た。CO２/燃焼量で表される炭素含有率は，６１．１%であり，良好な年代測定用試料で

あるとみることができる。

（３）グラファイト化：鉄触媒のもとで水素還元し，二酸化炭素をグラファイト炭素に転換。アルミ

製カソードに充填。

＜補注２＞

　年代データの１４CBPという表示は，西暦１９５０年を基点にして計算した１４C年代（モデル年代）であ

ることを示す。１４Ｃ年代を算出する際の半減期は，５，５６８年を用いて計算することになっている。

誤差は測定における統計誤差（１標準偏差，６８％信頼限界）である。

　AMSでは，グラファイト炭素試料の１４C/１２C比を加速器により測定する。正確な年代を得るには，

試料の同位体効果を測定し補正する必要がある。同時に加速器で測定した１３C/１２C比により，

１４C/１２C比に対する同位体効果を調べ補正する。１３C/１２C比は，標準体（古生物belemnite化石の炭酸

カルシウムの１３C/１２C比）に対する千分率偏差δ１３Ｃ（パーミル，‰）で示され，この値を-２５‰に規

格化して得られる１４C/１２C比によって補正する。補正した１４C/１２C比から，１４C年代値（モデル年代）

が得られる。パレオ・ラボ社により報告されたδ１３C値は-２６．５‰であるが，加速器による測定は同

位体効果補正のためであり，必ずしも１３C/１２C比を正確に反映しないこともあるため，パレオ・ラボ

測定分は，参考としてみるべきである。

　測定値を較正曲線IntCal０４（１４C年代を暦年代に修正するためのデータベース，２００４年版）

（Reimer. Pet al ２００４）と比較することによって暦年代（実年代）を推定できる。両者に統計誤差
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があるため，統計数理的に扱う方がより正確に年代を表現できる。すなわち，測定値と較正曲線

データベースとの一致の度合いを確率で示すことにより，暦年代の推定値確率分布として表す。暦

年較正プログラムは，歴博で独自に開発したプログラムRHcal（OxCal Programを応用した方法）

を用いる。統計誤差は２標準偏差に相当する，９５％信頼限界で計算した。年代は，較正された西暦

（cal BC）で示す。（　）内は推定確率である。図は，各試料の暦年較正の確率分布である。

＜参考文献＞

今村峯雄２００４『課題番号１３３０８００９基盤研究（A・１）（一般）縄文弥生時代の高精度年代体系の構築』

（代表今村峯雄）

Reimer,  Paula J.,  et a.  ２００４ IntCal０４ Terrestrial Radiocarbon Age Calibration, ０-２６ cal kyr BP 

��������	�
 ４６（３）,   １０２９-１０５８

　KAMB-５５　炭化物付着状態　　　　　　　　　　　同　拡大状態

　KAMB-５５　測定試料　前処理前　　　　　　　　　同　前処理後　約３０倍
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第９節　仁田尾遺跡出土礫群の形成年代について

パリノ・サーヴェイ株式会社

１．はじめに

　仁田尾遺跡（旧　鹿児島県日置郡松元町千谷所在）の発掘調査では，旧石器時代～平安時代の遺

構・遺物が検出されている。特にローム層中では，細石刃文化期とナイフ形石器文化期の石器群や

礫群・土坑などが豊富に検出され，注目されている。

　今回，ナイフ形石器文化期の礫群の形成年代を確認するため，礫群に伴う炭化材を採取し，放射

性炭素年代測定を行ったので，その結果を報告する。

２．試料

　仁田尾遺跡のナイフ形石器文化期の遺構・遺物は，ほとんどⅧb層より出土している。今回，測

定試料とした３点の炭化材は，１９号・２２号・２８号礫群に伴ったもので，いずれもⅧb層中に包含さ

れていた。なお，Ⅷb層の直下にはAT層準がみられ，その堆積が終了後比較的短時間に礫群が形成

されたと考えられている。

３．測定

　測定は学習院大学放射性炭素年代測定室が行った。半減期はLIBBYの５，５７０年を使用した。

表１　放射性炭素年代測定結果

４．結果

　結果は表１に示した。

　得られた年代値は，誤差を考慮すれば，３点とも２５，０００～２８，０００y．B．P．の範囲にありほぼ同じ

年代観でとらえることができる。現在ATの噴出年代は２１，０００～２５，０００y．B．P．とされている（町

田・新井１９９２）ことから，姶良カルデラの火砕流直上という各礫群の検出層準を考慮すれば，測定

された炭化材が樹木として生育していた時期は姶良カルデラの火砕流噴出の時期に非常に近いとい

える。したがって礫群が形成された年代も火砕流噴出直後に非常に近いと考えられる。

〈引用文献〉

町田洋・新井房夫（１９９２）火山アトラス．東京大学出版協会，P．６３． 
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Code　No.年　　代試料の質試　　料

Gak-18276

Gak-18277

Gak-18278

26,120±870  (24,170B.C.)

26,390±1810 (24,440B.C.)

27,760±1180 (25,810B.C.)

炭化材

炭化材

炭化材

No.1　仁田尾遺跡19号礫群

No.2　仁田尾遺跡22号礫群

No.3　仁田尾遺跡28号礫群



第１０節－①　放射性炭素年代測定結果報告書（AMS測定）

株式会社　加速器分析研究所

（１）遺跡の位置

　　仁田尾遺跡は，鹿児島県鹿児島市石谷町仁田尾（北緯３１°３６′，東経１３０°２８′）に所在する。

　　測定対象試料は，H-１７区Ⅶ層から出土した貝殻１点（７：IAAA-６２９３３）である。

（２）化学処理工程

　１）メス・ピンセットを使い根・土等の表面的な不純物を取り除き，超純水に浸し，超音波洗浄

を行なう。

　２）試料の表面を１Nの塩酸を用いてエッチング処理する。その後，超純水で中性になるまで希

釈し，９０℃で乾燥する。

　３）試料を元素分析装置で強熱し，二酸化炭素を発生させる。

　４）発生した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し，グラファイトを

作製する。

　５）グラファイトを内径１㎜のカソードにハンドプレス機で詰め，それをホイールにはめ込み，

加速器に装着し測定する。

（３）測定方法

　測定機器は，３MVタンデム加速器をベースとした１４C-AMS専用装置（NEC Pelletron ９SDH-２）を

使用する。１３４個の試料が装填できる。測定では，米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ

酸（HOxⅡ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

また，加速器により１３C/１２Cの測定も同時に行う。

（４）算出方法

　１）年代値の算出には，Libbyの半減期５５６８年を使用した。

　２）BP年代値は，過去において大気中の炭素濃度１４C濃度が一定であったと仮定して測定された，

１９５０年を基準年として遡る１４C年代である。

　３）付記した誤差は，次のように算出した。

　　　複数回の測定値について，χ２検定を行い測定値が１つの母集団とみなせる場合には測定値

の統計誤差から求めた値を用い，みなせない場合には標準誤差を用いる。

　４）δ１３Cの値は，通常は質量分析計を用いて測定するが，AMS測定の場合に同時に測定される

δ１３Cの値を用いることもある。

　　δ１３C補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。
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　同位体比は，いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰；パーミル）で表した。

　δ１４C=［（１４AS－１４AR）/１４AR］×１０００  　　　　（１）

　δ１３C=［（１３AS－１３APDB）/１３APDB］×１０００　　　（２）

ここで，１４AS：試料炭素の１４Ｃ濃度：（１４C/１２C）Sまたは（１４C/１３C）S

　　　　　　　　　　　  １４AR：標準現代炭素の１４Ｃ濃度：（１４C/１２C）Rまたは（１４C/１３C）R

　δ１３Cは，質量分析計を用いて試料炭素の１３C濃度（１３AS=１３C/１２C）を測定し，PDB（白亜紀のベ

レムナイト（矢石）類の化石）の値を基準として，それからのずれを計算した。但し，加速器によ

り測定中に同時に１３C/１２Cを測定し，標準試料の測定値との比較から算出したδ１３Cを用いることも

ある。この場合には表中に〔加速器〕と注記する。

　また，Δ１４Cは，試料炭素がδ１３C=－２５．０（‰）であるとしたときの１４C濃度（１４AN）に換算した

上で計算した値である。（１）式の１４C濃度を，δ１３Cの測定値をもとに次式のように換算する。

　　１４AN＝１４AS×（０．９７５／（１+δ１３C／１０００））２（１４ASとして１４C/１２Cを使用するとき）

　　　　　　　または

　　　　＝１４AS×（０．９７５／（１+δ１３C／１０００））（１４ASとして１４C/１３Cを使用するとき）

　　Δ１４C=［（１４AN－１４AR）/１４AR］×１０００（‰）

　１４C濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として，pMC（percent Modern Carbon）がよ

く使われており，Δ１４Cとの関係は次のようになる。

Δ１４C=（pMC／１００－１）×１０００（‰）

pMC=Δ１４C／１０+１００（%）

　国際的な取り決めにより，このΔ１４CあるいはpMCにより，放射性炭素年代（Conventional

Radiocarbon Age；yrBP）が次のように計算される。

Ｔ＝－８０３３×ln［（Δ１４C／１０００）+１］

　＝－８０３３×ln（pMC／１００）

　５）１４C年代値と誤差は，１桁目を四捨五入して１０年単位で表示される。

　６）較正暦年代の計算では，IntCa１０４データベース（Reimer et al ２００４）を用い，OxCalv３．１０較

正 プ ロ グ ラ ム（Bronk Ransey １９９５ Bronk Ransey ２００１ Bronk Ramsey, van der Plich and 

Weninger ２００１）を使用した。

（５）測定結果

　H-１７区Ⅶa層から出土した貝殻（７：IAAA-６２９３３）の１４C年代は，３６００±４０yrBPである。測定試料

は海産の貝殻であり，海洋リザーバー効果を考慮する必要がある。海洋中の１４C濃度は大気の炭酸

ガス中の濃度と異なるため，同位体補正を行った１４C年代が実際の年代よりも古い値を示す。多く
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の場合，同位体補正をしないδ１４Cに相当する年代値が比較的よくその貝と同一時代の木片や木炭

などの年代値と一致する。このδ１３C補正無しの年代は３１９０±３０yrBPである。なお，海洋リザー

バー効果を正確に補正するためには，時期と地域を限定し，多数の分析結果を蓄積した上で，陸生

試料と海洋試料の暦年較正曲線の差によって補正する必要がある。

参考文献

Stuiver M. and Polash H.A. (１９７７) Discussion : Reporting of １４C data. ��������	�
, １９:３５５‐３６３

Bronk Ramsey C. (１９９５) Radiocarbon calibration and analysis of stratigraphy : the OxCal Program, 

��������	�
, ３７ (２) ４２５‐４３０

Bronk Ramsey C. (２００１) Development of the Radiocarbon Program OxCal, ��������	�
, ４３ (２A) ３５５

‐３６３

Bronk Ramsey C ., van der Plicht J. and Weninger B. (２００１)' Wiggle Matching' radiocarbon dates, 

��������	�
,, ４３ (２A) ３８１‐３８９

Reimer, P.J. et al. (２００４) IntCa１０４ terrestrial radiocarbon age calibration, ０-２６cal kyr BP.

��������	�
４６, １０２９‐１０５８
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第１０節－②　放射性炭素年代測定結果報告書（AMS測定）

株式会社　加速器分析研究所

（１）遺跡の位置

　仁田尾遺跡は，鹿児島県鹿児島市石谷町仁田尾（北緯３１°３６′，東経１３０°２８′）に所在する。

（２）測定の目的

　出土した石器の年代を明らかにする。

（３）測定対象試料

　H‐１１区のⅦa層から出土した貝殻（５：IAAA‐７０７０６），G‐５区のⅦb層から出土した貝殻（６：IAAA

‐７０７０７），C‐１２区のⅧb層から出土した貝殻（７：IAAA‐７０７０８），合計３点である。

（４）化学処理工程

　１）メス・ピンセットを使い根・土等の表面的な不純物を取り除き，超純水に浸し，超音波洗浄

を行なう。

　２）試料の表面を１Nの塩酸を用いてエッチング処理する。その後，超純水で中性になるまで希

釈し，８０℃で乾燥する。

　３）試料を元素分析装置で強熱し，二酸化炭素を発生させる。

　４）鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し，グラファイトを作製する。

　５）グラファイトを内径１㎜のカソードにハンドプレス機で詰め，それをホイールにはめ込み，

加速器に装着し測定する。

（５）測定方法

　測定機器は，３MVタンデム加速器をベースとした１４C-AMS専用装置（NEC Pelletron ９SDH‐２）

を使用する。１３４個の試料が装填できる。測定では，米国国立標準局（NIST）から提供されたシュ

ウ酸（HOxⅡ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

また，加速器により１３C/１２Cの測定も同時に行う。

（６）算出方法

　１）年代値の算出には，Libbyの半減期５５６８年を使用した。

　２）BP年代値は，過去において大気中の１４C濃度が一定であったと仮定して測定された，１９５０年

を基準年として遡る１４C年代である。

　３）付記した誤差は，次のように算出した。

　　複数回の測定値について，χ２検定を行い測定値が１つの母集団とみなせる場合には測定値の

統計誤差から求めた値を用い，みなせない場合には標準誤差を用いる。

　４）δ１３Cの値は，通常は質量分析計を用いて測定するが，AMS測定の場合に同時に測定される
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δ１３Cの値を用いることもある。

　　δ１３C補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。

　同位体比は，いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰；パーミル）で表した。

　δ１４C=［（１４AS－１４AR）/１４AR］×１０００  　　　　（１）

　δ１３C=［（１３AS－１３APDB）/１３APDB］×１０００ 　　 （２）

ここで，１４AS：試料炭素の１４C濃度：（１４C/１２C）Sまたは（１４C/１３C）S

　　　　　　　　　　　 １４AR：標準現代炭素の１４C濃度：（１４C/１２C）Rまたは（１４C/１３C）R

　δ１３C は，質量分析計を用いて試料炭素の１３C 濃度（１３AS =１３C/１２C）を測定し，PDB（白亜紀のベ

レムナイト（矢石）類の化石）の値を基準として，それからのずれを計算した。但し，加速器によ

り測定中に同時に１３C/１２Cを測定し，標準試料の測定値との比較から算出したδ１３Cを用いることも

ある。この場合には表中に〔加速器〕と注記する。

　また，Δ１４Cは，試料炭素がδ１３C=－２５．０（‰）であるとしたときの１４C濃度（１４AN）に換算した

上で計算した値である。（１）式の１４C濃度を，δ１３Cの測定値をもとに次式のように換算する。

　１４AN＝１４AS×（０．９７５／（１ +δ１３C／１０００））２  （１４ASとして１４C/１２Cを使用するとき）

　　　　　　または

　　　＝１４AS×（０．９７５／（１ +δ１３C／１０００）） （１４ASとして１４C/１３Cを使用するとき）

　　Δ１４C=［（１４AN－１４AR）/１４AR］×１０００ （‰）

　貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については，海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸

ガス中の濃度と異なるため，同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きくなる。多

くの場合，同位体補正をしないδ１４Cに相当するBP年代値が比較的よくその貝と同一時代のものと

考えられる木片や木炭などの年代値と一致する。

　１４C濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として，pMC（percent Modern Carbon）がよ

く使われており，Δ１４Cとの関係は次のようになる。

Δ１４C=（pMC／１００－１）×１０００ （‰）

pMC=Δ１４C／１０+１００  （%）

　国際的な取り決めにより，このΔ１４CあるいはpMCにより，放射性炭素年代（Conventional 

Radiocarbon Age；yrBP）が次のように計算される。

Ｔ＝－８０３３×ln［（Δ１４C／１０００）+１］

　＝－８０３３×ln（pMC／１００）

　５）１４C年代値と誤差は，１桁目を四捨五入して１０年単位で表示される。
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（７）測定結果

　H-１１区のⅦa層から出土した貝殻（５：IAAA-７０７０６）の１４C年代が２４００±３０yrBP，G-５区のⅦb層か

ら出土した貝殻（６：IAAA-７０７０７）の１４C年代が２５９０±３０yrBP，C-１２区のⅧb層から出土した貝殻

（７：IAAA-７０７０８）の１４C年代がModernである。

　測定対象試料は貝殻であり，暦年較正する上では海洋リザーバー効果を考慮する必要がある。海

洋試料は海洋リザーバー効果によって数百年ほど古い値の１４C年代が提示されることが多いが，海

洋リザーバー効果は地域的な差が大きく，地域や時期を絞って基礎データを蓄積し，それに基づい

て暦年較正を行なう必要がある。

　測定試料の炭素含有量は十分であり，化学処理および測定内容に問題は無く，妥当な年代と考え

られる。

参考文献

Stuiver M. and Polash H.A. １９７７ Discussion: Reporting of １４C data, ��������	�
 １９, ３５５‐３６３
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IAA

BP年代および炭素の同位体比 試　　　　料IAA Code No.

Libby Age（yrBP） ：2,400±30

δ１３C（‰）、（加速器） ＝5.97±0.72

Δ14C（‰） ＝-258.7±2.9

pMC（％） ＝74.13±0.29

試料採取場所：鹿児島市石谷町仁田尾

　　　　　　　仁田尾遺跡

試 料 形 態：貝殻

試料名（番号）：５

IAAA-70706

#1825-1代替

δ14C（‰） ＝-210.8±2.9

pMC（％） ＝78.92±0.29

Age（yrBP） ：1,900±30

　（参考）　　　　　δ１３C の補正無し

Libby Age（yrBP） ：2,590±30

δ13C（‰）、（加速器） ＝4.73±0.71

Δ14C（‰） ＝-276.0±3.0

pMC（％） ＝72.40±0.30

試料採取場所：鹿児島市石谷町仁田尾

　　　　　　　仁田尾遺跡

試 料 形 態：貝殻

試料名（番号）：６

IAAA-70707

#1825-2

δ14C（‰） ＝-231.2±2.9

pMC（％） ＝76.88±0.29

Age（yrBP） ：2,110±30

　（参考）　　　　　δ１３C の補正無し

Libby Age（yrBP） ：Modern

δ13C（‰）、（加速器） ＝2.75±0.66

Δ14C（‰） ＝149.3±4.2

pMC（％） ＝114.93±0.42

試料採取場所：鹿児島市石谷町仁田尾

仁田尾遺跡

試 料 形 態：貝殻

試料名（番号）：７

IAAA-70708

#1825-3

δ14C（‰） ＝215.7±4.1

pMC（％） ＝121.57±0.41

Age（yrBP） ：Modern

　（参考）　　　　　δ１３C の補正無し

参考

　IAAA-70706に関しましては，代替試料を処理し測定した結果になります。

IAA参考資料：暦年較正用年代

Libby Age（yrBP）試料番号IAA Code No.

2404　±315IAAA-70706

2594　±326IAAA-70707

Modern7IAAA-70708

ここに記載するLibby Age（年代値）と誤差は下１桁を丸めない値です。



第Ⅹ章　総　括
　総数１５万点を超える多量の遺物点数と，これまでにない遺構の検出などが注目された。ここでは

各時代・文化層ごとに簡単に成果をまとめておく。

第Ⅰ文化層

　出土層位的にもＡＴ直上の時期としての編年的位置が考えられるものである。出土した石器は，

ナイフ形石器，台形石器，掻器，削器，彫器などの多種の器種が多数出土した。ナイフ形石器は形

態的に狸谷型ナイフ形石器に分類できるものが主であった。今回接合作業を実施して，石核から剥

片剥離，そして，ナイフ形石器や台形石器製作の実態が明らかになった。

　検出されたブロック数が多かったこともあり，ブロックにより使用されている石材の差異が認め

られた。特に三船産黒曜石を主とするブロックや，上牛鼻産黒曜石を主体とするもの，日東産黒曜

石あるいは頁岩を主体とするものなど多彩であり，それを形成した集団の違いや，領域つまり仁田

尾に来る直前どこの石材をもってきたかという，移動経路が検討可能な好資料となる。またほとん

ど狸谷型ナイフを製作していることから，全体の遺跡形成期間や各ブロック群の形成なども含めて

今後の課題となる。

第Ⅱ文化層

　小型のナイフ形石器や小型の台形石器が主体となるナイフ形石器文化の終末期に位置づけられる

ものである。個別の石器は出土数が少なかったものの，その製作に関わる特徴的な石核が抽出でき

た。それは亀ノ甲形を呈するものであり，求心状に連続して小型剥片を剥離するもので，これまで

の剥片素材で小口部分から剥離するものとは大きく異なる技術であった。

第Ⅲ文化層

　細石刃・細石刃核とスクレイパーなどを中心とする石器群であり，これも計６０ヶ所以上という極

めて多くのブロックが確認された。しかし，細かくみると１つのブロックに複数の集中部が認めら

れたものも少なくない。

　細石刃の製作は多種の石材によって行われており，そこで量的に多い三船産と上牛鼻産黒曜石を

除いた石材で接合を実施した。その結果，細石刃の製作工程が，礫から剥片剥離，そしてブランク

調整，細石刃剥離後の打面再生や作業面再生の過程が理解できる資料が多く見出された。注目され

るのは，型式が異なる細石刃核が同一母岩から製作されていたことである。

　また，わずかながら土器と石鏃が出土したブロックもみられ，共伴かどうかの検討も必要ながら

縄文草創期の細石刃製作の残存と石鏃の出現の問題など多くの課題を提供することになった。

　さらに共伴遺物では打製の斧形石器の出土が注目された。石材的にも整形加工面においても木の

伐採用とは考えられず，その機能は土掘具と推定された。

　細石刃文化の遺構として陥し穴の発見は南九州における早い段階での陥し穴猟が想定され，その

存在は，当時の集団が定住的な様相をもっていたことを示唆するもので，今後の細石刃文化を考え

るうえで大きな画期をもたらしたと評価できよう。

縄文時代

　早期から晩期までの各時期の遺物が多く出土した。縄文時代の成果については，第３分冊のまと

めに詳細に記載しているので割愛する。
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あ と が き

　仁田尾遺跡は，標高差約１９０ｍの横位台地にあり，確認調査をしながらの発掘調査となったことな

どの条件が重なったため，調査期間は３年間にわたりました。特に，旧石器時代の遺物は膨大な量

となり，発掘調査時点から全国の研究者から注目されていました。

　周囲からのその成果を期待される中，西回り自動車道路建設に伴う発掘調査を進めながら，整理

作業を進めるという厳しい条件の下で，このたび１５年の時を経て，やっと報告書を刊行する運びと

なりました。膨大な遺物を持つ遺跡の特性を，限られた頁数の中でどれだけ報告書として復元でき

たか分かりませんが，担当者の力量不足で十分になしえなかった点もあるかもしれません。

　しかし，本報告書が，地域の方々の誇るべき埋蔵文化財として，その成果を活用されることを

願ってやみません。

　最後に，仁田尾遺跡の寒暖の差の厳しい中を発掘調査に従事された地域の方々や膨大な量の遺物

と格闘しながら整理作業に当たった方々に，無事刊行できましたことを感謝し，お礼申し上げます。
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